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平成 30 年度教育に関する事務の管理及び執行状況の点検・評価の実施要領について 

 

1 自己点検・評価の考え方 

教育委員会は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律(以下「法」という。)第 26 条の

規定に基づき、毎年、教育委員会の権限に属する事務の管理・執行状況について点検・評価

を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表することになっ

ています。同時に、点検・評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見

の活用を図ることとされています。 

都城市教育委員会では、平成 29 年度、本市の教育の発展のために様々な事務事業に取り組

んでまいりました。その事務事業の政策効果を把握し、必要性、効率性等の観点から自ら評

価を行い、その結果を公表することは、今後の的確な政策立案と市民への説明責任を果たす

上で、重要なことです。このような観点から、法第 26 条の規定に基づき、具体的な事務事業

の内容の点検・評価を行い、公表します。 

 

2 具体的な点検・評価の方法 

項   目 点検・評価方法 

1 教育委員会の活動状況 

(1)教育委員会の会議の運営等 

(2)その他教育委員の活動 

平成 29 年度の教育委員会の会議の運営等及びその他

教育委員の活動状況実績に対する全体的な点検・評価

を行う。 

2 教育委員会が管理・執行を教

育長に委任する事務 

都城市総合計画の後期実施計画期間（平成 25 年度から

平成 29 年度まで）の主要事業計画において採択され、

かつ、平成 29 年度当初予算に計上された事務事業及び

平成 28 年度予算で 29 年度に繰越された事務事業に対

する実績、評価及び課題の検証を行い、その達成度に

基づき、5 段階評価とします。 

  評価 5 達成度 100％ 

評価 4 達成度概ね 80％ 

評価 3 達成度概ね 60％ 

評価 2 達成度概ね 40％ 

評価 1 達成度 20％未満 

 

3 外部評価の方法 

「都城市教育委員会外部評価委員設置規程」に基づき、外部評価委員 2 名を委嘱し、上記

の点検・評価の結果について意見を求めます。上記のうち、教育委員会が管理・執行を教育

長に委任する事務については、担当課から成果指標の達成度等の聴き取りを行います。 
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4 公表 

外部評価委員による評価後に、「平成 30 年度教育に関する事務の管理及び執行状況の点

検・評価に関する報告書（平成 29 年度対象）」としてまとめ、市議会議員全員に配付すると

ともに、市のホームページで公表します。 

 

5 平成 29 年度都城市教育委員会委員 

職 名 氏 名 

委員長 小 西 宏 子 こにし ひろこ 

委員長職務代理者 赤 松 國 吉 あかまつ くによし 

委員 中 原 正 暢 なかはら まさのぶ 

委員 濵 田 英 介 はまだ えいすけ 

教育長 黒 木 哲 德 くろぎ てつのり 
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6 都城市教育委員会組織図               (平成 29 年 4 月 1日現在) 

　 ──事　務　局──── 教 育 総 務 課 ┬─総 務 担 当

教育部長 (13) └─施 設 管 理 担 当

(1) └─総 括 担 当

 ── 学 校 教 育 課 ┬─教 育 指 導 担 当

(21) ├─教 育 振 興 担 当

└─青 少 年 指 導 担 当

──── ───　  └─
青少 年育 成セ ンタ ー 兼
適 応 指 導 教 室

└─教 育 研 究 所

 ── ス ポ ー ツ 振 興 課 ──ス ポ ー ツ 振 興 担 当

(8) └─体 育 施 設 担 当

 ── 生 涯 学 習 課 ┬─生 涯 学 習 担 当

(14) ├─社 会 教 育 担 当

├─公 民 館 担 当

｜

├─中央公民館　 　11地区公民館

｜

└─教育集会所（広原・梅北）

 ── 文 化 財 課 ┬─一 般 文 化 財 担 当

(12) ├─埋 蔵 文 化 財 担 当

｜

└─(歴史資料館)

 ── 学 校 給 食 課 ┬─管 理 担 当

(14) ├─都 城 学 校 給 食 セ ン タ ー

├─山之口学校給食センター

├─高 城 学 校 給 食 セ ン タ ー

├─山 田 学 校 給 食 セ ン タ ー

└─高 崎 学 校 給 食 セ ン タ ー

　 ── 教 育 機 関 ──── 図 書 館 ┬─管 理 担 当

(5) └─高 城 図 書 館

 ── 美 術 館

(5)

　─ 都 城 島 津 邸

(6)

　── 高 城 郷 土 資 料 館

　── 山 之 口 地 区 公 民 館

　── 高 城 地 区 公 民 館 ──分館（石山・有水・四家）

　── 高 崎 地 区 公 民 館 ──分館（前田・縄瀬・江平・東霧島）

　── 高 崎 地 区 教 育 集 会 所 （高崎・笛ヶ水）

　── 幼 稚 園 （高城・石山・有水）

 ── 小 学 校 38校

(3)

 ── 中 学 校 19校

(4)

総合支所地域振興課
事務補助執行

教
育
委
員
会

教
育
長
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（３）放課後子ども教室の環境整備

（１）学校からの情報提供等の工夫・充実

（２）学校運営協議会の取組の充実

施策２　家庭や地域の教育力の向上

施策３　地域とともにある学校づくりの推進

施策１　家庭・学校・地域や企業・市民団

　　　　　体等が一体となって取り組む教育
　　　　　の推進

（１）教育に関する市民意識の醸成

（２）市民の教育活動への参画の充実

（３）人権が尊重される社会をめざす教育の推進

（１）家庭の教育力向上に向けた取組の充実

（２）地域の教育力向上に向けた取組の充実

基本目標１ 基本目標１ 基本目標１ 基本目標１ 市民総ぐるみによる教育の推進    

基本目標２ 基本目標２ 基本目標２ 基本目標２ 次世代を担う子どもの学力向上と社会を生き抜く力の育成    

（４）体験活動の充実

（５）文化・芸術活動の充実

（３）食育の推進

施策２　豊かな心を育む教育の推進

施策３　健やかな体を育む教育の推進

（１）いじめ・不登校・非行の未然防止

（２）道徳教育の充実

（３）人権教育の充実

（１）保育所・幼稚園・認定こども園との連携推進
施策１　確かな学力を育む教育の推進

（４）学びのセーフティーネットの構築

（２）学力調査等の実施・分析

（３）効果的な指導のための体制づくり

（１）体力向上に向けた取組の推進

（２）学校保健活動の充実

7 施策の基本目標・体系 
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（２）特別支援学級、通常の学級における指導の

     充実

（１）安心・安全な学校給食の安定的な提供

（２）学校給食の献立内容の充実

（３）学校給食を活用した食育の推進

（１）就学前から中学校卒業までの一貫した特別

　　 支援体制の充実

施策４　健やかな心身を育む学校給食の

　　　　　充実

施策５　特別な支援を必要とする子どもへ

　　　　　の教育の推進

基本目標４ 魅力ある教育環境の整備・充実 

施策１　教職員の資質向上

施策２　学校安全の充実

（２）教職員が能力を発揮できる環境の整備・充実

（１）安全・安心な学校施設の整備

（２）実践的な防災教育等の推進

（１）学校規模の適正化及び小規模校の振興
施策３　　学校規模の適正化及び小規模

　　　　　　校の振興

（１）専門性や社会性向上のための取組の充実

基本目標３ ふるさとを誇りに思い、世界にはばたく子どもを育む教育の推

施策１　ふるさとに学び、誇りや郷土愛を育

　　　　　む教育の推進

（１）学校における「ふるさと教育」の充実

施策２　グローバルな視野を持ち、世界で
　　　　 活躍するための教育の推進

（２）学校における教育の情報化の推進

（２）地域における「ふるさと教育」の充実

（１）グローバル化に対応した教育の推進

（３）学校におけるキャリア教育の推進

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5555



 

 

基本目標６ 魅力あるスポーツの振興とスポーツに親しむ社会づくりの推進 

（３）指導者の育成・確保

（２）総合型地域スポーツクラブの育成

（３）地域スポーツの活性化

施策２　競技スポーツの強化
（１）少年期からの一貫した指導・育成体制の確立

施策３　スポーツ環境の整備

（２）既存施設有効活用の促進

（３）利用者の満足度を高めるためのサービス向上

施策１　生涯スポーツの振興

（２）スポーツキャンプ・合宿、大会等の誘致支援

（１）スポーツ施設整備ビジョン策定及び計画的な

　　 整備の実施

（１）幼少期のスポーツ機会の充実

（３）歴史や文化遺産の保護・保存・活用

施策４　歴史と地域文化資源の保存・継

　　　　　承・活用

（３）人材育成及び芸術文化の交流の推進

施策２　生きる力を育む読書活動の推進

施策３　芸術文化の振興

（１）学校における読書活動の推進

（２）歴史・文化に関する資料の収集・調査研究

（２）家庭における読書活動の推進

（３）市立図書館における読書活動の推進

（１）作品鑑賞の機会の提供

（１）学びの機会の提供

（４）美術館収蔵品の充実や適正な保存

（２）美術に関する資料の収集・調査研究

基本目標５ 生涯を通じて学び、文化と歴史に親しむ社会づくりの推進 

（１）生涯学習の機会と施設機能の充実

（２）社会教育の充実

施策１　生涯学習・社会教育の振興
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都
城
市
教
育
委
員
会
に
お
け
る
会
議
は
、
毎
月

1
回
の
定
例
会
の
ほ
か
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
臨
時
会
を
開
催
し
、
教
育
委
員
会
の
決
定
を
要
す
る
議
案
に
つ
い
て
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議
を
行
っ
て
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ま

す
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併
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。
 

事
前
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教
育
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員
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た
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審
議
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討
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行
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し
た
。
 

ま
た
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
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関
す
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法
律
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第
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規
定
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基
づ
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教
育
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員
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催
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前
に
市
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ホ
ー
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ペ
ー
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し
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。
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主
な
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1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

ふ
る
さ
と
育
成
協
議
会
と
い
う
の
が
作
ら
れ
た
の
は
ご
存
じ
の
こ
と
か
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど

も
、
ふ
る
さ
と
育
成
協
議
会
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
会
議
か
と
い
い
ま
す
と
、
色
々
家
庭
の
事
情

で
進
学
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
を
企
業
が
受
け
入
れ
て
、
高
等
学
校
へ
通
わ
せ
な
が
ら
育
て
て

い
く
と
い
う
仕
組
み
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
実
は
、
ふ
る
さ
と
育
成
協
議
会
の
先
代
会
長
か
ら
の
意

向
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
こ
と
の
件
に
つ
い
て
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
    

平
成

28
年
度
の
中
学
校
卒
業
生
、
今
年
度

3
月
で
す
け
れ
ど
も
、
泉
ケ
丘
高
等
学
校
普
通
科
定

時
制
に
進
学
し
た
山
之
口
中
学
校
の
生
徒

2
名
を
協
議
会
会
員
と
し
て
受
け
入
れ
た
と
い
う
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
。
生
徒
の
環
境
は
、
か
な
り
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
受
け
入
れ

る
企
業
が

2
社
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
こ
に
一
人
ず
つ
就
職
を
し
て
、
夜
間
の
泉
ケ
丘
高
校
の
定
時

制
に
通
い
な
が
ら
、
そ
の
企
業
に
勤
め
る
と
い
う
形
に
な
り
ま
す
。
会
社
の
ほ
う
は
、
給
与
１
号

財
形
と
い
う
形
で
貯
蓄
し
て
、
16

歳
に
な
っ
た
ら
原
付
の
免
許
を
取
得
さ
せ
、
そ
れ
か
ら

18
歳
に

な
っ
た
ら
自
動
車
の
免
許
を
取
得
す
る
た
め
の
原
資
に
充
て
た
い
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
と
い

う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
こ
う
い
う
仕
組
み
で
貧
困
格
差
の
中
で
、
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
い
う
、
大
変
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

以
上
が
、
今
年
度
そ
の
よ
う
な
形
で
都
城
市
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
の
で
、
ま
た
こ
の
仕
組
み

が
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
 

    ○
小
西
委
員
長
 

毎
年
度

2
名
で
す
か
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

同
協
議
会
が
山
之
口
中
学
校
の
担
任
の
先
生
に
説
明
を
し
て
、
そ
し
て
、
保
護
者
等
に
説
明
を

し
て
進
め
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
こ
の

2
名
が
高
校
へ
進
学
し
た
と
い
う
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う
い
う
制
度
そ
の
も
の
が
完
全
に

PR
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
中

学
校
側
か
ら
の
紹
介
と
い
う
こ
と
が
大
き
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
 

 
先
代
会
長
さ
ん
が
山
之
口
に
あ
る
企
業
の
社
長
さ
ん
な
の
で
、
山
之
口
中
学
校
の
担
任
か
ら
の

説
明
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

 
2
名
な
の
か
、
3
名
な
の
か
と
い
う
人
数
に
つ
い
て
は
承
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
は

2
名
受

け
入
れ
て
、
2
つ
の
会
社
が
手
を
挙
げ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

  

7777



 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

報
告
第

1
号
 
専
決
処
分
し
た
事
務
に
つ
い
て
（
平
成

28
年
度
都
城
市
教
育
委
員
会
名
義
後
援
に
 

つ
い
て
）
 

報
告
第

2
号
  
臨
時
代
理
し
た
事
務
の
報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て
（
定
期
人
事
異
動
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

3
号
  
臨
時
代
理
し
た
事
務
の
報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て
（
学
校
歯
科
医
の
委
嘱
に
つ
い
 

て
）
 

報
告
第

4
号
  
臨
時
代
理
し
た
事
務
の
報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て
（
都
城
市
教
育
相
談
員
の
委
嘱
 

に
つ
い
て
）
 

報
告
第

5
号
  
臨
時
代
理
し
た
事
務
の
報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て
（
平
成

29
年
度
学
校
事
務
の
効
 

率
化
に
関
す
る
共
同
実
施
主
任
並
び
に
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
発
令
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

6
号
  
臨
時
代
理
し
た
事
務
の
報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て
（
都
城
市
小
中
学
校
共
同
実
施
 

支
援
室
の
指
定
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

7
号
  
臨
時
代
理
し
た
事
務
の
報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て
（
都
城
市
小
中
学
校
共
同
実
施
 

支
援
室
長
並
び
に
副
室
長
の
指
定
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

8
号
  
臨
時
代
理
し
た
事
務
の
報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て
（
平
成

29
年
度
事
務
主
任
の
発
 

令
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

9
号
  
都
城
市
立
小
・
中
学
校
に
お
け
る
フ
ッ
化
物
洗
口
事
業
に
つ
い
て
（
案
）
 

報
告
第

10
号
  
平
成

29
年
度
都
城
市
小
中
一
貫
学
力
向
上
指
定
研
究
事
業
の
要
項
の
制
定
に
つ
 

い
て
 

報
告
第

11
号
  
平
成

29
年
度
都
城
市
小
中
一
貫
学
力
向
上
指
定
研
究
学
校
の
指
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

12
号
  
平
成

29
・
30

年
度
都
城
学
校
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
指
定
研
究
学
校
の
指
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

13
号
  
臨
時
代
理
し
た
事
務
の
報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て
（
小
規
模
特
認
校
制
度
を
利
用
 

し
た
入
学
）
 

報
告
第

14
号
  
平
成

29
年
度
都
城
市
中
学
校
教
員
支
援
事
業
実
施
要
項
の
制
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

15
号
  
指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設
に
お
け
る
管
理
運
営
方
針
（
案
）
に
つ
い
て
 

報
告
第

16
号
  
臨
時
代
理
し
た
事
務
の
報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て
（
都
城
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
 

の
委
嘱
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

17
号
  
臨
時
代
理
し
た
事
務
の
報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て
（
放
課
後
子
ど
も
教
室
コ
ー
デ
 

ィ
ネ
ー
タ
ー
、
教
育
活
動
推
進
員
及
び
教
育
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
の
委
嘱
に
つ
い
 

て
）
 

報
告
第

18
号
  
平
成

29
年
度
都
城
市
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
要
項
の
制
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

19
号
  
臨
時
代
理
し
た
事
務
の
報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て
（
都
城
市
特
別
職
に
属
す
る
非
 

常
勤
職
員
の
任
命
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

20
号
  
平
成

29
年
度
都
城
市
よ
か
・
余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
費
補
助
金
交
付
 

    【
報
告
第

9
号
】
 

○
赤
松
委
員
 

 
学
校
で
の
事
項
の
中
で
、
校
長
が
職
員
に
対
し
て
職
務
命
令
等
で
実
施
の
「
等
」
は
何
を
指
す

の
で
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
職
務
命
令
も
し
く
は
、
イ
メ
ー
ジ
に
あ
る
の
は
養
護
教
諭
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
を
担
う
方
々

に
対
し
て
、
あ
な
た
の
業
務
で
す
よ
と
い
う
こ
と
で
、
任
せ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う

に
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

こ
の
「
等
」
は
き
っ
ち
り
何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
い
た
ほ
う

が
い
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
以
外
に
な
け
れ
ば
外
し
て
い
い
の
か
と
私
は
思
い
ま
す
。
 

洗
口
液
の
作
成
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
内
で
協
議
す
る
と
い
う
こ
の
関
係
機
関
は
ど
こ
が
入
っ

て
い
ま
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

「
等
」
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
委
員
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
こ
こ
は
職
務
命
令
で
実
施
さ
れ
る

と
訂
正
を
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

関
係
機
関
は
、
学
校
の
状
況
を
踏
ま
え
て
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
も
ち
ろ
ん
、
学

校
も
含
め
ま
す
が
、
薬
剤
師
会
、
歯
科
医
師
会
、
そ
し
て
、
保
健
所
と
か
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
入

っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
モ
デ
ル
校
を
指
定
し
て
、
保
護
者
の

3
分
の

2
以
上
が
希
望
し
た
場
合
に
実
施
す
る
と
あ
り
ま
す
が
、

モ
デ
ル
校
を
指
定
す
る
時
に
、
ま
た
そ
こ
で
保
護
者
の

3
分
の

2
と
い
う
こ
と
を
図
ら
れ
る
わ
け
な
の

で
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
3
分
の

2
賛
同
を
得
な
か
っ
た
場
合
は
、
そ
こ
は
モ
デ
ル
校
に
な
り
ま
せ
ん
。
モ
デ
ル
校
で
は
あ
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
は
実
施
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
子
ど
も
が
家
庭
で
持
っ
て
き
た
も
の
を
口
に
す
る
と
か
、
そ
う
い
う
の
と
は
性
格
が
違
う
の
で
、
希

望
者
で
あ
っ
て
も
、
学
校
で
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
行
う
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
き
め

細
か
く
、
準
備
、
検
証
し
て
、
今
後
の
仕
事
が
進
ん
で
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

 【
報
告
第

15
号
】
 

○
中
原
委
員
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要
項
の
制
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

21
号
  
平
成

29
年
度
企
画
展
「『
絵
本
都
城
の
歴
史
』
の
世
界
」
開
催
要
項
の
制
定
に
つ
 

い
て
 

報
告
第

22
号
  
平
成

29
年
度
春
季
体
験
学
習
「
い
ざ
！
春
の
陣
～
武
将
に
な
っ
て
城
跡
探
検
～
」  

の
開
催
要
項
の
制
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

23
号
  
平
成

29
年
度
都
城
市
立
美
術
館
行
事
予
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

24
号
  
都
城
島
津
邸
五
月
人
形
展
開
催
要
項
の
制
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

25
号
  
「
島
津
de
端
午

20
17
」
開
催
要
項
の
制
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

26
号
  
臨
時
代
理
し
た
事
務
の
報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て
（
幼
稚
園
園
長
・
副
園
長
の
任
 

命
及
び
発
令
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

27
号
  
都
城
市
高
城
郷
土
資
料
館「

こ
ど
も
の
日
企
画
－
北
郷
忠
相
公
鎧
兜
の
着
用
体
験
」 

の
開
催
要
項
の
制
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

28
号
  
市
保
育
料
の
改
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

29
号
  
臨
時
代
理
し
た
事
務
の
報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て
（
都
城
市
学
校
運
営
協
議
会
規
 

則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

30
号
  
都
城
市
学
校
分
収
林
積
立
基
金
補
助
金
交
付
要
綱
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

議
案
第

1
号
  
平
成

29
年
度
都
城
市
就
学
援
助
費
の
支
給
限
度
額
に
つ
い
て
 

議
案
第

2
号
  
都
城
市
立
図
書
館
シ
ス
テ
ム
選
定
委
員
会
設
置
要
項
に
つ
い
て
 

 

高
崎
総
合
公
園
、
こ
こ
だ
け
非
公
募
に
よ
り
都
城
盆
地
地
域
振
興
株
式
会
社
を
特
定
と
す
る
と

い
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
三
セ
ク
の
経
営
統
合
す
る
関
係
上
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
 

温
泉
を
管
理
す
る
候
補
者
が
今
後
統
合
す
る
と
い
う
お
話
が
あ
り
、
こ
の
会
社
を
一
体
的
な
管

理
運
営
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
非
公
募
と
い
う
こ
と
で
特
定
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

地
元
の
方
が
今
ま
で
働
い
た
の
が
働
け
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
な
ど
と
い
っ
た
こ

と
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
 

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
 

非
公
募
に
つ
い
て
は
、
従
来
雇
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
運
営
体
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
と
思
う

の
で
、
特
段
変
化
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
公
募
に
よ
り
受
託
す
る
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
雇
用

は
な
く
な
る
懸
念
は
ご
ざ
い
ま
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

運
営
に
関
す
る
評
価
と
い
う
の
は
ど
こ
か
が
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。
 

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
 

管
理
運
営
状
況
を
当
課
の
担
当
で
状
況
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

利
用
料
金
制
を
採
用
す
る
と
う
た
っ
て
あ
る
が
。
 

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
 

利
用
料
金
制
は
、
使
用
料
を
運
営
の
一
部
と
し
て
充
て
て
運
営
す
る
方
式
で
す
。
委
託
は
す
る

が
、
使
用
料
等
は
す
べ
て
市
費
に
入
れ
て
い
た
だ
く
使
用
料
金
制
と
い
う
形
の
２
つ
の
方
式
が
あ

り
ま
す
。
 

 【
報
告
第

17
号
】
 

○
赤
松
委
員
 

教
室
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
子
ど
も
教
室
の
教
育
活
動
推
進
員
と
サ
ポ
ー
タ
ー
と

3
つ
の
お
仕

事
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
の
違
い
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
 

●
生
涯
学
習
課
長
 

 
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
は
、
中
心
と
な
る
存
在
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

特
に
、
教
育
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
や
地
区
公
民
館
と
の
打
ち
合
わ
せ
や
ス
タ
ッ
フ
会
議
を
積
極
的
に

行
い
、
ス
タ
ッ
フ
間
の
連
携
を
十
分
を
図
っ
て
い
る
方
で
ご
ざ
い
ま
す
。
教
育
活
動
推
進
員
に
つ

き
ま
し
て
は
、
西
岳
地
区
放
課
後
子
ど
も
教
室
に
配
置
し
て
お
り
ま
す
。
学
校
の
教
育
活
動
の
支

援
や
放
課
後
等
に
お
け
る
学
校
支
援
、
体
験
、
交
流
活
動
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に
実
施
い
た

9999



 

し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
教
育
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
安
心

し
て
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
見
守
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 【
報
告
第

18
号
】
 

○
小
西
委
員
長
 

 
実
行
委
員
会
は
大
体
何
人
ぐ
ら
い
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。
 

●
生
涯
学
習
課
長
 

 
去
年
は
子
ど
も
実
行
委
員
会
は

22
名
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
人
実
行
委
員
会
が

12
名
、
そ
れ

か
ら
、
南
九
州
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が

46
名
で
、
80

名
を
ス
タ
ッ
フ
と
し
ま
し
た
。
 

 【
報
告
第

28
号
】
 

○
濵
田
委
員
 

新
し
い
保
育
料
の
変
更
は
期
限
付
き
と
か
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
ね
。
 

●
高
城
教
育
地
域
振
興
課
長
 

期
限
と
い
う
も
の
は
な
く
て
、
国
の
基
準
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
の
改
定
が
あ
れ
ば
、
ま
た
見

直
し
を
さ
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
 

 

 

5
月
定
例
教
育
委
員
会
 

5
月
定
例
教
育
委
員
会
 

5
月
定
例
教
育
委
員
会
 

5
月
定
例
教
育
委
員
会
 

5
月

10
日

5
月

10
日

5
月

10
日

5
月

10
日
（（ （（
水水 水水
）） ））
南
別
館

4
階
研
修
室
 

南
別
館

4
階
研
修
室
 

南
別
館

4
階
研
修
室
 

南
別
館

4
階
研
修
室
 

報
告

15
件
 
議
案

4
件
 

報
告

15
件
 
議
案

4
件
 

報
告

15
件
 
議
案

4
件
 

報
告

15
件
 
議
案

4
件
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

教
育
長
報
告
及
び
付
議
案
件
 

教
育
長
報
告
及
び
付
議
案
件
に
関
す
る
主
な
教
育
委
員
の
意
見
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

お
手
元
に
ご
ざ
い
ま
す
生
徒
指
導
現
状
に
つ
い
て
と
い
う
一
枚
の
資
料
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
表
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
昨
年
度
の

3
月
ま
で
の
集
計
と
い
う
こ

と
で
、
昨
年
度

1
年
間
の
様
子
が
そ
こ
で
わ
か
る
よ
う
に
さ
れ
て
表
に
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。
 

一
番
目
は
非
行
等
問
題
行
動
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
合
計

52
件
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
と
り

わ
け
、
万
引
き
を
は
じ
め
、
夜
の
徘
徊
、
家
出
等
で
ご
ざ
い
ま
す
。
一
昨
年
に
比
べ
る
と
若
干
減

少
し
て
お
り
ま
す
。
 

不
登
校
傾
向
に
つ
き
ま
し
て
は
、
不
登
校
が
増
え
つ
つ
あ
る
現
状
に
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
こ
に

あ
り
ま
す
よ
う
に
、
3
月
は

20
9
と
い
う
こ
と
で
、
足
し
算
で
は
な
く
て
通
算
で
ご
ざ
い
ま
す
。
3

月
に

20
9
名
い
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
、
残
念
な
が
ら
、
増
え
続
け
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
新
規
の
不
登
校
生
が
今
、
75

名
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。
 

３
番
目
、
い
じ
め
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
学
校
側
が
調
べ
た
も
の
で
ご
ざ

い
ま
し
て
、
軽
微
な
も
の
等
も
含
め
て
、
認
知
、
子
ど
も
た
ち
が
い
じ
め
と
感
じ
て
お
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
だ
け
の
件
数
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
市
内
中
学
校
で
起
き

 ○
小
西
委
員
長
 

こ
の
嘆
願
書
の
中
の
理
由
の

3
番
目
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
学
校
で
の
声
か
け
を
行
い
、
そ
の

内
容
を
帳
面
に
記
載
し
て
私
と
の
情
報
交
換
を
行
っ
た
が
、
十
分
な
報
告
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
と
い
う
の
が
、
声
か
け
と
い
う
の
は
、
他
の
先
生
方
に
全
部
、
こ
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ

い
た
と
い
う
意
味
の
声
か
け
な
の
で
し
ょ
う
か
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
そ
う
い
う
い
じ
め
を
し
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
声
か
け
と
い

う
の
は
子
ど
も
に
対
し
て
声
を
か
け
る
、
被
害
が
あ
っ
た
子
ど
も
に
対
し
て
見
守
る
と
い
う
意
味

で
の
声
か
け
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
日
の
一
日
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
毎
日
、

担
任
が
帳
面
に
記
載
し
て
お
母
さ
ん
に
届
け
て
あ
る
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る

か
ど
う
か
は
一
言
も
書
い
て
い
な
い
と
い
う
の
が
、
お
母
さ
ん
の
言
い
分
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
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た
、
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
問
題
が

1
件
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
ま
た
後
で
補
足
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
深
刻
な
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
て
い
る
も
の
、
解
決
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、

現
在
解
決
に
当
た
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
も
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う
状
況
で
、
未
解
消
が
小
学

校
91

件
、
中
学
校

2
件
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
3
月
の
状
況
で
す
の
で
、
4
月
、
5
月
に
入

っ
て
か
ら
改
善
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
 

4
番
目
の
交
通
事
故
に
関
し
ま
し
て
は
、
特
に
自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故
が
増
え
て
お
り
ま
し

て
、
そ
こ
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
49

件
の
う
ち

29
件
が
自
転
車
に
よ
る
事
故
で
、
19

件
が
飛
び

出
し
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
交
通
安
全
を
各
学
校
に
お
願
い
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

不
審
者
、
声
か
け
事
案
と
い
う
の
が
年
間
通
し
て

35
件
ご
ざ
い
ま
し
た
。
一
昨
年
に
比
べ
る
と

減
っ
て
は
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
実
際
、
実
害
が
あ
っ
た
事
案
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
た
だ
、

後
で
報
告
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
4
月
、
5
月
が
こ
こ
に
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
不
審
者
、
声
か
け
が

増
え
て
お
り
ま
す
。
 

裏
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
グ
ラ
フ
が
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
不
登
校
の
状
況
で
ご
ざ
い

ま
す
。
学
年
別
の
不
登
校
を
見
ま
す
と
、
学
年
が
上
が
る
に
従
っ
て
不
登
校
が
起
こ
る
状
況
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
男
子
に
比
べ
て
女
子
の
児
童
・
生
徒
の
不
登
校
が
多
い
傾
向
に
あ
る
と
こ
ろ
で

す
。
 

不
審
者
の
補
足
を
、
4
月
、
5
月
の
集
計
が
届
い
て
お
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
こ
ち
ら
で
把
握
し

て
い
る
部
分
に
つ
い
て
だ
け
申
し
上
げ
ま
す
と
、
実
は
、
4
月
だ
け
で

7
件
、
声
か
け
、
不
審
者
事

案
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
詳
し
い
こ
と
は
上
が
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
応
申
し
上
げ
て
お

き
ま
す
と
、
4
月

7
日
、
15

時
頃
、
蓑
原
町
の
住
宅
街
で
、
小
学
校

3
年
生
と

5
年
生
の
兄
弟
の

男
の
子
が
、
男
か
ら
「
ち
ょ
っ
と
来
い
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
。
年
代
は

40
代
だ
そ
う
で
す
。
そ

れ
で
家
に
駆
け
込
ん
で
、
実
害
は
全
然
出
て
い
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
声
か
け
事
案

で
す
。
2
番
目
は
、
4
月

13
日
、
16

時
半
頃
、
都
城
西
駅
の
北
側
の
高
架
下
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

明
道
小
学
校
の
子
供
た
ち
が

12
名
ぐ
ら
い
遊
ん
で
い
た
と
こ
ろ
に
、外
国
人
に
声
を
か
け
ら
れ
て
、

マ
ジ
ッ
ク
を
見
せ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
写
真
を
撮
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
し
か
な
い
の
で
す
が
。
3

番
目
の
事
案
と
し
て
は
、
4
月

15
日
、
17

時
頃
で
す
け
れ
ど
も
、
富
吉
の
農
村
公
園
付
近
で
、
小

学
五
年
生
の
女
の
子
が
遊
ん
だ
後
に
自
転
車
で
一
人
で
帰
宅
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
男
性
が
自

宅
近
く
ま
で
追
い
か
け
て
き
た
。
帽
子
を
深
く
か
ぶ
っ
て
い
た
の
で
、
年
齢
等
は
ち
ょ
っ
と
わ
か

ら
な
い
こ
と
ら
し
い
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
4
件
目
が

4
月

17
日
、
13

時
10

分
頃
、
家
庭
訪
問
期

間
中
だ
っ
た
ら
し
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
国
道

10
号
の
寿
司
市
場
付
近
、
小
学

3
年
生
の
男
子
が

下
校
中
に
、
未
成
年
の
男
性

2
人
か
ら
手
招
き
を
さ
れ
て
、
追
い
か
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、

近
く
の
知
っ
て
い
る
女
性
の
人
の
家
に
駆
け
こ
ん
で
、
警
察
に
通
報
し
て
、
そ
の

2
人
は
補
導
さ

れ
た
ら
し
い
で
す
。
男
子
に
被
害
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
一
人
は
茶
髪
だ
っ
た
と
い
う
話
で
す
。
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未
成
年
で
す
か
ら
、
無
職
少
年
か
も
し
れ
な
い
で
す
。
そ
れ
か
ら

5
番
目
が

4
月

17
日
の

3
時

20

分
頃
で
、
谷
頭
の
市
営
住
宅
の
近
く
で
、
小
学

4
年
生
の
女
子
が
下
校
中
に
、
物
影
に
隠
れ
て
い

た
男
性
に
追
い
か
け
ら
れ
て
、
マ
ス
ク
を
し
て
い
た
の
で
顔
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

次
は
、
4
月

18
日
、
13

時
35

分
頃
、
乙
房
交
差
点
付
近
で
、
小

6
男
子
、
小

3
女
子
、
小

1
女

子
の

3
人
の
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
見
知
ら
ぬ
男
か
ら
「
ア
イ
ス
を
あ
げ
る
か

ら
つ
い
て
来
い
」
と
、
声
を
か
け
ら
れ
た
。
中
年
男
性
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
迷
彩
服
の
ズ

ボ
ン
を
は
い
て
い
て
、
下
駄
を
は
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
最
後
が
、
5
月

1
日
、
17

時
頃
、

都
城
工
業
高
校
前
の
コ
ス
モ
ス
と
い
う
量
販
店
の
後
ろ
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
中
学
生
男

子
が

20
代
の
男
性
二
人
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
写
真
を
撮
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
す
ぐ
逃

げ
た
の
で
。
そ
う
い
う
声
か
け
、
不
審
者
情
報
が
届
い
て
お
り
ま
す
。
4
月
だ
け
で
、
春
な
の
か
し

れ
ま
せ
ん
が
、
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。
 

東
小
学
校
の
あ
る
教
室
に
、
ク
ー
ラ
ー
を
入
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
実
は
、
ク
ー

ラ
ー
を
入
れ
て
温
度
管
理
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
病
気
の
子
ど
も
さ
ん
が
一
人
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
い
う
こ
と
で
、
対
応
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
親
か
ら
の
申
し
出
も
あ
り
、
医
師
か
ら
の

申
し
出
も
あ
り
、
ク
ー
ラ
ー
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
つ
い
て
い
な
い
の
で

す
が
、
つ
け
る
と
い
う
方
向
で
今
、
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

フ
ッ
化
物
洗
口
実
施
を
先
日
出
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
形
で
実
施
し
ま
す
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
実
は
、
実
施
に
対
し
て
質
問
状
が
届
い
て
い
ま
す
。
賛
否
両
論
が

あ
る
よ
う
な
も
の
を
学
校
が
取
り
上
げ
て
や
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
と
い
う
こ
と
と
、
保
護
者

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
出
し
て
、
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
の
資
料
に
は
、
こ
れ
は
非
常
に
害
が
あ
る
と

い
う
こ
と
が
書
い
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
た
だ
、
賛
否
両
論
あ
る
と
い
う

こ
と
は
書
い
て
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
害
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
書
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
今
後
や
る
に
当
た
っ
て
は
、
三
者
な
り
、
教
職
員
と
歯
科
医
師
と
保
護
者
の
協
議
の
も
と
で

や
っ
て
く
れ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
ど
こ
が
責
任
を
持
つ
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
の
責
任
の
所
在
に
つ
い
て
の
質
問
で
し
た
。
 

 2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

報
告
第

31
号
 
専
決
処
分
し
た
事
務
に
つ
い
て
（
平
成

29
年
度
都
城
市
教
育
委
員
会
名
義
後
援
 

に
つ
い
て
）
 

報
告
第

32
号
  
専
決
処
分
し
た
事
務
の
報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て
（
平
成

28
年
度
情
報
公
開
・
 

自
己
情
報
公
開
件
数
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

33
号
  
専
決
処
分
し
た
事
務
に
つ
い
て
（
平
成

29
年
度
臨
時
・
嘱
託
職
員
等
の
配
置
に
 

つ
い
て
）
 

報
告
第

34
号
  
専
決
処
分
し
た
事
務
の
報
告
と
承
認
に
つ
い
て
（
学
校
剤
師
の
委
嘱
に
つ
い
て
）
 

    【
報
告
第

39
号
】
 

○
濵
田
委
員
 

 
前
回
の
ビ
ジ
ョ
ン
等
が
も
と
に
な
っ
て
い
て
入
札
契
約
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
 

 
前
回
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
拠
点
ご
と
、
そ
れ
か
ら
、
競
技
別
ご
と
に
あ
る
程
度
の
整
備
指
針
を

出
し
て
作
っ
て
あ
り
ま
す
。
10

年
間
の
流
れ
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
管
理
す
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
で

今
後
予
想
さ
れ
る

10
年
間
の
整
備
計
画
の
部
分
を
基
本
仕
様
書
と
い
う
こ
と
で
、
こ
う
い
っ
た
整
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報
告
第

35
号
  
専
決
処
分
し
た
事
務
の
報
告
と
承
認
に
つ
い
て
（
都
城
市
い
じ
め
対
策
専
門
員
の
 

委
嘱
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

36
号
  
臨
時
代
理
し
た
事
務
の
報
告
と
承
認
に
つ
い
て
（
平
成

29
年
度
都
城
市
教
育
研
 

究
所
研
究
所
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

37
号
  
平
成

29
年
度
都
城
市
小
中
一
貫
学
力
向
上
指
定
研
究
学
校
に
お
け
る
コ
ア
テ
ィ
 

ー
チ
ャ
ー
の
選
任
に
つ
い
て
 

報
告
第

38
号
  
専
決
処
分
し
た
事
務
に
つ
い
て
（
平
成

29
年
度
都
城
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
団
 

式
の
教
育
委
員
会
共
催
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

39
号
  
都
城
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
業
務
委
託
に
つ
い
て
の
基
本
方
針
 

（
案
）
に
つ
い
て
 

報
告
第

40
号
  
臨
時
代
理
し
た
事
務
の
報
告
と
承
認
に
つ
い
て
（
教
育
活
動
推
進
員
及
び
教
育
活
 

動
サ
ポ
ー
タ
ー
の
委
嘱
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

41
号
  
平
成

29
年
度
都
城
市
成
人
式
開
催
要
項
の
制
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

42
号
  
都
城
市
立
図
書
館
シ
ス
テ
ム
更
新
業
務
委
託
に
つ
い
て
 

報
告
第

43
号
  
平
成

29
年
度
都
城
島
津
伝
承
館
企
画
展
「
暮
ら
し
の
中
の
祈
り
と
祭
り
―
都
城
 

島
津
邸
収
蔵
史
料
に
み
る
人
々
と
神
々
の
交
わ
り
―
」
開
催
要
項
の
制
定
に
つ
い
 

て
 

報
告
第

44
号
 
後
藤
家
伝
来
史
料
調
査
事
業
の
完
了
に
つ
い
て
 

報
告
第

45
号
 
専
決
処
分
し
た
事
務
に
つ
い
て
（
都
城
島
津
邸
「
さ
つ
き
展
」
の
共
催
に
つ
い
て
） 

議
案
第

3
号
  
平
成

29
年
度
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
状
況
の
点
検
・
評
価
の
実
施
 

要
領
に
つ
い
て
 

議
案
第

4
号
  
平
成

29
年
度
都
城
市
就
学
指
導
委
員
会
及
び
専
門
委
員
承
認
に
つ
い
て
 

議
案
第

5
号
  
平
成

29
年
度
第

64
回
都
城
市
美
術
展
運
営
実
行
委
員
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
 

議
案
第

6
号
 
平
成

29
年
度
都
城
島
津
伝
承
館
企
画
展
の
観
覧
料
の
設
定
に
つ
い
て
 

 

備
の
方
向
を
検
討
し
た
仕
様
書
を
も
と
に
、
全
体
的
な
レ
イ
ア
ウ
ト
で
す
と
か
、
費
用
で
す
と
か
、

そ
う
い
っ
た
も
の
を
何
パ
タ
ー
ン
か
検
討
し
な
が
ら
、
最
終
的
な

10
か
年
計
画
を
策
定
す
る
と
い

う
流
れ
で
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
仕
様
書
に
つ
い
て
は
総
合
政
策
課
と
現
在
協
議
し
て
、
策
定

中
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
仕
様
書
を
も
と
に
発
注
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 【
報
告
第

42
号
】
 

○
濵
田
委
員
 

 
選
定
委
員
の
方
々
の
技
術
が
わ
か
る
方
と
い
う
の
は
情
報
政
策
課
の
職
員
の
方
で
す
か
。
 

●
図
書
館
長
 

 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
機
器
類
を
入
れ
ま
す
の
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
機
器
の
動
き
の
安
定
の
度
合

い
と
か
、
処
理
速
度
と
か
、
か
な
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
専
門
的
な
知
識
が
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
を
見
て
い
た
だ
く
た
め
に
情
報
政
策
課
を
入
れ
て
い
ま
す
。
日
常
的
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
扱

っ
て
い
る
の
は
図
書
館
職
員
で
す
の
で
、
そ
の
部
分
で
は
、
図
書
館
職
員
と
図
書
館
長
と
い
う
構

成
で
す
。
 

 【
議
案
第

4
号
】
 

○
中
原
委
員
 

補
欠
と
い
う
表
記
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
が
、
新
規
と
か
、
再
任
と
か
、
継
続
と
い
う
の

は
わ
か
る
の
で
す
が
、
補
欠
と
い
う
部
分
は
ど
う
い
う
意
味
合
い
な
の
で
し
ょ
う
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
2
年
の
任
期
の
う
ち
の

1
年
を
こ
の
方
に
お
願
い
す
る
と
い
う
形
で
補
欠
と
い
う
形
に
な
り
ま

し
た
。
新
規
に
な
り
ま
す
と
、
そ
こ
か
ら

2
年
間
と
い
う
意
味
合
い
が
含
ま
れ
ま
す
。
 

 【
議
案
第

5
号
】
 

○
濵
田
委
員
 

 
備
考
に
無
鑑
査
と
書
い
て
あ
る
の
で
す
が
、
ど
う
い
う
意
味
な
の
で
す
か
。
 

●
美
術
館
長
 

 
市
美
展
は
本
年
度
で

64
回
目
を
迎
え
る
の
で
す
が
、
60
回
展
で
要
綱
の
改
正
を
し
ま
し
た
。

そ
の
前
ま
で
は
、
特
選
を

2
回
以
上
、
大
賞
を

1
回
取
ら
れ
た
方
を
無
鑑
査
と
い
う
こ
と
で
、
審

査
対
象
か
ら
は
ず
す
。
市
美
展
と
か
、
宮
日
美
展
と
か
、
県
美
展
で
も
同
じ
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が

あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
大
賞
を
何
回
以
上
受
賞
し
た
ら
無
鑑
査
に
な
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
あ

り
、
う
ち
の
ほ
う
も
そ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
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6
月
定
例
教
育
委
員
会
 

6
月
定
例
教
育
委
員
会
 

6
月
定
例
教
育
委
員
会
 

6
月
定
例
教
育
委
員
会
 

5
月

31
日

5
月

31
日

5
月

31
日

5
月

31
日
（（ （（
水水 水水
）） ））
南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

報
告

11
件
 
議
案

7
件
 

報
告

11
件
 
議
案

7
件
 

報
告

11
件
 
議
案

7
件
 

報
告

11
件
 
議
案

7
件
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

教
育
長
報
告
及
び
付
議
案
件
 

教
育
長
報
告
及
び
付
議
案
件
に
関
す
る
主
な
教
育
委
員
の
意
見
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

今
日
は
、
二
件
ほ
ど
ご
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
件
は
、
い
つ
も
の
と
お
り
生
徒
指

導
の
状
況
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
、
資
料
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
6
月
定
例
教
育
会
資
料
、

生
徒
指
導
の
現
況
に
つ
い
て
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
今
日
配
っ
て
あ
る
も
の
で
す
。
 

 
こ
れ
は

5
月
末
現
在
の
も
の
で
、
た
だ
し
、
不
登
校
及
び
い
じ
め
対
策
は

4
月
の
各
学
校
か
ら

の
報
告
を
集
約
し
た
も
の
で
す
の
で
、
前
回
と
変
わ
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
ま
ず
、「

1」
の
非
行
問
題
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
こ
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
小
学
校

1
件
、

中
学
校

1
件
で
ご
ざ
い
ま
す
。
い
た
ず
ら
電
話
と
申
し
ま
す
の
は
、
あ
る
小
学
校
の
子
ど
も
が
、

自
宅
か
ら

11
0
番
へ
電
話
を
し
て
、
家
の
近
く
が
火
事
だ
と
通
報
し
た
と
い
う
い
た
ず
ら
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。
パ
ト
カ
ー
が
駆
け
つ
け
て
き
て
、
保
護
者
と
と
も
に
警
察
へ
謝
罪
を
し
た
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
そ
れ
か
ら
、
万
引
き
に
つ
い
て
は
報
告
し
た
か
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
、
中
学
生

3

人
が
コ
ン
ビ
ニ
で
万
引
き
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
警
察
に
連
絡
さ
れ
て
、
本
人
と
保
護
者
へ
の

指
導
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
不
登
校
で
す
け
れ
ど
も
、
4
月
時
点
で
、
前
に
話
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
4
月
段
階
の
新
規
の
不

登
校
が
小
学
校

3
件
、
う
ち

1
名
を
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
。
 

 
そ
れ
か
ら
、
次
に
い
じ
め
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
4
月
の
報
告
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
小
学
校
が

1
33

件
、
中
学
校
が

10
件
が
い
じ
め
の
認
知
件
数
と
し
て
報
告
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
す
で
に
解
消
し
た
も
の
は

13
1
件
、
残
り
の
件
数
に
つ
い
て
は
各

学
校
で
対
応
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
が
、
実
は
、
昨
年
度
か
ら
続
い
て
い
ま
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、
一
旦
は
解
消
し
た

の
で
す
け
れ
ど
も
、
4
月
に
な
っ
て
、
ま
た
学
校
側
と
相
談
を
し
て
、
い
わ
ゆ
る
中
学
校
の

2
年
生

の
部
活
内
で
の
い
じ
め
と
い
う
こ
と
で
、
や
は
り
、
本
人
が
学
校
に
行
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
子
は
別
の
学
校
へ
転
校
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
今
、
仮
通
学
中
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

1
件

が
大
き
い
も
の
と
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
あ
と
は
交
通
事
故
、
実
は
交
通
事
故
が
非
常
に
増
え
て
お
り
ま
し
て
、
子
供
た
ち
の
交
通
事
故

で
す
が
、
小
学
校
で

6
件
、
中
学
校

6
件
で
、
小
中
で

12
件
、
こ
の
交
通
事
故
の

7
件
が
実
は
自

転
車
で
す
。
し
か
も
事
故
に
伴
う
入
院
が

3
件
ご
ざ
い
ま
し
て
、
自
転
車
の
指
導
を
ち
ゃ
ん
と
し

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
、
各
学
校
に
指
導
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。  

 
不
審
者
、
声
か
け
事
案
に
つ
き
ま
し
て
も
、
小
学
校

7
件
、
中
学
校

2
件
、
計

9
件
。
ほ
と
ん

ど
は
声
か
け
で
あ
っ
た
り
、
写
真
を
撮
ら
れ
た
り
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
1

件
だ
け
被
害
が
あ
り
ま
し
て
、
5
月

19
日
、
高
城
小
学
校
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
5
年
生
の
女
子

 (意
見
な
し
) 
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児
童
が
登
校
中
に
見
知
ら
ぬ
男
性
に
あ
い
さ
つ
を
し
た
と
こ
ろ
が
、
男
性
が
女
子
児
童
の
と
こ
ろ

に
き
て
、
何
べ
ん
も
触
っ
た
と
い
う
事
案
が
発
生
し
ま
し
た
。
警
察
か
ら
は
、
そ
う
い
う
と
き
は

複
数
で
登
校
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
た
ら
し
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
最
近
は

保
護
者
も
あ
て
に
な
ら
な
い
と
い
う
、
千
葉
県
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
怖
い
な
と
思
っ
て
い

る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
件
は
そ
の
後
、
対
応
す
る
よ
う
に
各
学
校
に
伝
え
て
お
り
ま
す
。
 

 
以
上
が
生
徒
指
導
の
現
状
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
後
で
一
括
し
て
ご
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
 

 
次
は
、
不
祥
事
の
件
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
皆
さ
ん
よ
く
ご
存
知
の
と
お
り
、
5
月

19
日
に
新
聞

等
で
も
出
た
の
で
内
容
は
ご
存
知
か
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
5
月

19
日
の
午
後
に
市
が
発
表

し
た
わ
け
で
す
が
。
教
職
員
の
懲
戒
処
分
、
懲
戒
免
職
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
都
城
市
立
西
小
学

校
男
性
教
諭
を
懲
戒
処
分
と
い
た
し
ま
し
た
。
内
容
と
し
ま
す
と
、
酒
気
帯
び
安
全
運
転
義
務
違

反
で
、
平
成

29
年

4
月

27
日
に
運
転
免
許
取
り
消
し
、
2
年
間
の
処
分
が
決
定
し
た
と
い
う
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
方
々
を
は
じ
め
、
保
護
者
、
子
供
た
ち
に
大
変
な
信
用
を
失
墜
す
る
事

件
だ
と
、
こ
こ
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 
懲
戒
処
分
に
し
た
件
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
5
月

19
日
の
午
前
中
に
辞
令
を
教
育
委
員
会
で
交
付

い
た
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
9
時
か
ら
担
当
小
学
校
の
校
長
に
対
し
て
訓
告
、
そ
れ
が
終
了
後
、
南
教

育
事
務
所
所
長
か
ら
懲
戒
免
職
の
辞
令
が
当
人
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
記
者
会
見
が
ご

ざ
い
ま
し
た
。
 

 
そ
の
後
、
都
城
市
に
帰
っ
て
き
ま
し
て
、
5
時
か
ら
臨
時
市
校
長
会
を
開
催
し
て
、
教
育
長
が
訓

示
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
連
の
流
れ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
5
月

26
日
に
都
城
市
立
小
中
学

校
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
校
長
研
修
会
を
行
い
、
訓
示
を
い
た
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
県
の
専
門

官
2
人
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
不
祥
事
発
生
の
原
因
と
そ
の
防
止
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
、

飲
酒
運
転
だ
け
で
は
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
全
体
に
つ
い
て
の
研
修
を
行

っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

報
告
第

46
号
 
専
決
処
分
し
た
事
務
に
つ
い
て
（
平
成

28
年
度
都
城
市
教
育
委
員
会
名
義
後
援
・
 

共
催
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

47
号
 
臨
時
代
理
し
た
事
務
の
報
告
と
承
認
に
つ
い
て（

学
校
薬
剤
師
の
交
代
に
つ
い
て
）  

報
告
第

48
号
 
臨
時
代
理
し
た
事
務
の
報
告
と
承
認
に
つ
い
て
（
特
別
支
援
教
育
支
援
員
（
学
習
 

支
援
）
の
配
置
人
数
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

49
号
 
専
決
処
分
し
た
事
務
に
つ
い
て
（
平
成

29
年
度
第

53
回
宮
崎
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
 

団
中
央
大
会
都
城
市
・
北
諸
県
郡
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
教
育
委
員
会
共
催
に
つ
い
 

 【
報
告
第

49
号
】
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
家
庭
の
日
に
入
れ
て
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
り
ま
す
ね
。
何
か
理
由
を
聞
き
ま
し
た
か
。
 

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
 

大
会
等
運
営
上
、
施
設
の
空
き
状
況
等
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長

あ
て
に
申
請
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
許
可
を
し
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
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て
）
 

報
告
第

50
号
 
臨
時
代
理
し
た
事
務
の
報
告
と
承
認
に
つ
い
て
（
放
課
後
子
ど
も
教
室
教
育
活
動
 

推
進
員
及
び
教
育
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
の
委
嘱
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

51
号
 
大
島
畠
田
遺
跡
歴
史
公
園
開
園
記
念
式
典
に
つ
い
て
 

報
告
第

52
号
 
平
成

29
年
度
キ
ッ
ズ
ボ
ン
パ
ク
「
い
ざ
！
夏
の
陣
～
武
将
に
な
っ
て
城
跡
探
検
 

～
」
開
催
要
項
の
制
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

53
号
 
平
成

29
年
度
夏
季
体
験
学
習
会
開
催
要
項
の
制
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

54
号
 
平
成

29
年
度
第

64
回
都
城
市
美
術
展
開
催
要
項
の
制
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

55
号
 
平
成

29
年
度
特
別
展
 メ

ッ
セ
ー
ジ

20
17
「
南
九
州
の
現
代
作
家
た
ち
」
展
開
催
 

要
項
の
制
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

56
号
 
都
城
市
立
図
書
館
シ
ス
テ
ム
更
新
業
務
委
託
に
つ
い
て
 

議
案
第

7
号
 
平
成

29
年
度

6
月
補
正
に
つ
い
て
 

議
案
第

8
号
 
都
城
市
教
育
委
員
会
外
部
評
価
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
 

議
案
第

9
号
 
平
成

29
年
度
都
城
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
審
議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
 

議
案
第

10
号
 
都
城
市
人
権
啓
発
推
進
協
議
会
副
会
長
及
び
幹
事
の
委
嘱
に
つ
い
て
 

議
案
第

11
号
 
平
成

29
年
度
特
別
展
 メ

ッ
セ
ー
ジ

20
17
「
南
九
州
の
現
代
作
家
た
ち
」
展
、
観

覧
料
に
つ
い
て
 

議
案
第

12
号
 
平
成

29
年
度
都
城
島
津
伝
承
館
企
画
展
観
覧
料
の
変
更
に
つ
い
て
 

議
案
第

13
号
 
平
成

29
年
度
教
科
用
図
書
北
諸
県
採
択
地
区
協
議
会
規
約
に
つ
い
て
 

 

 
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
家
庭
の
日
に
は
ス
ポ
ー
ツ
を
や
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
ち
ゃ
ん
と
そ
の
よ

う
に
約
束
が
で
き
て
や
っ
て
い
る
こ
と
な
の
で
、
こ
れ
は
や
は
り
考
え
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
 

    【
報
告
第

51
号
】
 

○
濵
田
委
員
 

 
大
島
畠
田
遺
跡
は
雨
の
時
は
ど
う
さ
れ
ま
す
か
。
駐
車
場
は
大
丈
夫
な
の
で
す
か
。
 

●
文
化
財
課
長
 

 
雨
に
対
応
す
る
た
め
に
、
テ
ン
ト
等
は
準
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
式
典
及
開
園
セ
レ
モ
ニ
ー

は
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
公
園
内
に
あ
る
駐
車
場
と
近
隣
に
あ
る
駐
車

場
等
を
借
り
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 【
報
告
第

53
号
】
 

○
小
西
委
員
長
 

 
例
年
で
す
と
定
員
で
す
が
、
適
正
な
人
が
集
ま
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
し
ょ
う
か
。
 

●
文
化
財
課
長
 

 
申
込
期
間
が

18
日
か
ら

28
日
ま
で
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
3
日
ぐ
ら
い
で
ほ
ぼ
詰
ま
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
 

 【
報
告
第

55
号
】
 

○
小
西
委
員
長
 

 
フ
リ
ー
パ
ス
券
に
つ
い
て
は
、
ご
本
人
だ
け
の
フ
リ
ー
パ
ス
で
す
か
。
ど
な
た
か
が
使
い
回
し

と
か
、
要
す
る
に
、
入
館
者
が
増
え
れ
ば
い
い
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
ど
な
た
が
い
ら
し
て

く
だ
さ
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
い
う
状
況
で
す
か
。
 

●
美
術
館
長
 

 
基
本
は
購
入
さ
れ
た
ご
本
人
と
い
う
こ
と
で
、
使
い
回
し
は
想
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、

窓
口
で
判
別
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
免
許
証
提
示
と
か
、
本
人
確
認
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。  

○
中
原
委
員
 

 
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
い
う
の
は
、
分
散
し
て
展
示
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
よ
ろ
し
い
で
す
か
。 

●
美
術
館
長
 

 
作
家
さ
ん
の
中
に
は
、
屋
外
展
示
を
得
意
と
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
オ

ー
ナ
ー
さ
ん
と
作
家
さ
ん
の
意
向
が
合
え
ば
、
屋
外
展
示
も
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
今
調
整
を

し
て
お
り
ま
す
。
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【
議
案
第

9
号
】
 

○
小
西
委
員
長
 

 
審
議
会
の
第

5
条
に
つ
い
て
な
の
で
す
が
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
す
る
重
要
な
事

項
を
調
査
、
審
議
す
る
た
め
と
い
う
重
要
な
事
項
と
い
う
の
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
問
題
と
し
て
あ
る
の
で
す
か
。
 

●
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
 

 
通
常
は
特
段
大
き
な
議
案
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
答
申
は
し
て
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
昨
年
か

ら
年
間
の
運
営
予
定
と
か
に
つ
い
て
説
明
会
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
は
、
6
月

2
日

の
金
曜
日
に
運
営
審
議
会
を
行
う
予
定
で
す
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
衛
生
管
理
と
か
、
事
故
と
か
そ
う
い
う
こ
と
が
議
題
に
な
る
わ
け
で
す
か
。
 

●
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
 

 
今
年
の
報
告
事
項
で
す
が
、
平
成

28
年
度
の
事
業
報
告
、
学
校
給
食
費
未
納
状
況
に
つ
い
て
、

地
産
地
消
と
六
次
産
業
化
推
進
の
取
り
組
み
、
平
成

29
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
で
す
。
 

 【
議
案
第

10
号
】
 

○
濵
田
委
員
 

 
人
権
啓
発
と
は
、
同
和
問
題
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
を
扱
っ
て
い
る
の
で
す
か
。
 

●
生
涯
学
習
課
長
 

 
同
和
の
部
分
も
入
っ
て
お
り
ま
す
。
同
和
を
含
め
た
全
体
的
な
人
権
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 【
議
案
第

12
号
】
 

○
小
西
委
員
長
 

 
ホ
テ
ル
に
泊
ま
ら
れ
た
方
に
特
典
と
い
う
の
は
い
い
ア
イ
デ
ア
か
な
と
思
う
の
で
す
が
、
組
合

側
と
の
話
し
合
い
と
い
う
の
は
、
料
金
に
つ
い
て
は
無
料
と
い
う
の
は
プ
ラ
ス
に
な
る
内
容
な
の

で
し
ょ
う
か
。
 

●
都
城
島
津
邸
館
長
 

 
都
城
市
ホ
テ
ル
協
会
が
、
7
ホ
テ
ル
ご
ざ
い
ま
す
。
都
城
市
旅
館
組
合
加
盟
店
は
９
店
あ
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
回
は
、
宿
泊
者
を
対
象
と
し
て
、
観
覧
料
を
無
料
に
す
る
と
い
う
こ

と
で
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
そ
れ
が
特
典
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 

 

7
月
定
例
教
育
委
員
会
 

7
月
定
例
教
育
委
員
会
 

7
月
定
例
教
育
委
員
会
 

7
月
定
例
教
育
委
員
会
 

7
月

5
日

7
月

5
日

7
月

5
日

7
月

5
日
（（ （（
水水 水水
）） ））
南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

報
告

10
件
 
議
案

6
件
 

報
告

10
件
 
議
案

6
件
 

報
告

10
件
 
議
案

6
件
 

報
告

10
件
 
議
案

6
件
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

教
育
長
報
告
及
び
付
議
案
件
 

教
育
長
報
告
及
び
付
議
案
件
に
関
す
る
主
な
教
育
委
員
の
意
見
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1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

お
手
元
に
生
徒
の
指
導
の
現
状
に
つ
い
て
と
い
う
資
料
が
ご
ざ
い
ま
す
か
。
こ
れ
は
、
校
長
会

で
の
説
明
資
料
を
流
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
生
徒
指
導
状
況
と
い
う
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
最
初
は
、
非
行
問
題
行
動
等
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の

23
日
現
在
ま
で
の
状
況

で
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
こ
れ
は

4
月
か
ら
の
こ
と
も
入
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
報
告
件
数

4
件
と

い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
既
に
、
い
た
ず
ら
電
話
、
万
引
き
、
一
時
家
出
は
既
に
報
告
し
て
い

る
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
一
番
最
後
の
案
件
で
す
が
、
お
母
さ
ん
と
お
子
さ
ん
の
関
係
が
悪

く
て
、
一
時
、
児
童
相
談
所
預
か
り
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
人
は
不
登
校
傾
向
で
、
今
、

週
一
、
二
回
程
度
、
別
室
登
校
し
て
い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
学
校
側
も
き
ち
ん
と
対
応
し
て

お
り
、
そ
の
後
、
そ
れ
以
上
に
ト
ラ
ブ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
 

 
2
番
目
の
い
じ
め
の
件
数
は
認
知
件
数
で
す
。今

そ
こ
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
一
部
対
応
を
き
ち
ん

と
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
3
番
目
の
不
登
校
傾
向
も
、
昨
年
に
比
べ
れ
ば
中
学
校
は
若
干
増
え
た
り
、
同
じ
状
況
が
続
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
参
考
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
平
成

26
年
、
27

年
、
28

年
と
見

て
い
き
ま
す
と
、
毎
年
増
え
て
い
る
と
い
う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
4
番
目
で
す
け
れ
ど
も
、
交
通
事
故
が
実
は
非
常
に
増
え
て
い
る
と
い
い
ま
す
か
、
報
告
件
数

18
件
、
昨
年
度
同
時
期
に
比
べ
る
と
増
え
て
い
る
わ
け
で
す
。
昨
年
度
が

11
件
だ
っ
た
の
で
す
け

れ
ど
も
、
18

件
の
う
ち

9
件
が
自
転
車
で
の
事
故
、
特
に
自
転
車
を
利
用
し
た
飛
び
出
し
等
に
つ

い
て
の
事
故
が
増
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
指
導
の
強
化
を
各
学
校
に
お
願
い
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
大
き
い

2
番
で
す
け
れ
ど
も
、
不
審
者
、
声
か
け
事
案
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
は
な
い
の
で
す

が
、
こ
れ
も
既
に
報
告
し
て
い
ま
し
て
、
実
害
の
あ
っ
た
事
案
は

5
月
に
前
の
教
育
委
員
会
定
例

会
で
報
告
い
た
し
ま
し
た
。
高
城
高
校
の
付
近
で
、
女
の
子
が
あ
い
さ
つ
を
し
た
ら
胸
を
触
ら
れ

た
と
い
う
事
案
で
ご
ざ
い
ま
す
。
5
年
生
だ
け
が
遠
足
で
は
な
く
て
、
学
校
登
校
し
て
い
る
と
き
に

起
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

 
3
の
と
こ
ろ
で
は
、色

々
な
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
活
用
し
て
お
り

ま
し
て
、
小
学
校
対
応
を
松
尾
さ
ん
、
中
学
校
対
応
を
大
田
原
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、
不
登
校
の

児
童
・
生
徒
の
相
談
等
に
対
応
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
以
上
が
、
生
徒
の
指
導
状
況
の
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
担
当
の
馬
原
先
生
が
研
修
に
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
を
質
問
さ
れ
て
も
ち
ょ
っ

と
私
も
こ
れ
以
上
答
え
き
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
も
し
何
が
あ
り
ま
し
た
ら
こ
の
次
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
 

 
そ
れ
か
ら
も
う

1
件
は
、
先
ほ
ど
配
り
ま
し
た
資
料
、
昨
日
の
校
長
会
で
配
っ
た
資
料
で
ご
ざ

 ○
赤
松
委
員
 

 
児
童
・
生
徒
の
交
通
事
故
の
こ
と
を
教
育
長
が
大
変
心
配
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
私
も
児
童
・

生
徒
の
交
通
事
故
が
な
い
こ
と
が
一
番
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
個
々
の
事
故
発
生

数
を
み
て
い
て
も
、
都
城
市
の
事
故
発
生
数
が
多
い
の
か
少
な
い
の
か
判
断
で
き
ま
せ
ん
。
可
能

で
あ
れ
ば
、
児
童
・
生
徒
数
に
対
す
る
事
故
発
生
数
の
割
合
や
、
近
隣
の
市
や
町
の
事
故
発
生
数

と
比
較
す
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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い
ま
し
て
、
ま
ず

4
つ
の
お
願
い
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
を
重
ね
て
お
願
い
し
ま
し
た
。
加
え
て
、

特
に
夏
休
み
に
向
け
て
、
交
通
事
故
、
水
難
事
故
、
熱
中
症
対
策
の
お
願
い
を
い
た
し
ま
し
た
。
 

 
そ
れ
か
ら
、
次
の
ペ
ー
ジ
を
開
け
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
こ
れ
は
日
本
教
育
新
聞
の

6
月

12
日

に
載
っ
て
い
た
記
事
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
今
日
の
宮
日
に
も
載
っ
て
い
ま
し
た
が
、
中
学
校
で
の

教
育
支
援
員
の
配
置
と
い
う
記
事
で
す
。
池
田
市
政
の
人
間
力
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
の
育
成
の
た
め

に
、
市
長
も
一
生
懸
命
に
教
育
に
力
を
入
れ
よ
う
と
な
さ
っ
て
い
る
状
況
な
の
で
、
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。
 

 
支
援
員
は
、
今
日
の
宮
日
新
聞
等
を
読
む
と
、
各
学
校
は
非
常
に
感
謝
を
さ
れ
て
い
る
み
た
い

で
す
。
ご
存
知
の
よ
う
に
、
南
九
州
大
学
の
学
生

10
名
が
水
曜
日
と
金
曜
日
の
午
前
中
だ
け
来
校

し
て
、
5
校
の
み
で
す
け
れ
ど
も
、
事
務
的
な
支
援
を
や
っ
て
い
ま
す
。
週
に

2
日
で
は
足
り
な
い

と
い
う
声
が
あ
る
ら
し
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
児
玉
課
長
の
新
聞
の
コ
メ
ン
ト
に
よ
り
ま
す
と
、

し
っ
か
り
成
果
を
確
認
し
て
、
他
校
に
も
配
置
す
る
か
ど
う
か
を
考
え
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
教
材
研
究
の
時
間
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
と
か
、
子
ど
も
た
ち
に
向
き
合
う
時
間

が
増
え
た
と
い
う
こ
と
で
、
現
場
は
感
謝
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
南
九
州
大

学
の
学
生
が

10
名
行
っ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
大
学
で
セ
レ
ク
ト
し
た
学
生
を
送
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
10

名
の
学
生
の
大
学
の
時
間
割
等
と
の
関
係
を
見
な
が

ら
、
事
前
の
教
育
も
き
ち
ん
と
受
け
た
学
生
の
派
遣
な
の
で
、
学
校
側
も
感
謝
さ
れ
て
い
る
と
い

う
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
を
拡
大
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
そ
れ
だ
け
の
質
の
学
生
を
確
保
で
き
る
か

ど
う
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
あ
と
は
曜
日
が
大
学
の
授
業
と
の
関
連
が
あ
る

の
で
、
午
前
中
授
業
が
な
い
と
き
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

こ
は
な
か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

 
い
ず
れ
に
せ
よ
そ
う
い
う
お
話
を
校
長
会
で
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

 
次
に
学
力
テ
ス
ト
に
思
う
と
い
う
こ
と
で
、
同
じ
新
聞
に
宮
崎
県
公
立
小
学
校
の
校
長
先
生
が
、

学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て
お
書
き
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
大
変
で
す
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
授

業
力
向
上
、
授
業
力
改
善
を
し
た
い
と
話
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
校
長
先
生
に
と
っ
て
も
な
か
な

か
頭
が
痛
い
の
か
な
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
い
う
記
事
の
ち
ょ
う
ど
二
段
目
に
、
あ

る
職
員
が
、「
日
頃
の
評
価
問
題
や
、
授
業
で
の
教
材
等
か
ら
か
け
離
れ
た
問
題
で
あ
り
、
全
国
学

テ
問
題
自
体
が
異
質
で
あ
る
」
と
い
う
評
価
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
違
っ
た
見
方
も
あ
り
ま

す
よ
と
い
う
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
Ａ
、
Ｂ
と
い
う
二
種
類
の
問
題
が

あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
Ｂ
問
題
の
ね
ら
い
は
、
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
必
要
な
学
力
と
い
う
意
味
で

の
問
題
で
す
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
そ
う
い
う
観
点
を
先
生
方
に
も
持
っ
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
る
か
な
と
。
こ
れ
ま
で
の
何
か
問
題
が
与
え
ら
れ
て
そ
の
問
題
を
解
い
て
答
え
を
出
す
と

い
う
だ
け
で
は
な
く
て
、
そ
の
結
果
か
ら
逆
に
何
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
聞
く
よ
う
な
問
題

と
い
う
の
が
Ｂ
問
題
の
中
に
あ
る
わ
け
で
、
も
う
少
し
違
っ
た
見
方
も
し
て
ほ
し
い
な
と
話
を
さ
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せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
確
か
に
指
摘
の
よ
う
な
問
題
点
も
あ
る
こ
と
は
あ
る
の
で
す
け

れ
ど
も
、
も
う
少
し
広
く
見
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
か
と
思
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

 
そ
れ
か
ら
、
今
の
校
長
先
生
の
最
後
の
文
章
の
、
新
た
な
施
策
が
次
々
と
通
知
さ
れ
、
押
し
つ

け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
の
一
つ
の
考
え
方
と
し
て
、
議
会
の
議
員
さ
ん
も
色
々
な
こ
と

を
考
え
て
一
生
懸
命
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
学
校
も
色
々
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
と
、
議
会
で
採
択
さ
れ
た
意
見
書
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 
 
 
 
 

 
一
つ
は
子
ど
も
の
た
め
の
、
35

人
学
級
の
学
級
定
数
の
問
題
、
改
善
を
す
る
こ
と
が
一
つ
。
二

つ
目
は
、
小
泉
改
革
で
聖
域
な
き
政
治
改
革
と
い
う
こ
と
で
、
教
育
の
国
庫
負
担
を

3
分
の

1
に

し
た
こ
と
に
つ
い
て
で
す
。
国
か
ら

3
分
の

1
し
か
予
算
が
来
な
く
て
、
そ
の
た
め
に
、
地
方
自

治
体
間
の
格
差
が
起
き
て
い
る
と
い
う
問
題
で
す
。
教
育
に
力
を
入
れ
よ
う
と
い
う
自
治
体
で
、

お
金
が
あ
る
と
こ
ろ
は
教
育
に
対
し
て
ち
ゃ
ん
と
し
た
手
当
を
す
る
け
れ
ど
も
、
お
金
が
な
い
自

治
体
で
は
、
あ
と
の

3
分
の

2
を
手
だ
て
で
き
な
い
た
め
に
、
非
常
勤
に
し
て
し
ま
う
と
か
、
臨

時
に
し
て
し
ま
う
と
か
、
色
々
な
教
材
教
具
等
の
予
算
等
を
減
ら
し
て
し
ま
い
、
教
育
格
差
が
生

ま
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
問
題
で
す
。
議
会
で
教
育
費
の
国
庫
負
担
を

2
分
の

1
の
も
と
に
戻
せ

と
い
う
意
見
書
を
毎
年
出
し
て
も
ら
う
こ
と
は
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
議
員

さ
ん
も
応
援
し
て
下
さ
っ
て
い
る
の
で
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
 

 
そ
の
次
は
、
一
番
頭
の
痛
い
学
力
と
い
う
問
題
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
宮
崎
学
力
状
況

調
査
で
、
小
学
校

5
年
生
と
中
学
校

2
年
生
で
す
が
、
横
の
線
は
宮
崎
の
平
均
で
す
。
太
い
線
が

横
に
引
い
て
あ
る
の
は
平
均
で
す
か
ら
、
小
学
校

5
年
生
は
、
残
念
な
が
ら
頭
が
出
て
い
な
い
。

一
番
右
側
が
今
年
、
平
成

29
年
の
も
の
で
す
。
今
年
の

5
年
生
は
、
社
会
と
理
科
は
平
均
の
と
こ

ろ
に
い
る
の
で
す
が
、
算
数
と
国
語
が
水
面
下
に
い
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

 
こ
れ
ま
で
も
ず
っ
と
、
平
成

23
年
か
ら

5
年
生
を
ず
っ
と
追
求
し
て
い
く
と
、
平
成

25
年
に

初
め
に
ち
ょ
っ
と
だ
け
水
面
に
出
て
き
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
ま
た
水
面
下
に
沈
み
ま
し
て
、
都

城
市
の
場
合
は
残
念
な
が
ら
、
全
国
学
力
調
査
も
そ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
宮
崎
学
力
調
査
も
、
実

は
常
に
平
均
以
下
な
の
で
す
。
中
学
校
も
全
国
学
力
調
査
も
と
も
に
宮
崎
県
の
中
で
も
平
均
以
下

な
の
で
す
。
こ
う
い
う
状
況
が
続
い
て
、
こ
れ
を
改
善
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
す
が
、
そ
の

た
め
に
中
学
校
で
は
学
級
定
数
改
善
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
小
学
校
で
今
回
か
ら
算

数
科
少
人
数
指
導
と
い
う
こ
と
で
、
大
き
い
学
校
の

3
年
生
、
4
年
生
に
算
数
の
少
人
数
指
導
を
入

れ
ま
し
た
。
中
学
校
は
、
先
ほ
ど
の
よ
う
な
支
援
員
を
ま
ず
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で

す
。
中
学
校
の
場
合
は
、
ご
存
知
の
よ
う
に
、
中
学

1
年
生
は

35
人
学
級
な
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

中
学

2
年
、
3
年
に
な
る
と

40
人
学
級
に
戻
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
本
来
は
、
中

2
も
中

3
も

3
5

人
学
級
に
な
っ
て
い
れ
ば
い
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
中

2
で
ま
た

40
人
に
戻
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
教
材
研
究
と
か
、
授
業
に
向
き
合
う
時
間
を
作
る
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
は
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支
援
員
と
い
う
形
で
、
改
善
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
非
常
に
感
謝
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
 

 
さ
ら
に
、
今
回
提
案
し
た
の
は
、
中
学
校
で
縦
持
ち
の
検
討
を
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
縦
持
ち
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
い
ま
す
と
、
例
え
ば
、
数
学
の
先
生
が

1

年
生
だ
け
を
受
け
持
つ
と
、
全
部

1
年
生
を
持
つ
。
も
う
一
人
の
先
生
が

2
年
生
を
全
部
持
つ
、
3

年
生
を
全
部
持
つ
と
、
要
す
る
に
別
々
の
先
生
が

1
年
だ
け
を
ま
と
め
て
持
つ
、
2
年
だ
け
を
ま
と

め
て
持
つ
、
3
年
だ
け
を
ま
と
め
て
持
つ
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
担
当
学
年
の
み
の
授
業
の
準
備
だ

け
す
れ
ば
い
い
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
Ａ
ク
ラ
ス
で
授
業
を
し
た
ら
、
Ｂ
ク
ラ
ス
は
同
じ
よ
う
な

こ
と
を
や
れ
ば
い
い
わ
け
で
す
か
ら
、
負
担
は
確
か
に
な
い
わ
け
で
す
。
だ
け
れ
ど
も
、
自
分
が

教
え
た
こ
と
が

2
年
生
に
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
っ
て
、3

年
生
の
状
況
が
ど
う
な
の
か
が
同
時
に
は

わ
か
ら
な
い
わ
け
で
す
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
1
年
生
か
ら

3
年
生
ま
で
を
同
時
に
担
当
し
て
も
ら

う
と
い
う
の
が
縦
持
ち
と
い
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
自
分
で

1
年
で
教
え
た
と
き
、
2
年
で
指
導

し
て
み
る
と
こ
こ
が
わ
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
わ
か
る
の
で
、
1
年
生
で
も
う
少
し
力
を
入
れ

て
指
導
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
3
年
生
で
こ
こ
が
わ
か
っ
て
い
な
い
か
ら
、
2
年
生
、
1
年
生
の

時
に
こ
こ
を
ち
ゃ
ん
と
や
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
、
縦
持
ち
を
す
れ
ば
あ
る
意
味
授
業
が
変

わ
っ
て
い
く
。
先
生
の
意
識
が
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
で
き
た
ら
縦
持
ち
を

し
て
ほ
し
い
と
。
た
だ
し
、
先
生
に
と
っ
て
み
れ
ば
負
担
が
増
え
る
の
で
す
。
1
年
生
の
授
業
の
準

備
も
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
に
、
2
年
生
の
授
業
の
準
備
も
し
な
い
と
い
け
な
い
し
、
3
年
生
の

授
業
の
準
備
も
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
負
担
に
は
な
る
の
で
す
。
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
や

っ
て
も
ら
わ
な
い
と
、
な
か
な
か
授
業
が
変
わ
ら
な
い
か
な
と
思
う
の
で
す
。
実
際
、
福
井
県
は

全
部
縦
持
ち
で
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
そ
う
す
る
と
、
先
生
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

絶
対
し
な
い
と
い
け
な
く
な
る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
1
年
Ａ
組
を
持
っ
て
い
る
先
生
と

1
年
Ｂ
組

を
持
っ
て
い
る
先
生
と

1
年
Ｃ
組
を
持
っ
て
い
る
先
生
が
違
う
の
で
、
先
生
同
士
で
ど
う
い
う
試

験
問
題
を
作
る
と
か
、
ど
う
い
う
こ
と
を
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
の
を
お
互
い
話
し
合
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
先
生
同
士
の
間
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
育
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、

同
僚
性
、
い
わ
ゆ
る
学
校
の
中
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
教
科
を
通
じ
て
で
き
る
と
い
う
こ

と
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
縦
持
ち
の
検
討
を
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。
強
制
は
で
き
な
い
の
で
、
各
中
学
校
に
投
げ
か
け
ま
し
た
。
 

 
今
、
中
学
校
に
小
中
連
携
の
た
め
に
コ
ア
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
教
育
委
員
会
が
設
置
し
て
、
研
究

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
先
日
、
先
生
方
に
東
京
の
三
鷹
市
の
学
校
を
訪
問
し
て
い
た
だ
い
て
、

こ
こ
で
も
全
部
、
縦
持
ち
で
授
業
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
都
城
の
今
の
状
況
を
変
え
て

い
こ
う
と
す
る
と
、
縦
持
ち
を
推
奨
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
の
か
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ
で
学
力
が
上
が
る
か
ど
う
か
は
別
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
こ
と
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

21212121



 

 
残
念
な
が
ら
、
都
城
は
数
十
年
前
ぐ
ら
い
ま
で
は
県
の
中
で
も
学
力
が
高
か
っ
た
と
い
う
時
代

が
あ
る
ら
し
い
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
十
年
は
、
学
力
テ
ス
ト
が
始
ま
っ
た
頃
は
ち
ょ
っ
と
高
か

っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
は
ず
っ
と
水
面
下
で
す
。
地
域
性
も
あ
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

の
ん
び
り
し
た
と
こ
ろ
で
結
構
い
い
と
こ
ろ
で
、
す
ご
く
恵
ま
れ
て
い
る
地
域
だ
と
思
う
の
で
す
。

た
だ
、
お
勉
強
は
て
げ
て
げ
で
い
い
が
と
い
う
話
に
な
っ
て
く
る
と
困
る
の
で
、
学
校
運
営
協
議

会
を
通
し
て
、
地
域
に
お
け
る
学
び
の
共
同
体
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者

だ
け
で
は
な
く
て
、
地
域
で
学
ぶ
と
い
う
雰
囲
気
を
つ
く
っ
て
も
ら
う
。
学
習
は
大
切
な
こ
と
な

ん
だ
よ
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
外
の
し
か

け
、
外
堀
は
そ
れ
で
埋
め
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
縦
持
ち
で
あ
る
と
か
、
小
中
連
携
は
内
堀

を
埋
め
る
と
い
う
意
味
で
、
2
つ
の
し
か
け
を
今
、
走
ら
せ
て
い
る
わ
け
で
す
。
学
校
運
営
協
議
会

に
は
、
学
校
に
ま
ず
関
わ
っ
て
も
ら
い
、
学
校
を
理
解
し
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
地
域
で
子
ど
も

た
ち
を
見
て
も
ら
っ
て
、
支
え
て
も
ら
っ
て
、
勉
強
は
大
切
だ
よ
と
か
、
文
化
的
な
こ
と
も
大
い

に
推
め
な
が
ら
、
学
校
を
中
心
に
地
域
も
変
わ
る
た
め
の
役
割
も
担
っ
て
欲
し
い
と
期
待
を
し
て

い
る
わ
け
で
す
。
学
校
運
営
協
議
会
の
役
割
の
充
実
と
、
学
校
の
中
を
変
え
て
い
く
こ
と
の

2
つ

が
必
要
で
あ
り
、
今
、
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

 
と
い
う
こ
と
で
、
ち
ょ
っ
と
長
く
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
今
回
の
学
校
の
校
長
へ
の
お
話
と

し
て
は
、
こ
ん
な
に
詳
し
く
し
た
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
資
料
は
そ
う
い
う
つ
も
り

で
作
っ
て
お
り
ま
す
。
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

報
告
第

57
号
 
専
決
処
分
し
た
事
務
に
つ
い
て
（
平
成

29
年
度
都
城
市
教
育
委
員
会
名
義
後
援
・
 

共
催
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

58
号
 
臨
時
代
理
し
た
事
務
の
報
告
と
承
認
に
つ
い
て
（
平
成

29
年
度
都
城
市
学
校
運
 

営
協
議
会
委
員
の
委
嘱
及
び
任
命
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

59
号
 
臨
時
代
理
し
た
事
務
の
報
告
と
承
認
に
つ
い
て
（
都
城
市
少
年
補
導
委
員
の
委
嘱
 

に
つ
い
て
）
 

報
告
第

60
号
 
臨
時
代
理
し
た
事
務
の
報
告
と
承
認
に
つ
い
て
（
都
城
市
学
校
規
模
等
適
正
審
議
 

委
員
会
の
委
嘱
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

61
号
 
臨
時
代
理
し
た
事
務
の
報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て
（
都
城
市
学
校
体
育
施
設
開
放
 

運
営
委
員
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
 

報
告
第

62
号
 
欠
番
 

報
告
第

63
号
 
平
成

29
年
度
人
権
啓
発
標
語
募
集
要
項
の
制
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

64
号
 
臨
時
代
理
し
た
事
務
の
報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て
（
都
城
市
青
少
年
健
全
育
成
市
 

民
会
議
副
会
長
及
び
幹
事
の
委
嘱
及
び
任
命
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

65
号
 
平
成

29
年
度
巡
回
企
画
展
「
遺
跡
か
ら
読
み
解
く
島
津
荘
の
は
じ
ま
り
」
開
催
 

 【
報
告
第

57
号
】
 

○
赤
松
委
員
 

 
不
承
認
の

4
条

8
項
と
は
ど
う
い
う
規
程
な
の
で
す
か
。
 

●
教
育
総
務
課
長
 

 
1
項
が
、
市
ま
た
は
教
育
委
員
会
の
基
本
的
な
行
政
方
針
に
合
致
し
な
い
も
の
。
2
項
が
営
利
目
的
と

す
る
も
の
。
3
項
が
金
品
の
寄
附
、
も
し
く
は
援
助
、
事
業
へ
の
参
加
を
強
要
す
る
も
の
。
4
項
が
特
定

の
思
想
、
も
し
く
は
心
情
の
普
及
ま
た
は
宣
伝
を
目
的
と
す
る
も
の
。
5
項
は
、
特
定
の
地
域
、
団
体

等
、
一
部
の
も
の
を
対
象
と
す
る
も
の
。
6
項
が
、
行
事
等
の
実
施
上
に
あ
た
り
、
運
営
上
問
題
が
あ

る
も
の
。
7
項
が
、
名
義
後
援
す
る
に
あ
た
り
、
教
育
委
員
会
に
経
費
の
負
担
を
求
め
る
も
の
。
8
項
が

こ
の

1
か
ら

7
項
以
外
で
適
当
で
な
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
こ
の
第

8
項
に
あ
た
る
と
い
う
こ

と
で
、
不
承
認
と
い
た
し
ま
し
た
。
 

 【
報
告
第

61
号
】
 

○
小
西
委
員
長
 

 
運
営
委
員
会
の
設
置
の
な
い
と
こ
ろ
と
い
う
の
は
、
今
か
ら
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
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要
項
の
制
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

66
号
  
平
成

29
年
度
第

22
回
都
城
市
小
学
生
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
募
集
要
項
に
つ

い
て
 

議
案
第

14
号
 
都
城
市
社
会
教
育
委
員
及
び
都
城
市
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
 

議
案
第

15
号
 
都
城
市
人
権
啓
発
推
進
協
議
会
設
置
要
綱
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

議
案
第

16
号
 
都
城
市
高
城
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
・
配
送
業
務
委
託
に
つ
い
て
 

議
案
第

17
号
 
平
成

29
年
度
都
城
島
津
伝
承
館
特
別
展
観
覧
料
の
設
定
に
つ
い
て
 

議
案
第

18
号
 
都
城
市
高
崎
た
ち
ば
な
学
び
館
条
例
及
び
都
城
市
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正
 

す
る
条
例
 

議
案
第

19
号
 
指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設
に
お
け
る
管
理
運
営
方
針
の
変
更
（
案
）
に
つ
い
て
 

 

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
 

 
運
営
を
任
せ
て
い
る
地
区
体
育
協
会
の
意
向
に
よ
っ
て
、
設
置
の
有
無
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

お
お
む
ね
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
地
区
体
育
協
会
を
中
心
と
し
て
利
用
者
団
体
の
関

係
調
整
、
日
程
、
利
用
者
会
議
等
を
う
ま
く
運
営
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
私
ど

も
は
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

 【
報
告
第

63
号
】
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
2,
00
0
点
も
あ
る
作
品
を
選
ぶ
に
は
、
ど
こ
が
選
ぶ
の
で
す
か
。
 

●
生
涯
学
習
課
長
 

 
教
育
委
員
会
で
課
長
と
副
課
長
と
教
育
指
導
員
の

6
名
で
一
回
ふ
る
い
に
か
け
ま
し
て
、
そ
れ
か
ら

点
数
の
高
い
も
の
を
再
度
選
定
す
る
形
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
子
供
達
に
考
え
る
時
間
を
与
え
て
、
親
子
で

考
え
て
も
い
い
し
、
そ
う
い
う
こ
と
を
小
さ
い
頃
か
ら
ず
っ
と
続
け
て
行
う
こ
と
が
大
事
な
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
 

●
生
涯
学
習
課
長
 

人
権
に
つ
い
て
親
子
で
考
え
る
時
間
と
い
う
の
は
、
最
初
、
小
学
生
で
こ
う
い
う
標
語
が
で
き
る
の

か
な
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
親
子
で
考
え
た
り
す
る
時
間
を
大
切
に
し
な
が
ら
や

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 【
報
告
第

65
号
】
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
一
万
城
扇
状
地
と
は
昔
か
ら
言
っ
て
い
る
の
で
す
か
。
ど
こ
ま
で
指
す
の
か
範
囲
が
わ
か
ら
な
い
 

●
文
化
財
課
長
 

 
広
原
、
早
水
、
三
股
方
面
か
ら
ず
っ
と
扇
状
地
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
南
九
州
大
学
が
あ
る

地
点
の
標
高
は
、
都
島
の
歴
史
公
園
の
資
料
館
が
建
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
標
高
が
同
じ
な
の
で
、

そ
れ
が
大
淀
川
に
向
か
っ
て
ず
っ
と
下
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
早
水
神
社
あ
た
り
が
湧
水
地
に
な

っ
て
い
ま
し
て
、
水
が
湧
い
て
い
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
移
動
の
展
示
の
時
は
、
図
書
館
の
展
示
と
か
、
交
流
プ
ラ
ザ
で
拝
見
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す

が
、
今
回
、
規
模
と
し
て
は
同
じ
く
ら
い
の
も
の
な
の
で
す
か
。
 

●
文
化
財
課
長
 

毎
年
、
2
つ
の
展
示
ケ
ー
ス
を
使
っ
て
、
展
示
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
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 【
報
告
第

66
号
】
 

○
赤
松
委
員
 

 
学
校
の
選
考
に
当
た
っ
て
、
別
添
の
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
選
考
基
準
が
あ
る
旨
の
こ
と
が
書
い

て
あ
る
の
で
す
が
、
こ
の
読
書
感
想
文
選
考
基
準
と
い
う
の
は
、
具
体
的
に
ど
ん
な
こ
と
が
書
い
て
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

●
図
書
館
長
 

 
各
学
校
に
毎
年
同
じ
様
式
で
、
選
考
の
基
準
と
い
う
の
を
お
配
り
し
て
お
り
ま
す
。
9
つ
ほ
ど
の
項

目
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
あ
ら
す
じ
の
簡
単
な
紹
介
が
で
き
て
い
る
か
。
本
と
の
出
会
い
や
き
っ
か

け
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
か
。
感
動
、
発
見
、
気
づ
き
、
教
え
ら
れ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
か
。

自
分
や
周
り
の
人
を
生
き
方
の
振
り
返
り
が
あ
る
の
か
ど
う
か
。
結
構
、
項
目
が
あ
り
ま
す
。
題
名
と

文
の
構
想
が
ち
ゃ
ん
と
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
。
書
き
だ
し
が
印
象
的
か
ど
う
か
。
そ
し
て
そ
れ
が
最

終
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
。
文
章
表
現
は
ど
う
か
。
つ
ま
り
、
各
学
年
の
発
達
程
度
に
あ

っ
た
文
章
表
現
に
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
例
年
ど
れ
だ
け
の
応
募
数
の
中
か
ら
上
が
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
か
。
 

●
図
書
館
長
 

 
昨
年
度
は
市
内
の
小
学
生
9,
47
1
名
、
こ
れ
は
全
生
徒
数
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の

71
%の
皆
さ

ん
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

 

 

7
月
臨
時
教
育
委
員
会
 

7
月
臨
時
教
育
委
員
会
 

7
月
臨
時
教
育
委
員
会
 

7
月
臨
時
教
育
委
員
会
 

7
月

18
日

7
月

18
日

7
月

18
日

7
月

18
日
（（ （（
火火 火火
）） ））
南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

報
告

0
件
 
議
案

1
件
 

報
告

0
件
 
議
案

1
件
 

報
告

0
件
 
議
案

1
件
 

報
告

0
件
 
議
案

1
件
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

教
育
長
報
告
及
び
付
議
案
件
 

教
育
長
報
告
及
び
付
議
案
件
に
関
す
る
主
な
教
育
委
員
の
意
見
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
本
日
は
早
朝
か
ら
臨
時
教
育
委
員
会
と
い
う
こ
と
で
、
教
科
書
の
選
定
と
い
う
こ
と
で
、
今
日

は
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
今
回
の
場
合
は
特
定
の
教
科
 道
徳
と
い
う
、
小
学
校
で
使
わ
れ
ま
す
道
徳
の
教
科
書
、
戦
後
初

め
て
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
れ
を
選
定
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
第
１
回
の
採
択
地
区
協
議
会
が

6
月

7
日
に
開
か
れ
ま
し
て
、
翌

8
日
に
第

1
回
の
専
門
委
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
専
門
委
員

7
名
、
管
内
の
小
学
校
の
教
職
員

7
名
を
専
門
委
員
に
選
定

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
1
ヶ
月
近
く
研
究
を
し
て
い
た
だ
い
た
結
果
を
受
け
て
、
第

2
回
の
専

門
委
員
会
が

6
月

29
日
と

30
日
、
そ
し
て
、
第

2
回
の
採
択
地
区
協
議
会
、
い
わ
ゆ
る
都
城
市
、

三
股
町
両
方
含
め
て
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
こ
で
の
地
区
協
議
会
が
開
か
れ
ま
し
て
、
そ
し
て
、

 (意
見
な
し
) 
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今
日
ご
提
案
を
す
る
教
科
書
の
選
定
が
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
専
門
委
員
に
な

っ
て
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
は
、
1
ヶ
月
近
く
校
務
の
か
た
わ
ら
研
究
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
三

股
町
、
そ
し
て
都
城
市
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
一
番
い
い
教
科
書
の
選
定
を
受
け
て
、
私
た
ち

が
選
定
協
議
会
で
協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
一
件
に
絞
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
三
股
町
は
三
股
町
で
、
都
城
市
は
都
城
市
で
そ
れ
を
受
け
て
決
定
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
わ

け
で
す
が
、
本
日
は
都
城
市
の
小
学
生
約

1
万
人
が
使
う
道
徳
の
教
科
書
を
選
定
し
て
も
ら
う
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
ご
存
知
の
よ
う
に
、
教
科
書
選
定
は
か
な
り
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
あ
り
ま
し
て
、
完
全
守
秘

義
務
に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
実
は

9
月

1
日
に
県
か
ら
発
表
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
ぜ

ひ
守
秘
義
務
を
お
守
り
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
と
同
時
に
、
9
月

1
日
、
お

名
前
等
が
出
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
降
に
教
科
書
会
社
で
あ
り
ま
す
と
か
、
メ
デ
ィ

ア
で
あ
り
ま
す
と
か
、
色
々
な
と
こ
ろ
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と

き
も
「
教
育
委
員
会
の
ほ
う
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
内
容
に
つ
い
て
も
、
選
定

の
経
緯
に
つ
い
て
も
守
秘
義
務
で
お
願
い
し
た
い
。
そ
う
い
う
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、

教
育
委
員
会
の
ほ
う
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
と
お
返
事
を
し
て
い
た
だ
き
た
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
そ
の
点
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
今
日
は
、
少
し
時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
選
定
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
 

 
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

議
案
第

20
号
 
平
成

30
年
度
使
用
小
学
校
用
教
科
用
図
書
の
採
択
に
つ
い
て
 

 【
議
案
第

20
号
】
 

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
１
４
条
第
７
項
の
規
定
に
よ
り
非
公
開
 

 

 

8
月
定
例
教
育
委
員
会
 

8
月
定
例
教
育
委
員
会
 

8
月
定
例
教
育
委
員
会
 

8
月
定
例
教
育
委
員
会
 

7
月

28
日

7
月

28
日

7
月

28
日

7
月

28
日
（（ （（
金金 金金
）） ））
南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

報
告

11
件
 
議
案

2
件
 

報
告

11
件
 
議
案

2
件
 

報
告

11
件
 
議
案

2
件
 

報
告

11
件
 
議
案

2
件
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

教
育
長
報
告
及
び
付
議
案
件
 

教
育
長
報
告
及
び
付
議
案
件
に
関
す
る
主
な
教
育
委
員
の
意
見
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

そ
れ
で
は
、
生
徒
指
導
の
現
状
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
、
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
一
枚
の
資
料

が
配
っ
て
あ
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

 
ま
ず
、
非
行
の
問
題
行
動
が
、
6
月
中
、
小
学
校

1
件
、
中
学
校

4
件
で
ご
ざ
い
ま
す
。
小
学
校

1
件
は
万
引
き
と
い
う
こ
と
で
、
コ
ン
ビ
ニ
に
立
ち
寄
っ
て
飲
み
物
を
万
引
き
し
て
、
店
員
に
咎
め

ら
れ
た
と
い
う
件
で
す
。
中
学
校

4
件
は
、
生
徒
間
暴
力
と
い
う
こ
と
で
、
生
徒
そ
の
も
の
に
ち

ょ
っ
と
問
題
が
あ
っ
て
、
児
童
相
談
所
に
つ
な
い
で
生
徒
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

家
出
が

2
件
ほ
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
。
家
出
、
外
泊
と
書
い
て
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
一
つ
は
家

 ○
小
西
委
員
長
 

 
指
導
さ
れ
て
い
る
先
生
方
は
足
り
て
い
る
の
で
す
か
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
学
校
か
ら
要
求
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
分
に
つ
い
て
は
、
配
置
し
て
い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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出
を
し
て
、
外
泊
を
繰
り
返
し
て
い
る
中
学
生
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
他
校
生
徒

と
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
て
、
男
の
子
で
す
け
れ
ど
も
、
外
泊
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
も
う

1
件
は
、
家
庭
的
な
問
題
が
あ
っ
て
家
出
と
い
う
よ
り
は
母
親
と
子
供
全
部
が
ど
こ
か

へ
行
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
れ
は
家
庭
の
問
題
と
い
う
こ
と
で

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
6
月
中
に
起
き
た
非
行
の
問
題
で
あ
り
ま
す
。
 

 
そ
れ
か
ら
、
不
登
校
、
4
月
か
ら

6
月
で
す
け
れ
ど
も
、
小
学
校

10
名
、
中
学
校

88
名
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
30
日
以
上
の
欠
席
に
つ
い
て
は

61
名
と
い
う
こ
と
で
、
中
学
生
の
傾
向
と

し
て
は

2
年
、
3
年
に
な
る
と
不
登
校
気
味
の
子
ど
も
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
状
況
が
あ

り
ま
す
。
家
庭
環
境
と
か
、
保
護
者
の
教
育
力
に
問
題
を
抱
え
て
い
る
不
登
校
が
多
く
、
そ
れ
以

外
の
不
登
校
の
原
因
も
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
病
気
で
あ
っ
た
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
適

応
教
室
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
も
色
々
Ｓ
Ｓ
Ｗ
に
つ
な
い
で
お
願
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
家
庭
的
に
問
題
が
あ
る
場
合
は
大
変
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
 

 
3
番
目
の
い
じ
め
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
③
で
、
4
月
か
ら
の
い
じ
め
の
認
知
件
数

66
1
件
、

中
学
校
が

32
件
、
あ
る
意
味
、
小
学
校
で
も
中
学
校
で
も
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
の
で
、
認
知
件
数

が
い
つ
も
よ
り
も
多
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
実
際
は
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
い
じ
め
と
書
い

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
括
弧
の
中
の
数
字
は
、
小
学
校

66
1
件
の
う
ち

44
3
件
、
中

学
校

32
件
の
う
ち

21
件
は
既
に
解
消
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
非
常
に
深
刻
な

い
じ
め
に
至
っ
て
い
る
事
案
は
、
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
い
じ
め
に
関
し
て
は
、
解

消
と
い
う
定
義
が
少
し
変
わ
っ
て
き
て
、
3
か
月
様
子
を
見
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
3
ヶ

月
何
も
な
け
れ
ば
解
消
と
い
う
定
義
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
今
度
は
報
告
の
仕
方
も
少
し
変

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
3
か
月
後
ま
で
の
統
計
を
と
っ
て
報
告
す
る
形
に
。
 

 
4
番
目
、
交
通
事
故
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
前
に
も
申
し
ま
し
た
よ
う
に
増
え
て
お
り
ま
し

て
、
6
月
中
は
、
小
学
校

5
件
、
中
学
校

2
件
と
い
う
、
そ
の
中
で
も
自
転
車
で
の
事
故
が

7
件
の

う
ち

5
件
は
自
転
車
の
事
故
で
す
。
自
転
車
で
二
人
乗
り
を
し
て
、
転
倒
し
て
運
ば
れ
た
と
か
、

自
転
車
で
道
路
横
断
中
に
車
に
は
ね
ら
れ
た
り
と
か
、
急
に
右
折
し
た
と
こ
ろ
、
反
対
側
か
ら
車

が
出
て
き
て
事
故
を
起
こ
し
た
り
と
か
、
自
転
車
と
車
の
接
触
事
故
が
そ
の
う
ち
の

4
件
。
あ
と

は
、
下
校
時
に
自
転
車
の
接
触
事
故
が

2
件
あ
り
ま
し
た
。
夏
休
み
に
入
る
前
に
指
導
は
し
て
お

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
日
も
別
件
で
校
長
会
が
あ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
お
願
い
を
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
 

 
そ
の
他
、
夏
休
み
中
の
こ
と
と
し
て
は
、
水
難
事
故
防
止
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は

生
徒
指
導
主
事
を
中
心
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
く
。
夏
祭
り
等
の
巡
回
指
導
等
も
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
 

 
不
審
者
、
声
か
け
事
案
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
6
月
は

1
件
だ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ

の
1
件
は
、
西
小
学
校
区
の
男
の
子

2
名
で
、
下
校
中
に
鉄
の
棒
を
持
っ
た
よ
う
な
男
か
ら
追
い
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か
け
ら
れ
、
逃
げ
た
と
い
う
事
案
で
ご
ざ
い
ま
す
。
40

歳
く
ら
い
の
男
性
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
れ
以
降
の
不
審
者
が
、
夏
休
み
が
始
ま
る
前
に
増
え
て
い
ま
し
て
、
7
月
に
処
理
し
た
も
の

を
見
て
み
ま
す
と
、
同
じ
よ
う
な
不
審
者
が
い
て
、
し
か
し
、
不
審
者
自
体
は
違
う
の
で
す
け
れ

ど
も
、
傾
向
が
似
て
い
る
の
で
す
。
学
校
の
登
校
途
中
、
車
の
中
か
ら
子
供
の
写
真
を
撮
る
よ
う

な
も
の
と
か
、
通
り
過
ぎ
て
行
っ
て
戻
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
子
ど
も
た
ち
が
歩
い
て
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
を
通
り
過
ぎ
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
戻
っ
て
き
て
声
を
か
け
る
と
い
う
そ
う

い
う
事
案
が
複
数
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ
の
傾
向
は
、
普
通
、
女
の
子
が
狙
わ
れ
て
い
る
の
で
す

が
、
最
近
は
男
の
子
で
も
狙
わ
れ
て
い
る
。
男
の
子
に
声
を
か
け
る
と
い
う
事
案
が
結
構
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
傾
向
的
に
は
今
ま
で
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
ち
ょ
っ
と

そ
の
へ
ん
が
少
し
変
わ
っ
て
き
た
か
な
と
い
う
気
が
い
た
し
ま
す
。
学
校
に
対
し
て
は
、
男
の
子

で
あ
ろ
う
と
、
女
の
子
で
あ
ろ
う
と
気
を
つ
け
な
さ
い
と
い
う
指
導
の
仕
方
を
し
な
い
と
い
け
な

い
の
か
な
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

 
ご
存
知
の
よ
う
に
、
つ
い

2、
3
日
前
、
愛
知
県
の
小
学
校
の
臨
時
教
師
が
男
の
子
に
わ
い
せ
つ

行
為
を
し
て
捕
ま
っ
た
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
れ
は

29
歳
の
非
常
勤
講
師
で
し
た
。
そ
の
非
常

勤
講
師
は
男
の
子
に
い
た
ず
ら
を
し
て
い
る
。
男
の
子
を
対
象
に
し
た
わ
い
せ
つ
事
案
が
近
年
の

傾
向
と
し
て
全
体
的
に
あ
る
の
か
な
と
い
う
気
が
い
た
し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
不
審
者
、
声
か

け
事
案
も
そ
う
い
う
観
点
か
ら
少
し
気
を
つ
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
な
こ
と
と
、
今
ま
で
は

割
に
自
家
用
車
に
乗
っ
て
て
声
を
か
け
る
と
い
う
の
が
多
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
今
は
、
軽
ト
ラ

に
乗
っ
て
い
た
り
と
か
、
自
動
車
の
種
類
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
不
安
定
な
社
会
が

出
現
し
つ
つ
あ
る
の
か
と
気
に
な
り
ま
し
た
。
 

 
以
上
が
生
徒
指
導
状
況
の
報
告
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
そ
れ
か
ら
も
う

1
点
は
、
先
ほ
ど
終
わ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
く

2
0

名
の
子
ど
も
た
ち
の
壮
行
会
を
午
前
中
行
い
ま
し
た
。
 

 
3
点
目
と
し
て
は
、
資
料
は
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
調
べ
て
も
ら
っ
た
の
を
報
告
し
て
お
き
ま

す
と
、
外
国
籍
の
子
ど
も
た
ち
が
、
平
成

29
年
の

2
月

28
日
現
在
、
小
・
中
合
わ
せ
て

32
名
お

り
ま
す
。
日
本
語
指
導
員
を
配
置
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、
児
童
・
生
徒
の
状
況
調
査
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
生
活
指
導
上
の
対
応
も
あ
り
ま
し
て
、
イ
ス
ラ
ム
系
の
方
が
半
分
ぐ
ら
い
い
ま

す
の
で
、
給
食
と
か
が
お
弁
当
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
女
の
子
は
学
校
に
行
か
な
く
て
い
い
と
い

う
申
し
出
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
詳
し
い
こ
と
は
、
こ
の
次
に
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ

う
い
う
状
況
で
あ
る
こ
と
を
ご
報
告
し
て
お
き
ま
す
。
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

報
告
第

67
号
 
専
決
処
分
し
た
事
務
に
つ
い
て
（
平
成

29
年
度
都
城
市
教
育
委
員
会
名
義
後
援
・

共
催
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

68
号
 
臨
時
代
理
し
た
事
務
の
報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て
（
都
城
市
学
校
に
お
け
る
フ
ッ

 【
報
告
第

69
号
】
 

○
赤
松
委
員
 

 
今
現
在
、
結
核
と
い
う
病
気
で
、
小
中
学
生
で
罹
患
し
て
い
る
報
告
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
の
で
し
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化
物
洗
口
の
あ
り
方
検
討
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

69
号
 
臨
時
代
理
し
た
事
務
の
報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て
（
都
城
市
結
核
対
策
委
員
会
委

員
の
委
嘱
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

70
号
 
都
城
市
全
国
大
会
等
参
加
補
助
金
交
付
要
綱
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

報
告
第

71
号
 
平
成

29
年
度
都
城
市
社
会
教
育
行
政
計
画
及
び
平
成

29
年
度
公
民
館
経
営
案
に

つ
い
て
 

報
告
第

72
号
 
平
成

29
年
度
都
城
歴
史
資
料
館
第

2
回
企
画
展
「
昭
和
を
見
て
き
た
道
具
展
～

回
想
 童
心
に
返
る
ひ
と
と
き
～
」
開
催
要
項
の
制
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

73
号
 
都
城
歴
史
資
料
館
の
臨
時
休
館
に
つ
い
て
 

報
告
第

74
号
 
平
成

29
年
度
都
城
定
住
自
立
圏
構
想
協
議
会
『
夢
と
感
動
を
ひ
ろ
げ
る
「
お
は

な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
巡
回
公
演
」』

の
実
施
に
つ
い
て
 

報
告
第

75
号
 
「
平
成

29
年
度
 図
書
館
ま
つ
り
」
開
催
要
項
に
つ
い
て
 

報
告
第

76
号
  
平
成

29
年
度
都
城
島
津
伝
承
館
特
別
展
「
幕
末
維
新
の
動
乱
と
都
城
－
西
郷
隆

盛
と
都
城
島
津
家
－
」
開
催
要
項
の
制
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

77
号
 
都
城
市
高
城
郷
土
資
料
館
の
入
館
料
免
除
に
つ
い
て
 

議
案
第

20
号
 
指
定
し
よ
う
と
す
る
文
化
財
の
諮
問
に
つ
い
て
 

議
案
第

21
号
 
平
成

29
年
度
都
城
市
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
運
営
委
員
の
委
嘱
並
び
に
任

命
に
つ
い
て
 

 

ょ
う
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
罹
患
者
と
い
う
形
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
罹
患
の
可
能
性
が
あ
る
お
子
さ
ん
方
が
今
年
、
学
校
で
の

健
診
の
時
に
、
7
名
上
が
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
今
日
、
保
健
所
か
ら
返
事
が
き
ま
し
て
、
7

名
の
う
ち

4
名
が
検
査
を
一
旦
受
け
て
く
だ
さ
い
と
い
う
申
し
出
が
ま
い
り
ま
し
た
。
 

○
赤
松
委
員
 

現
実
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
ね
。
こ
れ
は
慎
重
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
な
の

で
す
ね
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
結
核
に
つ
い
て
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
時
に
、
結
核
審
査
会
の
委
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す

が
、
潜
在
的
に
患
者
さ
ん
が
い
て
、
ま
さ
か
今
頃
結
核
と
い
う
感
じ
で
、
発
見
さ
れ
た
と
き
は
非
常
に

重
篤
で
、
強
制
的
に
入
院
と
い
う
こ
と
で
す
。
結
核
は
か
か
っ
て
し
ま
う
と
結
構
ひ
ど
い
状
況
で
す
ね
。  

 【
報
告
第

70
号
】
 

○
小
西
委
員
長
 

 
改
正
し
た
内
容
の
理
由
な
の
で
す
が
、
こ
れ
は
ず
っ
と
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
こ
の
よ
う
な
理
由
が
上

が
っ
て
き
て
い
た
の
で
す
か
。
そ
れ
を
今
回
改
正
な
さ
っ
た
の
か
、
公
平
性
を
欠
い
て
い
た
と
い
う
の

は
、
ず
っ
と
前
か
ら
言
わ
れ
て
き
た
も
の
な
の
で
す
か
。
 

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
 

 
今
回
の
交
付
申
請
に
あ
た
り
、
条
文
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
け
れ

ど
も
、
そ
の
と
き
に
、
少
林
寺
流
空
手
道
の
連
盟
が
、
日
本
体
育
協
会
の
参
加
団
体
に
入
っ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
て
、
主
催
す
る
参
加
の
団
体
が
交
付
要
項
に
漏
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

判
明
い
た
し
ま
し
て
、
今
回
、
し
っ
か
り
そ
う
い
う
不
備
と
少
年
団
に
入
っ
て
い
る
子
供
た
ち
が
全
体

で
94

団
体
が
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
内
の

4
団
体
競
技
で
登
録
し
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
そ

こ
子
供
た
ち
が
上
部
の
大
会
に
行
く
と
き
に
は
、
条
文
上
は
出
せ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
も
の
で
す

か
ら
、
そ
の
不
備
を
改
善
し
た
い
と
い
う
部
分
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 【
報
告
第

72
号
】
 

○
小
西
委
員
長
 

 
高
城
郷
土
資
料
館
の
入
館
料
免
除
の
と
こ
ろ
で
、
子
育
て
支
援
カ
ー
ド
と
い
う
も
の
が
出
て
き

た
の
で
す
が
、
資
料
館
で
は
こ
れ
の
使
用
頻
度
と
い
い
ま
す
か
、
こ
れ
で
来
ら
れ
る
方
は
ど
の
く

ら
い
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

●
文
化
財
課
長
 

 
正
確
な
数
字
を
こ
こ
に
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
結
構
、
提
示
さ
れ
る
方
が
い
ら
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っ
し
ゃ
い
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
資
料
館
の
ほ
う
で
は
そ
れ
に
つ
い
て
の
周
知
と
か
は
特
別
に
は
な
さ
れ
て
い
な
い
で
す
か
。
 

●
文
化
財
課
長
 

 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
掲
載
し
て
い
ま
す
し
、
4
館
で
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
チ
ラ
シ
を
作
っ
て
お
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
中
に
表
記
し
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
あ
と
、
入
り
口
の
部
分
に
提
示
い

た
だ
け
れ
ば
と
無
料
に
な
り
ま
す
と
い
う
こ
と
を
。
こ
の
企
画
展
の
ポ
ス
タ
ー
と
か
チ
ラ
シ
を
作

る
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
に
一
言
入
れ
て
お
り
ま
す
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
こ
こ
に
集
ま
っ
て
い
る
色
々
な
道
具
類
は
、
ど
こ
か
に
保
管
し
て
お
い
て
、
毎
年
、
展
示
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
 

●
文
化
財
課
長
 

 
カ
ン
ガ
エ
ー
ル
プ
ラ
ザ
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
こ
に
ほ
と
ん
ど
所
蔵
し
て
お
り
ま

す
。、

毎
年
、
テ
ー
マ
を
少
し
ず
つ
変
え
な
が
ら
や
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
同
じ
も
の
が
出
て
き
た

り
は
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
年
は
お
も
ち
ゃ
に
焦
点
を
当
て
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
メ
イ
ン
に
お

も
ち
ゃ
を
展
示
す
る
よ
う
な
形
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
農
機
具
を
中
心
に
展
示
し
た
と
き
も
あ
り

ま
す
 

 【
報
告
第

75
号
】
 

○
中
原
委
員
 

 
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
大
人
の
た
め
の
図
書
館
ツ
ア
ー
フ
ァ
イ
ナ
ル
で
す
が
、
こ
れ
は

大
人
限
定
で
す
か
。
 

●
図
書
館
長
 

 
大
人
限
定
で
お
り
ま
す
。
と
い
う
の
が
、
お
子
さ
ん
の
場
合
は
、
大
人
の
方
と
基
本
連
れ
だ
っ

て
き
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
閉
架
書
庫
は
ほ
と
ん
ど
大
人
の
本
で
す
の
で
、
大
人
限

定
で
例
年
や
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
図
書
館
で
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
と
い
う
意
味
で
し
か
あ
り
ま
せ

ん
新
し
い
図
書
館
で
も
閉
架
書
庫
ツ
ア
ー
と
か
や
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
の
で
、
ま
た
新
し
い
図

書
館
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

○
中
原
委
員
 

 
逆
に
最
後
だ
か
ら
、
親
子
で
ど
う
ぞ
と
か
、
親
子
が
ふ
れ
あ
う
と
い
う
か
。
 

●
図
書
館
長
 

 
持
ち
帰
っ
て
協
議
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 【
報
告
第

77
号
】
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○
濵
田
委
員
 

 
年
度
に
よ
っ
て
小
学
生
が
、
全
く
い
な
か
っ
た
り
、
平
成

27
年
度
が

44
名
で
あ
っ
た
り
と
い

っ
た
違
い
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
こ
れ
は
有
料
と
無
料
と
分
け
て
あ
る
の
は
何
で
で
す
か
。 

●
高
城
地
域
振
興
課
副
課
長
 

 
無
料
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
支
援
カ
ー
ド
の
家
庭
の
日
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
平
成
２
７

年
か
ら
小
学
生
以
下
の
入
館
者
に
つ
い
て
は
、
小
学
生
以
下
の
家
族
同
伴
で
入
館
し
た
場
合
に
は
、

家
族
全
員
無
料
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
平
成

27
年
か
ら
導
入
し
て
い
ま
す
。
小
学
生
の
無
料

も
増
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
大
人
が
平
成

27
年
が

38
名
、
小
学
生

44
名
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
、
子
育
て
支
援
カ
ー
ド
の
家
庭
の
日
の
影
響
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
子
育
て
支
援
カ
ー
ド
に
つ
い
て
の
周
知
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
、
皆
さ
ん
に
な
さ
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
 

●
高
城
地
域
振
興
課
畝
原
主
査
 

 
子
育
て
支
援
カ
ー
ド
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
が
取
り
組
ん
で
い
る
子
育
て
支
援
の
施
策
の
一
環

で
す
。
県
を
中
心
に
周
知
、
広
報
等
を
行
っ
て
お
り
ま
し
て
、
都
城
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
ど

も
課
が
所
管
し
て
お
り
ま
す
。
こ
ど
も
課
の
窓
口
等
に
子
育
て
支
援
カ
ー
ド
の
配
布
等
の
ご
案
内
、

そ
し
て
、
窓
口
で
の
利
用
の
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
こ
ど
も
課
の
ほ
う
で
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
周
知
さ
れ
て
い
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
せ
っ
か

く
こ
う
い
う
制
度
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
も
う
少
し
こ
ち
ら
の
島
津
邸
と
か
、
資
料
館
も
含
め
て
、

こ
の
こ
と
は
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
か
な
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
も
っ
た
い
な
い
制
度
で
す
。
 

 【
議
案
第

20
号
】
 

○
中
原
委
員
 

 
発
見
と
い
い
ま
す
か
、
認
識
さ
れ
て
い
た
の
が
い
つ
ぐ
ら
い
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
こ

の
時
期
に
。
 

●
文
化
財
課
長
 

 
こ
の
日
待
塔
が
あ
る
と
こ
ろ
に
は
、
庚
申
碑
と
か
、
山
の
神
の
石
碑
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
す

け
れ
ど
も
、
高
城
の
旧
町
時
代
に
庚
申
塔
に
つ
い
て
は
指
定
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
待
塔
の

存
在
に
つ
い
て
も
確
認
は
し
て
い
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
地
域
の
人
た
ち
が
看
板
を
作
っ
て
い
ま

し
て
、
そ
れ
を
作
り
か
え
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
行
っ
た
と
き
に
、
こ
ち
ら
も
大
事
な
の
で

す
よ
と
い
う
話
を
し
た
ら
、
そ
れ
だ
っ
た
ら
指
定
と
か
で
き
な
い
の
か
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
て
、

し
っ
か
り
文
献
等
を
調
べ
ま
し
て
、
都
城
に
は

1
点
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
ぜ
ひ
指

定
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
諮
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

30303030



 

え
て
お
り
ま
す
。
 

 
宮
崎
県
内
で
も
私
が
知
っ
て
い
る
の
は
、
国
富
町
の
木
脇
小
学
校
の
前
に
同
じ
よ
う
に
山
の
神

と
か
、
庚
申
塔
と
か
の
石
塔
が
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に

1
点
あ
る
も
の
し
か
確
認
を
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
 

○
中
原
委
員
 

 
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
す
よ
ね
。
い
ず
れ
に
せ
よ
早
く
指
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
こ
の
調
書
に
対
す
る
回
答
と
か
は
大
体
ど
の
く
ら
い
日
時
が
か
か
る
も
の
な
の
で
す
か
。
 

●
文
化
財
課
長
 

貴
重
な
も
の
と
か
、
調
書
が
き
っ
ち
り
で
き
て
い
た
場
合
に
は
第

1
回
だ
け
の
答
申
を
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
早
け
れ
ば

10
月
と
か

11
月
に
教
育
委
員
会
の
ほ
う
に
指
定
に
関
す
る
形
で
議
案

を
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

 【
議
案
第

21
号
】
 

○
濵
田
委
員
 

 
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
は
、
児
童
ク
ラ
ブ
と
放
課
後
子
ど
も
教
室
と
あ
わ
せ
た
形
で
運
営
し
ま
し
ょ
う

と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 

●
生
涯
学
習
課
長
 

 
都
城
市
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
行
動
計
画
と
い
う
こ
と
で
平
成

28
年

3
月
に
策
定
し
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
中
で
、
計
画
の
目
標
と
し
ま
し
て
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
目
標
値
、
箇
所
数
と
か
、
あ

と
は
子
ど
も
教
室
の
箇
所
数
と
か
を
計
算
し
、
こ
ち
ら
の
児
童
ク
ラ
ブ
と
放
課
後
子
ど
も
教
室
を
一
体

型
、
ま
た
は
連
携
型
を
文
部
科
学
省
で
も
言
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
に
つ
い
て
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
厚
生
労
働
省
と
文
部
科
学
省
を
市
が
一
括
し
て
、
財
源
と
し
て
、
運
営
は
市
が
実
際
に
進
め
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
 

●
生
涯
学
習
課
長
 

 
そ
う
で
す
ね
。
文
部
科
学
省
は
子
ど
も
教
室
、
厚
生
労
働
省
は
児
童
ク
ラ
ブ
と
い
う
こ
と
で
、
一
体

型
ま
た
は
連
携
型
を
置
く
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
は
、
連
携
型
に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
的
に
１
か
所
や
っ

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
、
実
施
に
つ
い
て
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
す
け
れ
ど
も
。
だ
け
と

そ
う
い
う
ふ
う
に
一
緒
に
や
っ
て
く
れ
と
い
う
こ
と
を
文
部
科
学
省
が
い
っ
て
お
り
ま
す
の
で
。
 

○
赤
松
委
員
 

（
学
識
経
験
者
に
つ
い
て
）
こ
の
内
容
か
ら
す
る
と
、
子
ど
も
教
育
学
科
あ
た
り
が
一
番
い
い
か
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
。
そ
ち
ら
の
ほ
う
に
相
談
さ
れ
て
、
年
度
途
中
で
困
難
と
い
う
の
も
ち
ょ
っ
と
ど
う
か
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と
思
い
ま
す
。
 

●
生
涯
学
習
課
長
 

 
今
年
は
、
年
度
途
中
、
今
回

6
月
ぐ
ら
い
に
委
員
の
方
を
推
薦
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
6

月
ぐ
ら
い
に
大
学
の
ほ
う
に
お
願
い
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
年
度
途
中
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
4

月
の
段
階
で
お
願
い
し
て
い
れ
ば
結
構
よ
か
っ
た
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
反
省
点
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
こ
れ
は
年
何
回
ぐ
ら
い
行
わ
れ
る
の
で
す
か
。
 

●
生
涯
学
習
課
長
 

 
年
に

2
回
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 

 

9
月
定
例
教
育
委
員
会
 

9
月
定
例
教
育
委
員
会
 

9
月
定
例
教
育
委
員
会
 

9
月
定
例
教
育
委
員
会
 

9
月

1
日

9
月

1
日

9
月

1
日

9
月

1
日
（（ （（
木木 木木
）） ））
南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

報
告

6
件
 
議
案

4
件
 

報
告

6
件
 
議
案

4
件
 

報
告

6
件
 
議
案

4
件
 

報
告

6
件
 
議
案

4
件
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

教
育
長
報
告
及
び
付
議
案
件
 

教
育
長
報
告
及
び
付
議
案
件
に
関
す
る
主
な
教
育
委
員
の
意
見
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

そ
れ
で
は
、
お
手
元
に
あ
り
ま
す
生
徒
指
導
の
現
状
に
つ
い
て
と
い
う

9
月
定
例
教
育
委
員
会
資

料
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
ま
ず

1
点
は
、
毎
月
の
よ
う
に
ご
報
告
申
し
上
げ
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
生
徒
指
導
の

現
状
と
い
う
こ
と
で
、
そ
こ
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
非
行
問
題
で
す
け
れ
ど
も
、
報
告
は

11
件
、

昨
年
度
よ
り
は
若
干
減
っ
て
お
り
ま
す
が
、
夏
休
み
中
に
大
き
な
非
行
は
、
既
に

7
月
分
で
ご
報

告
が
済
ん
で
い
ま
す
自
動
車
店
裏
の
廃
車
の
車
に
火
を
つ
け
た
と
い
う
の
が

1
件
、
7
月

19
日
で

す
。
そ
れ
か
ら
、
家
出
が

2
件
、
家
出
の
子
ど
も
は

2
人
と
も
家
に
帰
っ
た
と
い
う
よ
う
な
状
況

で
ご
ざ
い
ま
す
。
自
動
車
販
売
店
の
空
き
地
の
廃
車
を
燃
や
し
た
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
警
察
が

捜
査
を
し
て
い
る
段
階
で
ご
ざ
い
ま
す
。
小
学
生
の

2
人
が
遊
び
で
火
を
つ
け
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
 

 
次
に
、
い
じ
め
の
認
知
件
数
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
小
学
校

9
22

件
、
中
学
校

40
件
、
詳
細
は
右
の
段
に
書
い
て
ご
ざ
い
ま
す
。
い
じ
め
防
止
の
基
本
的
な
方

針
が
変
わ
り
ま
し
て
、
先
般
申
し
上
げ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
3
ヶ
月
間
様
子
を
見
な
さ
い
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
い
じ
め
と
い
う
こ
と
が
と
も
か
く
、
深
刻
な
い
じ
め
か
ら
普
通
の
か

ら
か
い
、
ち
ょ
っ
か
い
、
す
べ
て
そ
れ
は
い
じ
め
と
し
て
上
げ
な
さ
い
と
い
う
国
の
ほ
う
が
言
っ

て
き
て
お
り
ま
し
て
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
都
城
は
真
面
目
に
結
構
上
げ
て
き
て
い
る
の
か
な

と
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
い
じ
め
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
7

月
中
に
は
小
学
校

31
校
、
中
学
校

15
校
が
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
し
、
小
学
校

17

校
、
中
学
校

9
校
は
毎
月
実
施
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
3
番
目
の
不
登
校
傾
向
で
す
け
れ
ど
も
、
平
成

29
年

7
月
現
在
で
は
、
小
学
校

14
人
、
中
学
校

    ○
中
原
委
員
 

 
交
通
事
故
の
件
で
す
け
れ
ど
も
、
中
学
校
の

7
件
は

3
年
生
と
か
、
受
験
生
で
は
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
3
年
生
は
上
が
っ
て
き
て
い
な
い
で
す
。
1
年
生
、
2
年
生
が
多
い
で
す
。
 

○
中
原
委
員
 

 
部
活
生
と
か
そ
う
い
う
も
の
で
す
か
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
ほ
と
ん
ど
は
、
学
校
帰
り
と
か
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
あ
と
は
土
曜
日
、
日
曜
日
に
と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
2
学
期
の
支
援
方
法
の
Ｂ
と
い
う
の
が
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
2
つ
に
分
け
て
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
。
そ
れ
で
Ａ
と
Ｂ
で
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
支
援
訪
問
も
Ａ
な
の
で
す
け
れ
ど
も
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
支
援
訪
問
に
行
か
れ
ま
し
た
よ
ね
。
Ｂ
も
行
く
の
で
し
た
か
。
私
も
そ
こ
の
と
こ
ろ
つ
か
ん
で
い
ま

せ
ん
が
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
普
通
の
従
来
の
学
校
訪
問
が
支
援
訪
問
と
い
う
名
前
に
変
わ
っ
た
と
聞
い
た
の
で
す
け
れ
ど
も
。
Ｂ
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が
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
30
日
以
上
の
欠
席
は
そ
こ
に
あ
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

新
規
の
不
登
校
数
は
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
一
番
下
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
不
登
校
数
は
少

し
ず
つ
増
え
て
は
き
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
新
規
の
と
こ
ろ
を
見
て
も
ら
え
ま
す
と
、
新
規

は
減
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
が
不
登
校
傾
向
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
交
通
事
故
が
非
常
に
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
25

件
の
報
告
が
上
が
っ
て
き
て
お
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
13

件
が
自
転
車
で
す
。
飛
び
出
し
、
自
転
車
と
車
と
接
触
、
そ
う
い
う
事
故
が
大
変
多
ご
ざ

い
ま
し
て
、
7
月
末
現
在
で

25
件
の
う
ち
の

13
件
が
自
転
車
の
事
故
で
す
。
 

 
2
番
目
に
入
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
2
学
期
の
生
徒
指
導
、
学
校
訪
問
に
つ
い
て
は
、
支
援
訪
問
Ｂ

と
し
て
や
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

 
そ
れ
か
ら
、
3
番
目
の
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
、
こ
れ
は
中
学
校
、
特
に
妻
ケ
丘
中
学
校
を
中
心

と
し
て
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
等
の
調
査
事
業
で
、
不
登
校
の
減
少
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
だ
こ
れ
は
現
在
進
行
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
が
成
果
が
出
れ
ば
い
い
が

な
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

 
そ
の
裏
面
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
そ
こ
に
あ
り
ま
す
意
識
調
査
と
い
う
と
こ
ろ
を
見
て
も

ら
い
ま
す
と
、
ア
か
ら
ク
ま
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
3
月
と

7
月
の
比
較
が
下
の
グ
ラ
フ
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
両
方
と
も
あ
ま
り
改
善
は
し
て
い
な
く
て
、
特
に
、
ウ
と
か
エ
が
改
善
さ

れ
て
い
な
い
で
す
。
ウ
と
い
う
の
は
、
授
業
に
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
授
業
が
よ
く
わ
か

っ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
学
力
調
査
状
況
に
も
反
映
し
て
い
る
か
な
と
思
い
ま
す
。
オ
か

ら
ク
は
、
い
じ
め
、
暴
力
等
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
そ
ん
な
に
改
善
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
の
が

結
構
あ
り
ま
す
。
い
じ
わ
る
さ
れ
た
と
か
、
結
構
こ
の
へ
ん
も
多
い
の
で
す
け
れ
ど
も
。
授
業
と

い
う
こ
と
に
関
し
て
よ
く
わ
か
る
と
か
、
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
残
念

な
が
ら
あ
ま
り
改
善
を
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
 

 
そ
れ
で
は
、
掲
げ
て
い
る
課
題
が
多
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
引
き
続
き
頑
張
っ
て
い
か
ざ
る

を
得
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

は
特
別
に
生
徒
指
導
に
関
す
る
報
告
で
、
内
容
が
決
定
し
て
あ
る
わ
け
な
の
で
す
か
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
指
導
主
事
が
主
と
し
て
行
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
 

 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

報
告
第

78
号
 
専
決
処
分
し
た
事
務
に
つ
い
て
（
平
成

29
年
度
都
城
市
教
育
委
員
会
名
義
後
援
・

共
催
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

79
号
 
臨
時
代
理
し
た
事
務
の
報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て
（
平
成

29
年
度
都
城
市
学
校

運
営
協
議
会
委
員
の
委
嘱
及
び
任
命
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

80
号
 
第

72
回
南
九
州
駅
伝
競
走
大
会
開
催
要
項
の
制
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

81
号
 
平
成

29
年
度
青
少
年
育
成
・
家
庭
教
育
講
演
会
開
催
要
項
の
制
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

82
号
 
都
城
市
高
城
郷
土
資
料
館
 
企
画
展
「
消
防
団
の
い
ま
・
む
か
し
」
の
開
催
に
つ

い
て
 

報
告
第

83
号
 
臨
時
代
理
し
た
事
務
の
報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て
（
小
規
模
特
認
校
制
度
を
利
用

 【
報
告
第

78
号
】
 

（
名
義
後
援
申
請
の
承
認
、
不
承
認
に
つ
い
て
）
 

●
教
育
部
長
 

 
名
義
後
援
を
し
な
い
と
い
う
第

4
条
の
ど
れ
を
使
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
先
ほ
ど
課
長
が
説
明
を
し

た
特
定
の
思
想
も
し
く
は
信
条
、
ま
た
宣
伝
を
目
的
と
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
よ
り
は
、
む

し
ろ
（
8）

を
適
応
し
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
確
か
に
、
（
4）

の
特
定
の
思
想
も
し
く
は
信
条
と
い
う
も
の
を
理
由
に
す
る
と
、
総
体
的
と
い
い
ま

す
か
、
何
か
反
論
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
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し
た
転
入
学
に
つ
い
て
））

 

議
案
第

22
号
 
平
成

29
年
度

9
月
補
正
予
算
に
つ
い
て
 

議
案
第

23
号
 
都
城
島
津
伝
承
館
審
議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
 

議
案
第

24
号
 
都
城
島
津
邸
庭
園
整
備
協
議
会
設
置
要
綱
の
制
定
に
つ
い
て
 

議
案
第

25
号
  
都
城
島
津
邸
庭
園
整
備
協
議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
 

 

○
黒
木
教
育
長
 

 
私
も
思
い
ま
す
。
ま
ず
こ
れ
に
ひ
っ
か
か
る
と
は
思
っ
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
け
が
理
由

で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
し
て
、
3
点
か
ら
総
合
的
に
考
え
て
判
断
し
た
と
い
う
わ
け
で
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
主
催
者
が
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
団
体
と
い
う
の
は
、
今
の
と
は
置
い
て
な
の
で
す
が
、
こ
れ
は
ち

ょ
っ
と
難
し
い
の
か
な
と
思
う
の
で
す
。
こ
れ
に
は
該
当
す
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
今
回
は
、
こ
の
こ

と
も
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
。
 

○
小
西
委
員
長
 

こ
れ
は
暫
時
的
な
団
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
理
由
に
は
な
る
と
思
う
の
で
す
が
、
た
だ
、
今
回
の

問
題
と
は
別
に
、
名
義
後
援
の
時
に
、
１
回
限
り
の
催
し
の
と
き
に
で
き
な
い
か
と
い
う
も
の
が
あ
る

の
で
、
今
回
の
問
題
は
こ
こ
に
あ
て
は
め
て
も
い
い
よ
う
に
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
名
義
後
援

自
体
が
こ
う
い
う
の
だ
と
、
必
ず
し
も
継
続
し
た
団
体
で
な
く
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 

●
教
育
部
長
 

 
継
続
的
な
継
続
が
何
を
も
っ
て
継
続
か
と
か
い
う
こ
と
が
出
て
く
る
か
ら
で
す
ね
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
こ
こ
で
先
ほ
ど
ご
説
明
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
3
年
間
棒
線
だ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
に
結
構
こ

だ
わ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
回
、
初
め
て
ス
タ
ー
ト
し
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
、
す
べ

て
の
か
せ
に
な
る
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
ど
う
か
な
と
思
っ
た
と
こ
ろ
な
の
で
す
。
今
回
の
場
合
は
こ

の
よ
う
に
う
た
っ
て
あ
る
の
で
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
も
理
由
に
は
な
る
か
と
思
い
ま
す
、
逆
に
。
今
回
の

お
話
に
つ
い
て
は
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
映
画
の
上
映
会
な
ど
、
シ
ネ
サ
ロ
ン
は
都
城
の
会
み
た
い
な
も
の
が
あ
る
で
は
な
い
で
す
か
、
あ
れ

は
ず
っ
と
そ
れ
を
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
会
だ
か
ら
、
そ
れ
は
別
に
、
今
ま
で
も
後
援
し
て
い
る
わ
け

で
す
。
今
回
は
、
特
定
の
自
分
た
ち
の
活
動
を
推
進
す
る
よ
う
な
も
の
を
上
映
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ

と
に
近
い
で
す
よ
ね
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
。
 

●
教
育
部
長
 

 
そ
の
映
画
そ
の
も
の
が
そ
の
思
想
を
宣
伝
す
る
映
画
で
あ
る
わ
け
で
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
そ
う
で
す
。
ま
っ
た
く
中
立
で
は
な
い
で
す
。
映
画
そ
の
も
の
は
監
督
さ
ん
自
身
が
意
図
を
持
っ
て

お
ら
れ
る
映
画
で
す
し
、
そ
れ
を
上
映
し
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
当
然
、
そ
れ
に
シ
ン
パ
シ
ー
が
な

け
れ
ば
や
ら
な
い
わ
け
で
、
先
ほ
ど
教
育
部
長
が
言
わ
れ
た
よ
う
な
形
の
表
現
で
、
も
し
皆
さ
ん
が
よ

け
れ
ば
な
る
け
ど
、
却
下
と
い
う
方
向
で
考
え
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
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 【
報
告
第

80
号
】
 

○
濵
田
委
員
 

 
大
会
要
項

4
ペ
ー
ジ
の
三
番
目
、
7
番
の
表
彰
の
高
校
生
の
区
間
最
高
に
ジ
ュ
ニ
ア
区
間
賞
を
授
与

す
る
は
わ
か
る
の
で
す
が
、
高
校
生
が
区
間
賞
を
受
賞
し
た
場
合
は
、
高
校
生
と
し
て
の
２
番
目
の
記

録
の
選
手
に
授
与
す
る
と
い
う
意
味
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
 

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
 

 
通
常
大
体
一
般
の
チ
ー
ム
の
方
が
区
間
賞
を
と
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
高
校
生
の
部
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
区
間
の
高
校
生
の
一
番
区
間
の
記
録
が
よ
か
っ
た
方
に
ジ
ュ
ニ
ア
区
間
賞
を
設
け
る
の
で
す
が
、

高
校
生
が
一
般
の
部
も
交
え
て
区
間
賞
を
と
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
区
間
賞
に
つ
い
て
は

2
番
目
の
記
録
の
方
に
お
渡
し
す
る
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
昨
年
が

46
チ
ー
ム
で
、
過
去
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
る
の
で
す
か
、
チ
ー
ム
数
は
。
 

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
 

 
昭
和
年
代
に
つ
い
て
は
相
当
数
、
参
加
者
数
も
多
く
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
年
々
、
一

般
の
チ
ー
ム
に
つ
い
て
は
ど
う
し
て
も
長
距
離
の
ク
ラ
ブ
数
が
減
っ
て
い
る
に
あ
わ
せ
て
、
参
加
者
数

も
減
少
は
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
に
つ
い
て
は
、
50
チ
ー
ム
前
後
で
推
移
は
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 【
報
告
第

81
号
】
 

○
小
西
委
員
長
 

 
開
催
の
日
時
に
つ
い
て
、
ウ
ィ
ー
ク
デ
イ
の
午
前
中
で
、
仕
事
を
持
っ
て
い
る
方
た
ち
の
参
加
が
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
や
は
り
、
土
日
よ
り
も
ウ
ィ
ー
ク
デ
イ
の
ほ
う
が
い
い

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
ね
。
 

●
生
涯
学
習
課
長
 

 
こ
れ
ま
で
平
成

24
年
か
ら

26
年
ま
で
は
、
1
月
に
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
多
い
と
か
そ
う
い
う
理
由
で
、
平
成

27
年
度
か
ら
は

11
月
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
家
庭
教
育
学

級
の
方
も
み
え
ま
す
の
で
、
昨
年
は

25
1
名
の
方
が
お
み
え
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 【
報
告
第

82
号
】
 

○
赤
松
委
員
 

 
す
ば
ら
し
い
企
画
だ
と
思
っ
て
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
現
在
、
都
城
地
区
に
は
消
防
団
と
い

う
の
は
合
併
以
前
か
ら
引
き
続
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
く
ら
い
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
て
、
実

際
ど
の
く
ら
い
の
人
数
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

35353535



 

●
高
城
地
域
振
興
課
副
課
長
 

 
消
防
団
に
つ
い
て
は
、
今

1,
42
2
人
程
度
団
員
が
お
り
ま
す
。
部
で

71
部
で
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
そ
こ
に
行
け
ば
、
都
城
の
消
防
団
の
い
ま
と
む
か
し
に
つ
い
て
勉
強
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

●
高
城
地
域
振
興
課
副
課
長
 

 
そ
う
で
す
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
現
在
の
活
動
を
伝
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
過
去
の
展
示
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
。
 

●
高
城
地
域
振
興
課
副
主
幹
 

 
現
在
の
活
動
と
い
う
か
、
昭
和

43
年
以
降
の
写
真
が
あ
る
も
の
で
す
か
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ま
、
そ
し

て
、
そ
の
子
ど
も
さ
ん
が
現
役
代
、
そ
し
て
、
そ
の
子
ど
も
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
っ
た
ご
家
庭

で
あ
れ
ば
、
三
世
代
一
緒
に
来
て
い
た
だ
い
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
現
役
代
で
活
躍
し
て
い
た
こ
ろ
の

写
真
等
を
見
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 【
議
案
第

22
号
】
 

（
小
学
校
フ
ッ
化
物
洗
口
事
業
に
つ
い
て
）
 

○
赤
松
委
員
 

 
学
校
で
実
施
す
る
時
間
は
、
週
あ
た
り
、
月
あ
た
り
、
ど
の
時
間
に
何
回
行
う
の
か
と
か
い
う
ご
説

明
が
こ
の
中
に
な
か
っ
た
の
で
、
ど
の
よ
う
な
形
に
な
る
の
か
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

5
ペ
ー
ジ
の
左
下
に
、
学
校
歯
科
医
の
指
示
書
の
予
定
で
す
。
こ
う
い
う
指
示
書
が
と
ん
で
く
る
と

い
う
予
定
に
な
り
ま
す
が
、
濃
度
は

1
回
あ
た
り

45
0p
pm

と
し
て
、
一
人
当
た
り
の
使
用
量
は
先
ほ
ど

言
い
ま
し
た
よ
う
に

10
ml
、
実
施
回
数
は
週
に

1
回
と
な
り
ま
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
ど
の
時
間
に
や
る
の
で
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
時
間
帯
は
、
そ
れ
ぞ
れ
学
校
で
考
え
て
は
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
朝
の
時
間
帯
が
一
番
適
当
か
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
と
い
い
ま
す
の
は
、
前
日
に
薬
液
を
作
っ
て
、
そ
し
て
、
そ
の
薬
液
を
持
ち
出
し

て
朝
、
あ
ま
り
長
く
期
間
を
置
い
て
お
く
と
ま
た
よ
ろ
し
く
な
い
の
で
、
例
え
ば
、
今
、
読
書
活
動
を

し
て
い
る
時
間
と
か
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
や
ら
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 
こ
の
フ
ッ
化
物
洗
口
を
し
た
後
、
水
を
飲
ん
だ
り
と
か
す
る
と
効
果
が
薄
れ
て
し
ま
う
ら
し
い
で
す
。

食
べ
物
を
食
べ
た
り
と
か
。
で
す
の
で
、
そ
れ
を
考
え
れ
ば
、
朝
の
時
間
が
一
番
効
果
が
上
が
る
で
あ

ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

36363636



 

 
準
備
か
ら
大
体
何
分
ぐ
ら
い
か
か
る
の
で
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

今
、
実
施
さ
れ
て
い
る
宮
崎
市
の
こ
と
と
、
実
際
に
実
施
を
し
て
い
た
日
南
で
実
施
を
し
て
い
た
井

手
上
指
導
主
事
か
ら
聴
取
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
希
釈
液
を
作
る
の
は
、
み
ん
な
集
ま
っ
て
、
い
っ
ぺ

ん
に
確
認
し
な
が
ら
作
り
ま
す
。
そ
こ
の
場
所
に
は
、
必
ず
管
理
職
が
い
て
い
た
だ
か
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
、
校
長
室
で
作
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。
作
る
の
は
、
2
包
み
入
れ
て
水
道
水
を

40
0m
l
入
れ
て
か
き
混
ぜ
だ
け
な
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
時
間
は
か
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
実
際
に

実
施
す
る
場
面
で
は
、
押
し
な
が
ら
渡
し
て
い
っ
て
、
ず
っ
と
静
か
に
待
っ
て
い
る
ら
し
い
で
す
。
実

際
に
１
分
間
や
っ
て
吐
き
出
す
ま
で
は
大
体

10
分
程
度
。
た
だ
そ
れ
か
ら
が
、
そ
れ
を
集
め
て
、
使
っ

た
道
具
を
洗
わ
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
き
ち
ん
と
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、

先
生
方
は
そ
こ
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
う
が
い
を
や
っ
て
い
る
間
に
、
そ
う
い
う
も
の
を
き
れ
い
に
し
た

り
、
水
洗
い
で
結
構
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
洗
っ
て
い
た
だ
い
て
、
き
ち
ん
と
干
す
と
い
う
こ
と
を
や

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
そ
の
手
間
が
か
か
り
ま
す
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
を
乾
か
す
ト
レ
イ
も
購
入
物
と
考
え
て
、
逆
さ
に
し
て
ポ
ン
プ
も
一
緒
に
置
い
て
お
く
と
い
う
形
に

な
り
ま
す
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
使
用
器
具
を
洗
う
の
は
保
健
室
で
す
か
。
そ
う
い
う
特
定
の
場
所
が
あ
る
の
で
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
終
わ
っ
た
直
後
に
洗
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
担
任
の
先
生
が
み
ん
な
袋
に
入
れ
て
集
め
ま
し
た
と
き

に
、
確
認
し
ま
す
。
教
室
の
前
に
は
必
ず
水
道
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
洗
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う

形
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
口
に
含
ま
せ
て
、
そ
れ
を
出
さ
せ
る
。
そ
の
時

30
名
の
子
供
が
い
れ
ば
、
30

名
全
て
の
子
供
の
様

子
を
教
師
は
見
て
お
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
し
っ
か
り
見
て
お
い
て
、
誤
飲
し
た
の
で
は
な
い
か
と

か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
自
分
で
き
ち
ん
と
確
認
し
な
が
ら
、
は
い
、
吐
き
出
し
て
と
言
っ
て
、
み
ん
な

吐
き
出
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
は
い
そ
れ
で
は
次
に
進
み
ま
し
ょ
う
と
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。
子
供
が
口
に
含
ん
だ
り
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
時
に
、
教
員
が
目
を
離
し
て
、
別
に

洗
浄
す
る
作
業
と
か
、
そ
う
い
う
の
を
す
る
の
は
極
め
て
危
険
な
行
為
だ
と
思
い
ま
す
。
不
適
切
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
あ
た
り
を
具
体
的
に
ど
う
す
る
か
と
い
う
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
み
た
い
な
も
の
を
準
備

し
て
、
セ
オ
リ
ー
ど
お
り
に
き
ち
ん
と
や
る
こ
と
を
、
校
長
を
通
し
て
指
導
を
す
る
こ
と
が
大
切
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
人
間
、
慣
れ
て
く
る
と
、
又
、
ほ
か
の
こ
と
に
忙
し
か
っ
た
り
す
る

と
、
セ
オ
リ
ー
ど
お
り
に
行
わ
ず
に
事
故
と
か
起
き
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
は
教
育
委
員
会

で
き
ち
ん
と
、
そ
う
い
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
、
校
長
を
通
し
て
必
ず
基
本
ど
お
り
に
行
う
よ
う

に
し
た
ほ
う
が
、
実
施
す
る
側
の
説
明
責
任
が
果
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
 

37373737



 

○
中
原
委
員
 

 
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に

1
年
生
で
、
児
童
一
人
一
人
の
普
段
の
生
活
ス
タ
イ
ル
で
は
な
く
て
、

ほ
か
の
こ
と
は
普
通
に
で
き
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
ぶ
ち
ぶ
ち
が
普
通
の
子
で
も
で
き
る
か
と
い
え
ば
、

不
得
意
な
子
も
い
る
の
で
、
1
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
か
、
水
で
や
っ
て
、
こ
の
子
は
苦
手
そ
う
だ

な
と
把
握
し
た
上
で
や
ら
れ
る
の
が
一
番
い
い
と
。
こ
の
子
は
ち
ょ
っ
と
落
ち
着
き
が
な
い
か
ら
と
い

う
の
と
は
関
係
な
い
か
ら
、
で
き
る
、
で
き
な
い
の
差
は
あ
る
と
思
う
の
で
、
そ
う
め
ん
を
音
を
立
て

る
子
、
で
き
な
い
子
と
い
う
の
は
見
か
け
で
は
わ
か
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こ

る
と
。
特
に
、
低
学
年
、
と
り
わ
け

1
年
生
、
2
年
生
等
々
は
、
誰
が
で
き
る
か
で
き
な
い
か
と
い
う

の
が
あ
っ
て
、
同
じ
よ
う
に
１
分
間
で
き
る
か
で
き
な
い
か
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
そ
の
ノ
ズ
ル
の
ふ
た

1
個
分
が
何
cc
ぐ
ら
い
な
の
で
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
ワ
ン
プ
ッ
シ
ュ

5m
l
に
な
り
ま
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ

1
杯
が

5～
7、

8m
l
あ
る
の
か
な
と
。
そ
れ
に
ち
ょ
っ
と
多
い
量
を
口

に
含
む
と
、
低
学
年
の
子
ど
も
に
は
結
構
、
量
が
多
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
水
で
十
分
に
試

し
て
、
慣
れ
さ
せ
て
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
モ
デ
ル
校
の
中
の
選
定
理
由
が
、
既
に
入
学
前
に
経
験
し
て
い
る
生
徒
さ
ん
が
い
る
学
校
と
い
う
の

が
あ
っ
て
、
で
は
実
際
に

10
校
以
外
に
も
そ
の
生
徒
さ
ん
が
実
施
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど

考
え
る
ほ
ど
大
変
で
は
な
い
の
か
な
と
、
逆
に
そ
う
い
う
印
象
を
持
っ
た
の
で
す
。
そ
う
で
す
が
、
今
、

中
原
委
員
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
具
体
的
に
、
個
人
差
も
あ
っ
て
、
私
は
や
っ
た
こ
と
は
な
い
の

で
す
が
、
そ
れ
を
す
る
と
い
う
の
は
、
あ
る
程
度
、
普
通
の
お
水
と
か
で
や
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
の

か
な
と
改
め
て
思
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
。
 

 
も
う
一
つ
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
に
き
ち
ん
と
や
る
と
い
う
こ
と
が
ル
ー
ズ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
は

大
事
な
の
で
す
が
、
今
日
の
日
誌
と
い
う
か
、
報
告
み
た
い
な
、
書
面
で
残
す
と
い
う
も
の
は
決
ま
っ

て
い
る
の
で
す
か
。
誤
飲
者
が
あ
っ
た
と
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
す
ぐ
報
告
を
上
げ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
子
の
様
子
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
を
中
和
す

る
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
を
飲
ま
せ
て
も
ら
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
後
の
様
子
を
き
ち
ん
と
見
て
も
ら
っ

て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
。
そ
れ
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
ほ
う
に
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
保
護
者
の
方
は
後
で
何
か
問
題
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
と
い
う
感
じ
が

あ
る
と
、
記
録
で
残
る
と
い
う
の
は
大
事
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
 

38383838



 

 
そ
れ
と
も
う
一
つ
、
10

校
が
決
ま
っ
て
、
歯
科
医
師
会
と
事
前
協
議
で
、
適
切
と
あ
る
と
判
断
し
た

学
校
と
い
う
の
は
も
っ
と
沢
山
上
が
っ
て
い
て
、
そ
れ
で
こ
の

10
校
が
選
ば
れ
た
と
理
解
し
て
よ
ろ
し

い
で
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
そ
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
今
、
実
際
に
保
育
園
、
幼
稚
園
、
こ
ど
も
園
で
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
結
構
多
く
な
っ
て
き
て
お

り
ま
し
て
、
そ
こ
で
実
施
さ
れ
て
い
る
や
り
方
は
、
毎
日
な
の
で
す
。
薄
め
て
毎
日
や
る
と
い
う
形
で

や
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
そ
の
子
た
ち
が
そ
の
ま
ま
そ
の
地
域
の
小
学
校
に
上
が
る
と
限
り
は
し
な
い

の
で
す
が
、
親
の
職
場
と
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
は
、
20

校
ぐ
ら
い
か
か
わ
る
学
校
が
出
て
き
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
今
後
の
こ
と
に
も
関
わ
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
職
員
の
多
忙
感
、
仕
事
の
問
題
は
ど
こ
か
で
考
え
と
か

な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
の
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
例
え
ば
、
希
釈
液
を
作
る
と
こ
ろ
ま
で
は
外
注
し

て
、
そ
れ
こ
そ
、
豊
後
高
田
み
た
い
に
持
っ
て
き
て
も
ら
っ
て
、
余
り
の
液
は
全
部
業
者
に
持
っ
て
帰

っ
て
も
ら
う
よ
う
な
形
の
予
算
措
置
を
し
て
も
ら
う
よ
う
な
方
向
で
で
も
し
な
い
と
、
学
校
は
大
変
だ

と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
、
器
具
を
洗
う
と
か
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
す
る
と
そ
れ
は
、
フ
ッ
化
物
を
水

道
に
流
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
下
水
に
流
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
そ
れ
も
色
々
な
問
題
が
出

て
く
る
の
で
、
必
ず
し
も
洗
う
の
が
い
い
の
か
ど
う
か
、
そ
の
場
で
洗
う
の
が
い
い
の
か
ど
う
か
、
器

具
は
そ
の
ま
ま
で
そ
こ
か
で
外
注
し
て
、
ど
こ
か
で
や
っ
て
も
ら
う
の
が
い
い
の
か
ど
う
か
。
そ
の
へ

ん
ま
で
を
視
野
に
入
れ
て
お
か
な
い
と
、
か
な
り
先
生
方
か
ら
の
不
満
が
上
が
っ
て
く
る
と
思
う
の
で

す
。
だ
か
ら
、
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
過
重
動
労
と
い
う
問
題
、
多
忙
感
を
一
生
懸
命
解
消
し
よ
う

と
方
向
性
を
打
ち
出
し
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
入
れ
て
き
て
、
多
忙
感
を
増
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
追
究
さ
れ
か
ね
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
モ
デ
ル
と
し
て
や
っ
て
、
非
常
に
具
合
が
悪
か
っ
た
ら
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
訂
正
し
て
い
っ
て
、

逆
に
簡
略
化
し
て
い
く
か
、
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
な
方
法
を
将
来
的
に
き
ち
ん
と
追
求
し
て
い
き

ま
す
と
い
う
方
向
性
を
示
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
今
回
、
10

校
選
ん
で
や
る
こ
と
の
大
き
な
意
義
は
、
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
た
ち
の
む
し
歯
を
減
ら
す

と
い
う
の
も
一
つ
あ
る
の
で
す
が
、
こ
の
事
業
自
体
が
ど
の
程
度
、
学
校
に
影
響
を
与
え
る
の
か
と
い

う
こ
と
も
検
証
し
て
い
き
た
い
と
。
や
り
方
を
今
、
教
育
長
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
色
々
な
角
度
か

ら
の
検
討
を
加
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

●
教
育
部
長
 

 
希
釈
液
を
洗
わ
ず
に
ど
こ
か
に
置
い
て
お
け
ば
、
そ
れ
を
持
っ
て
い
っ
て
も
ら
っ
て
、
ま
た
取
っ
て

き
て
も
ら
う
と
か
い
う
の
が
あ
れ
ば
。
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○
黒
木
教
育
長
 

 
豊
後
高
田
は
そ
れ
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
先
生
は
、
生
徒
の
実
態
を
入
念
に
見
て
い
た
だ
く
と
い
う
だ
け
の
お
仕
事
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
い

い
の
で
は
な
い
か
と
。
そ
れ
は
先
生
し
か
で
き
な
い
こ
と
わ
け
で
す
。
も
う
実
施
す
る
以
上
、
現
場
を

き
ち
ん
と
管
理
し
て
い
た
だ
く
の
は
先
生
の
お
仕
事
で
す
の
で
、
液
を
作
っ
た
り
と
か
、
そ
う
い
う
こ

と
を
す
る
の
は
や
は
り
、
ほ
か
で
い
い
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
液
を
作
る
な
ど
の
仕
事
は
や
る
べ
き
で
は
な
い
と
私
自
身
思
う
の
だ
け
れ
ど
も
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
逆
に
紙
パ
ッ
ク
を
学
校
で
洗
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
牛
乳
の
紙
パ

ッ
ク
を
洗
浄
す
る
こ
と
と
は
、
き
ち
っ
と
分
け
て
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
そ
の
た
め

3
分
の

2
と
い
う
条
件
は
つ
け
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
た
だ
そ
れ
で
も
や
は
り
。
あ
る

意
味
、
保
護
者
の
方
た
ち
の
意
識
を
喚
起
さ
せ
る
、
ち
ゃ
ん
と
歯
磨
き
を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
こ
う
い
う

こ
と
を
や
っ
て
、
む
し
歯
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
を
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
の
保
護

者
へ
の
訴
え
を
や
り
な
が
ら
、
考
え
て
い
た
だ
く
の
が
い
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
 

○
中
原
委
員
 

 
幼
稚
園
、
保
育
園
等
で
や
っ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
実
際
行
っ
て
み
る
と
、
ち
ょ
っ
と
飲
み
込
ん

だ
こ
と
が
あ
る
園
児
の
名
前
は
把
握
し
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
事
前
に
で
す
ね
。
 

○
中
原
委
員
 

 
つ
い
先
日
、
そ
う
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
が
う
ち
の
保
育
園
の
ほ
う
に
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
し
ま

す
か
、
し
ま
せ
ん
か
と
か
。
し
ま
せ
ん
と
回
答
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
。
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
聞
い
た

こ
と
も
な
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
。
園
長
先
生
、
理
事
長
先
生
の
ご
判
断
で
や
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
う
い
う
材
料
と
か
も
個
人
名
で
情
報
が
も
ら
え
る
よ
う
で
し
た
ら
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
そ
の
た
め
の
人
員
を
も
う
一
人
増
や
し
て
く
だ
さ
い
と
。
フ
ッ
化
洗
口
の
た
め
の
人
員
を
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
3
分
の

2
以
上
の
保
護
者
の
同
意
の
あ
っ
た
モ
デ
ル
校
な
ん
で
す
ね
。
こ
の
モ
デ
ル
校
で
も

3
分
の

1

の
方
は
参
加
し
な
い
と
い
う
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
ま
だ
、
こ
れ
か
ら
で
す
。
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○
黒
木
教
育
長
 

 
こ
れ
は
モ
デ
ル
校
だ
け
れ
ど
も
、
こ
れ
か
ら
全
部
や
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。
こ
こ
で

3

分
の

2
の
調
査
を
し
て
、
3
分
の

2
以
上
な
け
れ
ば
や
ら
な
い
。
ま
だ
決
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
で
す
。  

○
小
西
委
員
長
 

 
こ
こ
の

10
月
の
と
こ
ろ
で
決
ま
る
わ
け
で
す
ね
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
そ
う
で
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
10
月
の
時
点
で

3
分
の

2
以
上
の
同
意
が
あ
っ
た
モ
デ
ル
校
だ
か
ら
、
こ
の
中
か
ら
消
え
る
可
能
性

も
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
す
る
と
、
ま
た
こ
こ
に

10
校
補
填
さ
れ
る
の
で
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
今
年
は
そ
う
い
う
つ
も
り
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
5
校
に
な
る
か
、
10

校
に
な
る
か
、
そ
れ
は
わ
か
ら
な
い
わ
か
で
す
ね
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
学
年
に
よ
っ
て
や
ら
な
い
学
年
と
や
る
学
年
も
出
て
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
一
応
、
学
校
全
体
で

3
分
の

2
と
い
う
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
拒
否
を
さ
れ
た
と
こ
ろ
は

も
う
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
同
じ
こ
と
に
な
る
の
で
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
1
年
か
ら

6
年
ま
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
て
、
全
体
が

3
分
の

2
あ
れ
ば
や
り
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。
学
年
に
よ
っ
て
こ
の
学
年
は
や
っ
て
、
こ
の
学
年
は
や
ら
な
い
と
な
る
と
ち
ょ
っ
と
困
る
の
で
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
保
護
者
と
し
て

3
分
の

1
の
ほ
う
に
入
っ
て
い
る
人
た
ち
が
、
ど
う
し
て
も
自
分
は
や
ら
せ
た
く
な

い
と
い
う
よ
う
な
同
意
書
を
出
さ
な
い
人
が
い
ま
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
、
自
分
の
子
ど
も
は
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
と
い
う
お
答
え
を
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
は
し
ま
せ
ん
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
そ
の
子
だ
け
は
し
な
い
。
ほ
か
の
子
が
や
っ
て
い
る
中
で
、
そ
の
子
だ
け
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

も
あ
る
の
で
す
ね
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
低
学
年
の
場
合
は
、
み
ん
な
同
じ
こ
と
を
や
り
た
が
る
の
で
、
水
で
や
ら
せ
ま
す
。
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【
議
案
第

23
号
】
 

○
濵
田
委
員
 

 
島
津
伝
承
館
の
審
議
委
員
に
は
そ
れ
ぞ
れ
専
門
家
の
方
々
が
配
置
さ
れ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど

も
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
審
議
す
る
の
か
。
運
営
に
関
し
て
な
の
か
、
そ
こ
に
保
管
さ
れ
て
い
る

資
料
の
価
値
を
見
分
け
る
と
か
、
ど
の
へ
ん
ま
で
こ
の
方
々
が
さ
れ
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

●
都
城
島
津
邸
館
長
 

 
基
本
的
に
都
城
島
津
邸
の
運
営
に
つ
い
て
と
い
う
の
は
、
前
の
年
の
す
べ
て
の
イ
ベ
ン
ト
、
そ

れ
か
ら
、
企
画
展
、
管
理
運
営
を
ご
説
明
申
し
上
げ
て
、
足
り
な
い
と
こ
ろ
と
か
、
こ
う
し
た
ほ

う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
か
、
本
宅
は
重
要
文
化
財
で
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
の
ほ
う

の
維
持
管
理
と
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
ま
で
色
々
お
話
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
資
料
の

修
復
に
つ
き
ま
し
て
も
、
前
年
度
修
復
し
た
資
料
と
現
在
、
修
復
し
て
い
な
い
資
料
等
の
内
容
を

お
話
し
し
ま
し
て
、
よ
り
重
要
性
の
あ
る
も
の
の
選
別
と
い
う
か
、
今
後
、
こ
う
い
う
も
の
を
早

く
修
復
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
か
、
そ
う
い
う
色
々
な
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
 

 

 

10
月
定
例
教
育
委
員
会
 

10
月
定
例
教
育
委
員
会
 

10
月
定
例
教
育
委
員
会
 

10
月
定
例
教
育
委
員
会
 

10
月

4
日

10
月

4
日

10
月

4
日

10
月

4
日
（（ （（
水水 水水
）） ））
南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

報
告

11
件
 
議
案

2
件
 

報
告

11
件
 
議
案

2
件
 

報
告

11
件
 
議
案

2
件
 

報
告

11
件
 
議
案

2
件
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

教
育
長
報
告
及
び
付
議
案
件
 

教
育
長
報
告
及
び
付
議
案
件
に
関
す
る
主
な
教
育
委
員
の
意
見
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

そ
れ
で
は
、
お
手
元
に
あ
り
ま
す
生
徒
指
導
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

 
ま
ず
、
非
行
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
小
学
校

0
件
、
中
学
校

4
件
と
い
う
こ
と
で
す
。

家
出
が

2
件
、
少
年
院
送
致
が

1
件
、
不
法
侵
入
が

1
件
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
不
登
校
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
4
月
か
ら

8
月
で
小
学
校

14
件
、
中
学
校

10
5
名
と

い
う
こ
と
で
、
中
学
校
は
か
な
り
多
う
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
特
に
中
学
校
で
は
、
2
年
、
3
年

と
学
年
が
上
が
る
に
従
っ
て
、
不
登
校
生
徒
が
増
え
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

生
徒
指
導
担
当
と
か
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
と
の
連
携
を
す
る
こ
と
で
、
改
善
に
向
か
っ
て
い
る
事
案
も
ご
ざ

い
ま
す
。
議
会
で
も
原
因
に
つ
い
て
の
質
問
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
何
が
要
因
で
あ
る
か
と
い
う
の

は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
現
状
は
こ
う
い
う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
ん

な
に
極
端
に
増
え
て
い
る
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
新
規
は
減
っ
て
き
て
い
る
状
況
で
ご
ざ
い

ま
す
。
 

 
い
じ
め
に
関
し
ま
し
て
は
、
8
月
は
休
み
中
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
小
学
校

7
校
、
中
学
校

4

校
が
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
中
で
、
小
学
校

6
件
、
中
学
校

1
件
、

計
7
件
が
い
じ
め
認
知
件
数
と
し
て
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。い

じ
め
の

4
月
～
9
月
ま
で
の
ト
ー

タ
ル
の
も
の
と
し
て
は
、
小
学
校

12
8
件
、
中
学
校

41
件
と
い
う
こ
と
で
、
カ
ッ
コ
内
の
数
字
が

 ○
赤
松
委
員
 

 
教
育
長
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
中
学
校
の

1
年
と

3
年
の
女
の
子
に
つ
い
て
は
、
兄
弟
関
係
で

1
年
と

3

年
の
子
に
は
全
く
関
係
な
い
の
で
す
か
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
全
然
関
係
な
い
で
す
。
連
携
も
あ
り
ま
せ
ん
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
両
家
庭
と
も
、
家
庭
が
家
庭
の
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
1
年
生
の
ほ
う
の
子
ど
も
は
、
母
親
が
外
国
人
で
、
や
は
り
、
家
庭
的
に
色
々
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
家
出
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
家
庭
に
居
場
所
が
な
い
た
め
に
出
ち
ゃ
う
の
で
し
ょ
う
か
ら
。
家
庭
環

境
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
ね
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
家
庭
的
な
問
題
が
あ
っ
て
、
家
に
じ
っ
と
し
て
い
な
い
。
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解
消
さ
れ
た
件
数
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
い
じ
め
の
解
消
の
定
義
が
変

わ
り
ま
し
て
、
3
ヶ
月
間
様
子
を
見
て
、
何
も
起
き
て
い
な
い
と
あ
れ
ば
解
消
だ
と
リ
フ
ァ
イ
ン
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
解
消
の
数
が
少
し
遅
れ
て
報
告
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
 

 
4
番
目
の
交
通
事
故
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
8
月
中
で
お
休
み
中
で
し
た
の
で
、
そ
ん
な
に

沢
山
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
2
件
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
不
審
者
、
声
か
け
事
案
は

8
月
中
に

3
件
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
中
の

2
件
が
、
携
帯
電
話
等

で
写
真
を
撮
ら
れ
る
と
い
う
件
数
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
写
真
を
撮
ら
れ
る
こ
と
が
起
き
た
事
案
は
、

8
月

2
日
に
高
崎
町
で
集
団
登
校
中
に

6
名
の
子
ど
も
た
ち
に
、
車
が
近
づ
い
て
き
て
写
真
を
撮
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
8
月

4
日
、
山
田
町
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
中
学
校

3

年
生
の
女
子
が
、
車
が
近
づ
い
て
写
真
を
撮
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
30

代
ぐ
ら
い
の
男
性
だ
と

い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
ま
す
。
来
月
の
報
告
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
9
月
に
入
っ
て
非
常
に

増
え
て
き
て
お
り
ま
し
て
、
7
件
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
月
の
報
告
で
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。  

 
 
 
 
 

 
い
わ
ゆ
る
学
級
崩
壊
的
な
こ
と
が
起
き
て
い
た
学
校
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
少
し
落
ち
着
い
て

き
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
ち
ょ
っ
と
ほ
っ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
少
し
ず
つ
よ
く
な
っ
て
き

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
ご
報
告
し
て
お
き
ま
す
。
 

 

○
赤
松
委
員
 

 
今
、
学
校
と
現
場
が
家
庭
に
大
き
な
要
因
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
生
た
ち
が
そ
の
対
応
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
の
が
結
構
あ
る
よ
う
で
す
ね
。
私
も
経
験
上
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
私
た
ち
は
そ
の
よ

う
な
中
で
、
子
ど
も
を
健
全
に
育
て
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
が
ら
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
場
合
に
、
現
状
の
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
学
校
は
本
当
に
十
分
な
の
か
。
こ
う

い
う
場
合
に
条
件
を
よ
く
整
え
な
が
ら
対
応
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
を
教
育
委
員
会
に
一
人
常
駐
さ
せ
る
と

か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
今
、
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
貧
困
の
格
差
の
問
題
も
あ
る
し
、
働
き
方
の
問
題
も
あ
る
し
で
、
家

庭
が
な
か
な
か
機
能
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
の
お
子
さ
ん
を
ど
う
す
る
か
と

い
う
こ
と
は
、
例
え
ば
、
生
活
保
護
な
ど
の
別
の
部
署
と
つ
な
ぎ
を
し
な
が
ら
、
児
相
と
も
つ
な
ぎ
を

し
な
が
ら
、
家
庭
的
な
問
題
も
解
決
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
つ
な
ぎ
も
き
ち
ん
と
し
て
い
く
と
い

う
役
割
の
方
と
の
連
携
が
必
要
な
の
で
す
。
Ｓ
Ｓ
Ｗ
等
の
専
門
家
に
よ
る
対
応
と
い
う
や
り
方
を
今
後

し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
く
な
る
、
ま
す
ま
す
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
て
い
る
か
な
と
い
う
の
は
正

直
感
じ
て
い
ま
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
各
学
校
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
校
長
先
生
が
校
内
で
人
選
し
て
、
そ
う
い
う
該
当
の
子
ど
も
が
存
在
す

る
場
合
に
つ
い
て
は
学
担
を
だ
れ
に
す
る
か
慎
重
に
配
慮
し
な
が
ら
、
人
を
選
ん
で
決
め
て
い
く
の
で

す
け
れ
ど
も
、
担
当
す
る
学
担
は
相
当
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
そ
れ
ら
の
対
応
に
さ
か
れ
る
部
分
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
こ
へ
ん
も
今
後
考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
ぎ
り
ぎ
り
で
学
校
は
動
い
て
い
ま
す
の
で
、
専
門
家
が
必
要
か
な
と
い
う
気
は
し
て
い
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
特
に
適
応
指
導
教
室
に
Ｓ
Ｓ
Ｗ
が
連
携
と
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
現
在
の
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
充
足
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
の
は
具
体
的
に
い
か
が
な
の
で
す
か
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
現
在
は

2
人
の
方
が
Ｓ
Ｓ
Ｗ
で
回
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
す
。
適
応
教
室
は
退
職
校
長
の
先

生
方
が
何
名
か
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
そ
の
方
た
ち
に
対
応
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
今
後
こ
の
よ
う
な
現
在
あ
る
シ
ス
テ
ム
で
は
、
今
、
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
も
の
は
対
応
し
き
れ
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
本
当
は
学
校
に
常
駐
し
て
い
る
か
、
教
育
員
会
に
常
駐
し
て
い
て
、
す
っ
と
動
け
る
よ
う
な
形
で
な
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い
と
難
し
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
適
応
教
室
も

1
つ
し
か
な
い
の
で
、
こ
こ
ま
で
連
れ
て
こ
な
い
と
い

け
な
い
と
か
、
通
っ
て
こ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、
な
か
な
か
大
変
で
す
よ
ね
、
都
城
市
は
広
い
か

ら
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
今
後
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
考
え
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
。
不
登
校

の
子
ど
も
が
結
構
増
え
て
い
る
と
い
う
状
況
は
、
別
に
学
校
に
無
理
や
り
行
き
な
さ
い
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
に
居
場
所
が
な
い
と
非
常
に
困
る
わ
け
で
す
。
広
い
地

域
の
中
で
、
幾
つ
か
拠
点
の
居
場
所
が
必
要
な
の
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
そ
う
い
う
方
が
い
な
い
と
、
う
ま
く
対
応
で
き
な
い
こ
と
も
生
じ
ま
す
。
結
局
、
誰
が
と
な
っ
た
ら
、

学
校
の
担
任
が
手
を
差
し
伸
べ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
担
任
が
結
局
、
時
間
外
の
夜
ま
で
時
間
対
応
を

相
当
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
担
任
は
翌
日
の
授
業
の
教
材
研
究
と
か
、
そ
う
い
う
の
も
あ
る

中
で
、
相
当
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
そ
こ
に
つ
ぎ
込
む
と
い
う
の
が
現
在
の
状
況
と
な
っ
て
き
ま
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
そ
う
い
う
学
校
の
現
実
は
、
一
般
社
会
の
人
や
行
政
の
予
算
を
扱
う
と
こ
ろ
に
き
ち
ん
と
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。
我
々
は
、
こ
う
い
う
こ
と
を
通
し
て
色
々
な
こ
と
を
考
え
る
の
だ
け
れ

ど
も
、
一
般
市
民
は
わ
か
ら
な
い
で
す
よ
ね
。
学
校
が
悪
い
か
ら
不
登
校
が
起
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
み

た
い
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
本
当
は
社
会
的
な
要
因
が
も
の
す
ご
く
大
き
く
あ
る
わ
け
で
す
。
家

庭
的
な
要
因
、
社
会
的
な
要
因
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
こ
う
い
う
こ
と
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
き
ち
ん
と
理
解
し
な
い
こ
と
に
は
、
学
校
が
悪
い
と
か
、
学
校
の
先
生
が
や
っ
て
く
れ
な
い
と
か
、

そ
う
い
う
責
任
の
押
し
つ
け
方
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
専
門
家
を
き
ち
ん
と
配

置
す
る
な
り
、
そ
れ
専
用
の
教
員
の
数
を
増
や
す
な
り
し
て
い
か
な
い
と
無
理
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
次
回
の
総
合
教
育
会
議
で
説
明
を
い
た
だ
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
に
テ
ー
マ
と
し
て
、
子
ど
も
の

貧
困
対
策
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い
う
中
で
こ
れ
は
要
望
と
し
て
具
体
的
に
要
求
し
な
い
限

り
、
現
在
の
あ
る
適
応
指
導
教
室
で
Ｓ
Ｓ
Ｗ
を
も
っ
と
拡
充
す
る
と
い
う
形
に
な
る
に
し
て
も
、
何
か

こ
う
い
う
と
こ
ろ
で
取
り
上
げ
な
い
と
実
現
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
こ
の
総
合
教
育
会
議
で
市
長
に
話
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
理
解
を
深
め
、
予
算
を
つ
け
て
も
ら
う

よ
う
話
を
要
求
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
な
と
思
い
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
た
と
え
ば
こ
こ
に
、
仮
称
で
す
け
れ
ど
も
、
子
ど
も
未
来
応
援
事
業
と
か
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
非

常
に
抽
象
的
で
、
今
あ
る
こ
と
の
解
決
に
結
び
つ
く
よ
う
な
も
の
が
ほ
し
い
の
で
は
な
い
か
、
必
要
な

の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
未
来
に
描
く
ビ
ジ
ョ
ン
は
と
て
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

同
時
に
、
現
実
に
あ
る
問
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
仕

事
と
し
て
は
、
発
信
と
い
う
か
、
そ
ん
な
希
望
を
出
し
ま
す
け
ど
。
ど
れ
だ
け
効
果
が
あ
る
か
わ
か
り
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ま
せ
ん
け
れ
ど
も
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
こ
ち
ら
の
ほ
う
は
後
で
ま
た
議
論
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
不
登
校
を
各
学
校
で
対
応
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
保
護
者
と
の
連
携
に
課
題
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
、

こ
の
保
護
者
と
の
連
携
と
は
大
体
想
像
で
き
る
の
で
す
け
れ
ど
も
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
な
か
な
か
保
護
者
と
連
絡
が
つ
か
な
か
っ
た
り
、
行
っ
て
も
な
か
な
か
子
ど
も
に
会
え
な
か
っ
た
り

と
、
保
護
者
自
身
が
そ
う
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
そ
し
て
も
う
一
つ
、
事
例
は
色
々
違
う
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
今
一
方
で
、
学
校
に
は
必
ず
し

も
行
か
な
く
て
も
い
い
の
だ
よ
と
い
う
そ
う
い
う
流
れ
が
か
な
り
社
会
的
に
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
構

っ
て
ら
れ
な
い
と
い
う
放
任
の
家
庭
と
は
ま
た
別
に
、
無
理
に
子
ど
も
を
行
か
せ
な
く
て
も
い
い
と
い

う
考
え
の
保
護
者
が
、
そ
う
い
う
風
潮
の
中
で
増
え
て
い
る
の
も
現
実
の
よ
う
な
、
こ
れ
は
よ
く
内
容

に
つ
い
て
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
思
い
も
し
な
く
も
な
い
で
す
け
れ
ど
も
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
一
つ
は
、
議
会
の
時
に
事
例
を
出
し
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
起
立
性
調
節
障
が
い
み
た
い
に
、
朝
起

き
ら
れ
な
い
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
に
い
く
、
い

わ
ゆ
る
身
体
の
調
節
が
で
き
な
く
な
っ
て
、
大
人
で
言
え
ば
低
血
圧
症
み
た
い
な
形
に
な
っ
て
、
朝
起

き
ら
れ
な
い
。
昼
か
ら
は
元
気
に
な
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
朝
が
起
き
ら
れ
な
い
か
ら
、
結
局
、
学
校
に

行
っ
て
も
ぼ
ー
っ
と
し
て
い
て
、
無
理
や
り
学
校
に
や
っ
て
も
意
味
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
よ
う

で
す
。
そ
れ
は
む
し
ろ
医
学
の
問
題
で
、
医
者
に
診
せ
て
、
そ
れ
な
り
の
処
方
を
し
て
も
ら
う
な
り
、

対
応
し
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
。
実
は
朝
日
新
聞
の
教
育
の
欄
の
記
事
で
す
け
れ
ど
も
、
近
年
で

は
、
大
体

5％
か
ら

10
％
ぐ
ら
い
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
子
は
無
理
や
り
学
校
に
行
か

せ
ら
れ
な
い
状
況
も
あ
り
ま
す
ね
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
個
々
の
状
況
に
な
れ
ば
納
得
が
い
く
の
で
す
け
れ
ど
も
、
や
は
り
そ
れ
は
不
登
校
と
い
う
形
に
な
っ

て
く
る
わ
け
で
す
ね
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
そ
こ
で
く
く
っ
て
し
ま
う
の
が
い
い
の
か
ど
う
か
、
問
題
は
あ
り
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
こ
こ
ま
で
個
を
尊
重
す
る
か
と
い
う
問
題
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
難
し
い
問
題

で
す
ね
。
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○
黒
木
教
育
長
 

 
本
来
は
こ
の
中
を
も
う
少
し
精
査
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
な
と
、
そ
れ
な
り
の
対
応
の

仕
方
も
変
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
段
々
色
々
な
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い

て
、
起
立
性
調
節
障
が
い
も
昔
か
ら
あ
っ
た
ら
し
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
医
学
が
進
歩
し
て
き
て
今
や
っ

と
検
査
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
病
気
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
の
で
、
不
登
校
と
い
う
概
念

を
も
う
少
し
と
ら
え
直
す
仕
事
を
ど
こ
か
で
や
る
必
要
が
あ
る
か
な
思
っ
て
い
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
義
務
教
育
と
い
う
も
の
の
枠
と
矛
盾
し
て
く
る
よ
う
な
気
も
す
る
し
、
こ
う
い
う
状
況
が
ず
っ
と
あ

る
の
が
現
実
な
の
で
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
学
校
が
そ
れ
を
認
知
し
て
い
れ
ば
、
多
分
、
登
校
扱
い
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
言
っ
て
み
れ

ば
バ
イ
パ
ス
も
必
要
な
時
代
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

報
告
第

84
号
 
専
決
処
分
し
た
事
務
に
つ
い
て
（
平
成

29
年
度
都
城
市
教
育
委
員
会
名
義
後
援
・

共
催
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

85
号
 
平
成

29
年
度
第

1
回
都
城
市
外
国
語
教
育
実
施
検
討
会
議
に
つ
い
て
 

報
告
第

86
号
 
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
祝
吉
地
区
公
民
館
建
設
（
建
築
主
体
）
工
事
） 

報
告
第

87
号
 
臨
時
代
理
し
た
事
務
の
報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て
（
放
課
後
子
ど
も
教
室
教
育
活

動
推
進
員
及
び
教
育
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
の
委
嘱
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

88
号
 
平
成

29
年
度
特
別
展
「
戊
辰
・
西
南
 
二
つ
の
内
戦
と
都
城
」
開
催
要
項
の
制

定
に
つ
い
て
 

報
告
第

89
号
 
都
城
歴
史
資
料
館
の
臨
時
休
館
に
つ
い
て
 

報
告
第

90
号
 
都
城
歴
史
資
料
館
の
文
化
の
日
（
11

月
3
日
）
の
入
館
料
免
除
に
つ
い
て
 

報
告
第

91
号
 
平
成

29
年
第

3
回
企
画
展
「
大
島
畠
田
遺
跡
か
ら
島
津
荘
へ
」
開
催
要
項
の
制

定
に
つ
い
て
 

報
告
第

92
号
 
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
宮
崎
支
部
茶
会
in

都
城
島
津
邸
開
催
要
項
の
制
定
に
つ
い

て
 

報
告
第

93
号
 
都
城
島
津
邸
盆
栽
展
開
催
要
項
の
制
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

94
号
 
平
成

29
年
度
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
大
島
畠
田
遺
跡
か
ら
島
津
荘
へ
」
開
催
要

項
の
制
定
に
つ
い
て
 

議
案
第

26
号
 
平
成

29
年
度
都
城
島
津
伝
承
館
特
別
展
観
覧
料
の
変
更
に
つ
い
て
 

議
案
第

27
号
  
平
成

29
年
度
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
状
況
の
点
検
・
評
価
に
関

す
る
報
告
書
（
平
成

28
年
度
対
象
）
 

 

 【
報
告
第

85
号
】
 

○
赤
松
委
員
 

 
3、

4
年
生
と

5、
6
年
生
の
平
成

30
年
、
31

年
、
32

年
に
本
格
実
施
で
す
よ
ね
、
そ
の
時
に
時
数

的
な
も
の
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
3、

4
年
生
に
つ
き
ま
し
て
は
、
週
あ
た
り
の
時
間
が
週

27
時
間
か
ら

8
時
間
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
入

れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
28

に
な
る
週
も
あ
れ
ば

27
に
な
る
週
も
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
こ

か
ら
１
時
間
増
や
す
の
は
、
時
間
割
上
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
問
題
は
、
5、

6
年
生
で
ご
ざ

い
ま
す
。
今
、
5、

6
年
生
は
ほ
と
ん
ど
の
学
校
が
水
曜
日
、
5
時
間
授
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

29
時
間
と
い
う
の
が
す
べ
て
網
羅
し
た
時
間
で
、
あ
ま
り
そ
れ
以
上
増
や
せ
な
い
。
水
曜
日
は
先
生
方

の
職
員
研
修
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
状
況
の
中
で
、
ど
う
し
て
も
１
時
間
増
や
す
と
い
う
こ
と

で
、
文
部
科
学
省
は
例
え
ば
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
朝
の
時
間
を

15
分
、
15

分
、
15

分
使
っ
て
一
週
間
で

45
分
に
し
な
さ
い
と
か
、
そ
れ
も
考
え
た
の
で
す
が
、
教
務
主
任
の
先
生
方
は
大
反
対
で
し
た
。
そ
う

い
う
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
時
間
を
使
っ
て
力
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
は
都
城
市
で
は
、

ど
う
し
て
も
そ
れ
で
や
り
た
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ
れ
ば
相
談
に
は
乗
り
ま
す
が
、
な
る
べ
く
な

ら
そ
れ
は
使
わ
な
い
と
い
う
方
向
で
進
ん
で
お
り
ま
す
。
 

 
で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
あ
と

1
時
間
を
生
み
だ
す
か
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
先
ほ
ど
申
し
ま
し

た
よ
う
に
、
水
曜
日
の
朝
の
時
間
か
ら
す
ぐ
に
授
業
が
始
ま
り
ま
し
て
、
午
前
中

5
時
間
授
業
を
組
む

か
、
も
し
く
は
、
掃
除
を
な
く
し
て
昼
休
み
が
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
に

5
時
間
目
、
6
時
間
目
と
し
て
、

あ
と
は

40
分
ぐ
ら
い
し
か
余
裕
が
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
か
な
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
で
す
の
で
、
ど
う
し
て
も
週

30
時
間
、
35

時
間
を
完
成
さ
せ
て
、
や
っ
て
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い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
週
の
教
育
課
程
の
時
間
数
が
増
え
る
と
、
年
間
は
外
国
語
の
勉
強
が
、
中
学
年
、
高
学
年
は
何
時
間

さ
れ
ま
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
今
現
在
の
年
間
の
時
数
が

1,
00
0
を
少
し
越
え
る
ぐ
ら
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
1,
04
5
ぐ
ら
い
に
な
り

ま
す
が
、
そ
れ
を
も
っ
と
超
え
る
わ
け
で
す
か
ら
、
1,
10
0
に
近
く
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
物
理
的
に
教
育
課
程
で
や
れ
ば
、
掃
除
の
時
間
を
省
か
な
い
と
で
き
な
い
と
か
、
先
生
方
が
週
一
度

研
修
の
時
間
を
省
か
な
い
と
で
き
な
い
と
か
、
そ
う
い
う
現
状
が
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
研
修
と
い
う
の

は
子
ど
も
の
教
育
課
程
の
外
に
な
り
ま
す
か
ら
、
外
し
て
、
そ
の
時
間
を
子
ど
も
の
教
育
に
あ
て
ざ
る

を
得
な
い
よ
う
な
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
そ
う
い
う
状
況
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
そ
う
い
う
状
況
下
に
あ
る
こ
と
は
、
文
部
科
学
大
臣
も
十
分
理
解
し
た
上
で
、
教
育
課
程
を
改
善
し

て
い
る
の
で
す
か
ら
、
教
育
課
程
が
非
常
に
過
密
に
な
っ
て
く
る
こ
と
に
つ
い
て
、
現
場
の
先
生
方
の

声
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
や
は
り
、
今
の

5、
6
年
生
の
授
業
時
数
で
も
う
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
と
い
う
ご
意
見
が
非
常

に
多
ご
ざ
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
あ
と

1
時
間
生
み
出
す
こ
と
は
可
能
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
し
て

し
ま
う
と
職
員
の
時
間
が
と
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
会
議
の
時
間
、
研
修
の
時
間
等
も
大
事
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
今
度
は
ど
の
よ
う
に
生
み
出
す
か
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る

と
話
を
し
て
お
り
ま
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
つ
ぶ
す
と
い
う
話
は
な
い
の
で
す
ね
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
一
旦
つ
ぶ
し
て
、
15

時
間
な
り
使
い
ま
す
と
、
ど
こ
を
削
る
の
か
。
今
ま

で
面
々
と
い
い
も
の
を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
て
、
年
間
計
画
を
立
て
て
来
た
も
の
の
ど
こ
を
組
め
ば
い

い
の
だ
と
い
う
議
論
と
、
今
後
は
そ
れ
が
終
わ
っ
た
後
戻
さ
な
い
と
い
け
な
い
。
結
局
は
、
そ
の
２
年

間
の
間
の
子
ど
も
た
ち
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
は
十
分
に
履
行
さ
れ
な
い
と
い
う
考
え
方
が
大
幅
に

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
使
い
た
く
な
い
と
い
う
ご
意
見
で
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
私
が
聞
き
た
か
っ
た
の
は
、
文
部
科
学
省
に
対
し
て
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
小
さ
く
し
た
ら
い
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い
の
で
は
な
い
の
と
い
う
声
が
現
場
か
ら
は
出
て
こ
な
い
の
で
す
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
35

時
間
に
な

っ
て
い
る
わ
け
で
し
ょ
う
。
総
合
的
な
学
習
の
時
間
が
入
っ
た
と
き
は
、
皆
さ
ん
、
も
の
す
ご
く
不
満

だ
っ
た
の
で
す
よ
ね
。
指
導
方
針
も
何
も
な
い
学
校
任
せ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
学
校
の
現
場
が
が
ん
ば

っ
て
定
着
し
て
き
た
と
こ
ろ
に
、
今
回
新
た
に
英
語
を
や
れ
と
い
う
話
に
な
っ
て
き
て
、
何
か
を
つ
ぶ

さ
な
い
こ
と
に
は
や
れ
そ
う
に
な
い
わ
け
で
す
。
か
と
い
っ
て
、
土
曜
日
に
授
業
を
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
は
厳
し
い
で
す
ね
。
総
合
的
な
学
習
の
時
間
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
が
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
学
校
で
必
死
で
今
ま
で
立
て
て
き
て
、
構
築
し
て
、
外
部
の
方
々
と
の
交
渉
も
う
ま
く
ス
ム
ー
ズ
に

い
っ
て
い
る
の
に
、
じ
ゃ
あ
今
回
は
い
り
ま
せ
ん
と
か
、
な
か
な
か
な
ら
な
い
の
で
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
も
う
一
つ
の
大
き
な
課
題
は
、
小
学
校
の
先
生
方
の
英
語
に
対
す
る
指
導
力
を
ど
う
高
め
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
へ
ん
に
つ
い
て
の
研
修
を
充
実
す
る
と
か
、
教
育
委
員
会
や
自
治
体
は
ど
の

よ
う
に
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
英
語
科
に
関
す
る
指
導
と
い
う
こ
と
で
、
今
、
ひ
と
通
り
小
学
校
全
員
の
先
生
方
の
研
修
が
終
わ
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
が
あ
る
か
ら
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
外
国
語
活
動
指
導

者
研
修
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
、
必
ず

3
年
間
で
出
席
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
研
修
は

終
わ
っ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
ま
ず
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
な
か
発
音
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
に
つ

い
て
は
不
得
手
な
方
は
ま
だ
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、
英
語
で
卒
業
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
そ

こ
で
一
番
活
用
す
べ
き
こ
と
は
、
電
子
黒
板
等
か
ら
流
れ
て
く
る
音
声
、
そ
う
い
う
も
の
を
活
用
し
な

が
ら
や
っ
て
い
く
。
も
う
一
つ
は
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
使
っ
た
形
で
子
ど
も
た
ち
に
正
し
い
発

音
な
り
を
耳
に
入
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
都
城
市
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
今
年
度

15

名
に
な
り
ま
し
て
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
中
で
、
小
学
校
に
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
先
生
が

11
名
お
り
ま
す
。
11

名
が
回
っ
て
く
る
と
き
に
、
彼
等
た
ち
も
非
常
に
忙
し
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
め
い
っ
ぱ
い
使
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
空
き
時
間
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
ほ
ど
申

し
ま
し
た
電
子
黒
板
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
べ
て
の
学
級
に
配
備
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
来
年

度
の
予
算
で
す
べ
て
の
学
級
に
電
子
黒
板
を
入
れ
る
。
電
子
黒
板
に
な
る
か
、
大
型
テ
レ
ビ
に
な
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
入
れ
る
構
想
で
、
今
、
話
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
小
中
連
携
で
、
中
学
校
の
先
生
に
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
ね
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
今
、
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
例
え
ば
、
有
水
小
中
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
年

度
か
ら

35
時
間
で
取
り
組
み
た
い
と
言
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
れ
は
指
定
校
で
も
あ
る
の
で
す

48484848



 

が
、
有
水
中
学
校
の
英
語
の
先
生
が
小
学
校
に
乗
り
入
れ
ま
し
て
、
授
業
を
行
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う

こ
と
が
可
能
な
の
で
、
そ
こ
で
時
間
が
生
み
出
さ
れ
る
の
で
、
ぜ
ひ
と
も

35
時
間
で
や
り
た
い
と
い
う

ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
小
学
校
か
ら
早
く
始
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
中
学
校
の
英
語
教
育
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
と
か
そ
う

い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
で
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
い
い
ま
す
か
、
小
学
校
の
段
階
で
は
、
慣
れ
親
し
む
と
い
う
形
で
ご
ざ
い
ま
す
。

た
だ
し
こ
れ
ま
で
は
慣
れ
親
し
ん
で
、
ス
ペ
ル
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
は
見
せ
な
い
よ
う
な
授
業
を
行

っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
5、

6
年
生
に
つ
き
ま
し
て
は
、
読
む
と
い
う
こ
と
、
話
す
と
い
う

こ
と
が
、
主
な
評
価
に
な
り
ま
す
。
3、

4
年
生
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
ま
で
ど
お
り
慣
れ
親
し
む
。
そ

う
な
り
ま
す
と
、
成
績
を
つ
け
る
ラ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
と
、
読
め
る
か
と
い
う
こ
と
が
何
を
意
味
し
て

い
る
か
と
い
う
こ
と
。
話
せ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
評
価
の
対
象
に
な
っ
て
く
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
す
る
と
い
う
ふ
う
に
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
そ
れ
は
、
今
の
小
学
校

6
年
生
の
お
話
で
す
よ
ね
。
中
学
生
は
よ
り
話
せ
る
よ
う
と
か
そ
の
よ
う
に

な
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
中
学
校
の
教
育
課
程
も
変
わ
る
予
定
に
は
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
が
履
修
さ
れ
た
上
で

の
と
い
う
形
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
 

○
中
原
委
員
 

 
そ
の
時
間
の
作
り
方
と
い
う
の
は
、
大
変
な
こ
と
だ
な
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
一
つ
だ

け
、
関
わ
り
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
道
徳
授
業
が
入
っ
て
き
た
場
合
に
は
ど
う
な
っ

て
い
く
の
で
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
も
と
も
と
今
、
道
徳
を
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
こ
が
差
し
替
わ
る
だ
け
に
な
り
ま
す
.そ

こ
は
問
題

な
い
の
で
す
が
。
委
員
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
か
な
り
こ
れ
は
詰
め
て
考
え
な
い
と
、
子
ど
も
に
も
、

先
生
に
も
負
担
に
な
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
先
、
検
討
会
議
に
お
い
て
話
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
教
科
書
が
で
き
て
、
評
価
が
入
っ
て
く
る
の
で
、
先
生
た
ち
は
大
変
な
の
で
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
こ
れ
は
ま
だ
継
続
し
て
検
討
会
議
と
い
う
の
は
な
さ
る
わ
け
な
の
で
す
ね
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

49494949



 

 
今
日
、
お
示
し
し
ま
し
た
の
は
、
メ
ン
バ
ー
が
こ
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
う
い

う
会
議
を
新
た
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
と
い
う
こ
と
の
報
告
に
な
り
ま
す
。
 

 【
報
告
第

86
号
】
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
公
民
館
建
設
の
問
題
で
す
が
、
議
会
な
ど
で
障
が
い
者
用
駐
車
場
に
屋
根
を
つ
け
て
欲
し
い
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
工
事
予
定
の
中
に
も
盛
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
。
 

●
生
涯
学
習
課
副
課
長
 

 
こ
の
工
事
の
設
計
の
中
に
は
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
そ
れ
は
別
途
に
追
加
申
請
に
な
る
の
で
す
か
。
 

●
生
涯
学
習
課
副
課
長
 

 
再
度
お
願
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
か
な
り
難
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
で
す
よ
ね
。
議
会
で
あ
れ
だ
け
何
回
も
言
わ
れ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
や

は
り
、
合
理
的
配
慮
と
い
う
こ
と
か
ら
い
く
と
、
と
い
う
の
が
私
の
考
え
と
し
て
は
あ
る
の
で
す
。
私

が
予
算
を
持
っ
て
い
な
い
か
ら
出
来
ま
せ
ん
が
。
何
ら
か
の
方
法
で
善
処
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
な

と
、
意
見
で
す
け
れ
ど
も
。
 

●
生
涯
学
習
課
副
課
長
 

 
そ
う
思
い
ま
す
。
実
施
設
計
の
段
階
で
は
入
っ
て
い
た
の
で
す
け
れ
ど
も
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
削
ら
れ
た
の
で
す
ね
。
 

●
生
涯
学
習
課
副
課
長
 

 
再
度
こ
の
機
を
受
け
て
も
う
一
度
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
難
し
そ
う
で
す
。

前
に
議
会
で
も
出
ま
し
た
よ
う
に
、
Ｍ
Ｊ
の
絡
み
も
あ
り
ま
す
の
で
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
順
番
は
問
題
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
新
し
く
作
る
と
き
は
一
緒
に
作
り
込
ん
で
い
か
な
い

と
、
逆
に
だ
め
な
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
は
い
ま
す
。
そ
う
い
う
理
解
を
ぜ
ひ
、
本
庁
の
ほ
う
に

は
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

●
生
涯
学
習
課
副
課
長
 

 
努
力
い
た
し
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
例
え
ば
、
随
分
前
の
話
で
す
け
れ
ど
も
、
公
民
館
の
話
が
よ
く
出
る
頃
に
、
老
朽
化
し
て
い
る
と
、

公
民
館
が
二
階
建
て
だ
と
使
用
頻
度
の
高
い
高
齢
者
が
二
階
に
上
が
ら
れ
る
の
は
不
可
能
で
す
と
い
う

50505050



 

の
が
、
自
公
連
で
も
、
社
協
で
も
よ
く
出
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
平
屋
建
て
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今

の
お
話
も
こ
れ
ぐ
ら
い
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
二
階
に
上
が
れ
な
い
人
が
い
る
か

ら
一
階
平
屋
に
し
た
と
い
う
の
と
、
駐
車
場
に
屋
根
が
い
る
と
い
う
の
は
、
同
じ
ぐ
ら
い
の
重
要
度
に

今
後
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
最
後
ま
で
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
 

 【
報
告
第

88
号
】
 

○
小
西
委
員
長
 

 
特
別
展
な
の
で
す
が
、
二
つ
の
内
戦
と
都
城
は
、
ち
ょ
う
ど
都
城
島
津
邸
の
西
郷
さ
ん
の
企
画
と
時

期
が
重
な
る
の
で
す
。
内
容
の
背
景
が
重
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
広
報
で
は
、
関
連
も
一
緒
に
と
い
う

こ
と
は
な
い
の
で
す
か
。
 

●
文
化
財
課
長
 

 
こ
の
二
つ
の
内
戦
と
都
城
の
広
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
11
月

1
日
号
で
掲
載
さ
れ
ま
す
。
特
別
展
を

や
る
に
あ
た
っ
て
、
昨
年
度
か
ら
島
津
邸
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
し
て
、
展
示
す
る
も
の
が
か
ぶ
ら
な

い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
、
向
こ
う
は
歴
史
的
に
日
本
を
大
き
く
見
た
資
料
等
を
色
々
な
と
こ
ろ
か
ら

借
り
て
き
た
り
や
る
の
で
す
が
、
う
ち
の
場
合
は
、
地
元
に
あ
る
資
料
で
戊
申
と
西
南
戦
争
を
描
こ
う

と
い
う
こ
と
で
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
共
通
の
チ
ケ
ッ
ト
み
た
い
な
も
の
が
、
美
術
館
も
ち
ょ
う
ど
南
九
州
の
ア
ー
ト
の
時
期
が
重
な
っ
て

い
て
、
以
前
は
、
割
引
み
た
い
な
、
勧
誘
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
そ
う
い
う
こ
と
は
な

い
の
で
す
か
。
 

●
文
化
財
課
長
 

今
回
は
実
施
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
せ
っ
か
く
テ
ー
マ
的
に
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
し
、
3
つ
を
一
緒
に
し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

的
な
も
の
の
ポ
ス
タ
ー
を
用
意
さ
れ
て
、
例
え
ば
、
3
つ
を
回
れ
ば
割
引
が
あ
り
ま
す
と
か
、
そ
う
い

う
の
は
さ
れ
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
相
乗
効
果
と
い
い
ま
す
か
、
美
術
館
は
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
せ
っ
か
く
時
代
が
、
全
国

的
な
も
の
と
都
城
の
ほ
う
が
よ
り
密
接
な
展
示
だ
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
せ
っ
か
く
関
連
し
て
い

る
の
で
、
チ
ケ
ッ
ト
と
か
そ
う
い
う
も
の
は
間
に
合
わ
な
い
と
し
て
も
、
お
互
い
に
あ
ち
ら
も
行
っ
て

く
だ
さ
い
と
か
い
う
よ
う
な
、
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
と
、
効
果
的
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る
の

で
す
け
れ
ど
も
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

51515151



 

 
一
緒
に
や
る
と
い
う
の
が
い
い
か
な
と
、
3
か
所
回
れ
る
よ
う
な
形
に
宣
伝
と
か
を
さ
れ
た
ら
ど
う

か
な
と
思
う
の
で
す
が
、
検
討
し
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

●
文
化
財
課
長
 

 
う
ち
の
ほ
う
は
特
別
に
料
金
が
設
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
通
常
の
料
金
で
入
れ
ま
す
の
で
、

そ
の
あ
た
り
、
美
術
館
、
島
津
邸
と
相
談
を
し
て
、
も
し
や
る
場
合
は
ま
た
決
裁
等
を
と
っ
て
や
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
こ
こ
に
あ
る
文
化
財
的
な
も
の
、
文
化
と
歴
史
の
か
お
る
文
教
の
ま
ち
を
作
る
の
だ
か
ら
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
を
お
互
い
に
コ
ラ
ボ
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
や
は
り
宣
伝
し
て
い
く
あ
り
方
も
追
求
さ
れ
た
ほ

う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
考
え
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
こ
う
い
う
企
画
は
、
実
施
年
度
の

1
年
間
を
見
通
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
す
る
の
か
、
い
つ

頃
決
ま
っ
て
い
く
の
で
す
か
。
 

●
文
化
財
課
長
 

 
島
津
邸
、
美
術
館
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
他
館
か
ら
の
資
料
を
借
り
て
き
た
り
と
か
す
る
の
で
、
も

う
１
年
前
以
上
か
ら
や
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
う
ち
の
場
合
は
、
自
館
資
料
で
あ
る
の
で
、
こ
の
二

つ
の
内
戦
と
都
城
に
つ
き
ま
し
て
は
去
年
か
ら
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
先
ほ
ど
説
明
し
ま
し
た
よ
う

に
、
15
0
年
と
い
う
節
目
の
年
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
周
年
記
念
的
な
も
の
は
必
ず
や
っ
て
い

こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
1
年
前
か
ら
準
備
は
し
て
お
り
ま
す
。
 

 【
議
案
第

27
号
】
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
こ
れ
ま
で
は
濱
田
先
生
が
評
価
委
員
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
ね
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
評
価
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
時
と
実
際
の
都
城
の
状
況
を
ご
感
想
は
い
か
が
で
す
か
。
 

○
濱
田
委
員
 

 
小
中
学
校
の
実
態
が
実
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
で
、
文
面
だ
け
で
評
価
し
て
い
た
と
い
う
反
省
点
が
あ

り
ま
す
。
大
分
、
時
間
と
と
も
に
改
善
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、
例
え
ば
、
最
後
の
ほ
う

の
、
教
育
委
員
会
が
管
理
運
営
す
る
事
務
の
と
こ
ろ
で
、
こ
の
表
記
が
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。
統
一
さ
れ
て
き
て
、
こ
こ
は
す
ご
く
改
善
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
い
た
し
ま
し

た
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
こ
の
報
告
書
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
方
々
が
目
を
通
さ
れ
る
の
で
す
か
。
 

●
教
育
総
務
課
長
 

52525252



 

 
今
度
議
会
に
提
出
し
て
、
そ
の
後
、
公
表
い
た
し
ま
す
。
 

 

 

11
月
定
例
教
育
委
員
会
 

11
月
定
例
教
育
委
員
会
 

11
月
定
例
教
育
委
員
会
 

11
月
定
例
教
育
委
員
会
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月

2
日

11
月

2
日

11
月

2
日

11
月

2
日
（（ （（
水水 水水
）） ））
南
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館

3
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員
会
室
 

南
別
館

3
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委
員
会
室
 

南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

南
別
館

3
階
委
員
会
室
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告
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件
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案

3
件
 

報
告

10
件
 
議
案

3
件
 

報
告

10
件
 
議
案

3
件
 

報
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10
件
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案

3
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傍
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人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

教
育
長
報
告
及
び
付
議
案
件
 

教
育
長
報
告
及
び
付
議
案
件
に
関
す
る
主
な
教
育
委
員
の
意
見
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

そ
れ
で
は
、
お
手
元
に
資
料
が
あ
る
か
と
思
う
の
で
す
が
、
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
第

1
番
目
は
、
学
校
の
生
徒
指
導
状
況
の
こ
と
、
2
番
目
は
、
宮
崎
で
起
き
ま
し
た
自
殺
の
問
題
、

3
番
目
は
、男
女
混
合
名
簿
と
い
う

3
つ
の
こ
と
に
つ
い
て
少
し
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
ま
ず
、
第
一
番
目
の
生
徒
指
導
の
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
お
手
元
に
資
料
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
9
月
中
の
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
非

行
等
が
、
小
学
校

1
件
、
中
学
校

1
件
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
既
に
、
前
回
も
申
し
上
げ
た

こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
小
学
校
の
も
の
は
、
倉
庫
へ
石
を
投
げ
て
、
ガ
ラ
ス
を

壊
し
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。6

名
の
子
ど
も
た
ち
が
い
た
ず
ら
で
騒
動
し
た
と
い
う
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
中
学
校
は
、
対
教
師
暴
力
と
言
い
ま
す
の
は
、
あ
る
中
学
校
の

1

人
の
生
徒
が
、
授
業
中
に
こ
っ
そ
り
と
携
帯
を
持
ち
込
ん
で
い
た
の
で
す
。
そ
れ
を
ハ
ン
カ
チ
か

何
か
に
隠
し
て
い
た
の
を
教
師
が
取
り
上
げ
た
と
き
に
、
そ
の
子
ど
も
が
反
抗
し
て
、
教
師
の
肩

を
叩
い
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
護
者
と
も
つ
な
い
で
、

子
ど
も
の
ほ
う
か
ら
も
、
保
護
者
の
ほ
う
か
ら
も
謝
罪
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
解
決
し

て
い
る
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
そ
れ
か
ら
、
不
登
校
傾
向
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
小
学
校

1
8

名
、
中
学
校

12
0
名
で
、
新
た
な

9
月
新
規
の
不
登
校
は
小
学
校

1
名
、
中
学
校

12
名
と
い
う
こ

と
で
、
13

名
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
た
だ
、
中
学
校
で
は
、
そ
こ
に
書
い
て
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
学
年
が
上
が
る
に
し
た
が
っ
て
、

不
登
校
数
が
増
え
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
中
学
生
で
す
の
で
、
3
年
生
に
な
る
と
、
進
路

と
か
、
色
々
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、
適
用
教
室
や
Ｓ
Ｓ
Ｗ
等
で
、
色
々
聞
き
取
り
等
調

査
を
し
て
い
ま
す
。
進
学
を
す
る
に
向
け
て
保
護
者
か
ら
の
相
談
も
増
え
て
い
る
と
い
う
状
況
で

ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
い
じ
め
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
各
小
中
学
校
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
し
ま
し
て
、
小
学
校

19
3
件
、
中
学
校

8
件
が
、
い
じ
め
の
認
知
件
数
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
特
別
に
い
じ
め
の
こ
と
で
、
今
、
ト
ラ
ブ
ル
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
 

 
そ
れ
か
ら
、
不
審
者
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
9
月
に
不
審
者
が
非
常
に
多
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 ○
小
西
委
員
長
 

 
混
合
名
簿
で
不
都
合
な
点
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
実
は
、
昨
日
、
一
昨
日
の
市
町
村
教
育
長
会
議
で
、
日
向
市
の
教
育
長
さ
ん
が
言
わ
れ
た
こ
と
で
し

か
答
え
よ
う
が
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
何
の
不
都
合
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
と
い
う
の
が
日
向
市
の
教
育

長
さ
ん
の
お
答
え
で
し
た
。
 

 
何
か
統
計
を
と
る
時
に
、
男
女
別
に
分
け
な
い
と
い
け
な
い
時
が
あ
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
こ
の

頃
は
全
部
、
エ
ク
セ
ル
で
や
れ
ば
、
さ
っ
と
印
さ
え
つ
け
と
け
ば
、
ぴ
し
ゃ
っ
と
直
る
の
で
、
そ
れ
は

大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
。
全
国
平
均
が

80
％
で
、
大
分
県
は
、
小
中
学
校
ほ
ぼ

10
0％
混
合
名
簿
を
使

っ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。
日
向
市
も
ほ
ぼ

10
0％

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
例
え
ば
今
、
エ
ク
セ
ル
で
す
ぐ
必
要
な
時
に
は
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
け
れ

ど
も
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
方
た
ち
の
問
題
が
こ
れ
は
か
な
り
大
き
な
も
の
を
占
め
て
い
ま
す
の

で
、
そ
う
す
る
と
、
混
合
の
名
簿
に
し
て
も
、
後
ろ
に
、
今
、
名
前
も
男
性
か
女
性
か
分
か
ら
な
い
名

前
が
か
な
り
多
い
の
で
す
が
、
よ
く
見
る
の
は
、
ラ
ン
ダ
ム
に
書
い
て
あ
っ
て
、
あ
と
に
男
女
と
い
う

ふ
う
に
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
性
別
と
い
う
と
こ
ろ
に
。
名
簿
は
男
女
混
合
で
書
い
て
あ
っ
て
も
、
学

校
の
名
簿
以
外
で
も
、
色
々
な
名
簿
を
見
ま
す
と
、
男
女
混
合
で
書
い
て
あ
っ
て
も
、
あ
い
う
え
お
順

と
か
、
後
ろ
に
男
女
と
書
い
て
あ
り
ま
す
よ
ね
。
名
前
で
判
別
で
き
な
い
か
ら
、
一
応
、
ず
っ
と
名
前

が
リ
ス
ト
に
書
い
て
あ
っ
て
、
男
性
、
女
性
と
い
う
の
は
、
普
通
書
い
て
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
の
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
ま
す
と
、
性
同
一
性
の
方
た
ち
を
配
慮
し
て
混
合
の
名
簿
を
作
る
と
い
う
時
に

は
、
男
女
別
の
段
も
あ
れ
ば
意
味
が
な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ
れ
は
し
な
い
の
で
す
か
。
 

○
教
育
部
長
 

 
混
合
名
簿
上
は
そ
れ
は
入
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
男
女
分
か
れ
て
い
る
の
と
一
緒
に
な
る

の
で
、
駄
目
で
し
ょ
う
ね
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
そ
し
て
、
結
局
、
何
か
デ
ー
タ
を
と
る
時
の
男
女
別
と
い
う
時
に
は
、
ち
ゃ
ん
と
、
基
に
は
入
っ
て

い
る
わ
け
で
す
ね
。
 

○
教
育
部
長
 

53535353



 

小
学
校
７
件
、
中
学
校

2
件
が
発
生
し
た
わ
け
で
す
。
主
な
も
の
を
少
し
申
し
上
げ
て
お
き
ま
す

と
、
9
月

8
日
に
、
午
後

7
時
頃
、
安
久
町
安
藤
病
院
の
近
く
で
、
女
子
中
学
生
が
下
校
途
中
に
、

近
づ
い
て
き
た
男
に
「
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
持
っ
て
い
な
い
か
」
と
言
わ
れ
た
と
い
う
事
案
で
す
。
9

月
25
日
の
午
後

4
時
頃
に
も
、
山
田
町
で
同
じ
様
な
事
が
起
き
て
い
ま
す
。
対
象
は
小
学
校
の
男

子
児
童
で
し
た
。
 

 
そ
れ
か
ら
、
9
月

14
日
、
都
城
高
校
付
近
で
小
学
校
の
女
の
子
が
自
転
車
に
乗
っ
た
お
じ
い
さ

ん
に
追
い
か
け
ら
れ
た
と
い
う
事
案
で
す
。
 

 
9
月

22
日
、
下
校
中
の
小
学
校
の
女
の
子

2
人
が
、
大
王
町
で
自
動
車
に
乗
せ
ら
れ
そ
う
に
な

っ
た
と
い
う
事
案
が
起
こ
り
ま
し
た
。
明
け
て
、
23
日
に
、
志
比
田
町
で
、
小
学
校
の
女
の
子

3

人
が
、
下
校
中
に
自
転
車
の
男
に
手
を
引
っ
ぱ
ら
れ
て
、
連
れ
て
い
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
い
う

事
案
が
起
き
ま
し
た
。
 

 
9
月

27
日
、
午
後

7
時
頃
、
部
活
動
帰
り
の
女
子
中
学
生
が
、
20

歳
か
ら

30
歳
位
の
バ
イ
ク

の
男
に
、「
可
愛
い
ね
、
あ
の
さ
」
と
声
を
か
け
ら
れ
て
、
し
つ
こ
く
追
跡
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
の

で
、
回
り
道
を
し
て
逃
げ
て
帰
っ
た
と
い
う
事
案
が
あ
り
ま
す
。
五
十
市
校
区
で
す
 

9
月

26
日
、
27
日
、
き
り
し
ま
支
援
学
校
付
近
で
、
常
用
バ
ン
の

50
歳
前
後
の
男
性
が
、
登

校
中
の
女
子
中
学
生
に
車
か
ら
声
を
か
け
て
く
る
と
い
う
事
案
が
あ
り
ま
し
た
。
今
、
警
察
に
取

り
締
ま
り
を
頼
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
詳
細
は
省
き
ま
す
が
、
9
月
だ
け
で
、
非
常
に
多
く
の

事
案
が
上
が
っ
て
ま
い
り
ま
し
て
、
9
月
が
か
な
り
多
発
し
て
い
る
状
況
で
す
。
 

 
昨
日
、
一
昨
日
の
新
聞
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
と
て
も
信
じ
ら
れ
な
い
事
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

く
れ
ぐ
れ
も
子
ど
も
の
安
全
、
通
行
、
学
校
帰
り
の
安
全
並
び
に
地
域
に
お
け
る
安
全
に
は
気
を

つ
け
て
も
ら
う
た
め
の
指
導
の
徹
底
を
各
学
校
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

 
新
し
い
い
じ
め
防
止
政
策
の
改
定
に
つ
い
て
は
、
い
ま
、
指
導
主
事
を
中
心
に
し
て
議
案
を
作

成
中
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
も
ま
た
改
正
案
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
ご
存
知
の
よ
う
に
、

い
じ
め
が
終
わ
っ
た
と
い
う
の
は

3
ヶ
月
何
も
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、
聞
き
取
り
を
し
て
そ

の
子
が
何
も
感
じ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
確
認
さ
れ
な
い
限
り
は
、
い
じ
め
は
終
わ
っ
た
と
し
な

い
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
始
ま
り
よ
り
も
終
わ
り
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
期
限
を
定
め
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
次
の
取
り
扱
い
注
意
の
資
料
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
平
成

28
年
度
の
本
県
の
不
登

校
問
題
行
動
の
調
査
結
果
で
ご
ざ
い
ま
す
。
暴
力
行
為
は
、
宮
崎
県
全
体
で

12
5
件
と
い
う
こ
と

で
、
全
国
に
比
べ
て
は
低
い
割
合
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
で
、
昨
年
は
暴
力
行
為
は
、
小
学
校
は

1

件
、
中
学
校
は

5
件
が
都
城
市
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
そ
れ
か
ら
、
い
じ
め
認
知
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
こ
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
10
,8
57

件
と

い
う
こ
と
で
、
全
国
の
中
で
も
高
い
ほ
う
に
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
、
正
直
に
と
も
か
く

調
べ
て
、
少
し
の
こ
と
で
も
報
告
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
現
れ
か
な
と
受
け
取
っ
て
い
る
わ

 
そ
こ
は
、
男
女
と
い
う
よ
り
か
、
数
字
で
あ
る
と
か
で
、
表
示
し
な
い
よ
う
な
形
に
な
っ
て
、
デ
ー

タ
と
し
て
は
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
今
、
名
前
で
は
全
然
判
別
で
き
な
い
で
す
よ
ね
、
男
女
が
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
学
校
に
お
け
る
混
合
名
簿
そ
の
も
の
を
見
た
こ
と
は
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
紙
ベ
ー
ス
の
時
代
に
、

学
校
に
お
い
て
教
務
手
帳
と
い
う
、
先
生
方
が
記
録
す
る
手
帳
が
一
冊
、
配
布
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
教

務
手
帳
も
男
女
分
か
れ
て
い
た
わ
け
で
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
方
が
左
側
の
ペ
ー
ジ
に

男
子
を
、
右
側
の
ペ
ー
ジ
に
女
子
を
書
い
て
い
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
教
務
手
帳
な
ど
と
い

っ
た
も
の
が
も
う
必
要
な
い
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
学
級
の
子
ど
も
た
ち
の
デ
ー
タ

の
整
理
は
全
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
で
整
理
で
き
る
時
代
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

エ
ク
セ
ル
の
機
能
を
使
っ
た
り
、
様
々
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
の
機
能
を
使
っ
て
、
色
々
な
書
類
を

作
る
能
力
が
き
ち
ん
と
身
に
付
い
て
お
ら
れ
る
先
生
方
が
多
い
の
で
、
デ
ー
タ
上
で
も
男
女
区
別
す
る

必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
大
学
な
ん
か
も
男
女
同
時
で
す
の
で
、
高
専
は
ど
う
な
の
で
す
か
。
男
女
分
け
て
い
る
の
で
す
か
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
分
け
て
い
ま
せ
ん
ね
。
混
合
で
す
ね
、
あ
い
う
え
お
順
で
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
だ
か
ら
、
高
専
と
か
、
大
学
は
全
部
、
あ
い
う
え
お
順
で
書
い
て
あ
る
だ
け
で
す
ね
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
帳
面
み
た
い
な
も
の
に
整
理
す
る
と
い
う
時
代
の
名
残
が
あ
る
か
ら
、
ど
う
い
う
名
簿
に
す
る
か
と

い
う
の
が
あ
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
デ
ー
タ
と
し
て
ひ
と
く
く
り
に
考
え
て
、
必
要
に
応
じ
て
、
ど
う
い

う
ふ
う
に
デ
ー
タ
を
使
う
か
と
考
え
れ
ば
、
紙
の
発
想
か
ら
消
え
て
い
く
の
で
し
ょ
う
ね
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
日
向
市
に
聞
い
た
ら
、
並
ぶ
時
に
も
男
女
で
全
部
、
名
簿
上
で
並
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
 

 
必
要
が
あ
れ
ば
、
男
女
と
並
ん
で
、
さ
っ
と
分
か
れ
て
並
ぶ
の
で
、
普
通
に
は
男
女
混
合
で
並
ん
で

い
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
た
だ
、
そ
れ
を
中
学
生
ぐ
ら
い
か
ら
始
め
る
と
い
う
の
は
難
し
い
な
と
い
う
お

話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
日
向
市
は
ず
っ
と
や
っ
て
い
る
か
ら
、
並
べ
さ
せ
る
こ
と
が
出
来

る
と
。
い
き
な
り
や
る
の
は
難
し
い
か
な
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

○
中
原
委
員
 

 
式
典
の
時
な
ど
、
入
学
式
と
か
、
卒
業
式
と
か
。
教
育
委
員
で
出
て
い
て
、
一
緒
に
並
ん
で
い
る
学

校
は
見
て
い
な
い
の
で
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

54545454



 

け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
い
じ
め
は
ど
の
学
校
で
も
起
こ
り
得
る
と
い
う
認
識
の
も
と
に
、
対
応
し

て
き
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
の
場
合
は
、
都
城
市
は
、
小
学
校

1,
90
0
件
、
中
学

校
が

19
2
件
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

 
裏
面
の
次
ペ
ー
ジ
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
不
登
校
状
況
で
す
。
小
学
校
に
お
け
る
不
登
校

児
童
数
と
い
う
の
は
、
全
県
下
で
は

25
1
人
で
す
が
、
都
城
市
は

21
名
で
ご
ざ
い
ま
す
。
中
学
校

に
お
け
る
不
登
校
生
徒
数
は
、
宮
崎
県
内
で
は

81
3
件
、
都
城
市
は

11
5
件
と
い
う
、
大
体

10
％
、

ち
ょ
っ
と
中
学
校
の
ほ
う
が
多
い
で
す
。
高
等
学
校
は
資
料
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
自
殺
の
件
数
は
、

都
城
市
は
ゼ
ロ
件
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
昨
年
の
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
関
連
で
す
が
、
昨
年
、
宮
崎
市
内
だ
け
で
、
中
学
生

3
名
が
自
殺
を
し
て
い
る
と
い
う
状
況
が

ご
ざ
い
ま
し
た
。
前
後
の

2
つ
の
自
殺
に
つ
い
て
は
、
一
応
い
じ
め
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ

そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年

8
月
に
お
き
た
事
案
だ
け
、
い
じ
め
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
、
第
三
者
委
員
会
を
開
催
し
て
、
調
査
を
し
た
結
果
、
い
じ
め
が
あ
っ
た
と
、
第
三
者

委
員
会
が
認
定
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
こ
う
い
う
事
案
は
、
人
間
関
係
が
非
常
に
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
く
中
で
、
な
か
な
か
現
実
に

い
じ
め
を
受
け
て
い
る
と
い
う
か
、
被
害
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
は
な
か
な
か
口
に
出
さ
な
い
の

で
す
。
そ
れ
を
学
校
側
が
ど
の
く
ら
い
Ｓ
Ｏ
Ｓ
で
は
な
く
て
、
状
況
と
い
う
か
、
し
る
し
を
ど
の

く
ら
い
読
み
取
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
必
要
か
な
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
都
城
市
の
学
校

等
に
お
い
て
も
、
し
っ
か
り
そ
の
辺
を
、
小
さ
い
し
る
し
で
も
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
難

し
い
か
な
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
い
じ
め
が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
が
。
そ
の
一
方
で
、
人
間
関
係
の
中
で
起
き
得
る
こ
と
だ
と
認
識
を
し
て
、
起
き
て
い
る

か
ど
う
か
を
き
ち
ん
と
確
認
し
て
、
そ
れ
に
ど
う
対
処
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
一
番
大
切
な

こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 
3
番
目
は
、
も
う

1
枚
あ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
性
で
分
け
な
い
名
簿
の
活
用
推
進
に
つ
い

て
と
い
う
資
料
が
お
手
元
に
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
先
日
、
延
岡
で
市
町
村
教
育
長
会
議
が
あ

っ
て
、
い
わ
ゆ
る
混
合
名
簿
の
話
が
そ
こ
で
出
て
き
た
の
で
す
が
、
宮
崎
県
の
教
育
委
員
会
は
、

10
月

11
日
に
、
実
は
こ
う
い
う
活
用
推
進
に
つ
い
て
と
い
う
資
料
を
配
っ
て
い
ま
す
。
基
本
的
な

考
え
方
の

2
を
見
て
も
ら
え
ば
分
か
る
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
原
則
と
し
て
、
学
校
で
使
用

す
る
名
簿
は
性
で
分
け
ず
、
必
要
の
あ
る
場
合
の
み
分
け
る
と
い
う
方
針
を
出
し
て
お
り
ま
す
。

議
会
で
も
一
度
質
問
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
一
応
、「

学
校
に
任
せ
て
お
り
ま
す
」

と
い
う
こ
と
で
、
お
答
え
し
て
お
り
ま
す
。
 

 
県
の
教
育
委
員
会
と
し
て
も
混
合
名
簿
推
進
と
い
う
方
向
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
本
市

と
し
て
も
、
そ
う
い
う
方
向
で
校
長
会
に
議
論
し
て
も
ら
お
う
か
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
 

 
こ
れ
は

10
月

27
日
付
け
の
新
聞
で
す
が
、
宮
崎
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
パ
レ
ッ
ト
で
開

 
都
城
市
は
特
に
男
女
別
だ
か
ら
、
日
向
市
は
多
分
、
一
緒
で
は
な
い
で
す
か
。
 

○
教
育
部
長
 

 
そ
こ
か
ら
変
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
も
の
す
ご
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。
 

○
中
原
委
員
 

 
保
育
園
で
も
そ
う
い
う
の
は
聞
い
て
い
な
い
で
す
ね
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
日
向
市
は
多
分
、
混
合
で
や
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
す
か
ね
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
例
え
ば
、
身
体
測
定
と
か
、
そ
う
い
う
時
に
は
、
特
別
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
や
れ
ば
、
何
ら
問
題
な
い

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
ら
、
通
常
男
子
と
女
子
が
混
じ
っ
て
並
ん
で
い
て
も
、
何
も
問
題
は
な
い
で

し
ょ
う
ね
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
基
本
的
な
考
え
方
の
時
に
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
配
慮
と
い
う
と
こ
ろ
が
謳
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う

の
は
や
は
り
大
切
な
こ
と
か
な
と
思
う
の
で
す
。
た
だ
、
分
け
て
あ
っ
た
の
を
混
合
に
す
る
と
い
う
問

題
で
は
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
、
次
回
は
必
要
だ
と
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
生
徒
用
の
男
便
所
、
女
便
所
は
行
き
に
く
い
の
で
、
そ
の
子
に
対

し
て
は
、
職
員
の
ト
イ
レ
を
使
わ
せ
る
形
に
し
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。
 

 
私
が
か
つ
て
大
学
に
い
た
時
の
学
生
に
も
い
ま
し
た
ね
。
女
の
子
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
下
の
名
前
を

呼
ば
な
い
で
く
れ
と
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
生
活
上
は
何
の
支
障
も
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
こ
と
を
話
題
に
も
せ
ず
、
す
っ
と
通
っ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
ね
。
 

○
中
原
委
員
 

 
確
か
に
、
名
前
だ
け
で
は
、
特
に
、
最
近
の
子
ど
も
は
葵
く
ん
と
葵
さ
ん
が
い
ま
す
。
名
簿
だ
け
で

は
分
か
ら
な
い
で
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
あ
と
で
困
ら
な
い
よ
う
に
親
も
そ
こ
を
意
識
し
て
つ
け
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
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か
れ
た
、
同
セ
ン
タ
ー
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
混
合
名
簿
の
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
と
き
の
報
告
と
し
て
、
全
国
の
公
立
幼
稚
園
や
学
校
の
約

8
0％

が
混
合
名
簿
を
導
入
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
宮
崎
県
が
い
か
に
遅
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
宮
崎
県

は
、
日
向
市
は
全
部
、
混
合
名
簿
で
す
。
こ
れ
は

20
年
位
前
か
ら
混
合
名
簿
だ
そ
う
で
ご
ざ
い
ま

す
。
日
向
市
は

2
校
だ
け
導
入
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
混
合
名
簿
に
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
そ
う
で
、
宮
崎
市
内
で
は
、
公
立
小
中
学
校

73
校
の
う
ち

4
校
し
か
導
入
し
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
国
別
に
見
る
と
、
日
本
、
イ
ン
ド
が
混
合
名
簿
で
な
い
も
の
が
多

い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
ほ
か
の
国
で
は
ほ
と
ん
ど
、
混
合
名
簿
な
の
だ
そ
う
で
す
。
日
本
は
そ
う

い
う
意
味
で
は
遅
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

 
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、
次
回
の

11
月
の
校
長
会
で
、
混
合
名
簿
の
方
向
で
議
論
を
し

て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
を
お
願
い
し
よ
う
か
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

 
長
く
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
以
上
で
終
わ
り
ま
す
。
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

報
告
第

95
号
 
専
決
処
分
し
た
事
務
に
つ
い
て
（
平
成

29
年
度
都
城
市
教
育
委
員
会
名
義
後
援
・

共
催
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

96
号
 
都
城
市
学
校
規
模
等
適
正
審
議
委
員
会
の
答
申
に
つ
い
て
 

報
告
第

97
号
 
都
城
市
小
学
校
フ
ッ
化
物
洗
口
事
業
実
施
に
関
す
る
検
討
会
設
置
要
項
の
制
定
に
 

つ
い
て
 

報
告
第

98
号
 
都
城
市
小
学
校
フ
ッ
化
物
洗
口
事
業
実
施
要
項
の
制
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

99
号
 
平
成

29
年
度
都
城
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
に
つ
い
て
 

報
告
第

10
0
号
 
平
成

29
年
度
都
城
市
人
権
啓
発
推
進
大
会
開
催
要
項
の
制
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

10
1
号
 
「
菊
花
展
」
開
催
要
項
の
制
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

10
2
号
 
「
御
入
部
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
開
催
要
項
の
制
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

10
3
号
 
「
20
18
 島
津
de
マ
ル
シ
ェ
＆
や
き
も
の
展
」
開
催
要
項
の
制
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

10
4
号
  
臨
時
代
理
し
た
事
務
の
報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て
（
都
城
市
小
中
学
校
適
正
配
 

置
方
針
策
定
検
討
会
設
置
要
項
の
制
定
及
び
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
）
 

議
案
第

28
号
 
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
 

議
案
第

29
号
 
高
城
町
中
央
公
民
館
図
書
室
規
程
を
廃
止
す
る
規
則
 

議
案
第

30
号
  
都
城
市
教
育
委
員
会
精
励
賞
表
彰
要
綱
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

 

 【
報
告
第
96

号
】
 

○
濵
田
委
員
 

 
9
行
目
に
、
ま
た
児
童
・
生
徒
の
立
場
、
特
に
、
教
育
環
境
の
整
備
、
中
で
も
中
学
校
に
お
け
る
専

門
の
教
職
員
配
置
は
可
能
な
限
り
の
是
正
が
必
要
で
あ
る
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
是
正
と
い
う
こ

と
は
、
今
現
在
、
偏
り
が
あ
る
と
か
、
多
す
ぎ
る
の
か
、
少
な
す
ぎ
る
の
か
、
そ
の
課
題
と
い
う
の
は

何
な
の
で
し
ょ
う
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
今
、
小
規
模
中
学
校
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
教
科
の
先
生
が
揃
う
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
9

教
科
あ
り
ま
す
が
、
9
人
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
実
際
に
中
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
中
学
校
の
先
生
は
、

4
人
と
か
、
5
人
と
か
い
う
学
校
が
存
在
し
て
お
り
ま
す
。
 

 
そ
こ
で
、
県
教
委
も
そ
こ
を
心
配
さ
れ
ま
し
て
、
ほ
か
の
学
校
と
兼
務
を
か
け
た
非
常
勤
の
方
を
今

雇
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
専
門
の
教
科
の
免
許
が
あ
る
方
が
そ
の
学
校

に
も
入
っ
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
非
常
勤
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
こ
の
制
度
が
失
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
で
す
の
で
、
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
に
つ
き
ま

し
て
は
、
可
能
な
限
り
専
門
の
先
生
が
そ
の
学
校
に
も
配
置
す
る
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
こ

の
答
申
が
現
れ
た
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
と
い
う
こ
と
は
、
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
ね
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
そ
う
で
す
。
 

○
赤
松
委
員
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適
正
配
置
に
つ
い
て
の
課
題
を
き
ち
ん
と
お
持
ち
に
な
っ
て
、
こ
う
い
う
答
申
を
上
げ
て
い
た
だ
い

た
と
い
う
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 
今
後
の
こ
の
答
申
を
受
け
て
、
教
育
委
員
会
と
し
て
の
方
向
性
、
先
ほ
ど
ご
説
明
い
た
だ
い
た
新
た

な
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
い
う
一
環
な
の
か
と
思
っ
て
、
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
。
今
後
、

こ
こ

10
年
な
り
、
20

年
な
り
、
先
を
見
通
し
た
中
で
、
そ
こ
ま
で
見
通
せ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

教
育
委
員
会
と
し
て
、
ど
う
い
う
方
向
性
で
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
お
聞
き
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
今
後
、
策
定
委
員
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
第

1
回
目
を
先
日
行
っ
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
10
月

31
日
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
小
中
学
校
適
正
配
置
方
針
の
検
討
委
員
会

で
は
、
審
議
会
の
答
申
を
受
け
ま
し
て
、
適
正
配
置
方
針
改
定
の
趣
旨
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
説
明

は
も
う
終
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
説
明
の
中
で
も
、
明
け
ま
し
て
今
月

11
月
に
は
、
適
正
配
置
等
を

行
政
主
導
で
は
な
く
住
民
か
ら
の
要
望
で
実
施
す
る
こ
と
を
非
常
に
重
く
考
え
て
お
り
ま
す
。
住
民
か

ら
統
廃
合
等
の
要
望
が
あ
っ
た
場
合
、
統
廃
合
の
基
準
の
見
直
し
を
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
で
言
わ
れ
た
け

れ
ど
も
、
ま
だ
十
分
頑
張
れ
る
学
校
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
う
ぎ
り
ぎ
り
で
こ
れ
は
ち
ょ

っ
と
存
続
で
き
な
い
と
し
て
、
発
議
し
て
く
る
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

 
そ
こ
で
、
発
議
が
あ
っ
た
場
合
の
基
準
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
事
前
に
基

準
案
を
作
成
し
て
、
委
員
の
皆
様
に
資
料
を
配
布
し
ま
し
て
、
ま
た
、
検
討
を
行
っ
て
い
た
だ
く
と
い

う
作
業
を

11
月
に
行
い
ま
す
。
 

 
そ
し
て
、
明
け
ま
し
て

1
月
で
ご
ざ
い
ま
す
。
1
月
に
は
、
都
城
市
の
配
置
方
針
を
決
定
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
、
配
置
方
針
が
生
き
て
お
り
ま
す
の
が
、
平
成

20
年

7
月
に
報

告
書
が
出
て
お
り
ま
し
て
、
こ
の
と
き
は
、
四
家
中
学
校
が
廃
校
に
な
る
ち
ょ
っ
と
前
の
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
こ
と
を
意
味
づ
け
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
の
で
、
実
は
そ
の
と
き
の
適
正
方
針

の
基
本
的
な
考
え
方
の
中
に
、
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

 
し
た
が
っ
て
、
小
学
校
に
お
い
て
は
、
地
域
み
ず
か
ら
が
統
合
を
望
ま
な
い
限
り
、
小
中
連
携
や
小

学
校
間
の
連
携
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
の
工
夫
を
試
み
な
が
ら
、
存
続
さ
せ
る
こ
と
に
す
る
。
し
か
し
、
中

学
校
に
お
い
て
は
、
生
徒
が
人
格
形
成
に
大
変
重
要
な
思
春
期
と
い
う
時
期
に
さ
し
か
か
る
こ
と
。
さ

ら
に
、
各
教
科
指
導
の
専
門
性
に
よ
り
、
各
教
科
専
任
の
教
諭
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
。
更
に
、
高
等
学

校
へ
の
進
学
と
い
う
大
き
な
目
標
を
抱
え
、
控
え
る
時
期
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
、
著
し
い
小
規
模
化
や

著
し
い
男
女
比
の
隔
た
り
は
、
適
正
な
教
育
を
阻
む
原
因
に
な
る
と
考
え
た
と
い
う
こ
と
で
、
廃
止
の

方
針
な
の
で
す
。
そ
こ
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
中
学
校
も
、
答
申
に

よ
り
ま
す
と
、
仕
組
み
、
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
発
議
に
よ
っ
て
こ
れ
を
閉
じ
た
り
、
統
合
し
た
り
す

る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
こ
こ
の
部
分
を
変
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
。
 

 
も
う
一
つ
は
、
基
準
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
3
学
級
以
上
と
い
う
も
の
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

57575757



 

過
去
の
答
申
の
欄
で
は
、
3
学
級
以
上
の
と
き
に
は
廃
止
は
し
ま
せ
ん
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
今
回
、
3
学
級
だ
と
し
て
も
、
中
に
い
る
人
数
、
そ
こ
を
問
題
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

は
思
っ
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
基
準
の
と
き
に
は
、
中
学
校
の
場
合
は
短
式
学
級
が

3
学
級
以
上
あ

る
場
合
と
い
う
こ
と
で
統
合
し
て
い
く
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
中
身
、
例
え
ば
、
教
師
一
人
、
児
童

一
人
と
い
う
学
校
も
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
学
校
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
や
っ
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
も
踏
ま
え
た
上
で
、
今
回
、
基
準
を
作
っ
て
い
く
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
先
、
方
向
性
と
か
、
そ
う
い
っ
た
も
の
は
、
教
育
委
員
で
あ
る
私
ど
も
に
も

示
さ
れ
な
が
ら
、
望
ま
し
い
方
向
へ
向
か
っ
て
い
く
と
理
解
し
て
よ
ろ
し
い
で
す
ね
。
 

 【
報
告
第
97

号
】
 

○
小
西
委
員
長
 

 
設
定
要
項
の
（
3）
、
こ
の
文
章
を
ち
ょ
っ
と
わ
か
り
や
す
く
、
検
討
事
項
の
（
3）
、
事
業
実
施
に
あ

た
り
の
と
こ
ろ
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
関
係
者
と
の
連
絡
調
整
及
び
実
施
方
法
に
関
す
る
事
項
は
、
検
討
す
る
事
項
を
羅
列
し
て
し
ま
っ
た

も
の
で
、
こ
う
い
う
表
現
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
及
び
と
並
び
に
で
、
つ
な
い
で
し
ま
っ
て
い
る

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
そ
れ
か
ら
、
下
の
行
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
事
業
の
休
止
が
な
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
継
続
の
有
無
に

関
す
る
事
項
と
い
う
こ
と
で
し
て
、
わ
か
り
づ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
こ
れ
は
結
局
、
何
か
が
あ
っ
て
一
旦
休
止
し
た
も
の
を
続
け
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
と

い
う
内
容
な
の
で
す
か
。
そ
れ
は
結
局
、
次
の
報
告
第
98

号
の
事
業
の
休
止
と
い
う
と
こ
ろ
の
文
章
と

同
じ
な
わ
け
で
す
ね
、
内
容
は
。（

8）
の

2
で
す
け
れ
ど
も
、
事
業
の
休
止
に
つ
い
て
、
継
続
の
有
無

の
検
討
が
必
要
と
な
る
場
合
、
速
や
か
に
検
討
会
を
開
催
の
上
、
関
係
事
項
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま

た
、
検
討
会
は
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
報
告
な
の
で
す
が
、
こ
れ
と
内
容
は
一
緒
と
考
え
て
よ
ろ
し
い

で
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
そ
の
前
の
第
７
で
す
が
、
検
討
会
の
開
催
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
一
文
お
い
て
お
か
な
い
と
、
検
討
会

を
開
催
し
て
そ
の
有
無
を
決
め
ま
す
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
検
討
会
の
要
項
も
同
時
に
今
回
は
付
け
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
継
続
の
有
無
と
い
う
こ
と
は
、
何
か
が
あ
っ
て
、
こ
れ
を
続
け
る
か
、
続
け
な
い
か
と
い
う
こ
と
を

検
討
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
ね
。
そ
し
て
、
一
応
休
止
さ
れ
て
も
、
ま
た
、
続
け
る
と
い
う
こ
と

58585858



 

と
、
も
う
続
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
ね
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
そ
の
と
お
り
で
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
そ
の
事
業
の
休
止
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
そ
れ
と
同
じ
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
多
分
こ
の
休
止
は
、
休
止
を
す
る
と
判
断
す
る
の
を
、
ど
こ
が
す
る
か
を
書
い
て
お
か
な
い
と
困
る

の
で
、
事
業
の
休
止
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
に
あ
る
よ
う
に
、
各
学
校
は
事
業
の
判
断
を
休
止
で
き
る
も

の
と
す
る
と
一
方
は
入
れ
て
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
再
開
し
よ
う
と
思
っ
た
場
合
に
は
、
検
討
会
で
継
続

を
検
討
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
文
言
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 
休
止
を
ど
こ
が
決
め
る
の
か
の
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
そ
の
主
体
は
各
学
校
で
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
 

 【
報
告
第
98

号
】
 

○
赤
松
委
員
 

 
平
成

29
年
度
都
城
市
小
学
校
フ
ッ
化
物
洗
口
事
業
実
施
要
項
は
、
平
成

29
年
度
の
実
施
要
項
で
あ

っ
て
、
こ
れ
か
ら
ず
っ
と
続
い
て
い
く
と
い
う
、
こ
の
取
り
組
み
そ
の
も
の
の
実
施
要
項
で
は
な
い
と
。  

●
学
校
教
育
課
長
 

 
は
い
、
単
年
度
要
項
と
い
う
形
で
作
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
今
回
は
、
モ
デ
ル
校

10
校
等
に
関
す
る
記
述
の
み
が
上
げ
ら
れ
て
き
て
、
結
局
、
モ
デ
ル
校
以
外
、

全
体
的
に
実
施
す
る
と
な
っ
た
時
の
こ
と
が
全
く
触
れ
て
い
な
い
の
で
す
ね
。
一
体
ど
う
し
た
の
だ
ろ

う
と
思
っ
た
の
で
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
の
年
度
に
限
っ
て
の
実
施
要
項
な
の
だ
と
、
今
わ

か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
理
解
で
よ
ろ
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。
と
い
う
こ
と
は
、
毎
年
度
実
施
要

項
が
策
定
さ
れ
て
い
く
と
い
う
考
え
方
な
の
で
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
こ
の
考
え
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
の
予
算
を
と
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
つ
ま
り
、

全
校
分
の
予
算
と
い
う
形
で
の
。
で
す
の
で
、
法
制
と
相
談
を
い
た
し
ま
し
て
、
単
年
度
で
ま
い
り
ま

し
ょ
う
か
と
い
う
よ
う
な
結
論
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
予
算
を
と
っ
た
段
階
で
の
要
項
が
で
き

上
が
る
と
い
う
こ
と
で
、
ち
ょ
っ
と
大
変
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
単
年
度
要
項
と
い
う
形
が
望
ま
し
い

と
議
論
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
モ
デ
ル
校
と
い
う
言
い
方
が
、
そ
れ
以
外
の
学
校
と
の
区
別
を
し
て
考
え
た
時
、
本
来
そ
れ
以
外
の

学
校
に
も
広
げ
て
い
く
た
め
に
、
今
回
に
限
っ
て
モ
デ
ル
校

10
校
設
定
し
た
と
い
う
ふ
う
に
な
る
の
か

59595959



 

な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
従
っ
て
、
一
番
上
が
モ
デ
ル
校
で
す
よ
と
い
う
表
記
が
な
く
て
構
わ
な
い
の

か
な
と
思
っ
た
の
で
す
。
 

 
上
の
タ
イ
ト
ル
を
見
る
と
、
全
体
の
学
校
に
対
す
る
実
施
要
項
の
よ
う
に
思
え
て
し
ま
う
の
で
す
け

れ
ど
も
、
中
を
読
ん
で
い
く
と
、
モ
デ
ル
校

10
校
に
つ
い
て
の
要
項
に
な
っ
て
い
る
と
私
は
感
じ
た
も

の
だ
か
ら
、
今
、
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
単
年
度
で
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
 

実
施
に
つ
い
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
こ
れ
は
も
う
動
き
だ
し
て
い
る
の
で
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
実
際
に
今
、
明
道
小
学
校
で
は
、
教
職
員
の
説
明
、
そ
し
て
、
保
護
者
説
明
会
が
終
了
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
と
き
に
、
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
読
ま
せ
て
い
た
だ
く
と
、
保
護
者
へ
の
説
明
会
は
、
19

時
か
ら

20
時
と
夜
、
予
定
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
が

8
つ
ぐ
ら
い
。
お
昼
に
予
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
教
育
委
員
会
の
方

と
か
、
あ
る
い
は
歯
科
医
師
と
か
、
薬
剤
師
と
か
、
関
係
あ
る
方
が
参
加
さ
れ
る
の
だ
と
思
う
の
で
、

夜
ま
で
大
変
ご
苦
労
だ
っ
た
と
思
い
な
が
ら
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
体
調
管
理
と
か
、
寒
く
な

る
時
期
で
す
の
で
、
そ
の
へ
ん
ま
で
ご
配
慮
し
て
臨
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 

 
4
ペ
ー
ジ
の
真
ん
中
に
、
フ
ッ
化
物
洗
口
の
実
施
と
い
う
欄
が
大
き
な
枠
で
書
い
て
あ
っ
て
、
フ
ッ

化
物
洗
口
の
練
習
と
書
い
て
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
と
き
必
ず
確
認
す
る
事
項
、
学
級
で
の
実
施
で
は
児

童
が
ぶ
く
ぶ
く
う
が
い
が
で
き
る
こ
と
。
水
を
飲
み
込
ま
ず
に
吐
き
出
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
ま
す
と
。
こ
れ
は
、
担
任
が
確
認
す
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
こ
の
へ
ん
の
、
確
認
し
た
と
き
、

全
員
で
き
ま
し
た
と
か
、
子
ど
も
が
で
き
ま
し
た
と
丸
を
付
け
る
と
か
、
何
か
そ
う
い
う
ふ
う
な
こ
と

の
記
録
と
い
う
も
の
が
残
さ
れ
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
へ
ん
は
ど
う
な
の
か
と
思

っ
た
点
が
１
点
。
 

 
そ
れ
か
ら
、
子
ど
も
か
ら
参
加
さ
せ
ま
す
、
希
望
し
ま
せ
ん
と
い
う
保
護
者
か
ら
の
返
事
が
返
っ
て

き
ま
す
が
、
文
章
と
し
て
は
、
平
成

29
年
度
の
こ
れ
こ
れ
に
つ
い
て
希
望
し
ま
す
、
希
望
し
ま
せ
ん
の

ほ
う
が
、
よ
り
保
護
者
の
意
志
が
明
確
に
こ
ち
ら
に
返
っ
て
く
る
と
思
い
ま
し
た
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
ま
さ
し
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
改
定
を
繰
り
返
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
思
っ
て
お
り
ま

す
。
明
道
小
学
校
で
や
っ
た
と
き
に
も
、
色
々
な
ご
指
摘
を
受
け
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の
と
こ
ろ
は
、

最
初
か
ら
完
璧
な
も
の
は
難
し
か
っ
た
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
5
時
間
ぐ
ら
い
か
け
て
結
構
読
ん
だ
の
で
す
け
れ
ど
も
。
大
変
は
大
変
で
す
。
 

 【
報
告
第
99

号
】
 

○
濵
田
委
員
 

60606060



 

 
高
専
に
特
別
な
枠
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
 

 
高
等
学
校
と
か
、
大
学
と
か
、
微
妙
な
立
ち
位
置
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
内

規
の
中
で
高
専
大
会
に
つ
い
て
は
特
別
に
配
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

 【
報
告
第

10
2
号
】
 

○
小
西
委
員
長
 

 
御
入
部
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
お
赤
飯
の
ふ
る
ま
い
と
い
う
の
が
先
着

20
名
と
謳
っ
て
あ
り
ま
す
が
、
昨

年
は
こ
の

20
名
と
い
う
の
は
、
沢
山
の
人
の
中
の
ご
く
一
部
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
適
正
だ
っ
た

の
か
、
ど
の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 

●
都
城
島
津
邸
館
長
 

 
実
際
は

10
0
人
分
ぐ
ら
い
作
っ
て
お
り
ま
す
。
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
郷
中
教
育
で
、
一
家
で
門
松
作

り
を
す
る
と
言
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
と
、
親
の
方
が
付
い
て
こ
ら
れ
る
も
の
で
す

か
ら
、
保
護
者
の
方
が
何
人
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
想
定

20
人
以
上
は
も
ち
ろ
ん
あ
る

の
で
す
け
れ
ど
も
、
余
計
書
い
て
い
て
な
く
な
る
と
い
け
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
少
な
め
に
書
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 【
議
案
第

29
号
】
 

○
中
原
委
員
 

 
高
城
町
中
央
公
民
館
図
書
室
規
程
な
く
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
何
か
不
都
合
な
点
と
か
、
問
題
が
あ

る
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
す
か
。
 

●
高
城
地
域
振
興
課
長
 

 
特
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
高
城
図
書
館
と
い
う
も
の
が
存
在
し
て
お
り
ま
す
の
で
問
題
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
 

 【
議
案
第

30
号
】
 

○
濵
田
委
員
 

 
善
行
と
体
育
と
文
化
の

3
部
門
の
う
ち
の
体
育
は
取
り
除
く
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
は
、
ス
ポ

ー
ツ
賞
と
か
、
ス
ポ
ー
ツ
精
励
賞
と
か
別
に
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
や
り
ま
せ
ん
よ
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
一
つ
は
、
各
競
技
で
も
う

1
回
表
彰
が
あ
り
ま
す
。
競
技
で
表
彰
さ
れ
て
、
そ
し
て
、
そ
の
上
位
の

人
た
ち
だ
け
集
め
て
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
と
い
う
の
が
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
が
や
ら
れ
て
い
る
の
で
、
も
う

一
つ
重
ね
る
と

3
つ
も
ら
う
と
、
一
つ
の
こ
と
で
。
 

○
小
西
委
員
長
 

61616161



 

 
精
励
賞
に
つ
い
て
、
も
う
一
つ
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
が
、
結
局
、
2
本
に
な
る
わ
け
な
の
で
す
ね
、

伝
統
文
化
と
い
う
の
は
項
目
と
し
て
は
上
げ
ら
れ
な
く
て
、
善
行
賞
と
文
化
賞
と
、
そ
の
文
化
賞
の
中

に
要
項
に
書
い
て
あ
る
よ
う
に
、
地
域
等
の
伝
統
文
化
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
そ
の
活
動
が
顕
著

な
も
の
と
。
そ
う
し
ま
す
と
、
今
ま
で
は
こ
の
方
た
ち
の
表
彰
は
な
か
っ
た
わ
け
で
す
か
、
こ
う
い
う

方
面
の
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
善
行
と
い
う
と
こ
ろ
に
入
っ
て
い
た
わ
け
な
の
で
す
が
、
善
行
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
る
と
、

確
か
に
、
い
い
こ
と
で
は
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
で
は
な
く
て
、
き
ち
ん
と
、
継
承
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
な
の
で
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

 

 

12
月
定
例
教
育
委
員
会
 

12
月
定
例
教
育
委
員
会
 

12
月
定
例
教
育
委
員
会
 

12
月
定
例
教
育
委
員
会
 

11
月

28
日

11
月

28
日

11
月

28
日

11
月

28
日
（（ （（
火火 火火
）） ））
南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

報
告

2
件
 
議
案

3
件
 

報
告

2
件
 
議
案

3
件
 

報
告

2
件
 
議
案

3
件
 

報
告

2
件
 
議
案

3
件
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

教
育
長
報
告
及
び
付
議
案
件
 

教
育
長
報
告
及
び
付
議
案
件
に
関
す
る
主
な
教
育
委
員
の
意
見
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

い
つ
も
の
と
お
り
、
生
徒
の
指
導
の
現
状
に
つ
い
て
、
一
枚
の
Ａ
4
の
用
紙
が
置
い
て
あ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
沿
っ
て
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

 
ま
ず
、
非
行
で
す
け
れ
ど
も
、
10

月
中
は

3
件
ほ
ど
、
問
題
が
あ
り
ま
し
て
、
家
出
事
案
が

2

件
、
暴
力
行
為
が

1
件
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
一
度
報
告
を
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

家
出
の

2
件
で
し
た
。
 

 （
意
見
な
し
）
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

報
告
第

10
5
号
 
専
決
処
分
し
た
事
務
に
つ
い
て
（
平
成

29
年
度
都
城
市
教
育
委
員
会
名
義
後
 

援
・
共
催
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

10
6
号
 
平
成

29
年
度
人
権
啓
発
標
語
審
査
結
果
に
つ
い
て
 

議
案
第

31
号
 
文
化
財
の
指
定
に
つ
い
て
 

議
案
第

32
号
 
平
成

29
年
度

12
月
補
正
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
 

議
案
第

33
号
  
第

2
次
都
城
市
文
化
振
興
計
画
（
案
）
策
定
に
係
る
教
育
委
員
会
の
意
見
に
つ
い

て
 

 

 【
報
告
第

10
6
号
】
 

○
小
西
委
員
長
 

 
精
励
賞
は
私
た
ち
が
手
分
け
し
て
渡
す
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
そ
れ
は
こ
の
時
で
す
か
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
今
回
は

2
月

12
日
の
都
城
教
育
の
日
、
そ
の
日
に
渡
す
み
た
い
で
す
。
 

●
生
涯
学
習
課
長
 

 
そ
の
方
向
で
、
今
、
調
整
を
し
て
お
り
ま
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
最
優
秀
賞
の

3
件
は
、
い
ず
れ
も
同
じ
よ
う
な
、
本
当
に
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
と
思
う
よ
う
な
作
品
が
選
ば
れ
て
、
ほ
か
の
優
秀
賞
の
作
品
も
読
ん
で
み
て
、
素
晴
ら
し
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
こ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
、
喜
び
と
か
、
大
事
な
こ
と
だ
な
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
の
作
品
も
増
え
て
い
る
、
応
募
総
数
も
増
え
て
い
る
、
も
っ
と
も
っ
と
増
え
て
い
く
と
い
い
の

62626262



 

か
な
と
思
い
ま
す
。
大
事
に
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
先
ほ
ど
、
補
正
予
算
の
中
に
、
生
涯
学
習
機
会
づ
く
り
推
進
事
業
と
い
う
項
目
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
れ
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
内
容
か
な
と
思
っ
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
 

●
生
涯
学
習
課
長
 

 
こ
の
生
涯
学
習
機
会
づ
く
り
推
進
事
業
と
申
し
ま
す
の
は
、
よ
か
・
余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
と
い
う
こ
と
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城
が
運
営
し
て
い
た
の
で
す
が
、
市
と
し
て
は

補
助
金
を
交
付
し
て
、
補
助
金
の
中
で
実
際
の
学
習
量
と
一
緒
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
運

営
が
難
し
く
な
り
ま
し
て
、
平
成

30
年
度
か
ら
は
法
人
の
運
営
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
平
成

30
年
度
か
ら
直
営
に
な
り
ま
す
。
今
、
そ
う
い
う
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

の
中
で
、
市
民
の
方
に
ご
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
、
お
一
人

3
月
分
の
賃
金
と
保
険
料
を
計
上
し
て

お
り
ま
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
来
年
の

4
月
か
ら
切
り
替
わ
る
わ
け
。
 

●
生
涯
学
習
課
長
 

 
そ
う
で
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
民
営
化
が
難
し
く
な
っ
た
と
い
う
の
は
、
状
況
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
状
況
な
の
で
す
か
。
 

●
生
涯
学
習
課
長
 

 
学
習
者
の
減
と
い
う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
実
際
に
収
入
と
な
る
部
分
が
学
習
者
の
料
金
、

市
の
補
助
金
が

41
0
万
円
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
中
で
、
市
の
部
分
に
関
し
ま
し
て
は
、
講
師
料

の
3
分
の

1
の
補
助
金
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
学
習
者
が
少
な
く
な
れ
ば
、
講
師
に
払
う
分
も
少
な

く
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
実
際
に
こ
こ

3
年
間
、
返
還
金
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
一
番
運

営
す
る
た
め
の
場
所
代
と
か
、
2
人
職
員
が
お
り
ま
す
の
で
、
2
人
の
賃
金
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
今
ま

で
蓄
え
て
き
た
預
貯
金
を
食
い
潰
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
も
う
こ
れ
以
上
は
法
人
と
し
て
運
営

が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
相
談
が
あ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
今
年
色
々
と
部
長
も
含
め
て
協
議
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
来
年
度
か
ら
直
営
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
そ
う
し
ま
す
と
、
き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城
は
法
人
と
し
て
は
解
散
に
な
る
の
で
す
か
。
 

●
生
涯
学
習
課
長
 

そ
う
な
り
ま
す
。
 

 【
議
案
第

31
号
】
 

○
黒
木
教
育
長
 

63636363



 

 
文
化
財
に
な
っ
た
ら
、
そ
の
都
度
、
何
か
建
て
る
の
で
す
か
。
 

●
文
化
財
課
長
 

 
指
定
文
化
財
に
つ
き
ま
し
て
は
、
標
柱
を
建
て
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
説
明
看
板
を
設
置
し
た
り
し

て
お
り
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
石
の
文
化
財
と
い
う
の
は
、
も
う
こ
の
ま
ま
屋
根
付
き
と
か
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
な
い
わ
け
な
の
で

す
ね
。
 

●
文
化
財
課
長
 

 
石
造
物
に
つ
い
て
の
指
定
文
化
財
は
沢
山
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
雨
よ
け
の
た
め
の
屋
根
を
付
け

た
り
し
て
い
る
も
の
は
今
の
と
こ
ろ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
道
路
敷
き
に
あ
り
ま
す
の
で
、
構
造
物

を
作
る
と
な
る
と
ち
ょ
っ
と
道
路
を
管
理
し
て
い
る
維
持
管
理
課
と
か
、
そ
ち
ら
と
協
議
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
こ
れ
も
随
分
な
日
数
が
経
っ
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
石
が
風
化
す
る
と
か
、
そ
う
い
う
た
め

の
保
護
み
た
い
な
も
の
は
も
う
さ
れ
な
い
で
、
自
然
の
ま
ま
に
置
か
れ
る
わ
け
な
の
で
す
ね
。
 

●
文
化
財
課
長
 

 
安
久
の
ほ
う
に
正
応
寺
と
い
う
石
仏
群
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
が
天
正
時
代
の
石
造
物
が
あ

る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
表
面
に
苔
が
生
え
な
い
よ
う
に
と
か
、
そ
う
い
う
薬

剤
処
理
を
し
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
そ
う
な
の
で
す
ね
。
わ
か
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
こ
れ
は
現
在
、
日
待
と
い
う
行
事
が
、
現
在
に
何
か
形
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
あ
る
の
で
す
か
。
 

●
文
化
財
課
長
 

 
日
待
の
行
事
に
限
ら
ず
、
月
待
ち
の
行
事
も
今
、
地
区
で
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
も
う
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
昭
和
の
中
頃
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
石
碑
に
対
し
て
そ
こ
に
集
ま
っ
て
お
祭
り
を
や
っ
た
り
と
か
、
月

待
ち
の
掛
け
軸
と
か
を
家
に
飾
っ
て
、
お
祭
り
を
や
っ
て
い
た
り
し
た
と
こ
ろ
は
あ
っ
た
み
た
い
な
の

で
す
け
れ
ど
も
、
も
う
ち
ょ
っ
と
そ
の
行
事
の
維
持
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
掛
け
軸
等
も

市
の
ほ
う
に
寄
贈
い
た
だ
い
た
り
と
か
し
て
お
り
ま
す
。
 

 
あ
と
色
々
な
民
俗
行
事
が
あ
っ
て
、
観
音
講
み
た
い
な
も
の
も
お
寺
に
お
返
し
に
な
っ
た
り
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
亡
く
な
ら
れ
た
方
を
供
養
す
る
と
い
う
も
の
が
目
的
で
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
の
で
す
か
。
 

●
文
化
財
課
長
 

64646464



 

 
日
待
ち
は
、
一
定
の
日
に
人
が
集
ま
っ
て
忌
籠
り
を
し
て
、
日
の
出
を
拝
む
と
い
う
行
事
だ
っ
た
の

で
す
け
れ
ど
も
、
供
養
の
た
め
に
こ
の
塔
は
建
て
ら
れ
た
み
た
い
な
の
で
す
け
れ
ど
、
亡
く
な
っ
た
人

の
供
養
と
い
う
意
味
で
は
な
い
み
た
い
で
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
き
ち
っ
と
説
明
を
つ
け
て
、
表
示
も
し
て
、
大
事
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
う
い
う
も
の

に
対
し
て
の
値
打
ち
に
気
づ
か
な
い
人
た
ち
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
し
っ
か
り
表
示
し
て
、
子
ど
も

た
ち
も
、
地
域
の
人
た
ち
に
も
大
事
に
し
て
い
く
こ
と
は
大
変
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
 

 【
議
案
第

32
号
】
 

○
濵
田
委
員
 

 
12
ペ
ー
ジ
の
体
育
施
設
維
持
管
理
費
98
9
万
9
千
円
、
こ
こ
に
は
載
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
前
の

補
正
予
算
は
。
 

●
教
育
部
長
 

 
体
育
施
設
維
持
管
理
費
と
い
う
も
の
が

2
つ
ご
ざ
い
ま
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
分
が
98
万
9
千
円

で
、
山
之
口
地
域
振
興
課
が

25
3
万

8
千
円
で
、
合
わ
せ
て

35
2
万

7
千
円
と
な
り
ま
す
。
 

 

 

1
月
定
例
教
育
委
員
会
 

1
月
定
例
教
育
委
員
会
 

1
月
定
例
教
育
委
員
会
 

1
月
定
例
教
育
委
員
会
 

1
月

5
日

1
月

5
日

1
月

5
日

1
月

5
日
（（ （（
金金 金金
）） ））
南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

報
告

9
件
 
議
案

2
件
 

報
告

9
件
 
議
案

2
件
 

報
告

9
件
 
議
案

2
件
 

報
告

9
件
 
議
案

2
件
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

教
育
長
報
告
及
び
付
議
案
件
 

教
育
長
報
告
及
び
付
議
案
件
に
関
す
る
主
な
教
育
委
員
の
意
見
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

お
手
元
に
資
料
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
今
ま
で
風
邪
で
伏
し
て
ま
し
て
、
今
朝
い
た
だ
い

て
目
を
通
し
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
に
沿
っ
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

 
非
行
問
題
は
、
1
件
は
対
教
師
暴
力
で
、
も
う

1
件
は
器
物
破
損
で
し
た
が
、
両
方
と
も
謝
罪
も

含
め
解
決
済
み
で
す
。
 

暴
力
行
為
は
、
先
生
が
注
意
を
し
た
の
に
対
し
て
、
小
学
生
で
す
け
れ
ど
も
、
理
科
の
授
業
中

に
、
歌
を
唄
っ
た
こ
と
を
注
意
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
教
師
の
腕
や
口
元
を
叩
い
た
と
い
う
こ

と
が
起
き
た
事
案
で
ご
ざ
い
ま
す
。
実
際
、
保
護
者
と
の
対
応
は
既
に
終
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 
器
物
破
損
は
、
小
学
生
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
よ
く
や
る
や
つ
で
す
が
、
下
校
中
に
い
た
ず
ら

を
し
て
、
空
き
家
の
ガ
ラ
ス
を
割
っ
た
り
と
か
、
車
止
め
の
ポ
ー
ル
を
壊
し
た
り
と
か
、
そ
う
い

う
こ
と
を
や
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
保
護
者
に
事
実
を
伝
え
、
謝
罪
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
２
件
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
不
登
校
は
、
そ
こ
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
分
け
て
書
い
て
く
る
よ
う
に
お
願
い
を
し
ま
し
た
が
、

小
学
校
、
中
学
校
で
す
が
、
新
規
と
い
う
の
が
結
構
増
え
て
お
り
ま
し
て
、
4
月
か
ら

11
月
ま
で

の
傾
向
な
の
で
す
が
、
以
前
か
ら
継
続
し
て
続
い
て
い
る
小
学
校

23
名
で
す
が
、
継
続
し
て
続
い

 ○
赤
松
委
員
 

 
不
審
者
の
件
で
、
ち
ょ
っ
と
気
に
な
り
ま
し
た
の
が
、
何
度
も
こ
う
い
う
こ
と
を
お
聞
き
し
て
い
る

の
で
す
が
、
同
一
学
校
の
近
辺
で
い
つ
も
同
じ
よ
う
な
不
審
者
が
出
て
い
る
と
い
う
状
況
は
な
い
の
で

す
か
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
今
、
こ
こ
に
上
が
っ
て
き
て
い
る
も
の
で
は
、
な
い
で
す
け
れ
ど
も
。
た
だ
、
山
田
な
ら
山
田
で
起

き
て
い
る
よ
う
な
こ
と
は
、
先
ほ
ど
報
告
し
た
山
田
の
事
案
は
、
1
年
前
か
、
も
う
少
し
前
か
、
一
度

同
じ
よ
う
な
事
案
が
起
き
ま
し
た
。
多
分
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
だ
と
い
う
可
能
性
は
な
い
わ
け
で

は
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
違
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
多
分
、
同
じ
だ
と
考
え
ら
れ
る
み
た
い
な
こ
と
が
、
2、

3
週
間
前
も
あ
っ
た
同
じ
人
み
た
い
だ
と
か
、

そ
う
い
う
情
報
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
対
処
の
方
法
の
あ
り
方
が
あ
る
の
か
と
思
い
ま
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
警
察
の
ほ
う
へ
全
部
届
け
て
い
ま
す
の
で
、
警
察
が
つ
か
ん
で
い
る
部
分
も
あ
る
か
と
は
思
う
の
で
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て
い
る

8
名
は
継
続
し
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
新
規
に

15
名
と
い
う
形
で
起
き
て
い
る
。
13
9

名
に
新
規
に

82
名
と
い
う
こ
と
で
、
対
前
年
度
比
で
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
が
い
ま
す
と
か
、
適
用
教
室
等
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
改
善
に

努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
な
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
い
じ
め
に
関
し
ま
し
て
は
、
毎
月
実
施
し
ま
し
て
、
そ
こ
に
あ
る
よ
う
な
形
で
ご
ざ
い
ま
す
。

甚
大
な
事
態
に
至
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
は
見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
既
に
い
じ
め
た
方
、
い

じ
め
ら
れ
た
方
と
も
協
議
を
し
て
、
対
応
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
深
刻
な
い
じ

め
等
は
今
の
と
こ
ろ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
 

 
交
通
事
故
は
、
中
学
校
で
、
自
転
車
の
飛
び
出
し
と
か
、
自
転
車
の
事
故
と
い
う
の
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
そ
れ
が

3
件
で
す
。
 

 
不
審
者
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
昨
年
来
、
昨
年
の
特
に

11
月
、
10

月
と
か
、
後
半
に
か
け
て

不
審
者
が
異
常
に
多
ご
ざ
い
ま
し
た
。
小
学
校
で

9
件
と
い
う
こ
と
で
、
重
大
な
事
件
は
発
生
し

て
い
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
11

月
に
起
き
た
事
案
の
中
に
は
、
例
え
ば
、
中
学
校
の
女
子
生
徒

が
、
自
転
車
で
下
校
中
に
あ
い
さ
つ
を
し
た
ら
、
腕
を
掴
ま
れ
た
。
よ
く
都
城
の
子
ど
も
た
ち
は

「
こ
ん
に
ち
は
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
よ
ね
、
そ
れ
が
逆
に
な
っ
て
、「

こ
ん
に
ち
は
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
ら
、
腕
を
掴
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
ふ
り
ほ
ど
い
た
時
に
ひ
っ
か
き
傷
が
で
き
た
と

い
う
よ
う
な
事
例
で
、
60

歳
く
ら
い
の
男
性
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
よ
く
あ
る
の
は
、
最
近
、
前
も
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
も

11
月
の
事
案
の
中
で
は
写
真

を
撮
ら
れ
る
と
い
う
の
が
意
外
と
あ
る
の
で
す
。
白
い
車
が
前
方
に
止
ま
っ
て
、
車
の
中
か
ら
写

真
を
撮
ら
れ
た
と
い
う
事
案
で
す
。
こ
れ
は
前
か
ら
起
き
て
い
る
の
で
す
。
さ
ら
に
１
１
月
で
す

け
れ
ど
も
、
全
身
黒
い
服
装
の
男
が
下
半
身
を
露
出
し
て
、
女
子
中
学
生
の
ほ
う
を
見
て
い
た
と

い
う
事
案
が
起
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
一
万
城
の
近
く
で
す
。
 

 
そ
う
い
う
本
当
に
色
々
あ
っ
て
、
こ
れ
は
部
活
の
練
習
で
校
外
を
走
っ
て
い
る
と
き
に
、
70
才

く
ら
い
の
高
齢
者
の
男
性
に
、「

お
嬢
さ
ん
」
と
言
わ
れ
て
肩
を
掴
ま
れ
た
と
い
う
事
案
、
小
松
原

地
区
公
民
館
の
近
く
だ
そ
う
で
す
。
今
度
は
、
山
田
で
す
け
れ
ど
も
、
女
子
中
学
生
が
登
校
中
に
、

「
道
に
迷
っ
た
の
だ
け
ど
、
車
に
一
緒
に
乗
っ
て
案
内
を
し
て
く
れ
」
と
声
を
か
け
ら
れ
て
、
断

る
と
ス
マ
ホ
で
写
真
を
撮
ら
れ
た
と
い
う
事
案
が
起
き
て
お
り
ま
す
。
30

歳
か
ら

35
歳
の
ち
ょ
っ

と
外
国
人
っ
ぽ
い
と
い
う
印
象
ら
し
い
で
す
。
11

月
は
結
構
沢
山
、
不
審
者
情
報
と
い
う
の
が
あ

り
ま
し
て
、
世
の
中
が
不
安
定
に
な
っ
て
い
る
せ
い
な
の
か
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。
 

 
そ
の
他
は
そ
こ
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
学
級
崩
壊
ま
で
に
い
か
な
い
に
し
て
も
、
学
級
が
う
ま

く
機
能
し
な
い
と
こ
ろ
、
と
も
に
、
特
定
の
児
童
が
落
ち
着
い
て
学
習
に
取
り
組
め
な
い
状
況
が

あ
っ
て
、
今
、
指
導
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
そ
れ
か
ら
、
7
番
目
の
都
城
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
の
改
定
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
、
文
部

科
学
省
、
国
の
ほ
う
か
ら
言
っ
て
き
た
こ
と
を
受
け
て
、
改
定
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
、
い
じ
め

す
。
多
分
マ
ー
ク
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
実
害
に
遇
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
あ
る
も

の
で
す
か
ら
、
な
か
な
か
警
察
も
対
応
し
に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
私
の
経
験
で
、
同
様
の
不
審
者
事
案
が
発
生
し
、
教
職
員
と
か
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ス
タ
ッ
フ
で
か
な
り
気
を

付
け
て
、
い
ろ
い
ろ
探
索
を
し
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
あ
る
時
、
生
徒
指
導
主
事
が
た
ま
た
ま
確
認
し

た
車
が
ど
う
も
不
審
者
の
車
両
に
間
違
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
プ
レ
ー
ト
ナ
ン
バ
ー
を
し
っ
か
り
メ

モ
し
た
の
で
す
。
ナ
ン
バ
ー
を
す
ぐ
に
警
察
に
報
告
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
警
察
が
逮
捕
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
事
例
が
あ
る
も
の
で
す
か
ら
、
同
じ
よ
う
な
情
報
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ

の
辺
を
気
を
付
け
る
と
う
ま
く
い
け
ば
そ
う
い
う
場
か
ら
排
除
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
わ
か
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
車
種
と
か
、
番
号
と
か
覚
え
て
も
ら
っ
て
、
警
察
に
報
告
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
同
一
人
物
に
よ
る
事
案
ら
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
特
定
で
き
る
こ
と
も
あ
り
う
る
し
、
そ
う

で
な
け
れ
ば
何
と
も
特
定
し
づ
ら
い
こ
と
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
。
そ
の
辺
の
と
こ
ろ
は
ど
う
か
な
と

思
っ
て
、
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
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防
止
対
策
専
門
委
員
会
で
審
議
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

報
告
第

10
7
号
 
専
決
処
分
し
た
事
務
に
つ
い
て
（
平
成

29
年
度
都
城
市
教
育
委
員
会
名
義
後
 

援
・
共
催
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

10
8
号
 
「
都
城
教
育
の
日
」
推
進
イ
ベ
ン
ト
開
催
要
項
の
制
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

10
9
号
 
都
城
市
立
小
中
学
校
事
務
改
善
委
員
会
設
置
要
綱
の
制
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

11
0
号
 
平
成

30
年
度
都
城
市
立
小
中
学
校
の
入
学
式
の
期
日
に
つ
い
て
 

報
告
第

11
1
号
 
臨
時
代
理
し
た
事
務
の
報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て
（
特
別
支
援
教
育
支
援
員
（
学
 

習
支
援
）
の
配
置
人
数
に
つ
い
 

報
告
第

11
2
号
 
平
成

29
年
度
都
城
市
就
学
指
導
委
員
会
答
申
に
つ
い
て
 

報
告
第

11
3
号
 
指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設
に
お
け
る
管
理
運
営
方
針
の
変
更
（
案
）
に
つ
い
 

て
 

報
告
第

11
4
号
 
都
城
市
都
市
公
園
条
例
及
び
都
城
市
山
田
町
公
の
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
に
つ
い
て
 

報
告
第

11
5
号
 
平
成

29
年
度
都
城
市
高
齢
者
学
級
振
興
大
会
開
催
要
項
の
制
定
に
つ
い
て
 

議
案
第

34
号
 
都
城
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
の
改
定
に
つ
い
て
 

議
案
第

35
号
  
平
成

29
年
度
都
城
市
立
美
術
館
作
品
収
集
委
員
会
へ
の
諮
問
に
つ
い
て
 

 

 【
報
告
第

10
8
号
】
 

○
小
西
委
員
長
 

 
教
育
の
日
の
事
業
内
容
な
の
で
す
が
、
鷲
山
先
生
の
略
歴
の
と
こ
ろ
で
、
日
本
の
文
学
者
と
書
い
て

あ
る
の
が
、
日
本
の
文
学
者
と
い
う
表
記
が
、
国
際
的
な
会
議
だ
っ
た
り
な
ら
日
本
の
文
学
者
と
な
る

け
ど
、
日
本
の
文
学
者
と
い
う
表
記
が
ち
ょ
っ
と
違
和
感
が
あ
る
か
な
と
、
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

慣
れ
な
い
と
い
う
か
、
も
う
一
つ
ほ
か
に
も
あ
っ
た
の
で
す
。
最
後
で
す
か
。
日
本
の
文
学
者
（
ド
イ

ツ
文
学
）
。
ド
イ
ツ
文
学
者
と
な
っ
た
ほ
う
が
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
日
本
の
研
究
者
と
し
て
お
い
て
、
ド
イ
ツ
文
学
並
び
に
社
会
思
想
の
研
究
者
と
し
た
ほ
う
が
い
い
か

も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
教
育
の
日
推
進
事
業
で
、
説
明
事
項
、
事
業
内
容
の
中
に
、
教
師
の
日
と
い
う
の
を
設
け
る
と
書
い

て
あ
る
の
で
す
が
、
こ
の
日
と
い
う
の
は
、
い
つ
頃
か
ら
い
つ
に
と
い
う
こ
と
は
既
に
決
ま
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
 

●
教
育
総
務
課
長
 

 
ユ
ネ
ス
コ
の
ほ
う
で
、
世
界
教
育
の
日
と
い
う
の
を
制
定
し
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
ち
ら
が

10
月

5
日
な
の
で
す
。
こ
ち
ら
は
、
今
、
各
国
で
行
っ
て
い
る
教
師
の
日
と
は
ま
た
別
で
あ
り
ま
し
て
、

ユ
ネ
ス
コ
の
場
合
は
、
今
、
学
び
の
環
境
の
整
っ
て
い
な
い
そ
う
い
う
国
で
教
師
を
育
成
す
る
、
派
遣

す
る
と
い
う
事
業
を
推
し
進
め
る
た
め
、
ユ
ネ
ス
コ
は
世
界
教
育
の
日
。
各
国
で
は
、
制
定
し
て
実
施

し
て
い
る
の
は
ま
ち
ま
ち
で
す
。
10
0
か
国
以
上
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
は
ど
の
国
が
い
つ
頃

制
定
し
て
、
今
、
実
際
ど
の
よ
う
な
形
で
行
っ
て
い
る
か
と
い
う
の
は
、
具
体
的
に
は
認
識
し
て
い
な

い
と
こ
ろ
で
す
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
日
本
の
場
合
は
、
こ
れ
は
い
つ
頃
と
い
う
こ
と
が
決
め
て
い
る
の
で
す
か
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
日
本
は
教
師
の
日
は
作
っ
て
い
な
い
で
す
ね
。
 

●
教
育
総
務
課
長
 

 
は
い
、
な
い
で
す
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
ま
だ
今
の
と
こ
の
予
定
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 

●
教
育
総
務
課
主
幹
 

 
諸
資
料
に
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
教
育
再
生
実
行
会
議
が
昨
年

6
月
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ

67676767



 

で
そ
う
い
う
提
言
は
、
教
師
の
日
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
提
言
は
あ
っ
た
と
い

う
み
た
い
で
す
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
提
言
で
と
ま
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
閉
会
行
事
の
中
で
、
こ
れ
を
提
案
さ
れ
る
と
い
う
…
。
 

●
教
育
総
務
課
主
幹
 

 
教
職
員
に
感
謝
の
気
持
ち
を
あ
ら
わ
す
と
い
う
こ
と
を
教
育
の
日
に
絡
め
て
行
い
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
教
師
の
日
の
取
り
組
み
と
し
て
、
花
束
贈
呈
を
や
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
教
師
の
日
を
こ
の
日

に
し
ま
す
と
か
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
な
い
の
で
す
。
教
職
員
に
感
謝
の
気
持
ち
を
あ
ら
わ
し
た
い
と

い
う
も
の
な
の
で
す
け
れ
ど
も
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
こ
れ
は
、
対
象
が
退
職
さ
れ
た
先
生
方
で
す
か
。
 

●
教
育
総
務
課
主
幹
 

 
ま
だ
現
職
の
方
で
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
先
生
に
感
謝
を
す
る
日
な
の
で
す
ね
。
 

●
教
育
総
務
課
主
幹
 

 
平
成

29
年
度
に
退
職
予
定
の
方
を
考
え
て
い
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
平
成

29
年
度
に
退
職
さ
れ
る
先
生
方
。
 

●
教
育
総
務
課
主
幹
 

 
代
表
で
そ
の
方
に
渡
す
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
本
当
は
、
教
職
員
全
員
の
す
べ
て
の
教

職
員
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
あ
ら
わ
し
た
い
と
い
う
も
の
な
の
で
す
が
、
代
表
と
し
て
、
花
束
を
退
職

者
の
方
に
贈
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
教
育
の
日
と
い
う
の
は
、
色
々
な
特
別
な
イ
ベ
ン
ト
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
最
初
、
聞
い
て
い
た
の

で
す
が
、
例
え
ば
、
来
年
も
、
教
師
の
日
と
い
う
の
は
何
ら
か
の
形
で
こ
う
い
う
感
謝
の
花
束
を
贈
呈

さ
れ
る
と
い
う
行
事
は
続
け
て
く
だ
さ
る
わ
け
で
す
ね
。
 

●
教
育
総
務
課
長
 

 
次
年
度
以
降
に
、
ど
う
い
う
内
容
の
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
か
と
い
う
の
は
、
今
の
と
こ
ろ
は
未
定
な
の

で
す
け
れ
ど
も
、
教
師
の
日
と
い
う
位
置
づ
け
で
い
け
ば
、
今
後
ま
た
、
同
じ
よ
う
な
形
で
、
次
は
、

平
成

30
年
度
の
退
職
者
の
方
に
贈
呈
す
る
こ
と
を
考
え
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

68686868



 

 
で
き
れ
ば
、
一
年
き
り
で
は
な
く
て
、
公
平
に
次
も
続
け
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
と
い
う
こ
と
は
、
都
城
市
内
に
住
ま
れ
る
方
全
員
に
周
知
し
た
上
で
、
こ
の
日
に
代
表
の
方
に
と
い

う
や
り
方
を
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
ね
。
 

●
教
育
総
務
課
長
 

 
そ
う
で
す
ね
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
教
育
の
日
と
教
師
の
日
と
い
う
の
は
別
の
も
の
で
す
よ
ね
。
 

 
教
師
の
日
と
い
う
の
は
、
特
に
、
特
定
さ
れ
た
日
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
わ
け
で
す
ね
。
 

●
教
育
総
務
課
長
 

 
そ
う
で
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
ま
ぎ
ら
わ
し
い
の
で
、
教
職
員
に
感
謝
の
気
持
ち
を
あ
ら
わ
す
取
り
組
み
を
実
施
と
し
て
お
け
ば
い

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
都
城
教
育
の
日
と
い
う
請
願
が
議
会
で
採
択
さ
れ
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
都
城

教
育
の
日
の
話
が
出
て
き
た
と
き
に
、
私
が
思
っ
た
の
は
、
日
本
は
残
念
な
が
ら
、
教
職
員
が
感
謝
を

さ
れ
る
と
い
う
取
り
組
み
が
全
く
な
く
て
、
そ
れ
は
や
は
り
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
、
バ

ッ
シ
ン
グ
ば
か
り
さ
れ
て
、
教
員
が
感
謝
を
し
て
も
ら
え
る
日
が
な
い
の
は
、
ま
ず
い
の
で
、
こ
の
教

育
の
日
の
中
で
そ
う
い
う
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
た
わ
け
で
す
。
た
だ
、
何
で
都
城
で

や
る
の
と
言
わ
れ
た
ら
困
る
か
ら
、
世
界
で
教
師
の
日
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

だ
か
ら
、
紛
ら
わ
し
い
よ
う
な
の
で
教
師
の
日
と
い
う
の
は
、
こ
う
い
う
の
が
あ
り
ま
す
よ
と
い
う

下
の
注
だ
け
で
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
教
師
の
日
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
す
よ
ね
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
あ
っ
て
も
い
い
の
で
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
開
催
要
項
に
は
そ
の
部
分
は
全
く
記
述
が
な
い
の
で
、
ち
ょ
っ
と
つ
な
が
ら
な
い
部
分
が
あ
る
な
と

思
い
ま
す
。
何
か
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
い
の
か
な
と
。
 

●
教
育
部
長
 

 
閉
会
行
事
の
と
こ
ろ
に
、
花
束
贈
呈
だ
け
入
っ
て
い
ま
す
ね
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
そ
れ
だ
け
で
す
ね
。
そ
れ
で
は
趣
旨
が
わ
か
ら
な
い
。
 

●
教
育
部
長
 

 
教
師
の
日
と
い
う
の
は
、
教
育
長
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
考
え
方
を
我
々
は
取
り
組
み
た
い
と
し
て

69696969



 

感
謝
を
あ
ら
わ
す
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
教
師
の
日
と
い
う
概
念
は
、
四
角
の
中
に
入
れ
て
い
っ
て
、

考
え
方
の
趣
旨
で
す
よ
と
い
う
形
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
そ
の
ほ
う
が
い
い
で
す
ね
。
 

 【
報
告
第

10
9
号
】
 

○
濵
田
委
員
 

 
設
置
要
項
の
案
の
第

6
条
の

6
項
、
専
門
部
会
は
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
3
行
目
に
意
志

疎
通
を
図
る
た
め
の
窓
口
と
し
て
、
と
い
う
表
現
が
あ
る
の
で
す
が
、
窓
口
と
し
て
が
、
専
門
部
会
が

窓
口
に
な
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
改
善
委
員
会
か
、
あ
る
い
は
教
育
委
員
会
事
務
局
か
、

事
務
局
と
い
う
感
じ
が
す
る
の
で
す
け
れ
ど
も
。
 

●
教
育
総
務
課
長
 

 
改
善
委
員
会
の
ほ
う
に
あ
る
と
い
う
意
味
で
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
こ
の
文
章
だ
と
、
専
門
部
会
が
主
語
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
そ
ん
な
感
じ
が
す
る
の
で
す
。
専
門
部
会
が
そ
う
い
う
窓
口
と
い
う
機
能
は
本
来
な
い
の
で
は
な
い

か
な
と
思
い
ま
し
て
。
言
葉
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
 

●
教
育
総
務
課
長
 

 
こ
こ
は
修
正
い
た
し
ま
す
。
 

 【
議
案
第

35
号
】
 

○
小
西
委
員
長
 

 
13
番
の
青
花
磁
器
と
い
う
貴
重
な
も
の
は
、
従
前
は
ど
の
よ
う
に
保
管
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
。
 

●
美
術
館
長
 

 
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
の
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
、
文
化
財
課
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
と
い
う
か
、
そ
こ
に
保
管
を
し

て
い
た
の
で
す
が
、
収
蔵
庫
で
ち
ゃ
ん
と
し
た
管
理
を
し
た
ほ
う
が
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
美

術
館
の
ほ
う
で
預
か
る
と
い
う
形
に
な
り
ま
し
た
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
ほ
か
に
も
こ
う
い
う
作
品
が
ま
だ
あ
と
に
も
沢
山
あ
る
の
で
す
か
。
 

●
美
術
館
長
 

 
こ
う
い
う
形
で
預
か
る
の
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
次
に
こ
れ
に
準
ず
る
よ
う
な
貴
重
な
も
の
が
あ
っ
た
時
は
、
美
術
館
の
ほ
う
に
。
 

70707070



 

●
美
術
館
長
 

 
そ
の
時
は
ま
た
。
島
津
邸
の
収
蔵
庫
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
ち
ら
か
で
ま
た
、
そ
の
時
に
よ
っ
て
、

こ
ち
ら
の
収
蔵
庫
も
か
な
り
満
杯
の
状
態
な
の
で
、
無
制
限
に
は
預
か
れ
な
い
の
で
す
が
、
こ
の
壺
に

つ
い
て
は
、
文
化
的
価
値
が
非
常
に
高
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
文
化
庁
の
ほ
う
か
ら
も
調

査
依
頼
が
来
た
り
し
て
い
る
の
で
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
管
理
を
し
な
さ
い
と
い
う
指
導
を
い
た
だ
い
て
い

る
よ
う
な
の
で
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
で
預
か
る
と
い
う
形
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 【
報
告
第

11
2
号
】
 

○
赤
松
委
員
 

 
就
学
指
導
に
関
す
る
こ
と
で
す
が
、
全
入
学
予
定
児
童
は
何
名
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
約
90
0
名
で
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
90
0
名
の
中
の

10
1
名
が
相
談
を
受
け
て
、
約

50
名
ち
ょ
っ
と
の
人
が
特
別
支
援
学
級
と
か
に
入
学

さ
れ
る
。
そ
の
方
々
は
割
合
的
に
い
え
ば
何
％
ぐ
ら
い
で
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
パ
ー
セ
ン
ト
は
す
ぐ
に
は
出
て
ま
い
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
9
分
の

1
程
度
と
認
識
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
半
分
で
す
の
で
、
18

分
の

1
ぐ
ら
い
は
特
別
な
支
援
を
し
て
フ
ォ
ロ

ー
し
て
あ
げ
る
と
い
う
形
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
そ
の
数
は
、
こ
れ
ま
で
過
去
の
就
学
指
導
の
状
況
で
、
多
く
な
っ
て
い
る
と
か
、
少
な
く
な
っ
て
い

る
と
か
、
そ
の
へ
ん
の
状
況
は
ど
う
な
の
で
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
ほ
ぼ
同
数
で
ご
ざ
い
ま
す
。
18

名
に

1
人
ぐ
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
す
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
2
人
と
い
う
の
は
、
あ
く
ま
で
も
保
護
者
か
ら
の
依
頼
で
す
ね
。
申
し
込
み
が
な
い
け
れ
ど
も
問
題

あ
る
と
い
う
児
童
・
生
徒
も
い
る
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
も
の
を
す
く
い
上
げ
る
、
そ

の
点
は
何
か
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
委
員
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
ち
ら
側
と
す
れ
ば
、
学
校
に
入
学
さ
せ
る
に
あ

た
り
、
ど
う
い
う
お
子
さ
ん
か
と
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
リ
サ
ー
チ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
で
す
の
で
、
実
を
申
し
ま
す
と
、
認
定
こ
ど
も
園
や
幼
稚
園
、
保
育
園
の
先
生
方
に
お
願
い
を

し
ま
し
た
り
、
そ
れ
か
ら
、
こ
ど
も
課
あ
た
り
に
お
願
い
を
し
て
、
気
に
な
る
お
子
さ
ん
に
つ
き
ま
し

て
は
、
相
談
に
か
か
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
お
願
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
で
す
の
で
、
も
ち
ろ

71717171



 

ん
、
こ
ち
ら
側
の
網
に
引
っ
掛
か
ら
な
い
方
で
も
ご
相
談
が
あ
れ
ば
、
き
ち
ん
と
対
応
は
い
た
し
ま
す

が
、
そ
う
い
う
方
々
に
は
お
声
か
け
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

 【
報
告
第

11
4
号
】
 

○
濵
田
委
員
 

 
利
用
料
と
い
う
の
は
面
積
の
割
合
で
異
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
か
。
 

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
査
 

 
今
ま
で
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
コ
ー
ト
当
た
り
一
面
幾
ら
と
か
、
バ
レ
ー
コ
ー
ト
当
た
り
一
面
幾
ら
と
い
う

こ
と
で
設
定
し
て
あ
る
体
育
館
が
あ
っ
た
り
、
全
面
の
料
金
に
対
し
て
、
半
分
使
っ
た
ら
幾
ら
と
か
、
3

分
の

1
使
っ
た
ら
幾
ら
と
い
う
設
定
の
体
育
館
が
あ
り
ま
し
た
。
協
議
し
た
結
果
、
全
面
の
料
金
に
対

し
て
、
2
分
の

1
だ
っ
た
ら
幾
ら
と
か
、
3
分
の

1
だ
っ
た
ら
幾
ら
で
す
と
い
う
こ
と
を
設
定
す
る
た
め

に
、
面
積
と
い
う
表
現
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
実
際
、
使
う
幅
、
2
分
の

1、
3
分
の

1
で

設
定
し
て
い
ま
す
。
何
平
方
メ
ー
ト
ル
イ
コ
ー
ル
幾
ら
と
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 【
議
案
第

34
号
】
 

○
小
西
委
員
長
 

校
長
先
生
を
は
じ
め
、
非
常
に
内
容
が
深
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
校
長
先
生
、
そ
れ
か
ら
先
生

方
も
、
い
じ
め
に
対
す
る
意
識
の
深
さ
、
広
さ
が
要
求
さ
れ
る
内
容
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
が
、
本
当

に
お
忙
し
い
中
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
そ
う
い
う
方
の

増
員
が
な
け
れ
ば
、
素
晴
ら
し
い
内
容
を
活
か
せ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
、

そ
ん
な
気
が
い
た
し
ま
し
た
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
実
際
に
子
ど
も
と
話
が
き
ち
ん
と
で
き
る
方
々
を
こ
の
業
務
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
か
な
い
と
、

学
校
の
先
生
に
言
え
な
い
と
い
う
お
子
さ
ん
も
中
に
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
部
外
者
に

な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
何
で
も
話
せ
る
そ
う
い
う
方
々
の
プ
ロ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
い
い
ま
す
か
、
話
さ

せ
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
い
う
の
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
 

●
学
校
教
育
課
指
導
主
事
 

 
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
大
体
ど
こ
の
中
学
校
に
も
ほ
ぼ
配
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
毎
日
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
曜
日
ご
と
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
回
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
状

況
で
す
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
で
す
の
で
、
必
ず
、
一
週
間
の
う
ち
に
は
１
回
は
入
っ
て
き
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
点
で
は
、
そ
れ

も
小
学
校
に
も
派
遣
す
る
こ
と
は
可
能
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
点
で
は
ご
活
用
い
た
だ
い
て
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い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
き
め
細
か
い
項
目
が
沢
山
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
お
よ
そ
担
任
の
先
生
で
は
無
理
な
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
外
部
の
方
の
量
的
な
増
加
も
必
要
で
は
な
い
か
な
と
、
希
望
で
す
が
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
に
関
す
る
こ
と
で
す
が
、
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
と
か
、
そ
の
へ

ん
を
大
事
に
す
る
と
か
、
都
城
独
自
の
取
り
組
み
を
加
え
る
と
か
、
過
去
の
本
市
の
貴
重
な
経
験
を
生

か
し
な
が
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
を
進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
私
は
大
賛
成
で
あ
り
、
大
い
に
や
ら

な
い
と
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
風
化
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
と
い
う
こ
と
も
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
客

観
的
に
見
て
ど
う
な
の
か
と
い
う
判
断
を
下
す
の
は
、
や
は
り
、
担
任
よ
り
も
校
長
の
ほ
う
が
経
験
も

多
い
し
、
極
め
て
冷
静
な
判
断
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
校
長
は
そ
う
い
う
感
性
を
研
ぎ
澄
ま
せ
て
い

く
指
導
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 

 
や
は
り
、
い
じ
め
の
お
き
な
い
学
校
は
な
い
と
私
は
思
い
ま
す
。
3
名
、
4
名
、
複
数
の
子
ど
も
た
ち

が
い
た
ら
、
強
い
、
弱
い
、
の
関
係
が
発
生
し
、
そ
う
い
う
こ
と
が
必
ず
起
き
る
の
で
す
。
し
か
し
、

い
じ
め
を
す
る
こ
と
は
い
け
な
い
こ
と
で
す
と
い
う
こ
と
を
、
小
学
校
で
は

6
年
間
、
中
学
校
で
は

3

年
間
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
を
通
し
て
、
悟
ら
せ
て
い
く
の
が
教
育
な
の
で
す
。
い
じ
め
が
お
き
な
い

学
校
な
ん
て
絶
対
な
い
か
ら
、
い
じ
め
は
必
ず
起
き
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
大
前
提
に
し
て
、
子
ど
も

た
ち
が
い
じ
め
を
し
な
い
立
派
な
成
人
に
な
っ
て
い
く
よ
う
な
教
育
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
、
基
本
的
に
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
し
た
上
で
、
ち
ょ
っ
と
お
聞
き
し
た
い

こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
 

 
こ
れ
を
ず
っ
と
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
、
例
え
ば
、
先
ほ
ど
の
概
要
の
と
こ
ろ
で
、
道
徳
科
に
お
い

て
、
議
論
し
た
り
す
る
場
面
を
設
け
る
と
い
う
こ
と
が
出
て
い
ま
し
た
が
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

そ
う
い
う
論
議
を
す
る
場
面
を
文
部
科
学
省
の
ほ
う
が
勧
め
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
こ
と
が
出
て
い
る

の
で
す
か
。
ち
ょ
っ
と
そ
こ
を
確
認
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
文
部
科
学
省
は
、
新
し
く
特
別
な
教
科
 道
徳
と
し
ま
し
て
、
そ
の
進
め
方
の
内
容
の
中
で
、
議
論
す

る
道
徳
と
い
う
も
の
を
新
た
に
打
ち
出
し
て
き
て
い
ま
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私
が
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

申
し
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
も
と
も
と
、
道
徳
と
い
う
の
は
、
人
間
の
生
き
方
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
ス
ト
ー
ン
と
落

ち
込
ん
で
い
っ
て
、
い
じ
め
ち
ゃ
い
け
な
い
の
だ
な
と
か
、
困
っ
て
い
る
人
に
は
手
を
差
し
伸
べ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
か
、
そ
う
い
う
道
徳
的
な
資
質
が
培
わ
れ
て
い
く
こ
と
が
一
番
大
事
な
こ
と
だ
と
思

73737373



 

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
基
本
的
に
文
部
科
学
省
も
変
え
て
い
な
い
大
切
な
こ
と
で
す
よ
ね
。
た
だ
し
、

こ
の
議
論
を
す
る
と
い
う
こ
と
を
打
ち
出
し
て
き
て
い
る
の
で
、
ち
ょ
っ
と
危
険
を
感
じ
る
の
で
す
。

特
別
な
教
科
、
道
徳
の
授
業
そ
の
も
の
が
、
議
論
が
活
発
に
行
わ
れ
れ
ば
、
し
っ
か
り
し
た
そ
う
い
う

こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
入
り
込
ん
で
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
別
問
題
で
あ
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
の
中
に
は
、
人
に
対
し
て
何
に
も
言
え
な
い
子
、
ご
く
お
と
な
し
い
子
も
い
ま
す
。
極
め
て

論
が
立
つ
子
も
い
ま
す
。
そ
う
い
う
学
級

40
名
位
の
子
ど
も
た
ち
が
論
議
し
合
う
と
き
に
、
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
そ
う
い
う
発
言
力
の
あ
る
、
言
語
能
力
の
高
い
者
の
議
論
が
活
発
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
主
と

す
る
よ
う
な
授
業
に
な
り
が
ち
で
す
。
そ
ん
な
授
業
は
道
徳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
、
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
の
心
に
す
っ
と
最
後
は
降
り
て
い
っ
て
、
Ａ
君
は
あ
あ
言
っ
た
け
ど
、
Ｂ
君
は
こ
う
言

っ
た
、
ぼ
く
は
ど
ち
ら
も
大
事
だ
け
ど
、
こ
う
思
う
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
降
り
て
い
く
よ
う
な
そ
う

い
う
道
徳
で
な
け
れ
ば
、
私
は
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
。
や
や
も
す
る
と
、
議
論
等
を
重
視
す
る
が

あ
ま
り
、
道
徳
の
授
業
が
活
発
に
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
の
み
を
追
い
か
け
る
よ
う
な
授
業
に
な
っ
て

は
決
し
て
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
か
ら
、
そ
こ
を
非
常
に
危
惧
す
る
部
分
が
あ
り
ま
す
の
で
、
大
切
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
文
部
科
学
省
が
話
し
て
い
る
こ
と
が
全
て

10
0％
正
し
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
し
、
円
周
率
を

3.
14

を

3
に
し
た
時
代
が
あ
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
れ
で
学
力
が
ぐ
ー
ん
と
下
が
っ
て
し
ま
っ
て
、
非
常

に
困
っ
て
、
今
や
り
直
し
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
一
番
大
事
な
こ
と
は
何
か
と
い
う
道
徳
の

本
質
を
し
っ
か
り
と
ら
え
る
よ
う
な
授
業
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
な
と
。
そ
こ
を
大
事
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
そ
れ
か
ら
、
5
ペ
ー
ジ
の
上
の
段
の
（
ウ
）
の
と
こ
ろ
に
、
教
職
員
に
よ
る
体
罰
や
言
葉
の
暴
力
な

ど
、
不
適
切
な
言
動
が
い
じ
め
の
発
生
を
許
し
、
い
じ
め
の
深
刻
化
を
招
き
得
る
こ
と
に
留
意
す
る
。

特
に
、
体
罰
に
云
々
と
あ
る
の
で
す
が
、
こ
こ
は
い
わ
ゆ
る
、
毎
日
の
授
業
の
中
で
、
毎
日
子
ど
も
と

対
峙
す
る
中
で
、
気
を
付
け
な
い
と
い
け
な
い
部
分
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
、
教
師
の
言
葉

が
子
ど
も
た
ち
を
ラ
ベ
リ
ン
グ
し
て
し
ま
う
。
ラ
ベ
リ
ン
グ
し
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
こ
と

に
起
因
し
て
、
特
定
の
子
ど
も
が
い
じ
め
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
こ
の
へ

ん
の
と
こ
ろ
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
全
職
員
に
伝
わ
る
よ

う
な
研
修
会
と
か
、
そ
う
い
っ
た
も
の
が
、
こ
れ
が
定
ま
っ
た
ら
な
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

 
そ
れ
か
ら
も
う

1
点
、
言
葉
が
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
も
の
が
あ
る
の
で
す
。
小
中
学
校
に
お
け
る
い

じ
め
に
対
す
る
措
置
と
い
う
文
言
の
、
小
中
学
校
に
対
す
る
い
じ
め
の
防
止
等
に
関
す
る
措
置
と
、
こ

の
お
け
る
を
、
対
す
る
に
改
め
た
趣
旨
が
ち
ょ
っ
と
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
小
中
学
校
に
お
け
る
い

じ
め
に
対
す
る
措
置
、
小
中
学
校
に
対
す
る
い
じ
め
防
止
等
に
関
す
る
措
置
、
お
け
る
を
対
す
る
に
変

え
た
意
図
は
何
な
の
で
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
指
導
主
事
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こ
れ
ま
で
は
、
小
中
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
に
対
す
る
措
置
で
、
今
回
が
小
中
学
校
に
対
す
る
い
じ

め
の
防
止
に
関
す
る
措
置
と
い
う
こ
と
で
、
対
す
る
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
委
員
会
と
し
て
も
小
中

学
校
に
対
し
て
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
き
ち
ん
と
意
図
し
な
が
ら
、
ま
た
、
指
導
的
な
こ
と
も
加
え
な

が
ら
、
こ
の
方
針
に
つ
い
て
理
解
を
き
ち
ん
と
図
る
と
い
う
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
指
導
を

受
け
て
き
て
い
ま
す
。
 

 
一
つ
一
つ
の
細
か
な
小
タ
イ
ト
ル
、
こ
れ
を
全
部
、
県
に
合
わ
せ
る
必
要
は
な
い
か
な
と
思
っ
た
の

で
す
け
れ
ど
も
、
中
身
の
ほ
う
も
県
の
ほ
う
に
合
わ
せ
て
大
分
変
え
て
い
る
の
で
、
こ
ち
ら
の
小
タ
イ

ト
ル
の
ほ
う
も
県
の
ほ
う
に
合
わ
せ
た
形
に
、
自
分
と
し
て
は
考
え
て
や
っ
て
み
た
と
こ
ろ
で
す
け
れ

ど
も
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
例
え
ば
、
お
け
る
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
も
い
い
の
か
な
と
思
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
小
中
学
校
に

お
け
る
い
じ
め
防
止
等
に
関
す
る
措
置
、
ち
ょ
っ
と
こ
の
言
い
方
が
国
語
的
に
ち
ょ
っ
と
違
和
感
が
あ

る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
な
の
か
な
と
。
今
の
言
い
方
も
ち
ょ
っ
と
意
味
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
で
す
。  

●
学
校
教
育
課
長
 

 
旧
文
言
に
お
き
ま
す
と
、
小
中
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
に
対
す
る
措
置
と
い
う
こ
と
は
、
学
校
側
が

措
置
を
す
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
も
含
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
小
項
目
は
、
実
は
、
教
育
委
員
会
は

と
、
す
ぐ
に
、
教
育
委
員
会
の
話
に
も
と
も
と
な
っ
て
い
た
の
で
。
と
こ
ろ
が
今
回
、
8
ペ
ー
ジ
の
部

分
、
（
4）

に
つ
き
ま
し
て
は
、
委
員
会
が
き
ち
ん
と
指
導
を
し
な
さ
い
と
い
う
こ
と
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
き
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
で
す
の
で
、
小
学
校
に
対
す
る
委
員
会
が
、
い
じ
め
防
止

等
に
関
す
る
措
置
を
し
な
さ
い
。
で
す
の
で
、
こ
こ
の
新
し
い
小
項
目
ア
の
部
分
で
は
、
必
要
な
指
導
、

助
言
を
行
う
。
つ
ま
り
は
委
員
会
側
の
ス
タ
ン
ス
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
解
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
い
わ
ゆ
る
、
主
語
と
し
て
教
育
委
員
会
と
い
う
文
言
が
入
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
教
育
委
員
会
の

小
中
学
校
に
対
す
る
い
じ
め
防
止
等
に
関
す
る
措
置
と
い
う
と
ら
え
方
で
い
い
の
で
す
ね
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。
 

○
中
原
委
員
 

 
新
旧
対
照
表
の

4
ペ
ー
ジ
、
先
ほ
ど
、
都
城
市
な
ら
で
は
の
い
の
ち
の
日
の
取
り
組
み
の
（
キ
）
の

文
章
な
の
で
す
が
、
少
し
複
雑
か
な
と
思
い
ま
し
た
の
が
、
い
じ
め
未
然
防
止
に
向
け
て
、
幼
児
期
の

教
育
に
お
い
て
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
促
す
。
こ
こ
ま
で
は
ス
ム
ー
ズ
で
す
。
そ
の
後
、

ま
た
、
就
学
前
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
の
機
会
を
と
ら
え
、
幼
児
や
保
護
者
に
対
す
る
い
じ
め
の
未
然
防
止

に
か
か
る
意
識
の
高
揚
を
促
す
。
何
と
な
く
は
わ
か
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
ま
ず
は
、
ま
た
の
後
の
、

就
学
前
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
の
機
会
を
捉
え
、
ち
ょ
っ
と
こ
こ
が
も
っ
と
シ
ン
プ
ル
で
も
い
い
の
か
な
と
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思
っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
で
切
っ
ち
ゃ
う
と
、
幼
児
や
保
護
者
に
対
す
る
い
じ
め
の
未
然
防
止
、
つ
ま

り
、
い
じ
め
の
対
象
が
幼
児
と
保
護
者
に
見
え
て
し
ま
う
よ
う
な
気
が
し
た
の
で
す
。
未
然
防
止
に
関

わ
る
内
容
で
あ
り
ま
す
の
で
、
一
行
目
に
の
幼
児
の
教
育
に
お
い
て
も
言
え
ま
す
の
で
、
も
う
少
し
簡

単
に
し
た
ら
い
い
か
な
と
思
っ
た
の
で
す
が
。
就
学
前
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
の
機
会
を
捉
え
と
い
う
の
は
、

次
の
文
章
に
ち
ょ
っ
と
つ
な
が
り
に
く
い
の
か
な
と
思
っ
た
の
で
、
こ
こ
は
私
の
国
語
力
の
問
題
な
の

か
も
し
れ
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
が
ち
ょ
っ
と
何
か
あ
れ
ば
。
 

 
も
う

1
点
、
8
ペ
ー
ジ
の
上
の
ほ
う
か
ら
ク
、
ケ
、
コ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
以
前
か
ら
変
わ
っ
て
い

な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
策
定
し
た
学
校
基
本
方
針
に
つ
い
て
は
、
児
童
・
生
徒
や

保
護
者
に
示
す
と
と
も
に
、
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
公
開
な
ど
の
工
夫
を
行
う
と
い
う
の
が
、

前
回
の
文
章
か
ら
の
継
続
で
す
。
ま
だ
、
私
が
回
っ
て
い
る
中
で
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
整
っ
て
い
る
学

校
と
い
う
の
は
、
10
0％

で
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
改
め
て
今
回
も
修
正
で
は
な
く
継
続
さ
れ
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
公
開
の
工
夫
を
行
う
と
い
う
の
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
大
事

な
こ
と
と
理
解
し
た
ほ
う
が
良
い
と
い
う
と
ら
え
方
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
例
え
ば
、
各
学
校
に
、
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
あ
く
ま
で
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
の
で
、
色
々
な
つ
な
が
り
が
発
生
し
て
し
ま
う
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は
こ
こ
で
決
め
ら
れ
た
も
の
を
ホ
ー
ム
と
し
て
の
公
開
な
の
で
、
こ
れ
は
ま
た
違
う
と
思
い
ま
す

の
で
、
も
う
一
回
、
各
学
校
の
こ
と
も
し
っ
か
り
と
公
表
し
な
い
と
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
改
正
案
と

し
て
も
継
続
し
て
あ
り
ま
す
と
い
う
こ
と
は
、
十
分
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

7
ペ
ー
ジ
の
上
か
ら

3
行
目
の

2
は
、
小
中
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
防
止
等
に
関
す
る
措
置
で
す
よ

ね
、
先
ほ
ど
１
ペ
ー
ジ
の
と
こ
ろ
の
第

2
の
（
4）

は
、
小
中
学
校
に
対
す
る
い
じ
め
防
止
等
に
関
す
る

措
置
と
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
こ
の
両
者
の
整
合
性
も
気
に
な
る
し
、
ち
ょ
っ
と
説
明
が
理
解
で
き
な

い
で
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
後
半
の
ほ
う
は
、
学
校
が
や
り
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
前
半
の
ほ
う
は
教
育
委
員
会
が
や
り

な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
5
ペ
ー
ジ
の
（
4）

の
と
こ
ろ
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う

に
、
教
育
委
員
会
が
と
い
う
文
言
を
入
れ
た
り
し
な
が
ら
、
再
検
討
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
似
た
よ
う
な
項
目
で

7
ペ
ー
ジ
の

2
と
い
う
の
が
出
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

学
校
に
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を
策
定
し
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
学
校
が
自
ら
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
て
、
項
目
的
に
は
こ
ち
ら
が
大
き
い
項
目
で
示
し
て
あ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
こ
こ
か
ら
が
学
校
が
や
る
こ
と
は
こ
う
い
う
こ
と
で
す
よ
と
い
う
こ
と
を
お
示
し
し
て
い

る
と
こ
ろ
な
の
で
す
が
、
い
か
ん
せ
ん
、
非
常
に
似
て
い
る
文
言
で
す
の
で
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
も
う

一
度
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
で
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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○
赤
松
委
員
 

 
ち
ょ
っ
と
入
れ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
非
常
に
近
い
言
葉
で
書
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
混
同
し
が
ち
な
文
言
で
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
先
ほ

ど
、
中
原
委
員
が
お
っ
し
ゃ
っ
い
ま
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ぜ
ひ
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
学
校
に
入
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
こ
ち
ら
か
ら
も
指
導
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
そ
の
中
で
、
就
学
前
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
、
入
学
説
明
会

と
い
う
あ
た
り
の
こ
と
で
、
校
長
先
生
が
新
し
い
保
護
者
に
向
か
っ
て
、
学
校
の
方
針
を
説
明
し
ま
す
。

そ
の
中
で
、
こ
の
学
校
に
は
い
じ
め
は
存
在
し
ま
す
と
い
う
こ
と
を
、
き
ち
ん
と
伝
え
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
そ
う
い
う
中
で
、
学
校
と
し
て
対
応
し
て
い
け
る
学
校
に
な
っ
て
お
り
ま
す
と
い
う
よ
う
な
、

い
じ
め
が
な
い
学
校
で
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、
一
連
の
も
の
が
そ
う
い
う
こ
と
を
物
語
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
言
い
方
を
し
な
が
ら
、
認
識
を
新
た
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
今
の
質
問
を
ま
と
め
ま
す
と
、
お
け
る
と
対
す
る
を
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
で
ち
ょ
っ
と
も
う
一
回
再
確

認
し
て
、
直
す
必
要
の
と
こ
ろ
は
直
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
 

 
４
ペ
ー
ジ
の
中
原
委
員
の
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
（
キ
）
の
と
こ
ろ
は
、
少
し
シ
ン
プ
ル
に
流
れ
る
よ

う
な
表
現
で
も
通
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
い
た
し
ま
す
。
そ
の
あ
た
り
を
検
討
し
て
い
た
だ

き
ま
し
て
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 
ほ
か
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
明
確
に
主
語
を
入
れ
た
ほ
う
が
わ
か
る
と
こ
ろ
は
入
れ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
先
ほ
ど
ご
説
明
が
あ
っ
た
新
旧
対
照
表
の
後
ろ
に
基
本
方
針
の
改
定
案
、
こ
こ
を
ち
ょ
っ
と
読
ん
で

い
て
、
い
じ
め
の
理
解
と
い
う
と
こ
ろ
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
3
ペ
ー
ジ
で
す
か
、
こ
こ
で
は
９
割
の

生
徒
さ
ん
が
何
ら
か
の
嫌
な
思
い
を
さ
せ
た
り
、
し
た
り
、
そ
う
い
う
こ
と
が
日
常
行
わ
れ
て
き
た
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
状
況
で
あ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
や
は
り
、
ど
こ
ま
で
が
い
じ
め
か

と
い
う
判
断
と
い
う
の
が
色
々
書
か
れ
て
、
細
か
く
線
引
き
み
た
い
な
も
の
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
や

は
り
、
現
場
で
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
だ
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
そ
う
い
う
も
の

を
ゼ
ロ
に
し
ま
し
ょ
う
、
ゼ
ロ
に
向
け
ま
し
ょ
う
と
い
う
そ
う
い
う
活
動
と
考
え
て
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。
し
ょ
う
が
な
い
も
の
は
あ
る
け
ど
、
そ
こ
は
何
か
乗
り
越
え
て
い
く
と
か
、
乗
り
越
え
て
い
け
そ

う
な
も
の
は
基
本
方
針
の
中
で
謳
わ
な
く
て
も
い
い
気
も
し
ま
す
け
ど
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
ほ
ど
か
ら
話
題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
よ
う
に
、
い
じ
め
の
な
い
学
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校
は
な
い
と
い
う
考
え
方
、
ス
タ
ン
ス
で
と
い
う
わ
け
な
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
と
い
じ
め
が
は
び
こ
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
す
の
で
、
や
は
り
、
子
ど
も
た
ち
に
は
ほ
か

の
人
を
い
じ
め
な
い
と
い
う
強
い
心
を
持
っ
て
も
ら
う
教
育
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
１
点
目
。
2

点
目
が
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
を
助
け
る
と
い
う
こ
と
、
見
過
さ
な
い
と
い
う
こ
と
が
２
点
目
で
す
。

3
点
目
が
、
一
人
ぼ
っ
ち
の
人
に
な
っ
て
し
ま
う
子
が
必
ず
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
子
た
ち
に

も
声
を
か
け
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
。
最
後
に
、
こ
こ
は
一
番
大
切
な
の
で
す
が
、
も
し
誰
か
が

い
じ
め
ら
れ
て
い
た
ら
、
学
校
の
大
人
や
家
の
大
人
に
話
を
し
ま
す
と
い
う
よ
う
な
、
そ
う
い
う
取
り

組
み
を
し
て
い
き
な
が
ら
、
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
け
て
い
く
。
子
ど
も
に
と
っ
て
、
快
適
な
学
校
現

場
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
は
や
は
り
手
だ

て
を
打
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
例
え
ば
、
受
け
て
い
る
側
が
な
か
な
か
そ
れ
に
対
し
て
反
発
で
き
な
い
形
な
の
だ
と
思
う
の
で
す
。

受
け
て
い
る
側
の
そ
こ
は
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
を
ど
う
や
っ
て
乗
り
越
え
る
の
か
と
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
今
の
考
え
方
の
中
で
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
子
ど
も
が
そ
の
状
況
を
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
は
あ
ま
り
申
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
周
り
の
力
を
借
り
た
り
と
か
で
、
そ
の
こ
と

の
解
消
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
強
い
の
で
す
が
、
中
に
は
、
濵
田
委
員
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、

自
分
の
力
で
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
子
は
中
に
は
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
は
論
外
の
話
で
あ
っ
て
と
い
う

形
で
、
全
く
無
視
が
で
き
た
り
と
か
、
そ
れ
は
強
い
お
子
さ
ん
の
ケ
ー
ス
な
の
で
、
な
か
な
か
そ
の
ケ

ー
ス
は
ま
れ
な
ケ
ー
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
今
の
話
に
対
し
て
ち
ょ
っ
と
個
人
的
な
考
え
で
、
今
の
議
論
に
矛
盾
す
る
考
え
だ
と
は
思
う
の
で
す

が
、
今
、
乗
り
越
え
る
強
い
子
ど
も
は
、
あ
る
意
味
、
健
全
な
、
許
す
と
い
う
心
を
、
人
間
育
て
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
の
で
す
。
い
じ
め
に
つ
い
て
、
非
常
に
形
式
的
に
細
分
化
さ
れ
て
い
っ
て
、

じ
ゃ
あ
こ
こ
は
悪
い
、
こ
れ
は
と
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
。
で
も
、
強
い
子
ど
も
し
か
そ
れ
を
乗
り
越
え

ら
れ
な
い
と
は
思
う
の
で
す
が
、
人
間
に
は
落
ち
度
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
許
そ
う
と
い
う
心
を
育
て

な
い
限
り
、
こ
れ
は
ど
ん
ど
ん
細
分
化
し
て
い
っ
て
、
根
本
的
な
い
じ
め
が
な
く
な
る
と
い
う
の
は
大

事
な
こ
と
な
の
で
す
が
、
い
じ
め
て
い
る
人
、
も
う
少
し
何
と
か
わ
か
っ
て
く
れ
れ
ば
と
い
う
よ
う
な

許
し
の
心
と
い
う
の
も
や
は
り
育
て
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
大
事
で
は
な
い
か
と
、
自
分
が
い
じ
め
ら

れ
た
経
験
が
あ
る
の
で
、
思
い
出
し
て
辿
っ
て
み
れ
ば
、
や
は
り
そ
こ
で
何
か
い
じ
め
は
こ
う
だ
と
言

っ
て
い
て
も
、
そ
れ
は
自
分
を
縄
で
縛
っ
て
い
く
感
じ
で
、
他
力
本
願
だ
け
で
は
い
け
な
い
と
。
同
時

に
、
先
生
た
ち
は
別
の
ま
た
大
き
い
懐
の
深
い
気
持
ち
で
、
そ
う
い
う
許
す
と
い
う
こ
と
を
子
ど
も
た

ち
に
、
そ
れ
が
ま
た
子
ど
も
た
ち
が
委
縮
し
て
し
ま
っ
た
ら
ま
た
そ
れ
は
大
変
な
の
で
す
が
、
そ
う
い

う
道
も
あ
る
の
か
と
い
う
気
づ
き
み
た
い
な
も
の
を
、
子
ど
も
た
ち
に
投
げ
か
け
て
ほ
し
い
な
と
も
、
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こ
れ
を
見
て
思
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
を
改
め
て
見
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
今
日
が

1
月

5
日
で
、
議
案
審
議
が

1
回
目
、
2
月

22
日
が
定
例
教
育
委
員
会
で
、
最
終
審
議
と
い
う
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
日
こ

こ
で
こ
の
議
案
は
決
定
す
る
の
で
は
な
い
と
い
う
理
解
で
よ
ろ
し
い
で
す
か
。
も
う
一
度
、
私
ど
も
で

気
づ
い
た
と
こ
ろ
な
り
を
申
し
上
げ
て
、
あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
も
っ
と
じ
っ
く
り
読
み
込
ん
で
み
て
、

気
付
く
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
そ
の
へ
ん
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
そ
う
い
う
機
会
が
あ
る
と
考
え
て
よ
ろ

し
い
で
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
さ
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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教
育
長
報
告
及
び
付
議
案
件
 

教
育
長
報
告
及
び
付
議
案
件
に
関
す
る
主
な
教
育
委
員
の
意
見
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

そ
れ
で
は
、
生
徒
指
導
状
況
に
つ
い
て
と
い
う

1
枚
の
紙
が
あ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
お

開
き
く
だ
さ
い
。
 

 
12

月
中
に
起
き
た
事
柄
に
つ
い
て
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
非
行
等

1
件
、
中
学
校
で
家
出
が
１
件
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
小
学
校
の
喫
煙
は
、
小

学
4
年
生
と

6
年
生
が
校
区
内
の
場
所
で
喫
煙
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
ほ
か
の
方
の
通
報
で
わ

か
っ
て
、
保
護
者
に
状
況
を
説
明
し
て
、
家
庭
で
の
指
導
管
理
の
お
願
い
を
い
た
し
ま
し
た
。
今

は
通
常
ど
お
り
登
校
し
て
お
り
ま
す
。
も
と
も
と
ち
ょ
っ
と
落
ち
着
か
な
い
面
の
あ
る
二
人
で
ご

ざ
い
ま
す
。
指
導
は
す
で
に
行
っ
て
お
り
、
今
は
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
。
 

 
そ
れ
か
ら
、
中
学
校
の
家
出

1
件
の
話
は
既
に
お
話
し
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
簡
単
に
申
し

上
げ
れ
ば
、
提
出
物
と
か
が
色
々
遅
れ
た
り
し
て
い
て
、
学
校
で
先
生
に
色
々
注
意
さ
れ
た
り
し

て
、
気
に
病
ん
で
、
ひ
ょ
い
と
家
出
を
し
て
、
持
っ
て
い
た
お
小
使
い
で
九
州
一
周
を
し
て
都
城

に
帰
っ
て
き
た
と
い
う
話
で
す
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ま
じ
め
な
生
徒
で
、
そ
の
後
は
通
常
通
り

登
校
し
て
お
り
、
何
も
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 
そ
れ
か
ら
、
不
登
校
傾
向
は
、
そ
こ
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
依
然
と
し
て
、
小
学
校
は

10
0
名

は
い
か
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
二
桁
に
な
っ
て
お
り
ま
す
し
、
特
に
中
学
校
が

14
1
名
と
い
う

こ
と
で
、
増
え
て
い
ま
す
。
6
年
生
で
、
中
学
校
に
行
く
不
安
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、

6
年
生
で
あ
る
と
か
、
中
学
校
で
は

2
年
生
が
多
い
で
す
。
中
学
校
は
学
級
定
数
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。
中
学
１
年
生
は

35
名
学
級
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
中
学

2
年
に
な
る
と

40
人
学
級
に
戻
っ

 （
意
見
な
し
）
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て
し
ま
う
の
で
す
。
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
う
こ
と
が
何
ら
か
の
引
き
金
に
な
っ
て
い
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
 

 
そ
れ
か
ら
、
い
じ
め
に
関
し
ま
し
て
は
、
そ
こ
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
し
っ
か

り
や
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
宮
崎
県
の
場
合
の
特
徴
で
す
け
れ
ど
も
、
い
じ
め
認
知
件
数
は
非

常
に
多
い
で
す
。
た
だ
解
消
は
ほ
と
ん
ど
し
て
い
ま
し
て
、
今
回
の
い
じ
め
の
条
例
の
改
正
で
は
、

い
じ
め
が
解
消
さ
れ
た
と
い
う
定
義
が
、
3
か
月
間
何
も
起
き
な
か
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
の
が
解

消
の
基
準
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
3
か
月
間
観
察
を
し
た
上
で
、
何
も
な
け
れ
ば
解
消
と
い
う

扱
い
に
な
り
ま
す
。
新
し
い
考
え
方
で
す
。
 

 
そ
れ
か
ら
、
い
じ
め
な
ど
の
例
と
し
て
は
、
昔
か
ら
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
特
定
の
子
に
対

し
て
い
や
み
を
言
う
。
あ
る
小
学
校
で
は
、「

お
ま
え
が
触
る
と
さ
び
る
」
と
か
、
い
や
が
ら
せ
を

言
う
。
そ
れ
で
、
不
登
校
に
な
る
。
そ
れ
は
結
構
あ
る
の
で
す
。
悪
口
と
か
、
要
す
る
に
、
の
け

も
の
に
さ
れ
る
。「

お
ま
え
は
く
さ
い
」
と
か
、
色
々
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
り
す
る
。
女
の
子
に
対

し
て
結
構
多
い
で
す
。
 

 
そ
う
い
う
子
ど
も
た
ち
も
ち
ゃ
ん
と
学
校
側
は
し
っ
か
り
と
対
応
を
し
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど

も
、
な
か
な
か
完
全
に
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と
ま
で
な
か
な
か
い
か
な
い
状
況
が
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
そ
れ
か
ら
、
交
通
事
故
は
あ
ま
り
大
き
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
学
校
１
件
、
中
学

校
2
件
で
す
。
 

 
不
審
者
、
声
か
け
事
案
は
、
12

月
は

4
件
で
す
け
れ
ど
も
、
1
件
は
、
小
学
校
の
子
ど
も
が
写

真
を
撮
ら
れ
た
と
い
う
の
が

1
件
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
日
は

1
月
の
こ
と
は
お
話
し
し
ま
せ
ん
が
、

1
月
は
結
構
増
え
て
い
ま
し
て
、
既
に
今
ま
で
私
が
報
告
を
受
け
た
だ
け
で

3
件
ご
ざ
い
ま
す
。
不

審
者
で
す
。
2
月
の
末
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
報
告
だ
け
先
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ほ
う
が
い
い

か
な
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
1
件
は
、
太
郎
坊
で
、
小
学
生
の
女
の
子
、
後
ろ
か
ら
自
転
車
で

近
づ
い
て
き
た
若
い
男
性
に
、
臀
部
を
触
ら
れ
た
と
い
う
の
が

1
件
。
そ
れ
か
ら
、
被
害
を
受
け

た
の
は
小
学
生
の
女
子
な
の
で
す
が
、
高
城
高
校
前
の
直
線
道
路
で
、
停
車
し
た
車
か
ら
降
り
て

き
た
男
性
に
す
れ
違
い
様
に
胸
を
触
ら
れ
た
。
も
う
一
つ
は
、
中
学
生
の
女
子
が
、
自
転
車
で
下

校
中
に
自
動
車
が
つ
い
て
き
た
。
男
の
人
が
降
り
て
き
て
、
女
の
子
の
左
腕
を
つ
か
ん
で
、
引
っ

ぱ
っ
て
い
こ
う
と
し
た
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
実
害
に
か
な
り
近
い
感
じ
で
、
危
な
い

形
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
女
の
子
は
、
付
近
の
物
を
投
げ
た
り
し
て
逃
げ
て
帰
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
が
非
常
に
悪
質
で
す
。
そ
う
い
う
事
案
が
、
1
月
に
起
き
て
お
り
ま
す
。
今
の

3
件
は

1
月
の
事
案
で
す
。
な
か
な
か
こ
う
い
う
不
審
者
は
減
ら
な
い
の
で
、
学
校
は
も
ち
ろ
ん
、
警
察
に

も
取
締
り
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
 

 
6
番
目
の
学
級
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
な
い
状
況
は
、
ず
っ
と
今
ま
で
報
告
を
し
て
お
り
ま
す

が
、
な
か
な
か
落
ち
着
か
な
い
特
定
の
生
徒
が
い
て
、
こ
れ
は
学
校
が
一
所
懸
命
対
応
を
し
て
も

ら
っ
て
お
り
ま
す
。
複
数
で
授
業
を
行
っ
た
り
、
保
護
者
と
協
力
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
た
だ
い
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て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
都
城
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
の
改
定
に
つ
い
て
は

2
月

2
日
に
専
門
家
委
員
会
で
審
議
を
し
て
、

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
の
改
定
を
す
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
は
国
の
ほ
う
が
色
々
な
こ
と
を
改
定

し
て
き
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
に
伴
っ
て
変
え
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
 

 
簡
単
で
す
け
れ
ど
も
、
以
上
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

報
告
第

11
6
号
 
専
決
処
分
し
た
事
務
に
つ
い
て
（
平
成

29
年
度
都
城
市
教
育
委
員
会
名
義
後
 

援
に
つ
い
て
 

報
告
第

11
7
号
 
平
成

29
年
度
都
城
市
教
育
委
員
会
精
励
賞
選
考
結
果
に
つ
い
て
 

報
告
第

11
8
号
 
平
成

30
年
都
城
市
成
人
式
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
 

報
告
第

11
9
号
 
都
城
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
功
績
者
等
表
彰
選
考
結
果
に
つ
い
て
 

報
告
第

12
0
号
 
平
成

29
年
度
都
城
市
社
会
教
育
振
興
大
会
開
催
要
項
の
制
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

12
1
号
  
平
成

29
年
度
都
城
歴
史
資
料
館
第
４
回
企
画
展
「
日
本
刀
の
世
界
～
後
世
に
伝
 

え
た
い
技
と
美
～
」
開
催
要
項
の
制
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

12
2
号
  
マ
イ
ブ
ン
活
用
の
し
お
り
に
つ
い
て
 

報
告
第

12
3
号
  
第

22
回
小
学
生
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
結
果
に
つ
い
て
 

報
告
第

12
4
号
  
平
成

30
年
度
都
城
市
小
中
一
貫
学
力
向
上
指
定
研
究
学
校
に
つ
い
て
 

議
案
第

36
号
 
平
成

29
年
度

3
月
補
正
(案

）
に
つ
い
て
 

議
案
第

37
号
 
平
成

30
年
度
当
初
予
算
(案

）
に
つ
い
て
 

議
案
第

38
号
 
第

2
次
都
城
市
文
化
振
興
計
画
（
案
）
策
定
に
つ
い
て
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
 

終
了
後
の
最
終
案
に
つ
い
て
）
 

議
案
第

39
号
  
欠
番
 

議
案
第

40
号
 
都
城
市
就
学
援
助
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て
 

議
案
第

41
号
 
都
城
市
小
中
学
校
適
正
配
置
方
針
の
改
定
に
つ
い
て
 

議
案
第

42
号
 
都
城
市
公
民
館
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

議
案
第

43
号
  
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
(山

之
口
）
 

議
案
第

44
号
 
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
(早
水
）
 

議
案
第

45
号
 
都
城
市
立
図
書
館
管
理
運
営
規
則
の
改
正
に
つ
い
て
 

議
案
第

46
号
 
都
城
市
立
図
書
館
の
視
聴
覚
資
料
及
び
視
聴
覚
教
具
の
利
用
に
関
す
る
規
則
の
 

改
正
に
つ
い
て
 

議
案
第

47
号
  
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
(高
崎
）
 

議
案
第

48
号
  
都
城
市
教
育
委
員
会
委
員
の
辞
職
の
同
意
に
つ
い
て
 

 

 【
報
告
第

11
7
号
】
 

○
中
原
委
員
 

 
最
後
の
表
に
、
学
校
別
推
薦
研
究
一
覧
表
と
い
う
の
が
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
最
後
の
学
校
経
営

の
計
に
ゼ
ロ
と
い
う
学
校
が
幾
つ
か
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
、
推
薦
が
上
が
ら
な
か
っ
た
学
校

と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
の
で
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
ゼ
ロ
と
出
て
き
た
と
こ
ろ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
ち
ら
か
ら
逆
に
、
も
う
一
度
確
か
め
て
、
そ
し
て

ゼ
ロ
で
よ
ろ
し
い
の
で
す
か
と
い
う
お
話
を
し
ま
し
た
。
こ
の
子
を
選
ん
で
し
ま
う
と
、
こ
の
子
と
い

う
よ
う
な
学
校
の
中
で
も
色
々
あ
っ
た
み
た
い
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
全
く
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
、
前
年
度
も
ら
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
が
、
も
ち
ろ
ん
、
よ
く
頑
張

っ
て
い
る
お
子
さ
ん
な
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
で
ご
辞
退
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
精
励
賞
の
数
は
昨
年
と
比
べ
た
数
と
か
、
過
去

4、
5
年
の
数
と
か
手
元
に
資
料
が
あ
り
ま
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
今
手
元
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
体
育
部
門
が
減
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
か
な
り
の
数
で
減
っ
て
お
り
ま

す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
そ
れ
か
ら
、
先
ほ
ど
中
原
委
員
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
私
も
数
え
て
み
た
ら
、
小
学
校
で
１
０
校
、
中

学
校
で
１
校
、
全
然
該
当
者
が
い
な
い
と
い
う
の
が
ち
ょ
っ
と
気
に
な
り
ま
し
た
。
 

 【
報
告
第

11
8
号
】
 

○
小
西
委
員
長
 

 
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
、
4
日
開
催
に
つ
い
て
、
困
っ
た
と
い
う
答
え
の
と
こ
ろ
で
、
大
学
の
授
業
と

重
な
っ
た
と
い
う
の
が
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
大
学
の
授
業
は
何
日
か
ら
始
ま
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

●
生
涯
学
習
課
長
 

 
学
校
に
よ
っ
て
、
5
日
か
ら
始
ま
っ
た
り
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
早
い
の
で
す
ね
。
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●
生
涯
学
習
課
長
 

 
補
足
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
開
催
日
時
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
成
人
、
地
区
の
公
民
館
長
さ
ん
と
か
、

実
行
委
員
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が
開
催
日
時
を
決
定
さ
れ
る
も
の
で
す
か
ら
、
地
域
に
任
せ
て

い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
中
学
校
も
小
規
模
校
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
す
る
の
で
す
か
。
 

●
生
涯
学
習
課
長
 

 
西
岳
地
区
に
お
き
ま
し
て
は
、
西
岳
中
学
校
と
夏
尾
中
学
校
と
合
同
で
や
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、

来
年
度
は
一
桁
に
な
る
予
定
な
の
で
す
が
、
平
成

32
年
が
何
人
と
い
う
形
で
、
小
規
模
校
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
後
、
ど
う
い
う
形
が
い
い
か
と
い
う
の
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
、
課
内
で
検
討
し
て
お
り

ま
す
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
中
学
校
に
在
籍
し
て
い
な
か
っ
た
人
の
行
き
場
が
な
い
と
い
う
の
は
、
そ
れ
は
小
学
校
の
時
に
そ
の

地
区
に
い
た
け
れ
ど
も
、
中
学
校
で
ど
こ
か
に
転
校
し
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
子
た
ち
が
ま
た
戻
っ

て
き
て
、
成
人
式
を
す
る
と
き
に
、
中
学
校
の
友
達
も
よ
く
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
て
、
行
き
場
が
な

い
と
い
う
こ
と
に
は
配
慮
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
 

●
生
涯
学
習
課
長
 

 
そ
う
い
う
こ
と
で
書
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
た
だ
、
対
象
者
と
い
う
の

が
中
学
校
の
卒
業
者
で
も
あ
る
の
で
す
が
、
県
内
か
ど
こ
か
に
別
な
中
学
校
に
行
か
れ
て
、
都
城
市
に

住
民
票
が
あ
れ
ば
可
能
な
の
で
す
。
宮
崎
市
で
も
、
地
区
別
地
域
別
開
催
を
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ

く
わ
か
ら
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
た
だ
、
泉
ケ
丘
に
関
し
ま
し
て
は
、
今
年
か
ら
学
校
の
ほ
う
で
実

施
し
て
く
れ
と
い
う
こ
と
で
、
保
護
者
の
方
の
要
望
が
あ
っ
て
、
今
年
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
外
か
ら
の
転
入
者
等
も
参
加
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
配
慮
も
す
る
よ
う
実
効
委
員
に
は

伝
え
よ
う
と
思
い
ま
す
。
 

 【
報
告
第

12
2
号
】
 

○
赤
松
委
員
 

 
埋
文
活
用
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
、
平
成

22
年
か
ら

8
年
間
で

30
0
回
以
上
、
年
間
平
均

37
.5

回
ぐ
ら
い
に
な
る
の
で
す
が
、
こ
の
事
業
そ
の
も
の
が
周
知
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
年
に
な
る
ほ

ど
活
用
し
て
い
る
学
校
が
多
い
と
い
う
状
況
な
の
で
す
か
。
 

●
文
化
財
課
長
 

 
当
初
、
活
用
件
数
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
今
年
度
も
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
延
べ

70
回
と
、

段
々
増
え
て
ま
い
り
ま
し
て
、
授
業
の
日
程
調
整
を
す
る
の
に
非
常
に
大
変
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い

う
状
況
で
、
先
生
方
に
は
周
知
さ
れ
て
き
て
い
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

82828282



 

○
赤
松
委
員
 

 
大
変
い
い
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
本
物
に
触
れ
な
が
ら
そ
う
い
う
学
習
を
小
学
校
な
り
、
中
学
校
な

り
、
あ
る
一
定
の
時
期
に
そ
う
い
う
も
の
に
出
会
う
と
い
う
こ
と
は
極
め
て
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
か
ら
、
ぜ
ひ
今
後
も
予
算
を
と
っ
て
で
も
、
な
る
べ
く
人
員
を
増
や
し
て
で
も
そ
う
い
う
こ
と
が
広

が
っ
て
い
く
よ
う
に
努
力
さ
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
 

○
中
原
委
員
 

 
私
も
埋
文
に
つ
い
て
な
の
で
す
が
、
赤
松
先
生
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
よ
う
に
、
実
は
、
大
王
小
で
体

験
い
た
し
ま
し
て
、
非
常
に
楽
し
か
っ
た
の
で
、
事
前
に
授
業
で
受
け
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
参
観
日

等
に
こ
れ
を
加
え
て
、
親
子
で
参
加
し
て
行
う
と
い
う
仕
組
み
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
う
な
る
と
、

大
体
、
授
業
の
単
元
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
を
絡
め
て
、
時
期
的
に
似
た
よ
う
な
時
期
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
危
惧
さ
れ
る
の
で
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
わ
か
っ
た
上
で
、
い
つ
い
つ
と
い
う
、

文
化
財
の
ほ
う
か
ら
そ
の
時
期
に
何
年
生
対
象
と
か
、
振
り
分
け
て
い
く
と
、
重
な
ら
な
い
で
済
む
と

の
か
と
思
い
ま
し
た
。
 

●
文
化
財
課
長
 

 
現
在
は
、
各
学
校
に
こ
れ
を

2
月
上
旬
に
配
り
ま
し
て
、
希
望
の
確
認
を
出
し
て
も
ら
い
ま
し
て
、

第
3
希
望
ま
で
日
程
を
書
い
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ
で
日
程
調
整
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
で
は
大
王
小
は

こ
の
日
で
お
願
い
し
ま
す
と
、
お
そ
ら
く
参
観
日
の
は
飛
び
込
み
で
入
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。
保
護
者
の
方
に
も
一
緒
に
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
の
だ
け
ど
可
能
か
と
い
う
、
こ
ち
ら
は

急
き
ょ
対
応
を
し
た
形
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
 

 
ど
う
し
て
も
授
業
の
流
れ
で
、
ま
と
め
の
段
階
で
こ
う
い
う
も
の
を
や
っ
た
り
、
体
験
し
た
り
と
い

う
こ
と
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
し
て
も
同
じ
時
期
に
重
な
る
の
は
仕
方
が
な
い
の
で
す
が
。
 

○
中
原
委
員
 

 
そ
こ
の
と
こ
ろ
も
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
が
わ
か

っ
た
上
で
今
ま
で
の
時
期
的
な
も
の
は
分
析
と
い
う
か
、
リ
サ
ー
チ
で
き
る
と
思
う
の
で
、
ま
た
、
こ

ち
ら
の
ほ
う
か
ら
い
つ
い
つ
は
こ
う
い
う
も
の
を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
を
投
げ
る
と
、
学
校
の
ほ
う
も

加
味
し
や
す
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
最
初
の
と
こ
ろ
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
対
象
と
し
た
体
験
も
あ
り
ま
す
と
、
一
番
表
紙
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
そ
う
す
る
と
、
各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
も
配
っ
て
い
る
の
で
す
か
。
 

●
文
化
財
課
長
 

 
学
校
の
み
で
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
学
校
に
配
っ
た
だ
け
で
、
先
生
に
授
業
だ
け
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
み
た
い
な
こ
と
に
な
る
と
だ
め
だ

83838383



 

か
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
用
に
配
布
し
て
く
だ
さ
い
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
も
ち
ょ
っ
と
書
い
た
も
の
を
別
に
作

っ
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
な
り
に
届
く
よ
う
に
す
れ
ば
、
も
う
ち
ょ
っ
と
広
が
っ
て
、
今
、
中
原
先
生
が
お

っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
逆
に
文
化
財
課
が
悲
鳴
を
上
げ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
文

教
の
ま
ち
づ
く
り
で
す
の
で
、
非
常
に
い
い
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。
親
子
で
体
験
し
て
も
ら
う
の
は
。

そ
れ
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
わ
か
っ
て
も
ら
う
の
が
大
切
だ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
か
書

い
て
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
も
チ
ラ
シ
を
配
る
の
も
必
要
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
同
じ
く
、
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
者
の
感
想
な
の
で
す
が
、
刀
剣
講
座
に
昨
年
、
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
雨
で
ち
ょ
っ
と
大
変
な
日
だ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
鹿
児
島
か
ら
み

え
た
方
と
か
、
全
員
女
性
だ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
と
て
も
本
当
に
も
っ
た
い
な
い
。
５
名
ほ
ど
だ

っ
た
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
私
は
特
別
刀
剣
女
子
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
静
山
亭
に
久
し
振

り
に
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
て
、
大
変
刀
剣
に
詳
し
い
遠
矢
さ
ん
の
、
至
近
距
離

で
狭
い
空
間
で
す
か
ら
、
御
茶
室
で
す
か
ら
、
そ
こ
の
前
で
刀
剣
を
見
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
、
非
常

に
稀
な
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
の
友
達
は
ち
ょ
っ
と
都
合
が
悪
く
て
行
け
な
か
っ
た
の
で
す
け

れ
ど
も
、
も
っ
た
い
な
い
の
で
、
定
員
が

10
名
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
も
う
少
し
何
と

か
、
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
が
あ
っ
た
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
せ
っ
か
く
の
貴
重
な
機
会
な
の
で
、

周
知
の
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

●
文
化
財
課
長
 

 
昨
年
は
確
か

2
回
や
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
委
員
長
が
来
ら
れ
た
時
は

5
名
で
、
そ
の
次
か
前
に

や
っ
た
時
は

8
名
で
、
ご
存
知
の
よ
う
に
狭
い
で
す
の
で
、
10

名
が
限
界
で
す
の
で
、
刀
と
い
う
関
係

で
、
10

名
が
限
界
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
あ
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
周
知
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
た
ま
た
ま
刀
工
と
い
う
方
が
東
北
か
ら
都
城
に
み
え
て
、
こ
こ
で
こ
う
い
う
も
の
が
作
ら
れ
た
と
い

う
の
は
、
そ
の
後
、
歴
史
資
料
館
で
解
説
を
伺
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
何
回
も
展
示
は
見
て
い
た

の
で
す
け
れ
ど
も
、
改
め
て
そ
う
な
の
だ
と
、
と
て
も
感
動
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、
も
っ
た
い
な

い
機
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

●
文
化
財
課
長
 

 
わ
か
り
ま
し
た
。
周
知
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 【
議
案
第

36
号
、
議
案
第

37
号
】
 

○
小
西
委
員
長
 

 
教
育
総
務
課
に
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
が
、
事
業
名
の

3
番
、
都
城
教
育
の
日
推
進
事
業
に
要
す
る
経

費
の
と
こ
ろ
で
、
当
初
、
都
城
教
育
の
日
と
い
う
の
は
特
別
な
周
年
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
も
の
で

84848484



 

は
な
い
と
い
う
よ
う
な
お
話
が
当
初
あ
っ
た
の
で
す
。
教
育
の
日
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
時
に
、
こ
れ
は

継
続
し
て
い
く
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
こ
う
い
っ
た
事
業
と
し
て
、

継
続
し
て
開
催
さ
れ
る
位
置
づ
け
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 

●
教
育
総
務
課
長
 

 
当
初
は
、
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
か
、
行
っ
て
い
か
な
い
か
と
い
う
の
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
と

こ
ろ
だ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
都
城
市
教
育
振
興
基
本
計
画
に
お
い
て
、
平
成

33
年
の
教
育
の
日
の

認
知
度
を

50
％
に
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
平
成

29
年
度
の
認
知
度
は

7％
と
、
か
な
り
低
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
教
育
の
日
と
い
う
の
は
、
都
城
市
民
み
ん
な
で
学
び
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う

一
つ
の
事
業
で
す
の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
、
来
月
の

2
月

12
日
に
実
施
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
継
続
し

て
推
進
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 ○
濵
田
委
員
 

 
学
校
教
育
課
に
お
尋
ね
し
た
い
の
で
す
が
、
コ
ア
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
、
例
え
ば
、
特
色
あ
る
事
業
、

都
城
小
中
一
貫
学
力
向
上
指
定
研
究
事
業
、
よ
く
三
鷹
市
に
派
遣
と
出
て
き
ま
す
が
、
三
鷹
市
に
は
何

が
あ
る
の
で
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
小
中
一
貫
学
力
向
上
指
定
研
究
事
業
に
お
き
ま
し
て
、
コ
ア
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
今
回
は
各
地
区
で
６

名
選
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
連
れ
て
い
く
の
で
す
け
れ
ど
も
、
実
は
、
全
国
的
に
見
て
、
ま
ず
一

つ
は
小
中
一
貫
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
活
用
し
て
い
る

こ
と
。
そ
し
て
、
市
の
規
模
で
す
け
れ
ど
も
、
大
体

15
万
か
ら

20
万
人
ぐ
ら
い
の
都
城
市
に
近
い
と

こ
ろ
と
い
う

3
つ
の
条
件
を
出
し
ま
し
て
、
文
部
科
学
省
に
打
診
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
三
鷹
市
と
い

う
回
答
が
返
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
3
つ
の
条
件
を
満
た
す
の
が
三
鷹
市
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
し
て
も

10
年
以
上
、
小
中
一
貫
に
し
て
は
、
普
通
に
、
小
中
の
先
生
方

が
行
き
来
し
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
学
力
的
に
も
か
な
り
高
い
と
こ
ろ
の
水
準
を

ず
っ
と
維
持
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
中
学
校
教
員
支
援
事
業
、
あ
る
い
は
小
学
校
学
力
向
上
対
策
事
業
、
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
れ
て

い
る
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
が
、
取
り
組
み
始
め
て
ほ
ぼ
１
年
が
経
つ
中
で
、
来
年
度
の
交
付
金
の
予

算
が
つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
今
年
度
の
大
き
な
成
果
と
い
う
の
が
ど
う
い
う
点
で
現
れ
て
い
る

の
か
、
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

85858585



 

 
中
学
校
教
員
支
援
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
内

5
校
に
な
り
ま
す
が
、
12

学
級
以
上
あ
る
中
学
校

に
派
遣
し
て
お
り
ま
す
。
大
変
助
か
っ
て
お
り
ま
す
と
い
う
回
答
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
反
響
を
聞
い

た
周
り
の
大
き
め
の
小
学
校
が
、
小
学
校
に
も
派
遣
し
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
よ
う
な
ご
希

望
も
上
が
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
中
学
校
で
き
ち
ん
と
確
立
を
さ
せ
た

い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

 
業
務
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
南
九
大
生
が
先
生
方
の
プ
リ
ン
ト
を
集
め
た
り
と
か
、
印
刷
を
し
た

り
と
か
、
そ
う
い
う
よ
う
な
、
先
生
た
ち
が
い
わ
ゆ
る
子
ど
も
た
ち
に
向
か
わ
な
い
で
済
む
よ
う
な
作

業
を
全
部
引
き
受
け
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
続
き
ま
し
て
、
小
学
校
学
力
向
上
対
策
事
業
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
本
年
は

17
名
を
派
遣
し
て
お
り
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

31
人
以
上
の
学
級
に
配
置
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
現
在
、
学
力
の
数
値
的
な
状
況
と
い
う
の
は
、
来
年
度
の
結
果
と
か
見
て
い
か

な
い
と
は
と
思
っ
て
は
お
り
ま
す
が
、
今
現
在
、
少
人
数
を
集
め
て
、
実
際
に
指
導
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
少
人
数
と
い
う
の
は
、
ど
う
し
て
も
そ
こ
の
と
こ
ろ
の
理
解
に
苦
し

ん
で
い
る
子
ど
も
さ
ん
た
ち
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
帰
っ
た
ら
宿
題
が
出
来
な
い
と
か
い
う
お
子
さ
ん
が

い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
お
子
さ
ん
に
対
し
て
、
独
自
の
宿
題
を
与
え
た
り
、

わ
か
る
ま
で
、
出
来
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
ま
で
頑
張
っ
て
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
今
、
先
行
指
導
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
、
学
校
に
入
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
が

14

名
ほ
ど
再
度
授
業
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
先
生
方
の
話
に
よ
る
と
、

ど
う
し
て
も
こ
こ
ま
で
は
理
解
さ
せ
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
担
任
の
先
生
に
断
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
昼
休

み
と
か
、
放
課
後
と
か
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
で
お
話
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
小
中
一
貫
学
力
向
上
指
定
研
究
事
業
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
非
常
に
コ
ア
テ

ィ
ー
チ
ャ
ー
が
よ
く
動
い
て
く
れ
ま
し
て
、
今
年
指
定
し
た
と
こ
ろ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
変
素
晴
ら

し
い
成
果
が
出
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
何
の
成
果
か
と
言
い
ま
す
と
、
一
つ
は
、
小
学
校
の
状

況
、
中
学
校
の
状
況
を
そ
れ
ぞ
れ
ち
ゃ
ん
と
デ
ー
タ
を
交
換
し
て
、
そ
し
て
、
そ
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
何
を
評
価
す
れ
ば
い
い
か
と
い
う
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
が
一
番
大
き
な
と
こ
ろ

だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ア
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
を
回
っ
て
、
指
導
と
い
い
ま
す
か
、

そ
う
い
う
方
向
性
を
持
っ
て
い
ま
し
た
よ
ね
と
い
う
こ
と
を
念
押
し
い
た
だ
い
た
り
し
な
が
ら
、
最
後

に
コ
ア
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
の
会
合
が
今
度
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
非
常
に
自
分
達
に
手
応
え
を
感
じ
た

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
結
果
と
し
て
点
数
に
響
い
て
く
る
か
と
い
う
こ

と
が
楽
し
み
で
あ
る
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
中
学
校
の
教
員
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
生
徒
と
じ
っ
く
り
向
き
合
う
時
間
を
先
生
方
が
確
保
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
学
力
向
上
や
生
徒
指
導
に
貢
献
す
る
。
学
力
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
う
意
図

で
、
大
い
に
助
か
っ
て
い
る
と
い
う
言
葉
が
ご
ざ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
助
か
っ
て
い
る
中
で
、
学
力

86868686



 

向
上
の
指
導
を
す
る
時
間
が
確
保
で
き
て
、
学
力
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
そ
う
い
う
先
生

方
の
声
が
あ
る
と
理
解
し
て
よ
ろ
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
そ
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
の
広
報
等
で
も
今
、
成
果
の
部
分
と
し
て

2、
3
回
出
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
の
で
す
が
、
そ
こ
で
拾
っ
て
き
た
言
葉
の
中
に
、
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
が
増
え
ま
し
た
と

い
う
言
葉
が
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
小
学
校
に
お
い
て
も
学
力
向
上
に
直
接
貢
献
す
る
よ
う
に
、
3、

4
年
生
の
つ
ま
づ
き
が
出
始
め
る
学

年
に
お
い
て
そ
う
い
う
手
当
を
し
て
い
く
、
大
変
効
果
的
な
手
だ
て
が
生
き
て
い
く
と
、
私
は
思
っ
て

い
る
の
で
す
。
今
後
の
方
向
と
し
て
、
例
え
ば
、
配
置
校
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
は
、

学
級
数
と
か
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
見
て
、
基
準
と
な
る
数
値
を
下
ろ
し
て
い
け
ば
い
い
で
す
よ
ね
。
今

後
の
方
向
と
し
て
、
さ
ら
に

3、
4
年
生
の
み
な
ら
ず

5
年
生
に
も
配
置
し
て
も
、
小
学
校
の
場
合
は
構

わ
な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
方
向
と
し
て
は
学
校
教
育
課
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
ま
ず
、
3、

4
年
生
に
関
わ
っ
て
、
少
し
ず
つ
理
解
が
苦
し
く
な
る
時
期
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の

時
期
に
配
置
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
効
果
が
上
が
っ
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
拡
充
に
つ
き
ま
し
て
で
す
が
、
来
年
度
、
31

人
以
上
の
学
級
が
で
き
る
の
が
今
年
よ
り
増
え
ま
し
て
、

今
年
が

17
名
の
先
生
方
で
や
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
来
年
度
は

19
名
雇
わ
な
い
と
い
け
な
い
状
況
を

鑑
み
て
、
も
う
少
し
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
様
子
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 
た
だ
、
今
、
赤
松
委
員
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
5、

6
年
生
な
の
で
す
が
、
そ
こ
ま
で
一
つ
の
学

級
規
模
が
大
き
い
学
校
に
は
、
実
は
県
か
ら
の
少
人
数
の
派
遣
が
入
っ
て
お
り
ま
し
て
、
そ
ち
ら
の
ほ

う
を
兼
ね
て
、
5、

6
年
生
の
ほ
う
は
そ
ち
ら
に
し
っ
か
り
と
つ
い
て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
ご
ざ
い

ま
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
今
後
、
ぜ
ひ
、
広
げ
て
い
く
方
向
で
ご
尽
力
い
た
だ
け
た
ら
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 ○
小
西
委
員
長
 

 
図
書
充
実
費
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
図
書
の
購
入
に
関
し
て
は
行
政
の
ほ
う
で
購
入
い
た
だ
く
と
い
う

ご
説
明
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
た
ま
た
ま
文
庫
本
の
購
入
に
言
及
さ
れ
ま
し
て
、
文
庫
本
を
図
書
館
に

置
く
か
ど
う
か
と
い
う
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
な
賛
否
両
論
が
あ
っ
て
、
私
も
と
て
も
関
心
が
あ
る
の

で
す
が
、
こ
れ
は
あ
る
程
度
、
購
入
さ
れ
る
時
に
は
、
文
庫
本
の
購
入
枠
と
か
そ
う
い
う
こ
と
を
お
考

え
な
の
で
し
ょ
う
か
。
 

●
図
書
館
長
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経
緯
の
ご
説
明
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
と
、
か
な
り
以
前
は
、
文
庫
本
と
い
う
の
は
、
一
度
ハ
ー
ド
カ

バ
ー
、
単
行
本
で
出
版
さ
れ
た
も
の
が
数
年
経
っ
て
文
庫
に
な
る
ス
タ
イ
ル
が
主
流
で
し
た
の
で
、
図

書
館
の
場
合
は
、
最
初
単
行
本
で
購
入
し
て
い
る
の
で
文
庫
本
は
不
要
だ
と
い
う
考
え
方
が
ご
ざ
い
ま

し
た
。
で
す
の
で
、
基
本
的
に
、
図
書
館
で
文
庫
本
を
買
わ
な
い
と
い
う
方
針
が
立
っ
て
い
た
の
で
す

け
れ
ど
も
、
移
動
図
書
館
車
が
購
入
さ
れ
た
の
が
平
成

8
年
で
す
。
そ
れ
か
ら
平
成
２
１
年
に
高
城
図

書
館
が
分
館
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
こ
れ
ら

2
つ
は
、
単
行
本
を
最
初
か
ら
買
う
の
で
は
な
く
て
、

も
う
既
に
文
庫
本
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
買
っ
た
ほ
う
が
単
価
が
低
い
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
し
、
移
動

図
書
館
車
の
場
合
は
そ
も
そ
も
そ
ん
な
に
沢
山
本
を
乗
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

そ
う
い
う
経
緯
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
高
城
図
書
館
と
移
動
図
書
館
車
に
関
し
ま
し
て
は
文
庫
本
を

買
っ
て
い
く
と
い
う
方
針
で
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 
そ
の
枠
と
い
う
の
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
い
る
の
で
は
な
く
、
高
城
図
書
館
や
移
動
図
書
館
車
で
必

要
な
も
の
を
購
入
し
て
い
く
際
に
、
最
新
の
刊
を
買
う
の
で
は
な
く
、
古
い
刊
を
買
っ
て
い
く
わ
け
で

す
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
買
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

 
今
回
新
し
く
図
書
館
を
オ
ー
プ
ン
す
る
に
あ
た
り
ま
し
て
、
古
い
図
書
や
傷
ん
で
い
る
も
の
を
買
い

替
え
る
際
に
、
単
行
本
で
買
い
替
え
る
の
で
は
な
く
文
庫
本
で
買
い
替
え
る
と
い
う
こ
と
も
出
て
き
ま

す
し
、
そ
う
い
っ
た
形
で
文
庫
本
を
本
館
で
も
購
入
す
る
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

 
ま
た
、
閉
架
書
庫
に
、
古
い
岩
波
文
庫
で
す
と
か
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
う
い
っ
た
も
の
も
定
番
の

作
品
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
文
庫
本
で
買
い
直
す
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
し
て
、
枠
と
い
う
も

の
は
特
に
設
け
て
お
り
ま
せ
ん
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
今
、
色
々
と
議
論
に
な
っ
て
い
る
文
庫
本
を
図
書
館
に
入
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
と
は
、
ま
た

別
の
観
点
で
必
要
な
文
庫
本
を
購
入
さ
れ
る
と
い
う
理
解
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
移
動
図
書
館
車
と
い
う
の
は
特
別
な
仕
様
な
の
で
す
か
。
 

●
図
書
館
長
 

 
予
算
を

2,
20
0
万
円
ほ
ど
計
上
し
て
い
る
の
は
、
移
動
図
書
館
車
を
製
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
会
社

が
全
国
で
限
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
基
本
的
に
は
バ
ス
で
す
と
か
、
ト
ラ
ッ
ク
を
改
造
し
ま
す

の
で
、
改
造
費
用
が
１
台
車
を
買
う
ぐ
ら
い
の
、
重
量
が
重
い
戸
棚
を
つ
け
て
い
き
ま
す
し
、
ド
ア
を

開
閉
式
に
し
て
、
車
の
外
側
に
も
戸
棚
を
並
べ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
て
、
一
般
の
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク

よ
り
も
ド
ア
も
多
い
で
す
。
そ
の
分
、
構
造
が
弱
く
な
り
ま
す
の
で
、
補
強
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で

す
の
で
、
2,
20
0
万
円
か
ら

2,
30
0
万
円
を
考
え
て
い
る
の
は
相
場
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
1
台
購
入
さ
れ
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
 

●
図
書
館
長
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今
回
は

1
台
で
す
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
稼
働
率
と
い
う
か
、
そ
れ
で
足
り
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
あ
る
の
で
す
か
。
 

●
図
書
館
長
 

 
現
在
、
21

コ
ー
ス
を
設
定
し
て
い
て
、
1
コ
ー
ス
で
多
い
と
こ
ろ
で
は

3
か
所
ぐ
ら
い
巡
回
し
て
い

ま
す
の
で
、
60

か
所
に
は
な
ら
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
巡
回
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
都
城
地
域

は
広
う
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ま
た
平
地
も
多
い
条
件
も
あ
り
ま
し
て
、
本
音
を
言
え
ば
も
う
一
台
と
言

い
た
い
と
こ
ろ
な
の
で
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
1
台
で
何
と
か
需
要
を
賄
っ
て
い
け
て
い
る
。
今
後
、

需
要
が
ま
た
増
え
て
い
く
と
か
、
そ
う
い
っ
た
要
素
が
あ
れ
ば
、
検
討
し
て
い
く
と
い
う
考
え
方
で
お

り
ま
す
。
 

 【
議
案
第

38
号
】
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
市
内
に
あ
る
説
明
板
と
か
、
標
柱
の
数
は
ど
れ
く
ら
い
な
の
で
す
か
。
 

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
長
 

 
す
べ
て
の
数
で
す
か
。
そ
ち
ら
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

基
準
値
が

4
件
と
か
、
目
標
値
が

6
件
と
か
書
い
て
あ
る
で
し
ょ
う
。
4
と
か
、
6
と
い
う
数
字
は
ど

こ
か
ら
出
る
の
で
す
か
。
 

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
長
 

 
1
年
間
で
整
備
を
し
て
い
く
数
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
そ
れ
は
も
う
決
め
て
い
る
わ
け
で
す
か
。
4
件
ず
つ
整
備
し
て
い
く
わ
け
で
す
か
。
 

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
長
 

 
15

年
で
す
か
ら
、
平
成

27
年
が

4
件
立
て
ま
し
た
。
20
21

年
に
は

6
件
ま
で
増
や
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
1
年
間
に
整
備
す
る
目
標
値
を

4
件
か
ら

6
件
に
増
や
す
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
全
体
数
が
分
か
ら

な
い
か
ら
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
達
成
す
る
の
か
ど
う
か
、
見
え
な
い
の
で
す
。
4
件
と
決
め
ら
れ
た
目

標
と
か
あ
る
の
で
す
か
。
 

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
長
 

 
文
化
財
課
の
ほ
う
で
み
て
い
ま
す
の
で
、
私
た
ち
は
把
握
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
な
の
で
す
け
れ
ど
も
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
そ
う
な
っ
て
く
る
と
、
更
新
と
追
加
と
か
、
や
や
こ
し
い
か
ら
。
例
え
ば
、
更
新
と
い
う
こ
と
で
、

89898989



 

新
し
く
発
見
し
た
部
分
の

4
件
ず
つ
と
い
う
意
味
で
は
な
い
で
す
よ
ね
。
 

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
長
 

 
古
く
な
っ
た
も
の
を
立
て
替
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
文
化
財
課
が
考
え
て
い
る
更
新
計
画
が
全
体
計
画
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
わ
け
で
す
。

ど
れ
く
ら
い
標
柱
が
あ
っ
て
、
ど
れ
く
ら
い
説
明
板
が
あ
っ
て
、
そ
し
て
、
4
件
と
い
う
根
拠
が
。
今

立
っ
て
い
る
も
の
が
古
く
な
っ
て
い
く
割
合
の
問
題
な
の
か
、
ま
た
、
予
算
の
問
題
な
の
か
。
4
か
ら

蚊
ら

6
に
す
る
と
い
う
意
味
も
ち
ょ
っ
と
わ
か
ら
な
い
の
だ
け
れ
ど
も
。
20
21

年
に
は

6
件
に
増
や
し

ま
す
と
い
う
の
が
、
目
標
値
に
な
る
の
か
。
そ
の
辺
が
、
担
当
者
で
な
い
人
に
聞
い
て
も
分
か
ら
な
い

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
ち
ょ
っ
と
最
後
の
も
の
の
意
味
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
 

●
教
育
部
長
 

 
い
ず
れ
に
せ
よ
、
市
内
に
残
る
史
跡
の
説
明
板
も
載
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
が

4
件
の
内
容
に
勘

違
い
し
ま
す
ね
。
表
現
が
。
だ
か
ら
、
年
間
の
説
明
板
の
整
備
件
数
と
か
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
新
し
い
も
の
を
作
る
の
か
、
開
発
し
て
新
し
い
の
を
４
件
見
つ
け
ま
す
よ
と
か
、
20
21

年
に
は

6
件

に
す
る
と
か
。
 

●
教
育
部
長
 

 
6
件
に
し
た
い
の
は
、
古
い
ま
ま
悪
い
け
れ
ど
も
、
直
せ
な
い
部
分
が
あ
る
の
で
増
や
し
て
い
く
と

い
う
、
希
望
的
な
も
の
を
含
め
た
も
の
だ
と
思
う
の
で
す
が
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

そ
の
全
体
量
が
分
か
ら
な
い
こ
と
と
。
 

●
教
育
部
長
 

 
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
説
明
の
言
葉
も
少
し
変
え
な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
9
項
目
で
は
、
前
に
一
度
質
問
し
た
の
は
、
下
か
ら

3
番
目
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
市
民
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

の
第
二
次
振
興
計
画
案
の
数
が
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
入
っ
て
い
て
、
左
側
に
書
い
て
あ
る
こ
と
は
、
多
文
化
共
生

へ
の
取
り
組
み
で
あ
る
と
か
書
い
て
あ
る
で
は
な
い
で
す
か
。
世
代
間
交
流
と
か
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
施
策
が
達
成
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
見
る
の
に
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
書
い

て
あ
る
こ
と
で
い
い
の
で
す
か
と
そ
う
い
う
質
問
を
し
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
人
数
で
そ
れ
が
図

れ
る
の
で
す
か
と
い
う
話
を
ち
ょ
っ
と
し
た
の
で
す
が
、
こ
れ
以
上
質
問
は
し
ま
せ
ん
。
前
来
ら
れ
た

時
に
そ
う
い
う
お
話
を
し
た
の
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
ち
ょ
っ
と
違
う
か
な
と
い
う
、
多
文
化
共

生
と
い
う
の
は
後
で
入
っ
て
き
た
も
の
で
も
あ
る
の
で
す
よ
ね
。
 

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
長
 

 
文
化
の
国
際
化
と
い
う
こ
と
で
。
 

90909090



 

○
黒
木
教
育
長
 

 
こ
の
項
目
と
施
策
概
要
と
Ｋ
Ｐ
Ｉ
が
マ
ッ
チ
し
て
い
る
の
か
な
と
い
う
こ
と
で
質
問
を
し
ま
し
た
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
下
か
ら

3
行
目
の
、
直
接
、
教
育
長
と
お
話
に
な
っ
た
後
の
お
考
え
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
 

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
長
 

 
施
策
の
概
要
に

3
つ
掲
げ
て
お
り
ま
す
が
、
文
化
施
設
団
体
、
美
術
家
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、

そ
れ
か
ら
、
文
化
を
通
し
た
地
域
間
、
世
代
間
交
流
の
活
性
化
、
多
文
化
共
生
へ
の
取
り
組
み
と
い
う

3
つ
の
施
策
の
概
要
を
上
げ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
中
の
都
城
市
総
合
文
化
祭
の
来
場
者
数
と
い
う
は
、

2
番
目
の
文
化
を
通
し
た
地
域
間
、
世
代
間
交
流
の
活
性
化
を
主
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
な

り
ま
す
。
総
合
文
化
祭
に
つ
き
ま
し
て
は
、
都
城
市
内
の
色
々
な
地
域
か
ら
文
化
団
体
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
す
し
、
年
代
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
方
が
出
演
さ
れ
ま
す
の
で
、
ま
た
、
観
覧
す
る
ほ

う
も
色
々
な
年
代
、
そ
れ
か
ら
、
地
域
の
方
が
ご
覧
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
個
々
の
活
性
化
が
図
れ

る
か
と
い
う
の
は
測
定
す
る
値
と
し
て
、
総
合
文
化
祭
の
来
場
者
と
い
う
の
が
適
当
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
、
設
定
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
ほ
か
に
い
い
指
標
が
あ
る
か
と
言
わ
れ
る
と
、
私
が
代
案
を
出
せ
な
い
の
で
今
は
そ
れ
以
上
の
こ
と

は
申
し
上
げ
ま
せ
ん
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
多
文
化
共
生
の
取
り
組
み
と
い
う
の
は
、
海
外
の
人
た
ち
と
の
関
わ
り
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
こ
と

で
こ
こ
に
上
げ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
都
城
市
総
合
文
化
祭
の
来
場
者
数
の
中
に
、
海
外
の
人
た
ち

が
ど
の
く
ら
い
入
っ
て
い
る
か
と
か
、
そ
こ
に
海
外
の
人
が
何
人
入
る
と
か
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
割
合
で

入
る
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
だ
と
こ
の
指
標
に
は
な
る
か
も
し
れ
な
い
気
が
し
ま
す
。
 

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
長
 

 
多
文
化
共
生
へ
の
取
り
組
み
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
ま
た
別
に
設
定
を
し
ま
す

の
で
、
先
々
週
で
す
か
、
ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ
と
い
う
の
が
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

海
外
の
文
化
と
か
の
紹
介
を
す
る
も
の
の
来
場
者
と
か
、
そ
う
い
っ
た
も
の
も
多
文
化
共
生
の
と
こ
ろ

の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
し
て
は
そ
れ
を
持
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
そ
れ
は
総
合
文
化
祭
の
中
で
一
つ
の
催
し
と
し
て
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
か
。
 

●
教
育
部
長
 

 
そ
れ
は
別
で
、
こ
の
施
策
の
概
要
の
中
の
様
々
な
も
の
は
実
施
計
画
の
中
で
細
か
く
謳
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
こ
こ
に
は
、
そ
の
中
の
代
表
例
と
し
て
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
で
一
つ
だ
け
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と

い
う
よ
う
な
振
興
計
画
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

91919191



 

○
小
西
委
員
長
 

 
と
い
う
こ
と
で
、
文
化
を
通
し
た
地
域
間
、
世
代
交
流
の
活
性
化
と
い
う
の
で
こ
こ
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
ね
。
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
そ
の
中
の
一
つ
み
た
い
な
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
よ
ろ
し
い
で

し
ょ
う
か
。
 

●
教
育
総
務
課
主
幹
 

 
文
化
財
課
に
聞
い
て
き
た
の
で
す
が
、
標
柱
の
全
体
の
本
数
と
い
う
の
が
、
旧
市
内
と
合
併
し
た
町

で
、
ど
う
い
っ
た
も
の
を
立
て
る
か
と
い
う
基
準
が
違
う
ら
し
く
て
、
旧
町
が
指
定
文
化
財
じ
ゃ
な
い

も
の
も
標
柱
を
立
て
て
い
る
ら
し
い
の
で
、
実
際
の
本
数
と
い
う
の
が
、
今
現
在
立
っ
て
い
る
本
数
を

把
握
で
き
て
い
な
い
そ
う
で
す
。
対
処
療
法
的
に
台
風
で
倒
れ
た
と
か
そ
う
い
う
苦
情
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
か
ら
、
整
備
を
し
て
い
て
、
そ
れ
が
今
の
と
こ
ろ
は
予
算
的
な
問
題
も
あ
っ
て
、
４
件
な
の
で
す
け

れ
ど
も
、
そ
れ
だ
と
な
か
な
か
足
り
な
い
の
で
、
ち
ょ
っ
と
増
や
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
６
と
い
う
こ

と
で
、
根
拠
は
あ
ま
り
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
今
よ
り
も
ち
ょ
っ
と
増
や
し
た
い
と
い
う
こ
と
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
要
す
る
に
、
修
復
と
か
、
塗
り
替
え
で
す
ね
。
 

●
教
育
部
長
 

 
新
し
い
と
こ
ろ
を
作
っ
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
 

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
長
 

 
前
回
の
教
育
委
員
会
の
時
に
上
が
っ
て
き
た
の
は
、
個
別
の
利
用
で
、
こ
の
文
化
財
課
の
標
柱
の
件

と
、
も
う
一
つ
が
図
書
館
の
貸
し
出
し
冊
数
と
い
う
の
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
貸
し
出
し
冊
数
の
ほ
う

は
人
材
の
育
成
の
と
こ
ろ
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
対
応
し
て
い
る
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
と
い
う
の
が
な
い

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
冊
数
は
、
そ
れ
な
り
に
本
が
沢
山
あ
る
か
ら
、
借
り
れ
ば
い
い
わ
け
だ
か
ら
。
そ
う
い
う
指
標
で
い

い
の
か
、
指
標
の
説
明
を
求
め
ら
れ
た
時
に
、
ち
ゃ
ん
と
説
明
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
い
と
。
 

●
教
育
部
長
 

 
合
併
前
団
体
と
基
準
が
違
っ
た
と
こ
ろ
を
し
っ
か
り
整
理
し
た
上
で
、
新
し
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
も

史
跡
と
し
て
や
っ
て
い
く
の
も
プ
ラ
ス
し
て
あ
り
ま
す
よ
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
と
い
う
の
を
説
明
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
。
今
の
数
は
変
え
な
い
け
れ
ど
も
、
修
理
だ
け
す
る
と
、
そ
こ
に
上
げ
る
に
は
ふ
さ

わ
し
く
な
い
の
で
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
こ
れ
は
明
日
、
庁
議
に
出
る
の
で
し
ょ
う
。
 

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
長
 

 
2
月

23
日
野
庁
議
で
す
。
 

92929292



 

○
教
育
長
 

 
そ
れ
ま
で
に
、
部
長
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、
も
う
一
度
、
検
討
し
て
い
た
だ
く
ほ
う
が
、

出
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
見
た
時
に
違
和
感
が
あ
る
な
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
の
で
。
 

●
教
育
部
長
 

 
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
言
葉
は
少
し
修
飾
語
が
ど
こ
に
か
か
る
か
の
か
も
わ
か
り
に
く
い
の
で
、
し
っ
か
り
し
た

も
の
で
話
を
し
た
上
で
、
後
ろ
盾
が
し
っ
か
り
説
明
で
き
れ
ば
こ
れ
で
い
い
と
い
う
こ
と
で
、
修
正
を

さ
せ
ま
す
。
 

 【
議
案
第

40
号
】
 

○
赤
松
委
員
 

 
議
案
第

40
号
の
入
学
予
定
者
に
関
わ
る
新
た
な
改
正
と
か
、
入
学
者
全
員
に
支
給
す
る
こ
と
は
大
変

時
宜
を
得
て
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
新
旧
対
照
表
の
援
助
の
対
象
者
の

2
条
の
（
1）
（
2）

が
改
正
前

も
改
正
後
も
略
と
書
い
て
あ
る
の
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
い
く
と
、
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
者
で
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
、
ど
ん
な
規
定
な
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
尋
ね
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

第
2
条
の
（
1）

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
生
活
保
護
法
第
６
条
第
２
項
に
規
定
す
る
要
保
護
者
、（

2）
委

員
会
が
別
に
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
、
要
保
護
者
に
準
ず
る
程
度
に
困
窮
し
て
い
る
と
認
め
た
者
。
ま

ず
、
（
1）

で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
生
活
保
護
法
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
計
算
式
を
入
れ
る
の
で

す
け
れ
ど
も
、
こ
の
収
入
で
こ
う
い
う
世
帯
で
あ
る
と
、
大
体
、
い
わ
ゆ
る
、
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
で

あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
あ
た
り
か
ら
、
ど
の
く
ら
い
収
入
が
下
れ
ば
保
護
家
庭
と
す
る
か
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
。
生
活
保
護
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ぎ
り
ぎ
り
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
見
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、

委
員
会
が
定
め
る
準
要
保
護
は
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
は
す
く
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
よ
う
な
２
つ

の
対
象
者
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 【
議
案
第

41
号
】
 

○
濵
田
委
員
 

 
小
規
模
校
の
統
廃
合
は
、
地
域
住
民
の
発
意
に
よ
っ
て
、
教
育
委
員
会
が
初
め
て
検
討
に
入
る
と
い

う
こ
と
で
す
の
で
、
そ
の
場
合
、
地
域
住
民
と
い
う
の
は
書
い
て
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
の

レ
ベ
ル
と
な
り
ま
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
資
料
の
平
成

29
年
か
ら
平
成

34
年
ま
で
の
各
学
校
の
予
想
人
数
が
書
い
て
あ
る
次
の
資
料
２
で
ご

ざ
い
ま
す
。
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て
と
い
う
横
書
き
の
大
き
な
プ
レ
ゼ
ン
の
デ
ー
タ
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
こ
こ
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
学
校
運
営
協
議
会
と
い
う
の

93939393



 

は
、
学
校
運
営
そ
の
も
の
を
意
見
で
き
る
立
場
の
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
こ
の
中
に
、
例

え
ば
、
地
区
民
の
公
民
館
長
と
か
、
ま
ち
協
の
方
々
と
か
が
入
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

Ｐ
Ｔ
Ａ
も
入
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、
こ
こ
が
一
番
中
心
に
な
っ
て
い
た
だ
か
な
い
と
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
よ
う
な
適
正
規
模
に
関
し
て
検
討
す
る
場
と
い
う
と
こ
ろ
も
担
っ
て
い

た
だ
け
る
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
町
長
が
と
い
う
の
は
な
い
の
で
す
か
。
町
長
は
別
と
い
う
感
じ
で
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
は
い
。
 

 
さ
ら
に
も
う

1
点
だ
け
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
 

 
今
お
開
け
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
資
料

2
の
前
の
ペ
ー
ジ
、
平
成

34
年
度
の
学
校
の
様
子
で
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
こ
で
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
点
が
ご
ざ
い
ま
す
。
笛
水
中
学
校
で
ご
ざ
い
ま
す
。
笛
水

中
学
校
は
こ
の
年
、
3
年
生
が

3
名
、
そ
し
て
、
次
の
年
、
小
学
校

6
年
生
が
何
と
い
な
い
状
況
で
ご

ざ
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
は
も
う
自
動
的
に
学
校
が
成
り
立
た
な
い
。
生
徒
が
い
な
い
学
校

に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
し
、
笛
水
は
特
任
校
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

他
の
地
区
か
ら
引
っ
張
っ
て
く
る
こ
と
も
可
能
で
す
の
で
、
そ
こ
は
色
々
と
方
策
を
立
て
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
あ
と

2
校
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
 

 
夏
尾
中
学
校
、
夏
尾
小
学
校
で
ご
ざ
い
ま
す
。
夏
尾
中
学
校
は
、
こ
の
年
の

3
年
生
ま
で
は

10
名
の

人
数
を
確
保
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
あ
と
、
急
激
に
減
り
ま
す
。
次
の
年
は

3
年
生
が

4
名
、
2

年
生
が
ゼ
ロ
、
そ
し
て
、
1
年
生
が
１
名
と
い
う
よ
う
な
学
校
に
な
っ
て
い
く
。
や
は
り
そ
う
い
う
よ

う
な
姿
を
地
区
民
が
見
た
時
、
発
意
が
起
こ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。
も
う

1
校
、
小
学
校
で
吉
之
元
小
学
校
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
年

10
名
の
全
校
生
徒
と
い
う
形
に
な
り
ま
す
。

新
入
学
生
が
つ
い
に
途
切
れ
る
の
が
平
成

35
年
度
と
い
う
形
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
そ
う
し
ま
す
と
、
今
ま
で
問
題
と
し
て
上
が
っ
て
く
る
学
校
運
営
協
議
会
な
の
で
す
が
、
失
礼
な
お

尋
ね
で
す
が
、
小
規
模
校
の
と
こ
ろ
で
も
こ
う
い
っ
た
協
議
会
が
機
能
し
て
、
発
議
さ
れ
る
よ
う
な
体

制
が
整
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
小
さ
な
学
校
で
も
、
保
護
者
の
数
が
か
な
り
限
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
区
の
方
々

は
非
常
に
熱
い
思
い
を
持
っ
て
、
特
に
、
吉
之
元
や
笛
水
あ
た
り
は
、
何
と
か
し
て
存
続
し
た
い
と
い

う
お
気
持
ち
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
ど
う
や
れ
ば
子
ど
も
た
ち
の
学
び
が
豊
か
に
な
れ

る
か
と
い
う
こ
と
で
、
大
規
模
校
と
の
交
流
と
か
、
小
さ
い
学
校
同
士
で
交
流
す
る
と
か
い
う
方
策
は

と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

94949494



 

○
小
西
委
員
長
 

 
学
校
運
営
協
議
会
の
充
実
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

○
中
原
委
員
 

 
先
ほ
ど
の
小
中
一
貫
校
設
置
に
つ
い
て
の
図
を
見
る
と
、
結
局
こ
れ
を
学
校
運
営
協
議
会
の
ほ
う
か

ら
発
意
さ
れ
て
、
統
廃
合
に
な
る
と
思
う
の
で
す
が
、
最
後
に
教
育
委
員
会
で
検
討
を
開
始
す
る
、
存

続
と
図
っ
て
い
き
ま
す
が
、
最
終
的
な
検
討
会
等
々
は
組
ま
れ
る
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
最
終
決

定
と
い
う
の
は
議
会
に
あ
る
の
で
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
最
終
決
定
と
い
い
ま
す
の
は
、
昨
年
、
御
池
小
学
校
が
休
校
に
な
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ

に
至
る
ま
で
は
、
か
な
り
の
話
し
合
い
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
輸
送
手

段
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
出
し
て
く
れ
と
か
、
色
々
な
思
い
が
あ
っ
た
り
、
学
童
用
の
タ
ク
シ
ー
を
と
い

う
よ
う
な
、
や
は
り
、
予
算
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
す
り
合
わ
せ
て
い
き
な
が
ら
、
両

方
が
納
得
で
き
る
よ
う
な
形
で
の
統
廃
合
と
い
う
形
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
教
育
委
員
会

と
し
ま
し
て
は
、
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を
ち
ゃ
ん
と
説
明
を
し
て
、
判
断
材
料
を
き
ち
ん
と
手
元

に
お
渡
し
す
る
。
そ
の
判
断
材
料
を
も
と
に
、
こ
こ
で
は
、
一
旦
学
校
を
閉
じ
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う

ご
意
見
が
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
閉
じ
方
を
す
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
話
し
合
い
を

し
て
い
く
と
い
う
形
に
な
り
ま
す
。
 

 
御
池
小
学
校
の
場
合
に
は
、
6
回
大
き
な
会
合
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
に
も
、
電
話
連
絡
等
で
常

に
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
や
校
長
先
生
と
お
話
し
合
い
を
し
ま
し
て
、
最
終
的
に
は
検
討
し
て
、
休
校
と
い
う
形

に
な
り
ま
し
た
。
 

○
中
原
委
員
 

 
最
終
的
な
判
断
と
い
う
の
は
教
育
委
員
会
で
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
そ
し
て
、
議
会
の
ほ
う
に
理
解
を
求
め
る
と
い
う
形
に
な
り
ま
す
。
 

○
中
原
委
員
 

 
こ
う
い
う
数
字
が
出
て
、
平
成

34
年
度
ま
で
が
大
体
わ
か
っ
て
い
て
、
懸
念
さ
れ
る
学
校
等
と
か
、

既
に
判
明
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
時
間
と
手
間
暇
を
か
け
て
検
討
し
な
い
こ
と
で
あ
る
と

す
る
な
ら
ば
、
少
し
ず
つ
始
め
て
も
い
い
の
か
な
と
、
感
じ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
し
た
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
県
内
で
言
い
ま
す
と
西
門
川
と
い
う
と
こ
ろ
が
統
廃
合
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
来

年
度
に
閉
じ
ま
す
。
こ
れ
は
決
定
し
た
の
は

3
年
前
で
す
。
そ
こ
か
ら
徐
々
に
、
西
門
川
は
ま
だ
人
数

が
沢
山
い
る
の
で
す
が
、
車
の
便
も
い
い
こ
と
か
ら
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
出
せ
ば
門
川
小
中
学
校
に
通

え
る
と
判
断
さ
れ
て
、
3
年
ぐ
ら
い
か
け
て
い
ま
す
の
で
、
都
城
市
と
し
ま
し
て
も
、
そ
の
ぐ
ら
い
の

年
月
を
か
け
な
が
ら
や
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

95959595



 

○
赤
松
委
員
 

 
西
門
川
は
地
理
的
な
条
件
か
ら
極
め
て
水
害
の
起
こ
り
や
す
い
と
こ
ろ
で
、
そ
う
い
う
地
域
性
も
あ

っ
て
、
地
域
の
方
が
お
考
え
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
そ
の
と
お
り
で
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
こ
の
適
正
配
置
の
お
考
え
に
つ
い
て
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
、
地
域
住
民
の
考
え
方
を
十
分
に
、
あ

る
い
は
学
校
運
営
協
議
会
の
意
見
を
活
か
し
な
が
ら
慎
重
に
進
め
て
い
く
方
向
が
よ
く
わ
か
り
ま
す

し
、
新
し
い
規
定
の
改
定
に
つ
い
て
も
、
よ
り
地
域
の
人
や
そ
の
時
代
に
あ
っ
た
形
で
改
善
し
て
い
こ

う
と
お
考
え
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
伝
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
先

を
随
分
見
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
し
、
平
成

34
年
と

29
年
を
比
べ
る
と
、
小
学
校
な
ど
は

47
7
名
の
数
が

減
っ
て
、
学
級
数
が

20
学
級
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
し
っ
か
り
ご
覧
に
な
っ
て
計
画
を
進
め
よ
う
と
し

て
お
ら
れ
、
大
変
適
正
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
が
、
お
聞
き
し
て
い
て
、
タ
イ
ト
ル
が
ち
ょ
っ
と

気
に
な
る
の
が
、
都
城
市
小
中
学
校
適
正
改
善
方
針
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
こ
の
適
正
配
置
と
い
う

こ
れ
だ
け
の
文
言
を
読
む
と
、
極
め
て
大
規
模
の
こ
と
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
す
べ
て
の
適
正
配
置

を
お
考
え
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
は
読
み
取
れ
ま
す
。
内
容
の
説
明
を
お
聞
き

す
る
と
、
極
め
て
小
規
模
化
さ
れ
た
学
校
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
当
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

私
の
感
想
と
し
て
は
、
児
童
・
生
徒
数
減
少
に
伴
う
と
い
う
言
葉
が
前
に
あ
る
ほ
う
が
こ
の
適
正
配
置

の
方
針
が
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
と
い
う
の
が
は
っ
き
り
読
み
取
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
、
私

は
そ
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
、
そ
の
へ
ん
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
に
な
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
平
成

20
年
に
作
ら
れ
た
適
正
方
針
が
そ
の
タ
イ
ト
ル
を
使
っ
て
お
り
ま
し
て
、
そ
れ
で
方
針
案
と
か

す
べ
て
こ
の
タ
イ
ト
ル
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
た
だ
し
、
今
、
赤
松
委
員
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
逆
に
大

規
模
化
し
て
い
る
学
校
も
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
ち
ら
と
分
け
て
考
え
た
ほ
う
が
よ
ろ
し
い
よ
う
な
気
が
い

た
し
ま
す
の
で
、
そ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
検
討
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
そ
う
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
こ
れ
を
読
ん
だ
時
に
そ
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
と
い
う
感

想
で
す
か
ら
、
ま
た
検
討
し
て
く
だ
さ
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
逆
の
大
規
模
校
で
分
け
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
い
う
例
も
あ
る
の
で
す
か
。
具
体
的
で
は

な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
将
来
的
に
大
規
模
校
の
適
正
規
模
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
問
題
も
今

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

96969696



 

 
一
つ
は
環
境
の
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
う
い
う
環
境
か
と
申
し
ま
す
と
、
運
動
場
の
広
さ
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
広
さ
、
そ
し
て
、
体
育
館
、
全
員
が
集
ま
っ
て
集
会
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
か
、
そ
う
い
う

よ
う
な
規
模
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
全
員
が
入
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
学
校
は
存
在

し
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
西
小
学
校
、
祝
吉
小
学
校
な
ど
、
学
級
そ
の
も
の
の
数
が
足
り
な
く
な
っ
て
、

プ
レ
ハ
ブ
で
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
将
来
的
に
い
き
ま
す
と
、
全
体
を
見
通
し
ま
す
と
、

増
え
は
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
ま
で
爆
発
的
に
は
増
え
な
い
。
か
つ
て
、
五
十
市
小
学
校
、
五
十
市

中
学
校
が

1,
20
0
人
い
た
時
期
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
明
和
小
学
校
に
分
か
れ
た
り
、
西
中
学
校
に

分
か
れ
た
り
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
ま
で
は
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
皆
さ
ん
の
質
問
で
、
適
正
規
模
と
い
っ
た
時
の
大
き
い
ほ
う
の
適
正
規
模
と
い
う
か
、
議
論
の
対
象

に
は
今
、
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
逆
に
言
う
と
、
明
和
が
減
っ
て
い
く
時
に
、
ま
た
五
十
市

小
学
校
を
少
し
小
さ
く
し
て
明
和
小
学
校
の
ほ
う
に
行
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
こ
と
も
考
え
る
と
い
う
意

味
で
は
、
上
の
ほ
う
の
適
正
規
模
、
上
と
い
う
言
い
方
は
お
か
し
い
で
す
が
、
そ
れ
は
今
後
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
校
区
の
問
題
も
そ
の
一
つ
で
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
そ
の
辺
は
ま
だ
手
つ
か
ず
で
あ
る
の
は
確
か
だ
か
ら
、
文
部
科
学
省
の
水
準
の
適
正
と
い
う
問
題
で

は
な
く
、
都
城
市
自
身
の
将
来
計
画
の
中
で
の
適
正
規
模
と
い
う
考
え
方
を
ど
こ
か
で
作
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
確
か
だ
と
思
い
ま
す
。
 

 【
議
案
第

45
号
】
 

○
小
西
委
員
長
 

 
議
案
第

45
号
の
ほ
う
の

10
条
で
す
け
れ
ど
も
、
今
ま
で
図
書
館
資
料
の
複
写
と
い
う
の
が
あ
り
ま

す
が
、
利
用
者
の
調
査
研
究
の
用
に
供
す
る
た
め
に
図
書
館
資
料
を
用
い
て
公
表
さ
れ
た
著
作
物
の
一

部
分
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
と
あ
る
の
で
す
が
、
単
純
に
こ
こ
を
コ
ピ
ー
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

コ
ピ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
利
用
者
の
調
査
研
究
の
用
と
解
釈
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。
 

●
図
書
館
長
 

 
解
釈
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
情
報
に
引
っ
か
か
る
も
の
と
い
う
の
は
、
要
は
、
営
利
目
的
で
コ

ピ
ー
を
さ
れ
る
方
、
こ
れ
を
排
除
す
る
た
め
の
条
項
で
す
。
営
利
目
的
と
い
う
の
は
、
大
体
、
す
ぐ
わ

か
り
ま
す
の
で
、
大
量
に
電
話
帳
を
コ
ピ
ー
し
て
い
た
人
が
い
た
の
で
す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
は
、
こ

の
情
報
を
研
究
目
的
で
電
話
帳
は
コ
ピ
ー
し
ま
せ
ん
よ
ね
と
い
う
こ
と
で
、
排
除
し
ま
し
た
。
基
本
的

に
営
利
目
的
で
は
駄
目
で
す
と
書
け
ば
い
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
で
は
な
く
て
、
こ
う
い
う
表
現

97979797



 

を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 【
議
案
第

47
号
】
 

○
濵
田
委
員
 

 
合
併
等
に
よ
り
と
説
明
い
た
だ
い
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
実
際
に
ど
こ
と
ど
こ
が
合
併
す
る
の
で
し

ょ
う
か
。
星
の
郷
総
合
産
業
株
式
会
社
は
も
と
も
と
単
独
の
会
社
で
す
よ
ね
。
 

●
教
育
部
長
 

 
今
現
在
、
総
合
政
策
部
で
温
泉
の

4
施
設
の
株
式
会
社
の
合
併
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
温
泉
の
各

4
つ
、
青
井
岳
温
泉
株
式
会
社
、
株
式
会
社
レ
イ
ク
観
音
、
株
式
会
社
く
え
び
こ
山
田
、
先
ほ
ど
の
星

の
郷
総
合
産
業
株
式
会
社
の

4
社
が
各
々
に
温
泉
管
理
運
営
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
山
田

と
高
崎
の
体
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
2
者
の
温
泉
施
設
が
管
理
運
営
を
さ
せ
て
い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年

4
月
に
こ
の

4
社
が
一
つ
の
会
社
に
な
っ
て
、
管
理
運
営
を
す
る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
別
途
、
総
合
政
策
部
に
出
す
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
関
連

の
2
施
設
に
つ
い
て
、
そ
の
中
で
も
高
崎
の
運
動
公
園
に
つ
い
て
は
、
今
現
在

2
年
間
と
い
う
こ
と
で

指
定
管
理
を
設
け
て
い
る
の
で
す
が
、
今
回
の
合
併
に
よ
り
、
1
年
間
短
縮
し
て
、
今
年
の

3
月
ま
で

で
終
わ
る
と
い
う
こ
と
で
期
間
訂
正
を
行
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
今
の
統
合
か
合
併
か
、
4
社
が
一
つ
に
な
る
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
の
株
式
会

社
が
中
心
に
な
る
の
で
す
か
。
 

●
教
育
部
長
 

 
今
現
在
は

4
つ
の
株
式
会
社
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年

4
月
に
統
合
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
規
模
は
、
大
き
い
の
で
す
か
、
小
さ
い
の
で
す
か
。
 

●
教
育
部
長
 

 
各
々
の
従
業
員
数
と
か
、
資
本
金
は
違
い
ま
す
。
細
か
く
言
い
ま
す
と
、
レ
イ
ク
観
音
と
い
い
ま
し

て
、
石
山
の
観
音
さ
く
ら
の
里
を
運
営
し
て
い
る
会
社
を
本
社
を
あ
そ
こ
に
置
く
と
い
う
こ
と
で
、
一

旦
、
株
式
レ
イ
ク
観
音
を
存
続
さ
せ
て
、
こ
ち
ら
に
統
合
し
て
、
社
名
を
新
た
に
変
え
る
と
い
う
こ
と

で
予
定
し
て
い
る
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
高
崎
町
星
の
郷
総
合
産
業
株
式
会
社
は
統
合
後
の
名
前
で
す
か
。
 

●
教
育
部
長
 

 
今
現
在
が
こ
の
名
前
な
の
で
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
都
城
ぼ
ん
ち
地
域
振
興
株
式
会
社
と
い
う

の
が

4
月

1
日
か
ら
発
足
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

98989898



 

 【
議
案
第

48
号
】
 

（
小
西
委
員
長
退
席
、
教
育
総
務
課
長
説
明
）
 

○
赤
松
委
員
長
職
務
代
理
者
 

 
直
ち
に
採
決
を
い
た
し
ま
す
。
 

 
小
西
委
員
の
辞
職
の
申
し
出
に
同
意
す
る
こ
と
に
ご
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
 

〔「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕
 

○
赤
松
委
員
長
職
務
代
理
者
 

 
異
議
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
議
案
第

48
号
は
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
小
西
委
員
の
教
育
委
員
辞
職

に
同
意
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
 

（
小
西
委
員
長
入
席
）
 

○
小
西
委
員
長
 

 
私
、
僭
越
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
一
身
上
の
都
合
と
い
う
文
言
に
は
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
実
は
、
平
成

27
年
の
秋
に
、
再
任
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
時
に
、
と
て
も
び
っ
く
り
と

い
う
か
、
意
外
だ
っ
た
の
で
す
。
4
年
間
と
い
う
の
は
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
、
80
歳
に
な
り
ま
す
の
で
。

2
年
だ
っ
た
ら
頑
張
れ
る
と
思
い
ま
す
と
返
答
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
そ
の

2
年
が
ち
ょ
う
ど
ま
い
り
ま

し
た
。
お
陰
さ
ま
で
何
と
か
や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
。
本
来
で
し
た
ら
、
2
月

25
日
、
教
育

長
と
同
じ
期
間
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
調
整
の
た
め
に
３
月
ま
で
と
い
う
お
時
間
を
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
そ
の
よ
う
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
大
変
、
勝
手
な
発
言
で
す
け
れ
ど
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
 

 

 

3
月
定
例
教
育
委
員
会
 

3
月
定
例
教
育
委
員
会
 

3
月
定
例
教
育
委
員
会
 

3
月
定
例
教
育
委
員
会
 

2
月

22
日

2
月

22
日

2
月

22
日

2
月

22
日
（（ （（
木木 木木
）） ））
南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

南
別
館

3
階
委
員
会
室
 

報
告

13
件
 
議
案

9
件
 

報
告

13
件
 
議
案

9
件
 

報
告

13
件
 
議
案

9
件
 

報
告

13
件
 
議
案

9
件
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

傍
聴
人
 
0
人
 

教
育
長
報
告
及
び
付
議
案
件
 

教
育
長
報
告
及
び
付
議
案
件
に
関
す
る
主
な
教
育
委
員
の
意
見
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

1 
教
育
長
報
告
 

今
日
は
議
題
が
沢
山
あ
り
ま
す
の
で
、
メ
モ
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
に
留
め
よ
う
か
な
と
思
い

ま
す
が
、
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
か
。
 

 
一
つ
だ
け
、
こ
の
中
に
書
か
れ
て
い
な
く
て
、
不
審
者
の
、
ち
ょ
っ
と
新
手
の
不
審
者
と
い
う

か
、
今
日
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
日
曜
日
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
女
の
子
が
犬
を
連
れ
て
遊
ん

で
い
た
ら
、
犬
を
連
れ
た

50
歳
ぐ
ら
い
の
男
性
が
歩
い
て
き
て
、「

一
緒
に
行
こ
う
」
と
言
わ
れ

て
、
一
緒
に
つ
い
て
行
っ
て
、
男
性
の
自
宅
に
連
れ
て
行
か
れ
た
ら
し
い
で
す
。
今
度
は
、
そ
こ

で
車
に
乗
っ
て
、「

ま
ん
が
倉
庫
に
行
こ
う
」
と
言
わ
れ
て
、
車
で
ま
ん
が
倉
庫
に
連
れ
て
行
か
れ
、

そ
の
と
き
に
、
車
の
中
で
手
と
か
触
ら
れ
た
ら
し
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
帰
っ
て
き
て
、
そ
の
女

の
子
は
機
転
を
き
か
し
て
、「
友
達
の
家
に
会
い
に
行
か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
」
と
言
っ
て
、
そ

 （
意
見
な
し
）
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こ
か
ら
友
達
の
と
こ
ろ
に
行
こ
う
と
し
た
ら
、
そ
の
男
の
人
が
一
緒
に
つ
い
て
き
た
。
と
こ
ろ
が

そ
の
友
達
の
と
こ
ろ
に
行
っ
た
ら
い
な
く
て
、
慌
て
て
別
の
友
達
の
と
こ
ろ
へ
駈
け
込
ん
で
、
事

な
き
を
得
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ち
ょ
っ
と
今
ま
で
に
例
を
み
な
い
不
審
者
行
動
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
そ
の
こ
と
だ
け
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

2 
付
議
案
件
 

報
告
第

12
5
号
 
専
決
処
分
し
た
事
務
に
つ
い
て
（
平
成

29
年
度
都
城
市
教
育
委
員
会
名
義
後
 

援
・
共
催
に
つ
い
て
）
 

報
告
第

12
6
号
 
教
育
長
職
務
代
理
者
の
指
名
に
つ
い
て
 

報
告
第

12
7
号
 
第

2
次
都
城
市
文
化
振
興
計
画
（
案
）
策
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

12
8
号
 
平
成

29
年
度
都
城
市
教
育
研
究
論
文
選
考
結
果
に
つ
い
て
 

報
告
第

12
9
号
 
平
成

30
年
度
都
城
市
小
学
校
フ
ッ
化
物
洗
口
事
業
実
施
要
項
に
つ
い
て
 

報
告
第

13
0
号
 
よ
か
・
余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
実
施
要
綱
の
制
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

13
1
号
 
欠
番
 

報
告
第

13
2
号
 
欠
番
 

報
告
第

13
3
号
 
平
成

29
年
度
都
城
市
立
美
術
館
作
品
収
集
委
員
会
の
答
申
に
つ
い
て
 

報
告
第

13
4
号
 
都
城
島
津
邸
五
月
人
形
展
開
催
要
項
の
制
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

13
5
号
 
「
島
津
de
端
午

20
18
」
開
催
要
項
の
制
定
に
つ
い
て
 

報
告
第

13
6
号
 
専
決
処
分
し
た
事
務
に
つ
い
（
都
城
島
津
邸
「
さ
つ
き
展
」
の
共
催
に
つ
い
て
）  

報
告
第

13
7
号
 
第

2
次
都
城
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
ビ
ジ
ョ
ン
骨
子
（
案
）
に
つ
い
て
 

議
案
第

49
号
 
都
城
市
教
育
委
員
会
会
議
及
び
選
挙
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

議
案
第

50
号
 
都
城
市
教
育
委
員
会
の
組
織
及
び
事
務
分
掌
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
 

議
案
第

51
号
 
都
城
市
教
育
委
員
会
公
印
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て
 

議
案
第

52
号
  
都
城
市
・
三
股
町
い
じ
め
防
止
対
策
専
門
家
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
 

議
案
第

53
号
 
都
城
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
の
改
定
に
つ
い
て
 

議
案
第

54
号
 
学
校
医
等
の
委
嘱
に
つ
い
て
 

議
案
第

55
号
 
都
城
市
公
民
館
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

議
案
第

56
号
  
都
城
市
教
育
集
会
所
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

議
案
第

57
号
  
市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
負
担
法
第

1
条
及
び
第

2
条
に
規
定
す
る
職
員
の
人
事
 

の
内
申
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
 

 

 【
報
告
第

12
9
号
】
 

○
赤
松
委
員
 

 
フ
ッ
化
物
洗
口
に
つ
い
て
な
の
で
す
が
、
事
業
実
施
モ
デ
ル
校
と
い
う
と
ら
え
方
な
の
で
す
が
、
1

校
実
施
に
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
、
実
施
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
つ

い
て
も
、
事
業
実
施
モ
デ
ル
校
と
考
え
る
の
で
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
乙
房
小
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
ほ
ど
も
説
明
し
ま
し
た
よ
う
に
、
新
た
に
説
明
を
し
に
ま
い
り

ま
す
。
で
す
の
で
、
モ
デ
ル
校
か
ら
外
れ
て
い
ま
す
と
、
説
明
し
に
い
く
段
に
な
り
ま
す
と
、
モ
デ
ル

校
で
は
な
い
の
に
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
り
し
ま
す
の
で
、
そ
の
点
で
は
、
モ
デ
ル
校
の
中
に
名
前
を

連
ね
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
そ
れ
が
平
成

29
年
度
事
業
実
施
モ
デ
ル
校
と
言
っ
て
し
ま
っ
て
い
い
の
か
な
と
思
っ
た
も
の
だ
か

ら
、
年
度
の
使
い
方
で
新
た
に
、
例
え
ば
こ
こ
に
9
校
載
せ
て
お
い
て
、
11

校
に
す
る
と
か
、
そ
う
い

う
考
え
方
で
は
な
く
て
、
あ
く
ま
で
も
実
施
し
て
い
な
い
学
校
も
モ
デ
ル
校
だ
と
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
指
定
だ
け
は
モ
デ
ル
校
で
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
必
ず
モ
デ
ル
校
と
し
て
残
っ
て
い
て
、
毎
年
説
明

会
を
す
る
と
い
う
の
が
し
つ
こ
い
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
よ
う
に
持
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
す
。
で
す
の
で
、
新
た
に
平
成

30
年
度
に

10
校
加
わ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
こ
れ
は
平
成

30
年
度
の
モ
デ
ル
校
、
そ
こ
の
中
で
ま
た
実
施
が
で
き
な
い
学
校
が
出
て
く
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
そ
の
モ
デ
ル
校
を
ず
っ
と
置
い
て
お
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
普
通
モ
デ
ル
校
と

10
校
と
い
っ
た
ら
、
通
常
で
考
え
る
と

10
校
が
全
部
実
施
し
て
い
る
よ
う
に
受

け
と
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
う
も
の
で
す
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
そ
こ
が
気
に
な
る
な
と
思
っ
て
、

お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
教
育
委
員
会
の
今
の
ご
説
明
で
い
く
と
、
気
持
ち
は

よ
く
わ
か
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
客
観
的
に
み
た
場
合
、「

し
て
い
な
い
の
に
モ
デ
ル
校
で
す
か
？
」
と

言
わ
れ
た
時
に
、
ち
ょ
っ
と
つ
ら
い
か
な
と
思
っ
た
り
し
た
も
の
だ
か
ら
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
ま
た
、
検
討
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
 

○
小
西
委
員
長
 

100100100100



 

 
今
の
ご
説
明
で
、
明
道
小
学
校
は
本
年
度

3
分
の

2
の
反
対
が
な
く
て
、
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
て
、

そ
う
し
ま
す
と
、
ま
た
、
モ
デ
ル
校
と
し
て
翌
年
度
、
ま
た
保
護
者
の
ご
意
見
で
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら

実
施
が
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
得
て
、
そ
し
て
ま
た
そ
れ
で
も
説
明
を
続
け
て
ま
た
、
翌
年
度
モ
デ
ル

校
と
い
う
立
ち
位
置
な
の
で
す
ね
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
そ
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
一
旦
指
定
し
た
ら
、
そ
こ
に
必
ず
説
明
に
入
り
ま
す
と
い
う
意
図
な

の
で
す
け
れ
ど
も
、
確
か
に
、
わ
か
り
づ
ら
い
、
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
な
い
の
に
モ
デ
ル
校
か
と
言
わ

れ
る
と
、
私
も
ち
ょ
っ
と
疑
問
に
思
い
ま
し
た
の
で
、
も
う
一
度
整
理
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
小
西
委
員
長
の
言
わ
れ
る
と
お
り
で
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
そ
う
し
ま
す
と
、
こ
の

10
校
か
ら
新
た
に
モ
デ
ル
校
が
上
が
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
す

ね
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
別
な

10
校
で
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
そ
れ
も
同
じ
よ
う
な
ル
ー
ル
で
、
そ
れ
は
も
う
大
体
想
定
さ
れ
て
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
案
は
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
歯
科
医
師
会
と
調
整
を
し
な
い
と
、
そ
こ
に
頻
繁
に
入
っ
て
い
け
る

人
が
い
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
そ
の
モ
デ
ル
と
い
う
言
葉
自
体
が
最
初
作
っ
た
時
に
、
検
証
し
て
い
く
こ
と
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い

ま
す
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
、
モ
デ
ル
を
作
っ
て
、
そ
の
モ
デ
ル
校
に
対
し
て
ど
う
い
う
こ
と
を
す
る
か

と
い
う
検
証
が
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
の
で
、
た
だ
い
ま
、
実
施
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
は
次
の
モ
デ
ル
校

に
入
れ
て
し
ま
っ
て
も
い
い
と
思
う
の
で
す
。
そ
の
年
の
で
は
な
く
て
も
、
そ
れ
は
検
証
し
て
い
っ
て
、

本
当
に
そ
れ
で
効
果
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
の
が
、
検
証
結
果
が
出
て
こ
な
け
れ
ば
や
め
て
も

い
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
未
来
永
劫
に
や
り
続
け
る
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
す
。
何
年
度
実
施
対
象
校
と
い
う
名
前
に
し
て
も
よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
モ
デ
ル
と
い

っ
た
の
は
そ
う
い
う
意
味
で
、
ま
ず
、
モ
デ
ル
を
作
っ
て
み
て
や
っ
て
み
て
、
そ
こ
で
効
果
が
あ
る
か

ど
う
か
検
証
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
そ
う
い
う
発
想
で
、
皆
さ
ん
に
納
得
を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
た
と
思
う
の
で
す
。
や
っ
て
み
て
効
果
が
あ
る
か
ど
う
か
を
検
証
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま

す
と
い
う
趣
旨
だ
と
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
乙
房
小
学
校
の
保
護
者
の
方
た
ち
の
ご
意
見
で
は
、
や
は
り
、
危
険
性
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
わ
け

な
の
で
す
か
。
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●
学
校
教
育
課
長
 

 
危
険
性
と
言
い
ま
す
か
、
一
つ
は
危
険
性
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
と
、
歯
磨

き
を
し
っ
か
り
す
れ
ば
必
要
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
中
で
、

う
ち
と
し
て
の
最
終
的
な
目
標
は
、
子
ど
も
た
ち
の
む
し
歯
を
少
な
く
す
る
方
向
で
、
む
し
歯
を
少
な

く
す
る
方
法
の
大
き
な
フ
ァ
ク
タ
ー
は
、
保
護
者
の
意
識
、
子
ど
も
た
ち
の
意
識
だ
と
思
う
の
で
す
。

そ
こ
で
歯
磨
き
を
頻
繁
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
こ
こ
も
逆
に
下
が
っ
て
く
る
可
能
性
は
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
こ
こ
も
一
緒
に
経
緯
を
見
て
い
き
た
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
モ
デ
ル
校
と
し
て
継
続
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
例
え
ば
、
危
険
性
だ
け
で
は
な
く
て
、
通
常
の
歯

磨
き
で
き
ち
ん
と
管
理
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
を
醸
成
す
る
た
め
に
も
、
繰
り
返
し
な
さ

る
と
い
う
こ
と
は
意
味
が
あ
る
か
な
と
、
そ
こ
で
切
る
の
で
は
な
く
て
、
モ
デ
ル
校
と
い
う
名
称
が
ど

う
な
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
ご
意
見
が
根
強
い
と
こ
ろ
で
歯
磨
き
が
き
ち
ん
と
な
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
今
現
在
、
あ
ま
り
乙
房
小
学
校
は
む
し
歯
の
成
績
は
良
く
な
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
う

い
う
学
校
が
意
識
改
革
し
て
ど
う
な
る
か
と
い
う
の
も
見
応
え
が
あ
る
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

○
中
原
委
員
 

 
最
終
的
と
い
う
か
、
全
体
で
小
学
校
は

35
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
、
あ
と

2
年
ぐ
ら
い
で
ほ
と
ん
ど
が
モ

デ
ル
校
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
そ
の
次
は
中
学
校
に
い
き
ま
す
。
広
げ
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
す
。
歯
科
医
師
に
よ
れ
ば
、
12
歳
か
ら

そ
の
上
の

15
歳
ぐ
ら
い
ま
で
や
っ
て
し
ま
え
ば
、
後
は
や
ら
な
く
て
も
効
果
は
ず
っ
と
持
続
す
る
と
言

っ
て
お
り
ま
す
。
実
際
に
、
私
の
子
ど
も
た
ち
も
幼
稚
園
の
年
長
さ
ん
ぐ
ら
い
か
ら
フ
ッ
化
物
洗
口
を

や
ら
せ
た
の
で
す
。
歯
が
弱
い
も
の
で
す
か
ら
、
私
も
。
そ
し
た
ら
、
今
、
26
歳
と

22
歳
で
す
け
れ

ど
も
、
む
し
歯
が
な
い
の
で
す
。
怠
惰
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
け
ど
、
大
学
生
で
す
か

ら
。
で
す
か
ら
、
そ
れ
も
き
ち
ん
と
し
た
歯
が
守
ら
れ
て
い
る
状
態
が
作
れ
る
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
こ

へ
ん
は
個
人
差
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
 

○
中
原
委
員
 

 
実
際
こ
れ
で
モ
デ
ル
校
に
な
っ
た
経
緯
と
い
う
選
定
理
由
が
、
近
所
の
幼
稚
園
、
保
育
園
が
実
施
し

て
い
る
と
い
う
の
で
、
ご
く
ご
く
か
ぎ
ら
れ
た
園
長
先
生
に
し
か
聞
い
て
い
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、

実
際
こ
の
フ
ッ
化
物
洗
口
を
余
り
理
解
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
園
長
先
生
が
多
い
の
で
す
。
何
か
強

制
的
に
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
、
子
ど
も
の
た
め
に
い
い
こ
と
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
成
分
の
こ
と
が

ど
う
と
か
と
い
う
の
は
、
余
り
熟
知
と
い
う
か
、
深
く
、
実
際
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
調
べ
た
ほ
う
が
よ
い

か
も
し
れ
な
い
で
す
よ
と
い
う
、
も
し
も
何
か
あ
っ
た
時
こ
わ
い
の
で
、
こ
こ
は
参
考
に
な
る
か
な
と
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ち
ょ
っ
と
心
配
し
て
い
た
の
で
す
が
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
今
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
で
は
、
毎
日
フ
ッ
化
物
洗
口
を
や
っ
て
い
ま
す
。
小
学
校

か
ら
は
週

1
回
、
た
だ
し
濃
度
が
高
め
の
も
の
で
週

1
回
と
い
う
形
に
な
り
ま
す
の
で
、
や
っ
て
い
る

お
子
さ
ん
は
少
し
ず
つ
効
果
は
出
て
き
て
ほ
し
い
な
と
は
思
っ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
幼
稚
園
で
は
そ
う
い
う
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
保
護
者
の
方
も
知
っ
て
お
か
な
い
と
、
何
か
起

き
た
り
、
途
中
で
そ
れ
が
合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
が
い
い
よ

い
い
よ
と
宣
伝
だ
け
で
、
安
易
に
飛
び
つ
い
て
や
ら
れ
た
と
い
う
可
能
性
は
あ
る
の
で
、
背
景
は
ち
ゃ

ん
と
踏
ま
え
た
上
で
、
園
長
さ
ん
は
、
そ
れ
で
も
う
ち
が
や
り
ま
し
ょ
う
と
お
っ
し
ゃ
る
の
な
ら
そ
れ

で
い
い
と
思
う
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
へ
ん
を
保
護
者
に
対
す
る
啓
発
も
本
当
は
必
要
な
の
か
も
し
れ

な
い
け
ど
ね
。
 

●
学
校
教
育
課
長
 

 
そ
の
点
、
両
方
の
情
報
を
お
出
し
し
て
、
そ
し
て
、
比
べ
て
く
だ
さ
い
と
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
と
い
う
出
し
方
を
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
点
で
は
判
断
の
材
料
は
出
し
て
い
る

つ
も
り
な
の
で
す
け
れ
ど
も
。
 

○
中
原
委
員
 

 
あ
る
保
育
園
で
も
何
か
そ
う
い
う
き
た
お
知
ら
せ
を
持
っ
て
、「

あ
っ
、
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
だ
」

と
思
っ
て
し
て
い
ま
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
聞
け
ば
、
そ
ん
な
劇
薬
を
勧
め
る
わ
け
な
い
だ
ろ
う
と
、

そ
れ
ぐ
ら
い
の
判
断
で
す
。
 

○
黒
木
教
育
長
 

 
そ
の
へ
ん
が
科
学
的
な
根
拠
の
認
識
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
す
ね
。
 

 【
報
告
第

13
0
号
】
 

○
小
西
委
員
長
 

 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城
で
継
続
が
難
し
い
と
言
わ
れ
た
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

●
生
涯
学
習
課
長
 

 
運
営
に
関
わ
る
大
き
な
予
算
は
、
賃
金
と
運
営
管
理
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き

ら
り
ネ
ッ
ト
都
城
が
以
前
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
を
受
け
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

今
回
は
、
よ
か
・
余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事
業
費
だ
け
で
賄
っ
て
い
ま
し
て
、
そ
れ
が
な
か
な

か
、
こ
れ
ま
で
の
預
金
を
食
い
潰
し
な
が
ら
や
っ
て
き
て
い
て
、
そ
れ
が
赤
字
に
な
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
運
営
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
か
ら
は
、
学
習
者
と
指
導
者
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
指
導
者
に
関
わ
る
お
金
の

3
分
の

1
以
内
で
補
助
を
し
て
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら

41
0
万
円
以
内
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
講
師
の
先
生
の
学
習
回
数
が
少
な
け
れ
ば
、
逆
に
市
の
補
助
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金
も
少
な
く
な
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
そ
こ
で
、
段
々
と
お
金
が
足
り
な
く
な
っ
て
、
今
回
、
難
し

く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
受
け
ま
し
て
、
市
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城
の
学
習
者
の
数
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
 

●
生
涯
学
習
課
長
 

 
学
習
者
の
数
と
学
習
回
数
が
減
っ
て
い
ま
す
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
き
ら
り
体
験
教
室
と
き
ら
り
学
習
教
室
の
違
い
は
ち
ょ
っ
と
わ
か
ら
な
か
っ
た
で
す
。
 

●
生
涯
学
習
課
長
 

 
体
験
教
室
は
、
体
験
を
し
て
か
ら
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
で
申
し
込
む
と
い
う
形
に
な
り

ま
す
。
体
験
の
時
は
、
グ
ル
ー
プ
で
は
な
く
て
、
何
人
か
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
体
験
を
し
て
、
そ
の
中

で
5
人
以
上
と
か

6
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
学
習
す
る
と
い
う
形
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
市
が
直
営
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
仕
組
み
と
し
て
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 

●
生
涯
学
習
課
長
 

 
今
ま
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
や
っ
て
い
た
こ
と
を
学
習
者
と
指
導
者
を
つ
な
ぐ
役
目
の
調
整
を
市
が
行
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
こ
の
き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城
の
前
は
、
も
と
も
と
は
そ
う
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
 

○
濵
田
委
員
 

 
そ
う
し
ま
す
と
、
運
営
の
仕
方
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
既
に
赤
字
状
態
と
い
う
。

赤
字
と
言
っ
て
は
い
け
な
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
お
金
が
入
っ
て
こ
な
い
状
況
に
な
っ
た

の
で
す
か
。
 

●
生
涯
学
習
課
長
 

 
今
ま
で
は
、
学
習
者
の
学
習
料
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
中
に
入
っ
て
い
ま
し
て
、
そ
の
中
か
ら
や
っ
て
い

た
の
で
す
。
そ
れ
と
市
の
補
助
金
と
や
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
学
習
料
は
全
額
市
に
入
り
ま
す
の

で
、
そ
の
中
で
賄
っ
て
い
く
時
に
、
今
回
は
嘱
託
職
員
を

2
名
雇
用
す
る
予
定
な
の
で
す
が
、
そ
れ
と

あ
と
、
職
員
が
事
務
補
助
を
し
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
嘱
託
職
員
の
賃
金
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
賃
金
よ
り
安
い
の
で
、
十
分
賄
っ
て
い
け
ま
す
。
前
は
賃
借
料
と
い
う
こ
と
で
、
市
場
の
駅
を
借
り

て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
あ
そ
こ
も
生
涯
学
習
課
で
や
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
料
金
が
少
な

く
な
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
と
り
あ
え
ず
は
赤
字
で
は
な
い
と
は
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

 【
報
告
第

13
3
号
】
 

○
赤
松
委
員
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13
番
の
青
花
磁
器
瓶
と
い
う
の
は
、
何
度
も
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
も
の
な
の
で
す
が
、
安
永
先
生
、

石
川
先
生
の
コ
メ
ン
ト
を
見
る
と
、
一
度
、
専
門
家
に
き
ち
ん
と
見
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
か
、

こ
う
い
う
取
り
扱
い
で
い
い
の
か
と
、
ど
ち
ら
に
も
マ
ー
ク
が
入
ら
ず
に
ア
ス
タ
リ
ス
ク
が
ぽ
ん
と
入

っ
て
い
る
状
況
な
の
で
す
が
、
こ
の
作
品
の
場
合
は
、
取
り
扱
い
が
収
蔵
Ｏ
Ｋ
と
な
ら
ず
に
ま
だ
未
定

に
な
っ
て
い
る
と
か
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て
よ
ろ
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。
 

●
美
術
館
長
 

 
こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
美
術
館
の
所
蔵
品
と
い
う
取
り
扱
い
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
ア
ス
タ
リ

ス
ク
を
書
い
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
文
化
庁
の
審
議
官
の
指
導
が
あ
り
ま
し
て
、
文
化
財
課
の
キ

ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
保
管
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
収
蔵
庫
で
保
管
を
す
る
よ
う
に
と
い
う

指
導
を
受
け
ま
し
て
、
文
化
財
課
は
適
当
な
収
蔵
庫
を
持
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
ち
ら
で
預
か
る

と
い
う
こ
と
で
、
あ
く
ま
で
も
う
ち
の
所
蔵
品
で
は
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
可
・
不
可
が
入
っ
て
い

な
い
と
こ
ろ
で
す
。
 

○
赤
松
委
員
 

 
こ
こ
に
所
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
に
鑑
定
に
見
て
も
ら
う
の
で
あ
れ
ば
、

ま
た
別
途
予
算
が
い
っ
た
り
と
か
、
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、

こ
う
い
う
意
見
を
受
け
て
、
今
後
、
こ
の
方
向
に
向
け
て
の
取
り
扱
い
が
な
さ
れ
る
と
考
え
て
い
い
の

で
す
か
。
 

●
美
術
館
長
 

 
こ
ち
ら
の
磁
器
瓶
の
鑑
定
内
容
、
処
遇
に
つ
い
て
は
、
文
化
財
課
の
ほ
う
で
今
後
行
い
ま
す
の
で
、

文
化
庁
の
ほ
う
で
も
非
常
に
興
味
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
な
の
で
、
も
し
か
す
る
か
重
文
指
定
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
こ
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
で
、
ち
ゃ
ん
と
保
存
を
し
な

さ
い
と
い
う
指
導
を
受
け
て
、
今
回
の
委
員
会
に
提
出
し
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 【
報
告
第

13
4
号
】
 

○
小
西
委
員
長
 

 
五
月
人
形
は
、
閉
会
中
は
島
津
邸
に
預
か
る
の
で
す
か
。
 

●
都
城
島
津
邸
館
長
 

 
開
催
中
は
、
本
宅
の
中
に
展
示
し
て
お
き
ま
す
の
で
、
管
理
は
友
人
会
の
方
た
ち
に
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
 

○
小
西
委
員
長
 

 
五
月
人
形
は
、
開
催
日
期
間
以
外
は
島
津
邸
で
保
管
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。
 

●
都
城
島
津
邸
館
長
 

 
寄
贈
が
あ
る
分
は
島
津
邸
の
中
に
、
普
段
、
倉
庫
の
中
に
入
れ
て
お
き
ま
し
て
、
こ
の
期
間
だ
け
、

寄
託
で
借
り
て
き
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
は
返
却
い
た
し
ま
す
。
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○
小
西
委
員
長
 

 
寄
贈
な
ど
は
増
え
て
い
る
の
で
す
か
、
数
は
。
 

●
都
城
島
津
邸
館
長
 

 
多
少
、
今
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、
市
民
の
方
か
ら
提
供
の
申
し
出
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
何
で
も
か

ん
で
も
受
け
る
と
量
が
増
え
る
の
で
、
1
回
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
時
代
的
な
背
景
と
か
、
何

か
色
々
と
見
て
、
頂
い
た
り
と
か
、
今
回
借
り
る
だ
け
と
い
う
の
を
決
め
て
お
り
ま
す
。
 

 【
議
案
第

55
号
】
 

○
濵
田
委
員
 

 
公
民
館
の
利
用
を
申
請
し
た
時
に
、
そ
の
許
可
が
生
涯
学
習
課
か
ら
出
さ
れ
る
と
思
う
の
で
す
け
れ

ど
も
、
そ
の
時
に
、
不
許
可
に
な
っ
た
時
に
、
そ
れ
に
対
す
る
不
服
が
利
用
者
側
に
あ
っ
た
場
合
に
、

そ
れ
に
対
す
る
不
服
申
立
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
 

●
生
涯
学
習
課
長
 

 
そ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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1－(2) 1－(2) 1－(2) 1－(2) 教育委員会教育委員会教育委員会教育委員会のののの会議会議会議会議のののの運営等運営等運営等運営等にににに対対対対するするするする自己点検自己点検自己点検自己点検、、、、評価 評価 評価 評価 

 

○会議資料について、会議開始の数日前に確実にお送りくださり大変感謝していま

す。予め、会議の報告事項や議題となる事柄について把握することができること、

また事前に目を通すことができますので事前理解が深まり効果的です。 

 

○教育長報告については、別添報告書類にまとめて、丁寧にご説明くださいますの

で有り難いです。毎月、都城市内の学校現場で生じている様々な出来事及びその

出来事に対する具体的な対応等についてお話しくださいます。市内の各小中学校

の教育的課題や解決すべき諸問題について、教育委員として理解が深まり感謝申

し上げています。 

 

○都城市の全体の予算に占める教育委員会関係の予算等の割合や総額等について

のご説明及び用語についての解説などが分かりやすく示され、理解が深まりまし

た。事務局の行き届いたご配慮に感謝しています。今後、さらに自己の理解が深

まるよう研鑚に努めてまいります。 

 

○定例会、臨時会ともに、教育委員として事務局担当者へ質問する時間も十分確保

されており、十分な論議が尽くされています。また、教育委員相互の自由闊達な

議論を深めることについて会議の運営が極めて温和で公平に進められること有

り難く思っています。教育委員同士今後益々自己研鑚と意識の向上に努めてまい

りたいと考えます。 

 

○会議における事務部の報告・説明は、丁寧で分かり易くなされています。また、

詳細なデータなど会議の席では直ちに答えられない質問に対しては、次の会議で

資料の提示が必ずなされており、曖昧さのない会議進行がなされていると思いま

す。 

 

○教育長の説明は、本質的なことに焦点をあてる説明だったと思います。また、教

育長、委員長とも多角的な視点で会議参加者の意見を受ける雰囲気があり、その

ため、多様で常識的な市民感覚に沿う会議が展開されてきたと思います。 

 

○会議について、定刻通りの開催に感謝しております。また、報告案件並びに議案

への意見や質問に対して、修正や補足等生じた場合は委員会終了までに対応いた

だいており大変ありがたく感じております。 

 

○会議資料（議事録含む）について、毎回の委員会開催前に確実に手元に届けてい

ただいておりますので事前確認した上で委員会に臨めております。また、委員会

当日に資料の差替えがある場合も議論に差し支えのない程度であり全く支障は
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ございません。 

 

○定例会については、限られた時間が効率的に使われ、十分な意見交換、質問等が

なされたと思いますが、主要な案件等については、委員間でのフィードバックも

必要かと考えます。 

 

○市民の身近にある教育委員会の為に、又、行政、委員の意識向上の為にも、市民

の傍聴は有難いことだと思います。日程の周知など工夫していただきたいと思い

ます。 
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1－(3) 1－(3) 1－(3) 1－(3) そのそのそのその他他他他、、、、教育委員教育委員教育委員教育委員のののの活動 活動 活動 活動 

平成 29 年度、教育委員会事務局及び教育機関が教育委員に依頼し参加した行事、研修会等です。 

 

○○○○教育総務課 教育総務課 教育総務課 教育総務課 

期日 参加行事・研修等名 
出席教育委員名 

（教育長を含む） 

4 月 3日 新規採用職員辞令交付式 黒木教育長 

4 月 3日 
辞令交付式（部長級、課長級異動昇任、指導主

事） 
黒木教育長 

4 月 3日 教育委員会訓示式 黒木教育長 

4 月 4日 庁議 黒木教育長 

4 月 4日 部課長会議 黒木教育長 

4 月 5日 4 月定例教育委員会 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員、

中原委員、濵田委員 

4 月 5日 教育委員対面式 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員、

中原委員、濵田委員 

4 月 6日 春の全国交通安全運動街頭啓発 黒木教育長 

4 月 14 日 都城支会校長会等歓迎会 黒木教育長、小西委員長 

4 月 17 日 政策合意書交付式 黒木教育長 

4 月 25 日 宮崎県市町村教育長連絡協議会 黒木教育長 

4 月 25 日 市町村教育委員会委員・教育長会議 黒木教育長、小西委員長 

4 月 26 日 都城支会小・中学校教頭会歓迎会 黒木教育長 

5 月 9日 おかげ祭り袢纏合せ 黒木教育長 

5 月 10 日 庁議 黒木教育長 

5 月 10 日 5 月定例教育委員会 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員、

中原委員、濵田委員 

5 月 12 日 育英会審査会 黒木教育長、小西委員長 

5 月 23 日 育英会理事会 黒木教育長 

5 月 24 日 第 1 回環霧島教育長会議 黒木教育長 

5 月 24 日 奨学金審査会 黒木教育長 

5 月 24 日 宮崎県市町村教育委員会連合会理事会 小西委員長 

5 月 29 日 都城市交通安全都市推進協議会全員会議 黒木教育長 

5 月 31 日 6 月定例教育委員会 
黒木教育長、小西委員長、中原委員、

濵田委員 

6 月 1日 庁議 黒木教育長 

6 月 2日 都城地区地域安全協会総会 黒木教育長 
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6 月 6日 公民館条例改正協議（高崎地区公民館） 黒木教育長 

6 月 7日 育英会 評議員会 黒木教育長、小西委員長 

6 月 8日 山之口麓文弥節人形浄瑠璃保存会 黒木教育長 

6 月 9日 6 月議会招集日 黒木教育長、小西委員長 

6 月 15 日 議会 答弁打合せ会 黒木教育長 

6 月 16 日 議会 一般質問 教育長、小西委員長 

6 月 18 日 人形浄瑠璃 100 回記念定期公演 黒木教育長 

6 月 19 日 議会 一般質問 黒木教育長、小西委員長 

6 月 20 日 議会 一般質問 黒木教育長、小西委員長 

6 月 21 日 議会 一般質問 黒木教育長、小西委員長 

6 月 22 日 議会 一般質問/議案審議 黒木教育長、小西委員長 

6 月 24 日 第 23 回きりしまてこ祭り 2017 黒木教育長 

6 月 28 日 6 月議会最終日 黒木教育長、小西委員長 

7 月 5日 7 月定例教育委員会 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員、

中原委員 

7 月 6日 庁議 黒木教育長 

7 月 9日 おかげ祭り 本祭り 黒木教育長 

7 月 11 日 交通安全街頭啓発 黒木教育長 

7 月 11 日 木南会総会 黒木教育長 

7 月 18 日 7 月臨時教育委員会 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員、

中原委員、濵田委員 

7 月 19 日 宮崎県市町村教員委員会連合会第 2回理事会 小西委員長 

7 月 20 日 宮崎県市町村教員委員会連合会総会 小西委員長、赤松委員 

7 月 25 日 教育相談所訪問 
 

7 月 28 日 8 月定例教育委員会 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員、

中原委員、濵田委員 

7 月 29 日 穂満坊あげ馬祭り 黒木教育長 

8 月 1日 庁議 黒木教育長 

8 月 1日 部課長会議 黒木教育長 

8 月 3日 九州地区市町村教育委員会研修大会 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員、

中原委員、濵田委員 

8 月 5日 盆地祭りセレモニー 黒木教育長 

8 月 5日 都城空襲犠牲者追悼会 黒木教育長 

8 月 6日 都城市戦没者・空襲犠牲者合同追悼式 黒木教育長 

8 月 9日 宮崎県市町村教育長連絡協議会研修会 黒木教育長 
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8 月 10 日 宮崎県市町村教育長連絡協議会研修会 黒木教育長 

8 月 18 日 環霧島会議教育専門部会 黒木教育長 

8 月 24 日 全国中学生バレーボール大会 黒木教育長 

8 月 27 日 石山花相撲 黒木教育長 

9 月 1日 9 月定例教育委員会 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員、

中原委員、濵田委員 

9 月 2日 高城高校銀杏祭（合唱コンクール） 黒木教育長 

9 月 5日 庁議 黒木教育長 

9 月 6日 第１回都城島津邸庭園整備協議会 黒木教育長 

9 月 7日 9 月議会招集日 黒木教育長、小西委員長 

9 月 13 日 議会 答弁打合せ会 黒木教育長 

9 月 14 日 議会 一般質問 黒木教育長、小西委員長 

9 月 15 日 議会 一般質問 黒木教育長、小西委員長 

9 月 19 日 議会 一般質問 黒木教育長、小西委員長 

9 月 20 日 議会 一般質問 黒木教育長、小西委員長 

9 月 21 日 議会 一般質問/先議分議案審議 黒木教育長、小西委員長 

9 月 26 日 都城市防災会議 黒木教育長 

9 月 26 日 都城市文化賞選考委員会 黒木教育長、小西委員長 

9 月 27 日 議会 先議分審議 黒木教育長、小西委員長 

9 月 29 日 議会 決算審査 黒木教育長、小西委員長 

10 月 4 日 10 月定例教育委員会 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員、

中原委員、濵田委員 

10 月 5 日 部課長会議 黒木教育長 

10 月 5 日 庁議 黒木教育長 

10 月 6 日 9 月議会最終日 黒木教育長、小西委員長 

10 月 8 日 高崎体育祭 黒木教育長 

10 月 11 日 市町村教育委員と県教育委員との意見交換会 小西委員長、中原委員 

10 月 12 日 九州都市教育長定期総会並びに研究大会 黒木教育長 

10 月 13 日 九州都市教育長定期総会並びに研究大会 黒木教育長 

10 月 14 日 奨学生を励ます会 黒木教育長 

10 月 19 日 平成 29 年度都城市地域福祉推進大会 黒木教育長 

10 月 20 日 環霧島教育長会議 黒木教育長 

10 月 22 日 五十市地区子ども音楽祭 黒木教育長 

10 月 31 日 宮崎県都市教育長会議（延岡市） 黒木教育長 

111111111111



11 月 2 日 11 月定例教育委員会 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員、

中原委員、濵田委員 

11 月 3 日 西岳地区ふれあい文化祭 黒木教育長 

11 月 3 日 祝吉地区ふれあい文化祭 黒木教育長 

11 月 3 日 山之口弥五郎どん祭り 黒木教育長 

11 月 6 日 庁議 黒木教育長 

11 月 9 日 職場体験学習 実習生への講話 黒木教育長 

11 月 11 日 都城島津邸特別展シンポジウム 黒木教育長 

11 月 12 日 都城合同防災訓練 黒木教育長 

11 月 15 日 総合教育会議 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員、

濵田委員 

11 月 17 日 宮崎県市町村教育委員会研究協議会 黒木教育長 

11 月 20 日 宮崎県市町村教育委員会連合会理事会 赤松委員 

11 月 23 日 島津発祥まつり 黒木教育長 

11 月 28 日 12 月定例教育委員会 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員、

濵田委員 

11 月 29 日 部課長会議 黒木教育長 

11 月 29 日 庁議 黒木教育長 

12 月 1 日 12 月議会招集日 黒木教育長、小西委員長 

12 月 6 日 北諸県郡医師会忘年会 黒木教育長 

12 月 7 日 議会 答弁打合せ会 黒木教育長、小西委員長 

12 月 8 日 都城歯科医師会忘年会 黒木教育長 

12 月 8 日 議会 一般質問 黒木教育長、小西委員長 

12 月 11 日 議会 一般質問 黒木教育長、小西委員長 

12 月 12 日 議会 一般質問 黒木教育長、小西委員長 

12 月 13 日 議会 一般質問 黒木教育長、小西委員長 

12 月 13 日 日高巽氏叙勲祝賀会 黒木教育長 

12 月 14 日 議会 一般質問/議案審議 黒木教育長、小西委員長 

12 月 16 日 飲酒運転根絶街頭啓発キャンペーン 黒木教育長 

12 月 19 日 育英会 事業計画協議 黒木教育長 

12 月 20 日 12 月議会最終日 黒木教育長、小西委員長 

12 月 22 日 教育総務課忘年会 黒木教育長 

12 月 28 日 仕事納め式 黒木教育長 

1 月 4日 仕事始め式 黒木教育長 

1 月 5日 1 月定例教育委員会 黒木教育長、小西委員長、赤松委員、
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中原委員、濵田委員 

1 月 5日 教育委員会新年会 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員、

中原委員、濵田委員 

1 月 6日 部落開放同盟新春講演会 黒木教育長 

1 月 9日 庁議 黒木教育長 

1 月 11 日 
石川理紀之助交流事業に係る潟上市訪問団歓

迎セレモニー 
黒木教育長 

1 月 17 日 楠会新年会 黒木教育長 

1 月 24 日 教育委員会自主勉強会（教育長講話） 黒木教育長 

1 月 31 日 2 月定例教育委員会 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員、

中原委員、濵田委員 

2 月 1日 庁議 黒木教育長 

2 月 1日 
九州都市教育長協議会第２回理事会意見交換

会 
黒木教育長 

2 月 1日 部課長会議 黒木教育長 

2 月 12 日 教育の日講演会、精励賞表彰 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員、

中原委員、濵田委員 

2 月 15 日 育英会理事会 黒木教育長 

2 月 19 日 県教育委員会からの説明 黒木教育長 

2 月 21 日 木南会 黒木教育長 

2 月 21 日 県南部地域大規模災害対策連絡協議会 黒木教育長 

2 月 22 日 教育長送別会 黒木教育長 

2 月 22 日 3 月定例教育委員会 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員、

中原委員、濵田委員 

2 月 23 日 教育長送別式 黒木教育長、小西委員長、赤松委員 

2 月 23 日 庁議 黒木教育長 

2 月 26 日 3 月議会招集日 小西教育長職務執行者 

2 月 26 日 教育委員辞令交付式 赤松委員 

2 月 27 日 本会議/先議分採決 小西教育長職務執行者 

3 月 1日 泉ヶ丘高校卒業式 小西教育長職務執行者 

3 月 6日 議会 答弁打合せ会 小西教育長職務執行者 

3 月 7日 議会 一般質問 小西教育長職務執行者 

3 月 8日 議会 一般質問 小西教育長職務執行者 

3 月 9日 議会 一般質問 小西教育長職務執行者 

3 月 13 日 議会 一般質問/議案審議 小西教育長職務執行者 
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3 月 16 日 教育委員会退職者送別会 
小西教育長職務執行者、赤松委員、

中原委員、濵田委員 

3 月 22 日 議会送別会 小西教育長職務執行者 

3 月 23 日 3 月議会最終日 小西教育長職務執行者 

3 月 30 日 小西教育長職務執行者退職辞令交付 小西教育長職務執行者 

3 月 30 日 教育委員会送別式 小西教育長職務執行者、赤松委員 

 

○○○○学校教育課 学校教育課 学校教育課 学校教育課 

期日 参加行事・研修等名 
出席教育委員名 

（教育長を含む） 

4 月 3日 青少年育成センター所長辞令交付式 黒木教育長 

4 月 3日 市新規採用教職員辞令交付式 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員、

中原委員、濵田委員 

4 月 3日 第 1 回市教職員初任者研修 黒木教育長 

4 月 10 日 市立中学校入学式 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員、

中原委員、濵田委員 

4 月 11 日 市立小学校入学式 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員、

中原委員、濵田委員 

4 月 12 日 第 1 回市校長会 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員、

中原委員、濵田委員 

4 月 18 日 市学校運営協議会制度説明会 黒木教育長 

4 月 26 日 市教頭会 黒木教育長 

4 月 27 日 管内校長会 黒木教育長 

4 月 28 日 第 1 学期学校訪問校長会 黒木教育長 

4 月 28 日 市教育研究所開所式 黒木教育長、小西委員長、赤松委員 

5 月 9日 市小中一貫教育ブロック代表校長・担当者会 黒木教育長 

5 月 14 日 高崎麓小運動会 黒木教育長 

5 月 16 日 人権教育懇話会 黒木教育長 

5 月 22 日 教育長学校訪問 黒木教育長 

5 月 23 日 第 1 回 市就学指導委員会 黒木教育長 

5 月 23 日 都城地区生徒指導連絡協議会総会 黒木教育長 

5 月 25 日 教育長学校訪問 黒木教育長 

5 月 26 日 市コンプライアンス研修会（校長） 黒木教育長 

5 月 28 日 上長飯小運動会 黒木教育長 

5 月 29 日 教育長学校訪問 黒木教育長 

5 月 31 日 教育長学校訪問 黒木教育長 

6 月 3日 お口の健康フェスティバル 黒木教育長 

6 月 7日 教育課程研究会（教科用図書採択協議会） 黒木教育長、小西委員長 
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6 月 8日 教育課程研究会（専門委員会） 黒木教育長、小西委員長 

6 月 23 日 市コンプライアンスリーダー研修会 黒木教育長 

6 月 27 日 市学校運営協議会委員研修会 黒木教育長 

7 月 3日 西岳小学校 支援訪問 A 黒木教育長 

7 月 4日 第 2 回市校長会 黒木教育長 

7 月 10 日 教育長学校訪問 黒木教育長 

7 月 11 日 教育課程研究会（教科用図書採択協議会） 黒木教育長、小西委員長 

7 月 12 日 都城市・三股町いじめ防止対策専門家委員会 黒木教育長 

7 月 13 日 教育長学校訪問 黒木教育長 

7 月 18 日 臨時教育委員会 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員、

中原委員、濵田委員 

7 月 19 日 教育長学校訪問 黒木教育長 

7 月 20 日 教育長学校訪問 黒木教育長 

7 月 23 日 第 68 回宮崎県中学校総合体育大会開会式 黒木教育長 

7 月 24 日 小・中学校経営ビジョン説明会 黒木教育長、小西委員長、赤松委員、 

7 月 25 日 小・中学校経営ビジョン説明会 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員、

中原委員、濵田委員 

7 月 27 日 小・中学校経営ビジョン説明会 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員、

中原委員、濵田委員 

7 月 28 日 中学生海外派遣事業出発挨拶 黒木教育長 

7 月 28 日 第 2 学期学校訪問校長会 黒木教育長 

8 月 4日 第 56 回学校保健大会 黒木教育長 

8 月 18 日 都北地区同和教育研究大会 黒木教育長 

8 月 21 日 市授業力向上セミナー 黒木教育長 

8 月 22 日 
第 38 回宮崎県国公立幼稚園・こども園研究協

議会 
黒木教育長 

8 月 22 日 
全国中学校総合体育大会バレーボール競技開

会式 
黒木教育長 

8 月 24 日 中学生海外派遣事業帰国報告会 黒木教育長 

8 月 29 日 第 3 回市校長会 黒木教育長 

9 月 9日 西岳小運動会（西岳中含む） 黒木教育長 

9 月 10 日 退職校長学校運動会訪問 黒木教育長 

9 月 12 日 五十市中弓道部教育長表敬訪問 黒木教育長 

9 月 17 日 
平成 29 年度第 53 回「都北地区学校創意工夫工

作展」表彰式 
黒木教育長 

9 月 24 日 小学校運動会訪問 黒木教育長 

9 月 30 日 小学校運動会訪問 黒木教育長 

10 月 1 日 小学校運動会訪問 黒木教育長、小西委員長、赤松委員、
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中原委員、濵田委員 

10 月 3 日 
県数学教育会算数・数学教育都城・三股大会 

会長訪問 
黒木教育長 

10 月 5 日 人事異動説明会 黒木教育長 

10 月 11 日 ゆうりん開所式 黒木教育長 

10 月 11 日 
都城市立小・中学校コンプアイアンスリーダー

研修会 
黒木教育長 

10 月 19 日 都城市学力向上担当者会 教育長講話 黒木教育長 

10 月 23 日 教育長学校訪問 黒木教育長 

10 月 27 日 教育長学校訪問 黒木教育長 

10 月 30 日 教育長学校訪問 黒木教育長 

11 月 1 日 教育長学校訪問 黒木教育長 

11 月 11 日 ふれあい学園祭 黒木教育長 

11 月 13 日 教育長人事ヒアリング 黒木教育長 

11 月 14 日 教育長人事ヒアリング 黒木教育長 

11 月 15 日 教育長人事ヒアリング 黒木教育長 

11 月 17 日 
第 38 回宮崎県中学校国語教育研究大会都北大

会 
黒木教育長 

11 月 20 日 教育長人事ヒアリング 黒木教育長 

11 月 20 日 都城地区小・中・高生意見発表大会 黒木教育長 

11 月 21 日 教育長人事ヒアリング 黒木教育長 

11 月 22 日 第 4 回市校長会 黒木教育長 

11 月 24 日 有水中学校研究公開 
黒木教育長、赤松委員、濵田委員、

中原委員 

11 月 26 日 高城小学校創立 150周年記念式典 黒木教育長 

11 月 28 日 特別支援教育合同運動会 黒木教育長 

12 月 2 日 現旧所員会 黒木教育長 

12 月 2 日 都城きりしま支援学校創立 40周年記念式典 黒木教育長 

12 月 21 日 就学指導委員会 答申 黒木教育長 

12 月 21 日 
平成 29 年度学校保健及び学校安全表彰に係る

表彰状の授与 
黒木教育長 

1 月 10 日 
学校経営ビジョンに係る協議及び教職員評価

に伴うフィードバック 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員 

1 月 11 日 
学校経営ビジョンに係る協議及び教職員評価

に伴うフィードバック 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員 

1 月 12 日 教育委員会精励賞選考会 黒木教育長、小西委員長 

1 月 15 日 
学校経営ビジョンに係る協議及び教職員評価

に伴うフィードバック 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員 

116116116116



1 月 16 日 都城地区生徒指導連絡協議会 教育講演会 黒木教育長 

1 月 17 日 
学校経営ビジョンに係る協議及び教職員評価

に伴うフィードバック 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員 

1 月 18 日 
学校経営ビジョンに係る協議及び教職員評価

に伴うフィードバック 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員 

1 月 30 日 南部教育事務所長との打合せ 黒木教育長 

2 月 2日 
いじめ防止基本方針の改定に係る都城市・三股

町いじめ防止対策専門家委員会 
黒木教育長 

2 月 7日 北方領土返還要求運動県内キャラバン 黒木教育長 

2 月 9日 第 3 回 就学指導委員会 黒木教育長 

2 月 9日 教育事務所等との打ち合わせ 黒木教育長 

2 月 9日 市内小学生ニッセイ劇場訪問 黒木教育長 

2 月 14 日 南部教育事務所所長との打合せ 黒木教育長 

2 月 19 日 第 5 回市校長会 黒木教育長、小西委員長 

2 月 20 日 市教育論文表彰式 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員、

中原委員、濵田委員 

2 月 22 日 市教育研究所閉所式 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員、

中原委員、濵田委員 

3 月 14 日 臨時校長会 小西教育長職務執行者 

3 月 15 日 臨時校長会 小西教育長職務執行者 

3 月 16 日 中学校卒業式 
小西教育長職務執行者、赤松委員、

中原委員、濵田委員 

3 月 23 日 小学校卒業式 
小西教育長職務執行者、赤松委員、

中原委員、濵田委員 

3 月 27 日 都北支会校長会等送別会 
小西教育長職務執行者、赤松委員、

中原委員、濵田委員 

3 月 28 日 退職校長等辞令交付式 
小西教育長職務執行者、赤松委員、

中原委員、濵田委員 

 

○スポーツ○スポーツ○スポーツ○スポーツ振興課 振興課 振興課 振興課 

期日 参加行事・研修等名 
出席教育委員名 

（教育長を含む） 

4 月 1日 
高円宮賜杯第 37 回全日本学童軟式野球大会都

城地区予選開会式 
黒木教育長 

4 月 3日 高崎地区スポーツ推進委員委嘱状交付式 黒木教育長 

4 月 9日 第 11 回都城盆地剣道練成大会 黒木教育長 

4 月 12 日 都城市スポーツ推進委員協議会総会 黒木教育長 

4 月 15 日 第 3 回宮日旗中学硬式野球西日本大会レセプ 黒木教育長 
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ション 

4 月 15 日 第 3 回宮日旗中学硬式野球西日本大会開会式 黒木教育長 

4 月 17 日 H29 都城市スポーツ少年団総会 黒木教育長 

4 月 28 日 H29 都城市スポーツ少年団結団式 黒木教育長 

5 月 15 日 市ソフトテニス連盟・市テニス協会要望書提出 黒木教育長 

5 月 16 日 都城市体育協会代表者委員会懇談会 黒木教育長、濱田委員 

5 月 17 日 県高校総体･国体準備室来庁 黒木教育長 

5 月 22 日 県民総合スポーツ祭決意式・監督会議 
黒木教育長、小西委員、赤松委員、

中原委員、濱田委員 

6 月 3日 県民総合スポーツ祭総合開会式 黒木教育長、濱田委員 

8 月 2日 
平成 29 年度都城市スポーツ少年団台湾スポー

ツ文化交流事業台湾団歓迎会 
黒木教育長 

8 月 4日 台湾新竹縣長 邱 鏡淳氏歓迎会 黒木教育長 

8 月 5日 第 45 回南九州中学生野球選手権大会 黒木教育長 

9 月 3日 
都城市少年剣友クラブ連合会 第 41 回合同錬

成大会 
黒木教育長 

9 月 13 日 志々目愛選手表敬訪問 黒木教育長 

9 月 28 日 都城日台友好親善協会設立総会及び懇親会 黒木教育長 

10 月 31 日 南九州駅伝競走大会全体会議 黒木教育長 

11 月 19 日 第 63 回西日本弓道大会 黒木教育長 

11 月 29 日 
平成 29 年度都城市スポーツ賞表彰式及び都城

市体育協会懇談会 

黒木教育長、小西委員長、赤松委員、

濱田委員 

12 月 3 日 第 12 回都城市少年剣道錬成大会 黒木教育長 

12 月 6 日 
第 8 回宮崎県市町村対抗駅伝競走大会・都城市

選手団決団式 
黒木教育長、小西委員長 

12 月 9 日 
鈴木伸晴理事長「文部科学大臣生涯スポーツ功

労賞」受賞祝賀会 
黒木教育長 

12 月 9 日 
バレーボール元キューバ代表マウリセ氏バレ

ーボールクリニック 
黒木教育長 

12 月 13 日 日高巽氏叙勲祝賀会 黒木教育長 

12 月 17 日 都城市地区体育協会連絡協議会納会 黒木教育長 

1 月 7日 第 8 回宮崎県市町村対抗駅伝競走大会開会式 黒木教育長 

1 月 8日 第 8 回宮崎県市町村対抗駅伝競走大会 黒木教育長 

1 月 14 日 第 67 回都城市成人記念ロードレース大会 黒木教育長、小西委員長、濱田委員 

2 月 3日 第 72 回南九州駅伝競走大会開会式 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員、

濱田委員 

2 月 4日 第 72 回南九州駅伝競走大会閉会式 黒木教育長、赤松委員、濱田委員 
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○○○○生涯学習課 生涯学習課 生涯学習課 生涯学習課 

期日 参加行事・研修等名 
出席教育委員名 

（教育長を含む） 

4 月 22 日 
平成 28 年度「キラリ☆生涯学習フェスティバ

ル」について（案内） 
黒木教育長 

4 月 22 日 
平成29年度第44回都城市壮年団体連絡協議会

総会 
黒木教育長 

5 月 11 日 家庭教育学級第 1 回学級長会及び学級主事会 黒木教育長 

5 月 13 日 平成 29 年度都城市ＰＴＡ連絡協議会総会 黒木教育長、小西委員長、濱田委員 

5 月 18 日 都城市自治公民館連絡協議会総会 黒木教育長、小西委員長 

6 月 3日 社教連総会 黒木教育長、小西委員長 

7 月 4日 
平成29年度第53回都城市市民大学講座 開講

式 
黒木教育長 

7 月 6日 都城市社会教育委員会議・公民館運営審議会 黒木教育長 

7 月 14 日 都城市青少年健全育成市民会議 総会 
黒木教育長、小西委員長、中原委員、

濱田委員 

7 月 26 日 人権啓発推進協議会 全体会 
黒木教育長、小西委員長、中原委員、

濱田委員 

8 月 27 日 五十市・横市地区ＰＴＡ研究大会 黒木教育長 

8 月 27 日 第 44 回市壮年ソフトボール大会 黒木教育長 

9 月 26 日 平成 29 年度第 53 回都城市市民大学閉講式 黒木教育長 

10 月 27 日 市長・教育長を囲む座談会 黒木教育長 

11 月 10 日 平成 29 年度青少年育成・家庭教育講演会 黒木教育長、小西委員長 

11 月 21 日 市ＰＴＡ連協「教育懇談会」 教育長 

12 月 9 日 都城市人権啓発推進大会 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員、

濱田委員 

1 月 4日 市内成人式 
黒木教育長、小西委員長、赤松委員、

濱田委員、中原委員 

1 月 18 日 社会教育功績者表彰選考会 黒木教育長 

1 月 27 日 市ＰＴＡ研究大会 黒木教育長 

2 月 3日 市壮年連協「市長と教育長と語る会」 黒木教育長 

2 月 7日 自公連坂元連協長挨拶 黒木教育長 

2 月 8日 社会教育委員会議（平成 29 年度第 2 回） 黒木教育長 

2 月 21 日 高齢者学級振興大会 黒木教育長、小西委員長 

2 月 23 日 都城市自治公民館振興大会 黒木教育長、小西委員長 
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3 月 10 日 都城市社会教育振興大会 
小西教育長職務執行者、赤松委員、

中原委員、濱田委員 

3 月 24 日 キラリ☆生涯学習フェスティバル 小西教育長職務執行者 

 

○○○○文化財課 文化財課 文化財課 文化財課 

期日 参加行事・研修等名 
出席教育委員名 

（教育長を含む） 

4 月 29 日 いざ！春の陣～武将になって城跡探検～ 黒木教育長 

6 月 25 日 国指定史跡大島畠田遺跡公園開園式 
黒木教育長、小西委員長、中原委員、

濵田委員 

12 月 8 日 
青花磁器瓶の重要文化財指定に伴う文化庁調

査官視察 
黒木教育長 

1 月 21 日 
平成 29 年度歴史シンポジウム「大島畠田遺跡

から島津荘へ」 
小西委員長 

 

○○○○学校給食課 学校給食課 学校給食課 学校給食課 

期日 参加行事・研修等名 
出席教育委員名 

（教育長を含む） 

6 月 2日 都城市学校給食センター運営審議会 黒木教育長 

7 月 14 日 都城市学校給食会総会 黒木教育長 

 

○○○○美術館 美術館 美術館 美術館 

期日 参加行事・研修等名 
出席教育委員名 

（教育長を含む） 

9 月 23 日 第 64 回都城市美術展表彰式 黒木教育長 

10 月 20 日 
特別展「メッセージ 2017 南九州の現代作家た

ち」開会式及び内覧会 
小西委員長 

2 月 5日 平成 29 年度都城市立美術館作品収集委員会 黒木教育長 

2 月 23 日 益田玉城金屏風絵寄贈式（柳田喜美子様寄贈） 黒木教育長 

 

○○○○都城島津邸 都城島津邸 都城島津邸 都城島津邸 

期日 参加行事・研修等名 
出席教育委員名 

（教育長を含む） 

9 月 6日 都城島津邸庭園整備協議会 黒木教育長 

10 月 13 日 

都城島津伝承館特別展「大政奉還 150周年、西

南戦争 140周年記念 幕末維新の動乱と都城～

西郷隆盛と都城島津家～」開会式典 

小西委員長、赤松委員、濱田委員、

中原委員 
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11 月 11 日 

平成 29 年度都城島津伝承館特別展記念シンポ

ジウム「西郷隆盛の時代と都城島津家―西郷ど

んと都城」 

黒木教育長、小西委員長 

1 月 12 日 西郷書寄贈式（柳田喜美子様寄贈） 黒木教育長 

1 月 27 日 都城島津邸庭園整備協議会 黒木教育長 

 

○○○○図書館 図書館 図書館 図書館 

期日 参加行事・研修等名 
出席教育委員名 

（教育長を含む） 

5 月 22 日 国際ソロプチミスト寄贈ご挨拶 黒木教育長 

8 月 26 日 
平成 29 年度図書館まつり「閉館カウントダウ

ンパネル除幕式 
黒木教育長、小西委員長 

2 月 17 日 
第 22 回都城市小学生読書感想文コンクール表

彰式 
黒木教育長、小西委員長 
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1－（4）1－（4）1－（4）1－（4）そのそのそのその他他他他、、、、教育委員教育委員教育委員教育委員のののの活動活動活動活動にににに対対対対するするするする自己点検及自己点検及自己点検及自己点検及びびびび評価 評価 評価 評価 

    

○昨年度は、定例会及び臨時会、6 月の会合を除いて、すべて出席することができ

ました。また、予め配布された資料に目を通す時間もあり、自分なりに事前理解

を計りながら臨むことができます。また、質問事項の整理等にも役立ちます。 

 

○学校訪問については、2 及び 3 日前には訪問関係資料を送付くださいますので、

前もって目を通し、各学校の教育的課題解決へ向けて質問するなど教育委員とし

て、各訪問小中学校の校長先生はじめ諸先生方の応援に努めています。 

また、学校訪問を通して強く感じることですが、諸先生方が都城市内の子供た

ちの健やかな成長と学力向上に精一杯ご努力戴いている姿を目の当たりにする

ことができます。心から感謝申し上げます。 

 

○週末に行われる行事等へも可能な限り出席するよう心掛け、関係者の方々のご努

力に対して感謝の意を表しております。 

 

○会議や行事にはできるだけ参加し、教育行政と学校教育の理解に努めて参りまし

た。年に数回の小・中学校訪問は学校の現状や教職員の方々のご努力を体感でき

るものでした。まだよく理解できていないことも多く、今後も積極的に会議・行

事には参加し、定例委員会等での提言の質を高めたいと思います。 

 

○文化・芸術・スポーツや生涯学習等に関する行事に参加して、多くの市民の方々

がこれらの活動に熱心に関わっており、その方々の“連携”と“思い”が都城市

の暮らしやすさにつながっているのだろうと思うようになりました。自分も教育

委員として、これらの活動を支援できるように自己研鑽に励もうと思います。 

 

○主な活動の一つに学校支援訪問があります。事前に資料を頂き感謝しております

。その際、各学校それぞれに教育委員としての視点で見てもらいたいポイントな

ど（例えば、教員の不足、児童の問題や設備の課題など）を箇条書き程度でも構

わないので頂けると今後の議論に役立てることができるかもしれないと感じて

おります。 

 

○レイマンである委員として社会の常識や住民のニーズを施策に適切に反映でき

ているのかという自問自答は尽きないところではありますが、都城市の教育の発

展に寄与すべく今後も精進し任務を遂行して参ります。 

 

○学校支援訪問はじめ、運動会、体育祭、卒入学式への参加は多くの気づきをもら

います。市内全体の状況を知る上で、それぞれの委員の感想などをまとめ、情報

を共有する機会があればと思います。 
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○行事、イベント等への参加にあたっては、その趣旨をよく理解し、関係者への敬

意を払いたいものです。 
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H
2
9
 
中

学
校

区
単

位
の

合
同

会
を

最
低

年
1
回

開
催

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

1
5
中

学
校

区
（

7
8
.
9
％

）
【

事
業

期
間

】
　

平
成

2
5
年

度
～

終
期

未
定

4

　
評

価
し

て
い

ま
す

。

教
育
委
員
会

教
育
委
員
会

教
育
委
員
会

教
育
委
員
会
がが がが
管
理

管
理

管
理
管
理
・・ ・・
執
行

執
行

執
行
執
行
をを をを
教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長
にに にに
委
任

委
任

委
任
委
任
す
る

す
る

す
る
す
る
事
務

事
務

事
務
事
務

　
評

価
　

　
５

　
･
･
･
　

達
成

度
１

０
０

％

　
　

　
　

　
４

　
･
･
･
　

達
成

度
概

ね
８

０
％

　
　

　
　

　
３

　
･
･
･
　

達
成

度
概

ね
６

０
％

　
　

　
　

　
２

　
･
･
･
　

達
成

度
概

ね
４

０
％

　
　

　
　

　
１

　
･
･
･
　

達
成

度
２

０
％

未
満

　
「

目
的

」
及

び
「

計
画

内
容

」
欄

の
【

事
業

の
効

果
】

、
【

成
果

指
標

】
を

踏
ま

え
た

上
で

、
実

績
、

評
価

及
び

課
題
等

の
整

理
を

行
い

、
そ

の
達

成
度

を
５

段
階

で
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［
施
策
1
］
　
確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
の
推
進

№
担

当
課

事
業

名
目

的
計

画
内

容
点

検
評

価
評

価

2
学
校
教
育
課

学
力

調
査

事
業

市
内

の
児

童
生

徒
の

学
力

や
学

習
状

況
を

把
握

・
分

析
し

、
教

育
施

策
の

成
果

と
課

題
を

検
証

し
、

そ
の

改
善

を
図

る
と

と
も

に
、

児
童

生
徒

へ
の

教
育

指
導

の
充

実
や

学
習

状
況

の
改

善
等

に
役

立
て

る
。

　
学

力
調

査
を

行
い

、
各

学
校

の
実

態
を

把
握

・
分

析
す

る
こ

と
で

、
学

力
向

上
に

係
る

指
導

の
充

実
や

改
善

を
図

る
と

と
も

に
、

継
続

的
な

検
証

改
善

サ
イ

ク
ル

を
確

立
す

る
。

　
○

小
学

4
年

生
か

ら
6
年

生
：

Ｃ
Ｒ

Ｔ
テ

ス
ト

（
２

教
科

）
　 【

事
業

期
間

】
　

終
期

未
定

【
当

初
予

算
】

　
3
,
0
9
2
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
各

学
校

、
各

学
年

の
学

力
の

実
態

に
つ

い
て

細
か

く
、

か
つ

継
続

的
に

把
握

し
、

課
題

に
対

す
る

具
体

的
な

対
策

、
授

業
の

改
善

等
を

図
れ

る
こ

と
が

期
待

で
き

る
。

【
成

果
指

標
】

　
み

や
ざ

き
小

中
学

校
学

習
状

況
調

査
に

お
い

て
平

均
回

答
率

が
県

平
均

を
上

回
る

教
科

数
（

小
：

4
教

科
、

中
：

5
教

科
）

　
・

基
準

値
　

　
H
2
7
 
 
小

：
1
教

科
、

中
：

0
教

科
　

・
目

標
値

　
　

H
2
9
 
 
小

：
1
教

科
、

中
：

1
教

科

【
予

算
額

】
　

3
.
0
9
2
千

円
【

決
算

額
】

　
2
.
9
1
2
千

円
【

事
業

の
効

果
】

 
各

学
校

が
、

各
学

年
の

学
力

の
実

態
に

つ
い

て
細

か
く

、
か

つ
継

続
的

に
把

握
し

、
課

題
に

対
す

る
具

体
的

な
対

策
、

授
業

の
改

善
等

を
図

れ
る

こ
と

が
期

待
で

き
る

。
【

成
果

指
標

】
　

み
や

ざ
き

小
中

学
校

学
習

状
況

調
査

に
お

い
て

平
均

回
答

率
が

県
平

均
を

上
回

る
教

科
数

（
小

：
4
教

科
、

中
：

5
教

科
）

　
・

基
準

値
　

H
2
7
 
 
小

：
1
教

科
、

中
：

0
教

科
　

・
達

成
値

　
H
2
9
　

小
：

0
教

科
、

中
：

2
教

科
　

・
目

標
値

　
H
3
0
 
 
小

：
1
教

科
、

中
：

1
教

科
【

事
業

期
間

】
　

終
期

未
定

3

3
学
校
教
育
課

小
学

校
学

力
向

上
対

策
事

業

小
学

校
の

学
力

向
上

対
策

と
し

て
、

一
部

の
算

数
科

授
業

に
非
常
勤
講
師

を
配

置
し

、
き

め
細

や
か

な
指

導
を

行
う

。

　
１

学
級

3
1
名
以

上
の

学
級

の
あ

る
学

年
に

、
習
熟

度
別
少
人

数
指

導
の

た
め

の
非
常
勤
講
師

を
適
正

に
配

置
す

る
。

　
○

対
象

学
年

　
小

学
校
第

3
学

年
・
第

4
学

年
　

○
対
象

学
科

　
算

数
科

【
事

業
期

間
】

　
新
規

事
業

～
終

期
未

定
【

当
初

予
算

】
　

3
9
,
3
8
7
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
学

習
の

つ
ま

づ
き

の
早

期
発
見

・
早

期
対
処

に
よ

り
、
｢
算

数
が

分
る
！

」
と

い
う

学
び

の
実
感

と
、

「
算

数
が

で
き

る
！

」
と

い
う
自
己
肯

定
感

を
感
じ

ら
れ

る
学
び

の
場

を
提
供

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
【

成
果

指
標

】
　

全
国

学
力

学
習

状
況

調
査

と
み

や
ざ

き
小

中
学

校
学

習
状

況
調

査
等

の
諸

検
査

に
よ

る
検

証
。

対
象

学
年

の
5
年
次

・
6
年
次

に
実

施
す

る
全
国

学
力

学
習

状
況

調
査

の
結

果
で

成
績

が
上

が
る

。

【
予

算
額

】
　

3
9
,
3
8
7
千

円
【

決
算

額
】

　
3
5
,
3
8
1
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
各

学
校

が
設

定
し

た
成

果
目

標
に
到

達
し

た
学

年
は

、
2
3
学

年
中

1
3
学

年
で
あ

っ
た

。
す
べ

て
の

学
年

に
お

い
て

、
算

数
科

学
習

へ
の
意
欲

の
向

上
及
び
高

い
水

準
の
維
持

が
認

め
ら

れ
た

。
【

成
果

指
標

】
　

対
象

学
年

の
児

童
及
び

関
係
職

員
へ

の
意
識

調
査

の
実

施
と

結
果

分
析

事
業

成
果

と
し

て
は

、
7
割
以

上
の

児
童

や
関

係
職

員
が

事
業

の
成

果
を
認

め
る

。
【

事
業

期
間

】
　

平
成

2
9
年

度
～

終
期

未
定

4

基
本
目
標
2

基
本
目
標
2

基
本
目
標
2

基
本
目
標
2
　　 　　
次
世
代

次
世
代

次
世
代

次
世
代
をを をを
担担 担担
うう うう
子子 子子
ど
も
の

ど
も
の

ど
も
の

ど
も
の
学
力
向
上

学
力
向
上

学
力
向
上

学
力
向
上
とと とと
社
会

社
会

社
会
社
会
をを をを
生生 生生
きき きき
抜抜 抜抜
くく くく
力力 力力
のの のの
育
成

育
成

育
成
育
成
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№
担

当
課

事
業

名
目

的
計

画
内

容
点

検
評

価
評

価

4
学
校
教
育
課

小
中

一
貫

学
力

向
上

研
究

指
定

事
業

中
学

校
3
年

生
で

生
徒

が
巣

立
つ
時

の
姿

を
小

・
中

学
校

の
全

て
の
先

生
た

ち
が
共
有

し
、

小
中

一
貫

と
な

っ
て

9
年

間
を
通

し
た

授
業

改
善
及
び

学
力

向
上

研
究

を
推

進
す

る
。

3
か

年
計

画
で

全
中

学
校

区
を

年
次

的
に

研
究

地
区

に
指

定
す

る
。

研
究

指
定

中
学

校
区

に
学

力
向

上
推

進
役

の
コ

ア
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー

を
選

任
し

、
先

進
地

（
東
京

都
三
鷹

市
）
視
察

を
行

い
、

各
中

学
校

区
の

授
業

改
善
及
び

学
力

向
上

に
取

り
組

む
。

【
事

業
期

間
】

　
新
規

事
業

～
終

期
未

定
【

当
初

予
算

】
　

1
,
6
1
3
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
小

中
一
貫

と
な

り
、

指
導

内
容

の
定
着

に
有

効
な

教
材
作

成
を

積
極

的
に

行
う

こ
と

に
よ

り
、

各
中

学
校

区
の

学
力

向
上

が
期

待
で

き
る

。
【

成
果

指
標

】
　

目
標

値
　

H
2
9
 
 
5
つ

の
中

学
校

区
を

指
定

す
る

【
予

算
額

】
　

1
,
6
1
3
千

円
【

決
算

額
】

　
1
,
5
9
0
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
都

城
学

校
教

育
ビ

ジ
ョ

ン
の

「
す
ぐ

れ
た
知
性

」
に
特

化
し

た
小

中
一
貫

と
な

り
、

指
導

内
容

の
定
着

に
有

効
な

教
材
作

成
を

積
極

的
に

行
う

こ
と

に
よ

り
、

各
中

学
校

区
の

学
力

向
上

が
期

待
で

き
る

。
【

成
果

指
標

】
　

達
成

値
　

H
2
9
　

5
つ

の
中

学
校

区
を

指
定

　
1
0
0
％

　
目

標
値

　
H
3
0
　

6
つ

の
中

学
校

区
を

指
定

【
事

業
期

間
】

　
新
規

事
業

～
終

期
未

定

5

5
学
校
教
育
課

中
学

校
教

員
業
務

支
援

事
業

中
学

校
教

員
の

教
材

研
究

の
充

実
や

生
徒

と
じ

っ
く

り
向

き
合

う
時

間
を

確
保

し
、

学
力

向
上

や
生

徒
指

導
の

充
実

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

中
学

校
教

員
の

業
務

を
支

援
す

る
支

援
員

を
配

置
す

る
。

○
配

 
置

 
校

　
1
学

年
4
学
級

（
１

校
1
2
学
級
)
以

上
あ

る
　

　
　

　
　

　
中

学
校

5
校

に
1
名
ず

つ
配

置
○
勤
務
日
時

　
週

2
回

、
午
前

中
4
時

間
勤
務

○
業
務

内
容

　
学

年
・

学
級
通
信

や
宿

題
の
印
刷

・
仕

分
け

　
　

　
　

　
　
宿

題
の
丸
付

け
、

授
業

で
使
用

す
る
道

具
や

　
　

　
　

　
　
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
類

の
準
備

・
片
付

け
　

等

【
事

業
期

間
】

　
新
規

事
業

～
終

期
未

定
【

当
初

予
算

】
　

1
,
2
6
0
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
中

学
校

教
員

の
教
材

研
究

の
充

実
や

生
徒

と
じ

っ
く

り
向

き
合

う
時

間
を

確
保

す
る

こ
と

に
よ

り
、

学
力

向
上

や
生

徒
指

導
の

充
実

が
図

れ
る

こ
と

が
期

待
で

き
る

。
【

成
果

指
標

】
　

目
標

値
　

H
2
9
 
 
中

学
校

5
校

に
1
名
ず

つ
配

置

【
予

算
額

】
　

1
,
2
6
0
千

円
【

決
算

額
】

　
1
,
0
5
6
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
プ
リ

ン
ト
印
刷

や
授

業
準
備

の
補

助
等

に
お

い
て

、
各

学
校

で
有

効
に

活
用

さ
れ

て
お

り
、
配

置
校

か
ら

は
「

教
員

が
生

徒
と

向
き

合
う
時

間
が

生
み

出
さ

れ
て

い
る

」
と

の
声

を
多

く
い

た
だ

い
て

い
る

。
ま

た
、
所

期
の

目
的

で
あ

る
生

徒
の

学
力

向
上

も
成

果
が

現
し

つ
つ
あ

る
。

【
成

果
指

標
】

　
達

成
値

　
H
2
9
 
 
中

学
校

5
校

に
1
名
ず

つ
配

置
　

1
0
0
％

【
事

業
期

間
】

　
新
規

事
業

～
終

期
未

定

5
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［
施
策
2
］
　
豊
か
な
心
を
育
む
教
育
の
推
進

№
担

当
課

事
業

名
目

的
計

画
内

容
点

検
評

価
評

価

6
学
校
教
育
課

い
じ

め
防
止

対
策

推
進

事
業

い
じ

め
を
原
因

と
し

た
不

登
校

等
や
重

大
事

態
へ

の
発
展

を
防
止

す
る

と
と

も
に

、
万

が
一
重

大
事

態
に

発
展

し
た
場

合
は

、
そ

の
実

態
を

調
査

し
同

様
の

事
態

が
発

生
し

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

　
い
じ

め
防
止
及
び

対
策

の
た

め
の
専
門

的
知
見

か
ら

の
有

効
な

対
策

の
検
討

、
当

事
者

に
対

す
る

支
援

、
重

大
事

態
発

生
時

の
調

査
を

行
う

。
　 【

事
業

期
間

】
　

平
成

2
9
年

度
～

終
期

未
定

【
当

初
予

算
】

　
1
,
2
4
7
千

円
【

事
業

の
効

果
】

 
 
○
専
門

的
知
識

を
有

す
る
者

の
ア

プ
ロ
ー
チ

に
よ

り
各

学
校

に
お

い
て
発

生
し

て
い

る
い
じ

め
と

そ
れ

に
起
因

す
る
重

大
事

態
を

防
止

で
き

る
。

 
 
○

い
じ

め
防
止

の
た

め
の

対
策

を
学

校
と

連
携

し
て

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
い
じ

め
件

数
が
減
少

す
る

。
【

成
果

指
標

】
　

目
標

値
　

い
じ

め
に

よ
る
重

大
事

態
発

生
数

　
0
件

【
予

算
額

】
　

1
,
2
4
7
千

円
【

決
算

額
】

 
　

　
9
7
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
専
門

的
知
識

を
有

す
る
者

の
ア

プ
ロ
ー
チ

に
よ

り
各

学
校

に
お

い
て
発

生
し

て
い

る
い
じ

め
と

そ
れ

に
起
因

す
る
重

大
事

態
を

防
止

で
き

た
。

ま
た

、
学

校
と

連
携

し
て

い
じ

め
防
止

の
た

め
の

対
策

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

い
じ

め
件

数
が
減
少

し
た

。
【

成
果

指
標

】
　

い
じ

め
に

よ
る
重

大
事

態
発

生
数

　
0
件

【
事

業
期

間
】

　
平

成
2
9
年

度
～

終
期

未
定

5

7
学
校
教
育
課

児
童

生
徒
健

全
育

成
事

業

不
登

校
の

児
童

生
徒

を
学

校
へ
復
帰

で
き

る
よ

う
支

援
し

た
り

、
問

題
行

動
や

非
行

を
未
然

に
防
ぎ

、
健

全
に

育
っ

て
い

く
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 
 
不
登

校
の

児
童

生
徒

が
学

校
復
帰

で
き

る
よ

う
教

育
相
談

員
が

支
援

す
る

。
 
 
ま

た
、
青
少

年
の
問

題
行

動
や

非
行

を
未
然

に
防
ぎ

、
児

童
生

徒
が
健

全
に

育
成

す
る

よ
う

関
係
団

体
へ

の
支

援
を

行
う

。

【
事

業
期

間
】

　
平

成
2
8
年

度
～

終
期

未
定

【
当

初
予

算
】

　
8
,
3
7
9
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
児

童
生

徒
が
楽

し
い

学
校

生
活

を
送

り
な

が
ら

、
健

全
に

育
っ

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
。

【
成

果
指

標
】

　
教

育
相
談

員
と

の
ス
ム
ー

ス
な

連
携

【
予

算
額

】
　

9
,
5
1
0
千

円
【

決
算

額
】

　
9
,
4
3
4
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
不
登

校
の

児
童

生
徒

の
情
報

を
共
有

し
、
適
応

指
導

教
室

の
活
用

を
図

り
な

が
ら

、
学

校
復
帰

に
向

け
て

の
支

援
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
【

成
果

指
標

】
　

ア
ウ

ト
リ
ー
チ

実
施

実
績

　
H
2
8
　

1
3
3
回

　
H
2
9
　

1
0
0
回

　
※

ア
ウ

ト
リ
ー
チ

と
は

、
相
談

員
に

よ
る

学
校
訪
問

【
事

業
期

間
】

　
平

成
2
8
年

度
～

終
期

未
定

5
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№
担

当
課

事
業

名
目

的
計

画
内

容
点

検
評

価
評

価

8
学
校
給
食
課

学
校
給
食
セ

ン
タ
ー

施
設
整
備

事
業

各
施

設
・

設
備

の
不

具
合

等
に

よ
り
給
食

の
安

定
供

給
に

支
障

を
来

た
す

お
そ

れ
が
あ

る
た

め
、

設
備

の
修
繕

や
備
品

の
購
入

を
行

い
施

設
環
境

を
整

え
る

。

各
学

校
給
食
セ

ン
タ
ー

設
備

修
繕

等
の

内
容

　
自

動
ド

ア
修
繕

7
台

　
　

　
 
（

1
,
2
7
1
千

円
・

都
城

）
　
食
器

か
ご

修
繕

　
　

　
　

 
 
（

 
 
3
5
7
千

円
・

都
城

）
　
洗
浄
室
床

修
繕

　
　

　
　

　
（

2
,
5
0
6
千

円
・

都
城

）
　

コ
ン

テ
ナ
車
輪

取
替

4
0
台

　
（

2
,
0
6
1
千

円
・

都
城

）
　
屋
根
張
替

　
　

　
　

　
　

　
（

3
,
4
2
4
千

円
・
高

城
）

　
食
器

　
　

　
　

　
　

 
 
 
 
 
 
（

3
,
0
0
0
千

円
・

都
城

）
　
食
缶

　
　

　
　

　
 
 
 
 
 
 
 
 
（

1
,
8
3
6
千

円
・

都
城

）
　
空

調
点

検
・
整
備

業
務

委
託

（
2
,
9
9
2
千

円
・

都
城

）
　
真
空
冷
却
機

　
　

　
　

　
　

（
6
,
0
3
4
千

円
・
高

城
）

　
超
音
波
洗
浄
機

　
　

　
　

　
（

1
,
1
8
8
千

円
・
山
田

）
　 【

事
業

期
間

】
　

平
成

2
2
年

度
～

終
期

未
定

【
当

初
予

算
】

　
2
7
,
1
5
8
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
年
次

的
に

各
学

校
給
食
セ

ン
タ
ー

設
備

の
修
繕

や
備
品

の
購

入
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、
安
心

・
安

全
な

学
校
給
食

の
安

定
供

給
を

図
る

。
【

成
果

指
標

】
　
食

中
毒

や
ノ
ロ
ウ
ィ

ル
ス

に
よ

る
事
故
０

【
予

算
額

】
　

2
6
,
0
8
7
千

円
【

決
算

額
】

　
2
5
,
7
1
3
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
安
心

・
安

全
な

学
校
給
食

を
安

定
的

に
供
給

す
る

た
め

に
、

衛
生
管
理

の
徹
底

に
努

め
る

と
と

も
に

、
年
次

的
に

各
学

校
給

食
セ

ン
タ
ー

の
施

設
の

設
備

や
調
理
器

具
等

の
計

画
的

な
修
繕

や
備
品

の
購
入

を
行

な
っ

て
き

て
い

る
。

【
成

果
指

標
】

　
食

中
毒

や
ノ
ロ
ウ
ィ

ル
ス

に
よ

る
事
故
０

【
事

業
期

間
】

 
 
平

成
2
2
年

度
～

終
期

未
定

5

［
施
策
5
］
　
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
へ
の
教
育
の
推
進

№
担

当
課

事
業

名
目

的
計

画
内

容
点

検
評

価
評

価

9
学
校
教
育
課
特
別

支
援

教
育

推
進

事
業

　
障

が
い

の
あ

る
児

童
生

徒
が

、
学

校
生

活
及
び

学
習

活
動

で
支
障

を
来

た
さ

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
で

、
円
滑

な
学
級
及
び

学
校
経

営
を

行
う

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

　
障

が
い

の
あ

る
児

童
生

徒
に

対
し

て
、

小
・

中
学

校
で

の
生

活
介

助
及
び

学
習

支
援

を
行

う
。

【
当

初
予

算
】

　
5
7
,
6
1
8
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
障

が
い

の
あ

る
児

童
生

徒
が

、
学

校
生

活
及
び

学
習

活
動

で
支
障

を
き

た
さ

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
で

、
円
滑

な
学
級
及
び

学
校
経

営
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。

【
予

算
額

】
　

5
5
,
4
7
6
千

円
【

決
算

額
】

　
5
3
,
8
8
3
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
生

活
介

助
又

は
学

習
支

援
を

行
う
特
別

支
援

教
育

支
援

員
を

配
置

す
る

こ
と

に
よ

り
、
障

が
い

の
あ

る
児

童
生

徒
が

、
学

校
生

活
及
び

学
習

活
動

で
支
障

を
来

た
さ

な
い

よ
う

に
し

、
円
滑

な
学
級
及
び

学
校
経

営
に

つ
な

が
っ

た
。

【
成

果
指

標
】

　
平

成
2
8
年

度
末
配

置
人

数
　

3
3
人

　
平

成
2
9
年

度
末
配

置
人

数
　

3
6
人

【
事

業
期

間
】

　
平

成
2
0
年

度
～

終
期

未
定

4
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［
施
策
2
］
　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
持
ち
、
世
界
で
活
躍
す
る
た
め
の
教
育
の
推
進

№
担

当
課

事
業

名
目

的
計

画
内

容
点

検
評

価
評

価

1
0
学
校
教
育
課
Ａ
Ｌ

Ｔ
に

よ
る
語

学
指

導
事

業

　
Ａ
Ｌ

Ｔ
（
外
国
語

指
導

助
手

）
の
語

学
指

導
を
通

し
て

、
語

学
力

向
上
及
び

豊
か

な
国
際
感
覚

を
身

に
付

け
る
機

会
を
提
供

す
る

。

　
平

成
2
4
年

度
か

ら
地

域
在
住
外
国
人

を
Ａ
Ｌ

Ｔ
(
外
国
語

指
導

助
手

）
と

し
て
雇
用

し
、

計
画

的
に
Ａ
Ｌ

Ｔ
を
増

員
し

て
い

る
。

市
内

全
小

学
校
第

5
、

6
学

年
の
外
国
語

活
動

、
全

中
学

校
全

学
年

の
英
語

科
の

授
業

等
に
Ａ
Ｌ

Ｔ
を
派
遣

し
、

児
童

生
徒

の
語

学
力

向
上

や
豊

か
な
国
際
感
覚

の
育

成
の
機

会
を

一
層

充
実

さ
せ

て
い

く
。

【
事

業
期

間
】

　
平

成
2
4
年

度
～

終
期

未
定

【
当

初
予

算
】

　
4
9
,
3
7
8
千

円
【

成
果

指
標

】
　
Ａ
Ｌ

Ｔ
校
長

評
価

に
よ

る
子
ど

も
た

ち
の
英
語

関
心

度
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
4
段
階

評
価

）
 
 
 
 
　

 
 
 
①

学
ん
だ

こ
と

を
 
 
 
②
英
語

が
使

え
る

よ
う

に
 
 
 
 
 
 
　

 
 
 
授

業
中

に
活
用

 
 
 
 
 
な

り
た

い
　

・
基

準
値

　
(
H
2
8
)
3
.
2
 
 
 
 
 
 
 
 
(
H
2
8
)
3
.
6

　
・

目
標

値
　
(
H
2
9
)
3
.
4
 
 
 
 
 
 
 
 
(
H
2
9
)
3
.
7

【
予

算
額

】
　

4
6
,
3
9
5
千

円
【

決
算

額
】

　
4
5
,
7
7
7
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
平

成
2
9
年

度
に

お
い

て
は

、
都

城
市

内
の

小
・

中
学

校
に

1
5

名
の
Ａ
Ｌ

Ｔ
を
配

置
し

、
児

童
生

徒
の
語

学
力

の
向

上
の

み
な

ら
ず

、
異

な
る
文

化
や

習
慣

に
つ

い
て

学
習

す
る
機

会
を
提
供

す
る

こ
と

に
よ

り
、

児
童

生
徒

の
国
際
感
覚

の
醸

成
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
【

成
果

指
標

】
　
Ａ
Ｌ

Ｔ
校
長

評
価

に
よ

る
子
ど

も
た

ち
の
英
語

関
心

度
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
4
段
階

評
価

）
　

　
　

　
　
①

学
ん
だ

こ
と

を
　

　
②
英
語

が
使

え
る

よ
う

に
　

　
　

　
　

　
授

業
中

に
活
用

　
　

　
な

り
た

い
　

・
基

準
値

　
(
H
2
8
)
3
.
2
　

　
　

　
　
(
H
2
8
)
3
.
6

　
・

達
成

値
　
(
H
2
9
)
3
.
4
　

　
　

　
　
(
H
2
9
)
3
.
7

【
事

業
期

間
】

　
平

成
2
4
年

度
～

終
期

未
定

4

1
1
学
校
教
育
課
海
外
交
流

事
業

　
英
語
圏

の
国

の
中

学
生

と
の
相
互
交
流

や
E
メ
ー

ル
に

よ
る
交
流

の
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

に
よ

り
、

生
徒

の
真

の
グ
ロ
ー
バ

ル
化

に
向

け
た
人
材

育
成

を
目

的
と

す
る

。

　
オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
の
州

立
学

校
と

の
交
流

を
実

施
す

る
。

平
成

2
9
年

度
は

、
8
月

に
都

城
市

よ
り

中
学

生
を
派
遣

し
て

い
る

。

【
事

業
期

間
】

　
平

成
2
9
年

度
～

終
期

未
定

【
当

初
予

算
】

　
7
,
6
4
9
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
異
文

化
体
験

に
よ

り
、
国
際
感
覚

の
醸

成
や

、
日

本
文

化
の

良
さ

の
再
認
識

に
貢
献

で
き

る
。

【
成

果
指

標
】

　
・

基
準

値
　
－

 
 
・

目
標

値
　

事
業

の
円
滑

な
開
始

（
新
規

）

【
予

算
額

】
　

7
,
2
4
9
千

円
【

決
算

額
】

　
7
,
0
8
4
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
都

城
市

の
中

学
生

を
オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
に
派
遣

（
8
/
3
～

8
/
9
）

し
た

こ
と

に
よ

り
、
国
際
感
覚

が
身

に
付

き
、

そ
の
後

の
英
語

学
習
意
欲

の
向

上
に

つ
な

が
っ

た
。

ま
た

、
英
語
暗
唱
弁

論
大

会
等

に
参
加

し
た

生
徒

の
中

に
は

最
優
秀
賞

に
入
賞

す
る

生
徒

も
い

た
。

【
成

果
指

標
】

　
問

題
な

く
派
遣

事
業

を
遂

行
し

、
ス
ム
ー
ズ

な
運

営
が

行
え

た
。

生
徒

は
大
変
前

向
き

に
取

り
組
ん

で
い

た
。

平
成

2
8
年

度
の

中
学

生
派
遣
人

数
は

1
0
名

で
あ

っ
た

が
、

平
成

2
9
年

度
は

2
0

名
派
遣

し
た

。
【

事
業

期
間

】
　

平
成

2
8
年

度
～

終
期

未
定

5

基
本
目
標
3

基
本
目
標
3

基
本
目
標
3

基
本
目
標
3
　　 　　
ふ
る
さ
と
を

ふ
る
さ
と
を

ふ
る
さ
と
を

ふ
る
さ
と
を
誇誇 誇誇
り
に

り
に

り
に
り
に
思思 思思
いい いい
、、 、、
世
界

世
界

世
界
世
界
に
は
ば
た
く

に
は
ば
た
く

に
は
ば
た
く

に
は
ば
た
く
子子 子子
ど
も
を

ど
も
を

ど
も
を

ど
も
を
育育 育育
むむ むむ
教
育

教
育

教
育
教
育
のの のの
推
進

推
進

推
進
推
進
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基
本
目
標
4

基
本
目
標
4

基
本
目
標
4

基
本
目
標
4
　　 　　
魅
力

魅
力

魅
力
魅
力
あ
る

あ
る

あ
る
あ
る
教
育
環
境

教
育
環
境

教
育
環
境

教
育
環
境
のの のの
整
備

整
備

整
備
整
備
・・ ・・
充
実

充
実

充
実
充
実

［
施
策
2
］
　
学
校
安
全
の
充
実

№
担

当
課

事
業

名
目

的
計

画
内

容
点

検
評

価
評

価

1
2
教
育
総
務
課

小
学

校
遊

具
修
繕

事
業

小
学

校
遊

具
に

よ
る

児
童

の
事
故

を
未
然

に
防
止

し
、
安

全
・
安
心

な
施

設
を
提
供

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

定
期

点
検

の
結

果
、
早
急

な
修
繕

が
必
要

で
あ

る
部
材

が
約

3
5
0

か
所
あ

る
こ

と
の
報
告

を
受

け
て

い
る

も
の

の
、

未
だ

に
3
0
0
か

所
が

未
着
手

で
あ

る
。

そ
の
他

の
部
材

も
劣

化
腐
食

は
進
ん

で
い

る
状

況
に
あ

る
。
早
急

に
修
繕

を
行

い
児

童
の
安

全
を

確
保

す
る

た
め

、
修
繕

を
要

す
る

部
材
及
び

児
童

数
が
多

い
学

校
を

優
先

す
る

。

【
事

業
期

間
】

　
平

成
2
9
年

度
～

終
期

未
定

【
当

初
予

算
】

　
3
,
0
0
0
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
遊

具
の
健

全
化

を
目

指
す

こ
と

で
、

児
童

の
安

全
を

確
保

す
る

。
【

成
果

指
標

】
　

平
成

2
9
年

度
　

　
　
明
道

小
外

　
　

 
3
校
完
了

　
平

成
3
0
年

度
　

　
　
有
水

小
外

　
　

 
9
校
完
了

　
平

成
3
1
年

度
　

　
　
五
十

市
小
外

　
2
2
校
完
了

　
平

成
3
2
年

度
以
降

　
そ

の
他

部
材

の
修
繕
着
手

【
予

算
額

】
　

3
,
0
0
0
千

円
【

決
算

額
】

　
2
,
9
8
6
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
児

童
の
遊

具
で

の
事
故

を
防
止

す
る

た
め

、
明
道

小
外
３

校
の
危
険

部
材

の
修
繕

を
完
了

し
た

。
【

成
果

指
標

】
　
明
道

小
、

大
王

小
、
東

小
、
南

小
　

平
成

2
9
年

1
1
月

2
9
日
完

了 【
事

業
期

間
】

　
平

成
2
9
年

度
か

ら
平

成
3
1
年

度
5

1
3
教
育
総
務
課
公

立
学

校
施

設
整

備
事

業

　
校
舎

・
体

育
館

の
老
朽

化
に
伴

い
改
築

、
大
規
模

改
造

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
機
能

の
向

上
及
び

安
全
性

の
確
保

を
図

る
。

ま
た

、
こ

の
こ

と
に

よ
り

、
安
心

・
安

全
な

教
育

環
境

の
向

上
を

図
る

。

平
成

2
9
年

度
事

業
・
祝
吉

小
学

校
（

校
舎
新
増

改
築

　
2
F
１
棟

、
3
F
１
棟

）
　

実
施

設
計

（
平

成
3
0
年

度
・

3
1
年

度
工

事
予

定
）

・
祝
吉

小
学

校
（

校
舎

大
規
模

改
造

　
2
F
１
棟

）
　

実
施

設
計

（
平

成
3
0
年

度
工

事
予

定
）

・
五
十

市
小

学
校

（
校
舎
新
増

改
築

　
2
F
１
棟

）
　
耐

力
度
測

定
（

平
成

3
0
年

度
実

施
設

計
予

定
）

【
当

初
予

算
】

　
6
9
,
9
9
6
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
安

全
・
安
心

な
教

育
環
境

の
実

現
を

図
る

と
と

も
に

、
快
適

な
教

育
環
境

を
実

現
す

る
。

【
成

果
指

標
】

　
・
祝
吉

小
　

　
平

成
3
0
年

3
月

中
旬
完
了

　
・
五
十

市
小

　
平

成
2
9
年

1
0
月
末
完
了

【
予

算
額

】
　

7
0
,
0
9
6
千

円
【

決
算

額
】

　
5
1
,
5
2
4
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
安

全
・
安
心

な
教

育
環
境

を
整
備

す
る

た
め

、
祝
吉

小
学

校
の

実
施

設
計

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
五
十

市
小

学
校

に
お

い
て

は
、
耐

力
度

調
査

委
託

を
行

い
、
耐

力
度

点
数

4
,
5
0
0
点
以
下

と
な

り
、
補

助
要
件

を
満
足

し
た

。
　

・
五
十

市
小

学
校

校
舎

1
3
－

1
棟

：
4
,
2
3
0
点

　
・
五
十

市
小

学
校

校
舎

1
3
－

2
棟

：
4
,
3
9
9
点

　
・
五
十

市
小

学
校

校
舎

1
3
－

3
棟

：
4
,
4
9
8
点

【
成

果
指

標
】

　
・
祝
吉

小
　

　
平

成
3
0
年

 
3
月

 
9
日
完
了

　
・
五
十

市
小

　
平

成
2
9
年

1
0
月

2
0
日
完
了

【
事

業
期

間
】

　
・
祝
吉

小
　

　
平

成
2
8
年

度
～

平
成

3
1
年

度
　

・
五
十

市
小

　
平

成
2
9
年

度
～

平
成

3
2
年

度

5
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№
担

当
課

事
業

名
目

的
計

画
内

容
点

検
評

価
評

価

1
4
教
育
総
務
課

校
舎

防
水

事
業

老
朽

化
し

た
小

中
学

校
の

校
舎

・
体

育
館

の
屋
根

を
改

修
し

、
雨
漏

り
等

を
防

い
で
快
適

な
教

育
環
境

を
実

現
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

耐
震

上
問

題
は

な
い

が
、

現
存

す
る
建
物

の
う

ち
古

い
も

の
は

昭
和

4
0
年
代

に
建
築

し
て

い
る

た
め
経

年
変

化
に

よ
る

防
水
機

能
が

低
下

し
、

校
舎

本
体

の
劣

化
の
原
因

と
な

っ
て

い
る
棟

が
あ

る
。

こ
れ

ら
に

つ
い

て
年
次

的
に

防
水
工

事
を

行
う

。
平

成
2
9
年

度
事

業
・

校
舎
屋
根

改
修
工

事
（

中
郷

中
）

・
屋

体
屋
根

改
修
工

事
（

中
郷

中
）

【
当

初
予

算
】

　
中

学
校

：
2
4
,
9
6
1
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
屋
根

防
水
機
能

を
回
復

し
校
舎

本
体

の
延
命

が
見
込

め
、

改
築
時

期
を
延
伸

で
き

る
と

と
も

に
、

学
校

の
教
材
及
び

学
校
備

品
等

の
保
護

と
児

童
・

生
徒

の
教

育
環
境

の
保

全
に

な
る

。
【

成
果

指
標

】
　

中
郷

中
校
舎

　
平

成
2
9
年

1
1
月
末
完
了

　
中
郷

中
屋

体
　

平
成

2
9
年

1
1
月
末
完
了

【
予

算
額

】
　

中
学

校
　

2
4
,
9
6
1
千

円
【

決
算

額
】

　
中

学
校

　
2
4
,
2
0
2
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
屋

体
、

校
舎

の
屋
根

の
防
水
機
能

が
回
復

し
た

。
【

成
果

指
標

】
　

・
中
郷

中
校
舎

　
平

成
2
9
年

1
0
月

2
7
日
完
了

　
・

中
郷

中
屋

体
　

平
成

2
9
年

1
1
月

 
6
日
完
了

【
事

業
期

間
】

　
平

成
2
9
年

度
5

1
5
教
育
総
務
課
公

立
学

校
施

設
整

備
（
扇
風
機

設
備

）
事

業

　
学

校
に

お
け

る
夏
場

の
暑

さ
対

策
の

一
環

と
し

て
、

小
学

校
の
少
人

数
教

室
及
び

中
学

校
の
特
別

教
室

に
天
井
型
扇
風
機

を
設

置
し

、
教
室

内
の

教
育
環

境
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

平
成

2
1
年

度
よ

り
設

計
と
扇
風
機

の
設

置
を

行
な

っ
て

き
て

、
全

教
室

へ
の

設
置

が
平

成
2
4
年

度
で

終
了

し
た

。
し

か
し

、
小

学
校

は
教

科
に

よ
っ

て
は

、
1
ク

ラ
ス

を
2
つ

に
分

け
て

行
な

う
授

業
が
あ

り
、
自
室
以
外

の
教
室

（
少
人

数
教
室

）
で

授
業

を
受

け
る
場

合
に

、
扇
風
機

を
有

す
る

教
室

と
そ

う
で

な
い

教
室

に
よ

る
不
公

平
が

生
じ

る
こ

と
か

ら
、
少
人

数
教
室

に
計

画
的

に
設

置
し

て
い

く
。

ま
た

、
中

学
校

に
お

い
て

は
特
別

教
室

に
よ

る
授

業
が
多

く
夏
場

の
健
康

的
面

を
配
慮

し
て

、
特
別

教
室

に
計

画
的

に
設

置
し

て
い

く
。

平
成

2
9
年

度
事

業
　

・
扇
風
機

設
置

設
計

・
工

事
 
 
 
　

　
　

　
　

　
　

（
小

学
校

、
少
人

数
教
室

）
 
 
 
 
　

　
　

　
　

　
　
(
中

学
校

、
特
別

教
室
)

【
当

初
予

算
】

　
小

学
校

　
6
,
8
0
0
千

円
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中

学
校

　
6
,
5
0
0
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
夏
場

の
暑

い
時

期
で

の
授

業
に

お
い

て
、

児
童

の
熱

中
症

対
策

に
欠

か
す

こ
と

が
で

き
な

い
。

【
成

果
指

標
】

　
・

小
学

校
2
5
教
室

　
完
了

 
 
・

中
学

校
2
0
教
室

　
完
了

【
予

算
額

】
　

小
学

校
　

6
,
8
0
0
千

円
　

　
　

　
　

　
中

学
校

　
6
,
5
0
0
千

円
【

決
算

額
】

　
小

学
校

　
6
,
1
0
2
千

円
　

　
　

　
　

　
中

学
校

　
5
,
3
4
1
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
児

童
の
熱

中
症

対
策

と
し

て
、

小
学

校
の
少
人

数
教
室
及
び

中
学

校
の
特
別

教
室

に
扇
風
機

を
設

置
し

、
教
室
環
境

を
整
備

し
た

。
【

成
果

指
標

】
　

・
小

学
校

3
2
教
室

に
設

置
し

た
。

　
・

中
学

校
2
0
教
室

に
設

置
し

た
。

【
事

業
期

間
】

　
平

成
2
9
年

度

5
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№
担

当
課

事
業

名
目

的
計

画
内

容
点

検
評

価
評

価

1
6

学
校

教
育

課
Ａ
Ｅ
Ｄ

設
置

事
業

学
校
管
理
下

に
お

け
る

児
童

・
生

徒
等

の
心
臓
停
止

状
態

等
の

事
故
発

生
時

に
、
迅
速

な
救
命
措

置
を

行
う

こ
と

を
目

的
と

し
て

Ａ
Ｅ
Ｄ

を
設

置
す

る
。

平
成

2
5
年

か
ら

の
5
年

間
の
長

期
継

続
契
約

が
満
了

を
迎

え
る
た

め
、
新

た
に
リ
ー

ス
契
約

を
締
結

す
る

も
の

。

【
事

業
期

間
】

　
リ
ー

ス
期

間
　

　
　

　
　

　
　

平
成

3
0
年

1
月

1
日

～
平

成
3
4
年

1
2
月

3
1
日

【
当

初
予

算
】

　
小

学
校

　
3
5
0
千

円
　

　
　

　
　

　
 
 
中

学
校

　
1
8
5
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
学

校
管
理
下

に
お

い
て

、
児

童
及
び

学
校
職

員
、

学
校

関
係

者
等

に
心
臓
停
止

状
態

等
の

事
故

が
発

生
し

た
場

合
に

、
迅
速

な
救
命
処

置
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
【

成
果

指
標

】
　

目
標

値
　

生
死

に
か

か
わ

る
重

大
事
故

を
発

生
さ
せ

な
い

。

【
予

算
額

】
　

小
学

校
　

3
4
9
千

円
　

　
　

　
　

　
中

学
校

　
1
8
4
千

円
【

決
算

額
】

　
小

学
校

　
2
7
9
千

円
　

　
　

　
　

　
中

学
校

　
1
4
7
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
学

校
管
理
下

に
お

い
て

、
児

童
及
び

学
校
職

員
、

学
校

関
係

者
等

に
心
臓
停
止

状
態

等
の

事
故

が
発

生
し

た
場

合
に

、
迅
速

な
救
命
処

置
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

体
制

を
整

え
た

。
【

成
果

指
標

】
　

目
標

値
　

生
死

に
か

か
わ

る
重

大
事
故

　
0
件

【
事

業
期

間
】

　
平

成
3
0
年

1
月

1
日

～
平

成
3
4
年

1
2
月

3
1
日

5
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基
本
目
標
5

基
本
目
標
5

基
本
目
標
5

基
本
目
標
5
　　 　　
生
涯

生
涯

生
涯
生
涯
をを をを
通通 通通
じ
て

じ
て

じ
て
じ
て
学学 学学
びび びび
、、 、、
文
化

文
化

文
化
文
化
とと とと
歴
史

歴
史

歴
史
歴
史
にに にに
親親 親親
し
む

し
む

し
む
し
む
社
会

社
会

社
会
社
会
づ
く
り
の

づ
く
り
の

づ
く
り
の

づ
く
り
の
推
進

推
進

推
進
推
進

［
施
策
1
］
　
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の
振
興

№
担

当
課

事
業

名
目

的
計

画
内

容
点

検
評

価
評

価

1
7
生
涯
学
習
課

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ

ン
タ
ー
管
理

運
営

費

　
生
涯

学
習

、
社

会
教

育
の
振
興

を
図

る
施

設
と

し
て

、
維
持
管
理
経
費

の
効

率
化

と
住
民

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
に
努

め
る

た
め

、
指

定
管
理
者

制
度

に
よ

り
適

正
な

施
設

の
管
理

運
営

を
行

う
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

　
定

員
2
5
0
人

の
集

会
室

や
3
6
人

の
調
理
室
及
び

大
小

の
研

修
室

を
備

え
る

施
設

で
あ

り
、

平
成

1
8
年

度
か

ら
指

定
管
理
者

制
度

を
導
入

し
て

い
る

。
　

・
床
面

積
　

1
,
2
3
0
㎡

（
R
C
造

2
階
建

て
）

　
・
昭
和

5
7
年

度
竣
工

　
・

指
定
管
理
者

　
株
式

会
社
文

化
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン

　
・

指
定

期
間

　
平

成
2
7
年

度
～

3
1
年

度
（

5
カ

年
）

 【
事

業
期

間
】

　
平

成
1
8
年

度
～

終
期

未
定

【
当

初
予

算
】

　
9
,
7
6
7
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
指

定
管
理
者

制
度

の
も

と
、
利
用
者

に
よ

り
快
適

な
環
境

を
提
供

す
る

こ
と

で
、

市
民

の
生
涯

学
習

・
社

会
教

育
の
意
識

や
意
欲

の
向

上
等

に
つ

な
が

る
。

【
成

果
指

標
】

　
　

　
　

 
 
 
 
 
　

部
屋
利
用
者

　
　

年
間
利
用
者

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

の
満
足

度
　

基
準

値
　

H
2
8
　

7
7
.
2
%
 
 
 
 
 
 
　

 
6
7
,
8
2
8
人

　
目

標
値

　
H
2
9
 
 
8
0
.
0
%
以

上
 
 
　

 
6
8
,
0
0
0
人
以

上

【
予

算
額

】
　

9
,
7
6
7
千

円
【

決
算

額
】

　
9
,
4
7
9
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
通
常

の
貸
館

業
務
以
外

に
も

指
定
管
理
者

の
自
主

事
業

を
開

催
す

る
等

、
魅

力
あ

る
社

会
教

育
施

設
と

し
て

生
涯

学
習

の
場

を
提
供

で
き

た
。

　
ま

た
、

指
定
管
理
者

の
ほ

か
施

設
利
用
者

や
近
隣

施
設

の
方

に
も
参
加

し
て

い
た
だ

き
施

設
運

営
に

つ
い

て
協

議
す

る
『

施
設

運
営

委
員

会
』

の
実

施
回

数
を

年
1
回

か
ら

2
回

へ
増

や
し

た
こ

と
よ

り
、
利
用
者

の
意
見

を
汲
ん
だ

施
設

運
営

へ
と
繋
げ

る
こ

と
が

出
来

た
。

【
成

果
指

標
】

　
①

年
間
利
用
者

：
7
2
,
0
2
1
人

　
②

部
屋
利
用
者

の
満
足

度
：

7
6
.
2
％

【
事

業
期

間
】

　
平

成
1
8
年

度
～

終
期

未
定

4

1
8
生
涯
学
習
課

高
崎
地
域
振
興
課

放
課
後
子
ど

も
教

室
推

進
事

業

　
放

課
後

や
週
末

等
に

、
子
ど

も
の
安

全
・
安
心

な
居
場
所

を
確
保

す
る

た
め

、
学

校
の
空

き
教
室

や
地

区
公
民
館

等
を
使
用

す
る

こ
と

で
、

地
域

の
協

力
を
得

て
、

体
験

や
学

習
活

動
、

ス
ポ
ー
ツ

・
文

化
活

動
な
ど

、
地

域
住
民

と
の

交
流

活
動

等
に

取
り

組
む

。

　
放

課
後
子
ど

も
総

合
プ

ラ
ン

に
基

づ
く
文

部
科

学
省

の
補

助
事

業
と

し
て

、
市

内
の

9
カ
所

（
1
0
教
室

）
で

開
設

す
る

。
対
象

は
1
年

生
か

ら
6
年

生
ま

で
と

し
、
参
加
料

は
無
料

と
す

る
。

各
教
室

で
は

、
教

育
委

員
会

が
委
嘱

し
た

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

や
教

育
活

動
推

進
員

等
（
約

2
8
名

）
及
び

地
域

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

指
導

す
る

。
①
姫

城
、
祝
吉

、
上
長
飯

（
2
教
室

）
　

年
間

7
0
～

9
0
日

開
設

、
教
室
人

数
3
0
～

6
0
人

。
②
吉
之
元

、
夏
尾

、
西
岳

、
御
池

、
高
崎
麓

、
縄
瀬

　
年

間
1
4
0
～

2
4
0
日

開
設

、
教
室
人

数
4
～

3
0
人

。

【
事

業
期

間
】

　
平

成
1
9
年

度
～

終
期

未
定

【
当

初
予

算
】

　
9
,
6
4
8
千

円
（
国

県
補

助
　

5
,
4
6
0
千

円
）

【
事

業
の

効
果

】
　
子
ど

も
た

ち
の
放

課
後

に
お

け
る
安

全
・
安
心

な
活

動
拠

点
を

確
保

で
き

る
。

【
成

果
指

標
】

　
放

課
後
子
ど

も
教
室

開
設

数
　

基
準

値
　

H
2
7
　

9
教
室

　
目

標
値

　
H
2
8
　

1
0
教
室

【
予

算
額

】
　

8
,
7
3
7
千

円
（
国

県
補

助
金

　
4
,
3
6
8
千

円
)

【
決

算
額

】
　

7
,
5
0
9
千

円
（
国

県
補

助
金

　
4
,
3
6
8
千

円
)

【
事

業
の

効
果

】
　
交
流

活
動

や
異

学
年

の
友

達
と

の
遊
び

を
通

し
て

、
心

の
豊

か
さ

を
育

む
と

と
も

に
、

社
会

の
一

員
と

し
て
必
要

な
知
識

・
技
能
及
び

態
度

を
身

に
付

け
、
考

え
を
伝

え
る

力
を

育
む

と
い

う
目

的
は

達
成

で
き

た
。

【
成

果
指

標
】

　
放

課
後
子
ど

も
教
室

開
設

数
（

8
教
室

）
　

平
成

2
8
年

度
を

も
っ

て
、
御
池

小
学

校
休

校
と
高
崎
麓

小
区

域
の

児
童

ク
ラ
ブ

開
設

に
よ

り
、

教
室

数
が

2
減

し
た

。
　

教
室
登
録

児
童

数
は

、
昨

年
度

よ
り
若
干
増

え
て

2
2
3
名

で
あ

っ
た

。
【

事
業

期
間

】
　

平
成

1
9
年

度
～

終
期

未
定

4

133133133133



［
施
策
2
］
　
生
き
る
力
を
育
む
読
書
活
動
の
推
進

№
担

当
課

事
業

名
目

的
計

画
内

容
点

検
評

価
評

価

1
9
学
校
教
育
課

学
校

図
書

サ
ポ
ー

タ
ー
配

置
事

業

　
市

内
小

学
校

3
8
校

に
、

2
0
名

の
図
書
館

サ
ポ
ー

タ
ー

を
配

置
し

、
児

童
の

読
書

活
動

の
推

進
を

図
る

。

　
図
書
館

の
環
境
整
備

、
児

童
へ

の
本

の
紹
介

、
児

童
の
探

し
て

い
る

本
の

検
索

、
児

童
へ

の
本

の
読

み
聞

か
せ

や
朗
読

な
ど

、
図
書
館

の
充

実
と
読
書

活
動

の
推

進
に

関
わ

る
活

動
を

学
校

で
行

う
。

【
事

業
期

間
】

　
平

成
2
2
年

度
～

終
期

未
定

【
当

初
予

算
】

　
1
5
,
4
4
3
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
児

童
の
読
書
意
欲

の
向

上
と
読
書

習
慣

の
定
着

、
学

習
の

目
的

に
応
じ

て
、

進
ん

で
図
書
館

を
活
用

し
よ

う
と

す
る

児
童

の
育

成
に

資
す

る
。

【
成

果
指

標
】

　
週

1
回

の
小

学
校

図
書
館
利
用

児
童

数
　

・
基

準
値

　
H
2
6
 
 
6
0
.
0
%
/
年

　
・

目
標

値
　

H
2
9
 
 
8
5
.
0
%
/
年

【
予

算
額

】
　

1
5
,
4
4
3
千

円
【

決
算

額
】

　
1
5
,
1
9
2
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
平

成
2
9
年

度
は

、
図
書
館

サ
ポ
ー
タ
ー

2
2
名

を
採
用

し
、

市
内

の
小

学
校

全
て

に
配

置
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
図
書
館

サ
ポ
ー
タ
ー

は
、

各
小

学
校

の
図
書
館

の
効

果
的

な
設

営
や

、
読

み
聞

か
せ

等
の
読
書

活
動

推
進

に
積

極
的

に
取

り
組
ん

で
お

り
、

児
童

の
図
書
館
利
用

の
実

態
（
デ
ー
タ

）
は

、
毎

年
向

上
し

て
い

る
。

【
成

果
指

標
】

　
週
１

回
の

小
学

校
図
書
館
利
用

児
童

数
　

・
基

準
値

　
　

H
2
6
 
 
6
0
.
0
%
/
年

　
・

目
標

値
　

　
H
2
9
 
 
8
5
.
0
%
/
年

　
・

達
成

値
　

　
H
2
9
 
 
8
3
.
7
%
/
年

【
事

業
期

間
】

　
平

成
2
2
年

～
終

期
未

定

4

2
0

図
書
館

(
生

涯
学

習
課

)

図
書
館
利
用
促

進
事

業
（
文

化
振
興

基
金

活
用

事
業

）

　
図
書
館
利
用
促

進
の

た
め

、
「

図
書
館

ま
つ

り
」

を
開

催
し

、
図
書

に
親

し
む
環
境

づ
く

り
の

一
環

と
し

て
実

施
す

る
。

「
図
書
館

ま
つ

り
」

を
下
記

の
二

部
構

成
で

実
施

す
る

。
・
読
書

推
進
企

画
展

　
　

9
月
頃

予
定

・
図
書
ふ

れ
あ

い
広
場

（
市
民

が
持

ち
寄

っ
た

本
を
希
望
者

に
提
供

す
る

も
の

）
を

1
月

に
開

催
予

定

【
当

初
予

算
】

　
2
7
2
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
い

つ
も

は
図
書
館

を
利
用

し
て

い
な

い
多

く
の

市
民

が
参
加

す
る

こ
と

に
よ

り
、

図
書
館

に
親

し
み

を
持

ち
、

図
書

に
触

れ
合

う
機

会
が
飛
躍

的
に
高

ま
り

、
市

の
文

化
レ
ベ

ル
の

向
上

が
図

れ
る

。
【

成
果

指
標

】
　

図
書
ふ

れ
あ

い
広
場
参
加
者

数
　

・
基

準
値

　
H
2
8
　

9
0
0
名

　
・

目
標

値
　

H
2
9
　

9
3
0
名

（
3
％
増

）

【
予

算
額

】
　

2
7
2
千

円
【

決
算

額
】

　
 
8
4
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
読
書

推
進
企

画
展

は
開

催
を
見
送

っ
た

（
本
館
移
転

の
関

係
で

年
度
途

中
で
閉
館

に
な

る
こ

と
、
閉
館
記
念

と
し

て
特
別
企

画
展

を
計

画
し

た
こ

と
に

よ
る

）
が

、
図
書
ふ

れ
あ

い
広
場

は
昨

年
を

上
回

る
約

1
,
0
0
0
名

の
参
加

が
あ

り
、

よ
り
多

く
の

市
民

に
図
書

と
触

れ
あ

う
機

会
を
提
供

で
き

た
。

【
成

果
指

標
】

　
参
加
者

数
　

1
,
0
0
0
名

（
前

年
度
比
+
1
0
0
名

）
【

事
業

期
間

】
　

平
成

1
1
年

～
終

期
未

定

4
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№
担

当
課

事
業

名
目

的
計

画
内

容
点

検
評

価
評

価

2
1

図
書
館

(
生

涯
学

習
課

)

ブ
ッ

ク
プ
レ
ゼ

ン
ト

事
業

　
4
か
月
健
康
相
談

の
場

に
お

い
て

、
絵

本
を

プ
レ

ゼ
ン

ト
し

、
親
子

が
よ

り
本

に
親

し
む

き
っ

か
け

づ
く

り
を

行
う

。

　
4
か
月
健
康
相
談

の
場

で
行

っ
て

い
る

「
初

め
て

の
読

み
聞

か
せ
講
座

事
業

」
の

中
で
読

み
聞

か
せ

実
演

と
併
せ

て
絵

本
を

プ
レ
ゼ

ン
ト

し
、
保
護
者

が
そ

の
日

か
ら
読

み
聞

か
せ

を
実
践

で
き

る
よ

う
に

す
る

も
の

。

【
当

初
予

算
】

　
9
6
0
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
多

く
の
幼

児
が
絵

本
に
親

し
む
機

会
を

つ
く

り
、
読

み
聞

か
せ

を
通

し
て
親
子

の
絆

を
深

め
る

と
と

も
に

、
保
護
者

に
よ

る
読

み
聞

か
せ

の
大
切

さ
を
知

っ
て

も
ら

う
き

っ
か

け
づ

く
り

と
な

る
。

ま
た

、
図
書
館

の
利
用
促

進
に

も
つ

な
が

る
こ

と
が

期
待

で
き

る
。

【
成

果
指

標
】

　
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー

ト
参
加

率
（

4
ヶ
月
健
康
相
談
参
加

率
）

　
基

準
値

　
H
2
5
～

H
2
8
平

均
　

6
1
.
3
％

　
目

標
値

　
H
2
9
 
 
 
　

　
　

　
6
7
.
5
％

【
予

算
額

】
　

9
6
0
千

円
【

決
算

額
】

　
9
5
2
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
4
か
月
健
康
相
談

の
場

で
読

み
聞

か
せ

を
実

施
し

た
こ

と
で
幼

児
が
絵

本
に
親

し
む
機

会
を
創

出
で

き
、
読

み
聞

か
せ

の
大
切

さ
を
知

っ
て

も
ら

う
き

っ
か

け
作

り
が

出
来

た
。

【
成

果
指

標
】

　
基

準
値

　
H
2
5
～

H
2
8
平

均
　

6
1
.
3
％

　
目

標
値

　
H
2
9
 
 
 
　

　
　

　
6
7
.
5
％

　
達

成
値

　
H
2
9
　

　
　

　
　

 
6
4
.
1
％

【
事

業
期

間
】

　
平

成
2
5
年

度
か

ら
終

期
未

定

4

2
2

図
書
館

(
生

涯
学

習
課

)

新
図
書
館
管
理
シ

ス
テ
ム
構
築

事
業

　
利
用
者

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
及
び

効
率

的
な
蔵
書
管

理
を

図
る

た
め

に
、
新

し
い

図
書
館

に
効

果
的

な
シ

ス
テ
ム

の
導
入

を
行

う
。

　
新

図
書
館

に
お

い
て

、
安
心
安

全
で

継
続

的
な

サ
ー

ビ
ス

を
提
供

す
る

た
め

、
図
書
館
シ

ス
テ
ム
及
び
保
守

運
用

体
制

を
構

築
す

る
。

【
事

業
期

間
】

　
平

成
2
9
年

度
【

当
初

予
算

】
　

1
2
9
,
6
1
1
 
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
新

し
い

図
書
館

に
効

率
的

な
シ

ス
テ
ム

の
導
入

を
行

う
こ

と
で

、
利
用
者

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
及
び

効
率

的
な
蔵
書
管
理

が
図

ら
れ

る
。

【
成

果
指

標
】

　
シ

ス
テ
ム

導
入
完
了

【
予

算
額

】
　

1
2
9
,
6
1
1
千

円
【

決
算

額
】

　
 
9
6
,
9
8
4
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
新

し
い

図
書
館

に
効

率
的

な
シ

ス
テ
ム

の
導
入

を
行

う
と

と
も

に
、
旧
シ

ス
テ
ム

か
ら
新
シ

ス
テ
ム

へ
の
デ
ー
タ
移

行
を

行
い

、
平

成
3
0
年

4
月

に
無

事
に
移
転
オ
ー

プ
ン

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
【

成
果

指
標

】
　
シ

ス
テ
ム

導
入
完
了

　
1
0
0
％

【
事

業
期

間
】

　
平

成
2
9
年

度

5
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［
施
策
3
］
　
芸
術
文
化
の
振
興

№
担

当
課

事
業

名
目

的
計

画
内

容
点

検
評

価
評

価

2
3

美
術
館

特
別
展

・
企

画
展

事
業

 
 
年
１

回
の
特
別
展

と
し

て
、
普
段
見

ら
れ

な
い
国

内
外

の
優

れ
た
美
術
品

を
地
元

で
鑑
賞

す
る
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

で
、
企

画
性

の
高

い
内

容
で
広

く
市

民
の
芸
術

体
験

を
深

め
る

と
共

に
、

都
城

市
立
美
術

館
の
美
術

活
動

を
市

内
外

に
紹
介

し
、

地
域

の
ア

イ
デ

ン
テ
ィ

テ
ィ

を
高

め
る

。

　
現
代

の
美
術
表

現
を

目
に

す
る
機

会
の
少

な
い
南
九
州

で
、

地
元
ゆ

か
り

の
美
術
作

家
に

よ
る

最
先
端

の
表

現
を
紹
介

す
る

。
1
0
年

に
わ

た
る

調
査

を
基

に
、

1
0
名

の
作

家
を

選
定

し
新

作
を
含

む
作
品

5
0
点

を
展
示

す
る

。
・

名
称

　
メ
ッ
セ
ー

ジ
2
0
1
7
「
南
九
州

の
現
代
作

家
た

ち
」

・
会

期
　

平
成

2
9
年

1
0
月

2
1
日
(
土
)
～

1
2
月

3
日
(
日
)

【
当

初
予

算
】

　
1
9
,
5
0
0
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
新

し
い
タ

イ
プ

の
美
術

活
動

を
地

域
住
民

に
紹
介

し
、
鑑
賞

や
ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
参
加

等
に

よ
り

、
美
術

を
身
近

で
親

し
み

の
あ

る
も

の
と

し
て

生
活

の
中

に
浸
透

さ
せ

て
い

く
効

果
が

期
待

で
き

る
。

ま
た

、
美
術
館
外

の
ア
ー

ト
ス
ポ
ッ

ト
に
作
品

を
展
示

し
た

り
、

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

の
滞
在

に
よ

り
、

地
域

の
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ

と
も

連
携

す
る

こ
と

で
街

の
賑

や
か

さ
に
貢
献

で
き

る
。

【
成

果
指

標
】

　
鑑
賞
者

ア
ン
ケ
ー

ト
の
満
足

度
　
Ａ

評
価

7
0
％
以

上

【
予

算
額

】
　

1
9
,
5
0
0
千

円
【

決
算

額
】

　
1
9
,
5
0
0
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
新

し
い
タ

イ
プ

の
美
術

活
動

を
紹
介

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
各
作

家
の
斬
新

な
展
示

を
は
じ

め
、

関
連

事
業

と
し

て
の
ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

に
よ

り
、
難

解
と
言

わ
れ

が
ち

な
現
代
美
術

を
身
近

で
親

し
み

の
あ

る
も

の
と

し
て

市
民

に
浸
透

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
サ

テ
ラ

イ
ト

会
場

へ
の
作
品
展
示

や
、

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

の
滞
在

に
よ

り
、

地
域

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ

と
も

連
携

し
街

や
郊
外

の
新

た
な
賑

や
か

さ
を
創

出
す

る
こ

と
に

も
貢

献
し

た
。

【
成

果
指

標
】

　
鑑
賞
者

ア
ン
ケ
ー

ト
の
満
足

度
　
Ａ

評
価

7
8
.
5
％

【
事

業
期

間
】

　
終

期
未

定
　

（
H
2
9
年

度
　

1
0
月

2
1
日

～
1
2
月

3
日

）

4

2
4

美
術
館

市
美
術
展

事
業

　
都

城
圏

域
の
美
術
愛
好

家
の

資
質

の
向

上
と
芸
術

文
化

の
向

上
を

図
る

。

　
出
品

資
格

は
高

校
生
以

上
で
美
術
作
品

（
平
面

・
立

体
）

の
公
募
展

で
あ

り
、
作
品
発
表

の
場

と
鑑
賞

の
機

会
を
提
供

す
る

。
　

・
会

期
　

平
成

2
9
年

9
月

1
6
日

（
土

）
～

1
0
月

1
日

（
日

）
　

・
審

査
員

　
全
国

か
ら
招
聘

【
当

初
予

算
】

　
3
,
1
2
4
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
都

城
圏

域
の
芸
術
文

化
の

向
上

と
情
操

教
育

の
振
興

に
つ

な
が

り
、
近
隣

市
町

と
の
交
流

が
深

ま
る

。
【

成
果

指
標

】
　

・
出
品

数
　
約

3
5
0
人

　
約

4
0
0
点

　
・

出
品
者

、
鑑
賞
者

ア
ン
ケ
ー

ト
満
足

度
Ａ

評
価

7
0
％
以

上

【
予

算
額

】
　

3
,
1
1
8
千

円
【

決
算

額
】

　
2
,
9
6
8
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
表

現
の
枠

に
縛

ら
れ

な
い
応
募
規

定
と
特

定
の
美
術
団

体
に

結
び

つ
か

な
い
審

査
員

に
よ

り
、
若

い
世
代

の
出
品

に
結
び

つ
く

こ
と

を
狙

っ
た

。
高

校
生
特
別
賞

の
受
賞
枠

を
設

け
、
新

た
な

出
品
者

を
養

成
す

る
た

め
に

、
出
品
相
談

会
も

実
施

し
た

。
　

出
品

数
は

目
標

を
下

回
っ

た
が

、
高

校
生

の
出
品

が
一

定
程

度
あ

り
、
多

様
な

市
民

の
作
品
発
表

の
場

と
そ

の
鑑
賞

の
機

会
を
提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
【

成
果

指
標

】
　

・
出
品

数
　

2
4
7
人

　
2
9
6
点

　
・

出
品
者

、
鑑
賞
者

ア
ン
ケ
ー

ト
満
足

度
　
Ａ

評
価

5
8
.
2
％

【
事

業
期

間
】

　
終

期
未

定
　

（
平

成
2
9
年

度
　

9
月

1
6
日

～
1
0
月

1
日

）

3
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№
担

当
課

事
業

名
目

的
計

画
内

容
点

検
評

価
評

価

2
5

美
術
館

作
品
収
集

事
業

　
地

域
の
美
術
文

化
の
核

と
し

て
都

城
に
縁

の
あ

る
作

家
で

、
質

の
高

い
作
品

を
収
集

し
、
美
術
文

化
形

成
の

充
実

を
図

る
。

 
 
作
品
収
集

委
員

会
に

て
作
品

を
審

査
し

、
収
蔵
作
品

と
し

て
相
応

し
い
作
品

を
収
集

す
る

。
　

・
作
品
収
集

委
員

　
3
名

　
・
収
集

委
員

会
　

平
成

3
0
年

2
月

　
・

事
業

期
間

　
　

平
2
9
年

4
月

～
平

成
3
0
年

2
月

　
・
収
集
作
品

　
　

全
国

の
美
術
商

等
に

よ
る
斡
旋
及
び
所
蔵

　
　

　
　

　
　

　
　

家
・
作

家
か

ら
の
寄
贈

　 　
作
品
購
入

予
算
配

当
の
無

い
年

度
に

つ
い

て
は
寄
贈

等
の
申

出
が
あ

っ
た
場

合
の

み
収
集

委
員

会
を

開
催

す
る

。
　

・
収
蔵
作
品

数
 
 
1
,
1
9
9
点

 
 
（

平
成

2
8
年

度
末

）
 【

当
初

予
算

】
　

5
8
3
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
収
蔵
作
品
展

で
鑑
賞

す
る
機

会
が
増

え
、
美
術
文

化
の
醸

成
を

図
る

。
【

成
果

指
標

】
　

2
点

か
ら

3
点

の
作
品
収
集

【
予

算
額

】
　

4
4
5
千

円
【

決
算

額
】

　
3
7
3
千

円
【

事
業

の
効

果
】

 
 
教

育
委

員
会

の
諮
問

に
応
じ

て
、
以
下

の
と

お
り
収
集

委
員

会
に

て
調

査
・
審

議
し

答
申

を
得

た
。

 
・
収
集

委
員

会
　

平
成

3
0
年

2
月

5
日

 
・
諮
問

内
容

 
 
 
 
寄
贈
作
品

1
2
点

、
移
管
作
品

1
点

に
つ

い
て

、
学
問

的
価

値
及
び

評
価

額
に

つ
い

て
諮
問

 
・
収
蔵
作
品

数
　

1
,
2
1
2
点

（
平

成
2
9
年

度
末

）
 
・
収
集

点
数

 
 
 
 
　

 
1
3
点

　
　

 
〈
寄
贈
作
品
〉

 
益
田
玉

城
「
姫
街
道

」
　
外

1
1
点

　
　

 
〈
移
管
作
品
〉

 
大
野
重
幸

「
辺

」
【

成
果

指
標

】
 
1
3
点

の
作
品
収
集

【
事

業
期

間
】

 
終

期
未

定

4

2
6
都
城
島
津
邸
特
別
展

開
催

事
業

　
他

の
博
物
館

や
研
究
機

関
の
史
料

を
活
用

し
た
多

様
な
切

り
口

に
よ

る
特
別

展
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

都
城
圏

域
の
歴
史
理

解
の

深
化

を
図

る
。

　
平

成
2
9
年

度
は

、
徳
川
慶
喜

が
政
権

を
朝
廷

に
返

上
し

た
大

政
奉
還

か
ら

1
5
0
年

、
西
郷
隆
盛

を
中
心

に
起

こ
っ

た
最
後

の
不

平
士
族

の
反
乱
西
南
戦
争

か
ら

1
4
0
周

年
に

当
た

る
。

ま
た

、
戊

辰
戦
争

に
向

け
、
京

都
警
護

中
で
あ

っ
た

都
城
島
津

家
六
烈
士

自
刃

か
ら

も
1
5
0
年

と
な

る
。

こ
れ

ら
の

出
来

事
は

、
新

た
な
時

代
の
幕

開
け

に
向

け
た

大
き

な
事
件

で
あ

っ
た

。
そ

こ
で

、
こ

の
時

期
に

お
け

る
薩
摩
及
び

都
城

の
人
び

と
の

活
躍

を
西
郷
隆

盛
ら

と
絡

め
て
紹
介

す
る

。
武
士

の
時
代

が
終
焉

し
、
天
皇

を
頂

点
と

し
た
官
僚

中
心

の
中
央
集
権

的
国

家
へ

と
展

開
す

る
時

代
に

お
け

る
人

々
の

活
躍

を
当
時

の
貴
重

な
資
料

を
基

に
明

ら
か

に
す

る
展
示

を
行

う
。

・
名
称

　
幕
末
維
新

の
動
乱

と
都

城
～
西
郷
隆
盛

と
都

城
島
津

家
～
(
仮
称
)

・
会

期
 
 
平

成
2
9
年

1
0
月

1
4
日

（
土

）
～

1
1
月

2
6
日

（
日

）
【

当
初

予
算

】
　

7
,
3
0
8
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
国

の
重
要
文

化
財

を
借
用
展
示

す
る

こ
と

で
、

当
館

に
お

け
る

学
芸

部
門

の
ス
キ

ル
ア
ッ

プ
と

な
り

、
か

つ
来
館
者

の
満
足

度
が

向
上

し
、
集
客

力
の

ア
ッ

プ
及
び
リ
ピ
ー
タ
ー

の
増
加

に
繋

が
る

。
【

成
果

指
標

】
　
特
別
展

開
催

期
間

の
入
館
者

数
 
3
,
4
0
0
人

。

　
本
展
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」
放
映
が
決
定
し
た
こ

と
も
意
識
し
、
西
郷
隆
盛
を
中
心
に
激
動
の
時
代
に
お
け
る
薩
摩
藩

及
び
都
城
島
津
家
の
人
々
の
活
躍
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

【
予
算
額
】
　
7
,
3
0
8
千
円

【
決
算
額
】
　
7
,
0
4
2
千
円

【
事
業
の
効
果
】

　
西
郷
隆
盛
が
盟
友
で
あ
っ
た
大
久
保
利
通
に
宛
て
た
書
状
や
、
ペ

リ
ー
来
航
を
伝
え
る
密
書
、
さ
ら
に
西
郷
の
肖
像
画
等
々
、
動
乱
期

の
貴
重
な
国
宝
・
重
要
文
化
財
等
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
尚
古
集
成
館
長
松
尾
千
歳
氏
を
は
じ
め
、

原
口
泉
、
山
本
博
文
、
小
平
田
史
穂
、
各
氏
に
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て

参
加
い
た
だ
き
、
西
郷
隆
盛
を
は
じ
め
当
時
の
人
々
の
活
躍
を
紹
介

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
宮
崎
放
送
局
と
の
連
携
で
実

施
し
、
司
会
を
白
鳥
哲
也
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
務
め
好
評
を
得
た
。

【
成
果
指
標
】

　
国
宝
3
点
、
重
要
文
化
財
1
4
点
を
は
じ
め
、
動
乱
期
の
貴
重
な
文
化

財
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
ほ
か
多
く
の
西
郷
隆
盛
関
連

資
料
や
勝
海
舟
の
書
な
ど
著
名
な
文
化
財
を
展
示
紹
介
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
入
館
者
数
は
3
,
6
1
8
人
で
当
初
目
標
を
達
成
し
た
。

【
事
業
期
間
】
　
終
期
未
定

　
（
平
成
2
9
年
度
）

　
展
　
　
示
：
平
成
2
9
年
1
0
月
1
4
日
（
土
）
～
1
1
月
2
6
日
（
日
）

　
ｼ
ﾝ
ﾎ
ﾟ
ｼ
ﾞ
ｳ
ﾑ
：
平
成
2
9
年
1
1
月
1
1
日
（
土
）

5
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［
施
策
4
］
　
歴
史
と
地
域
文
化
資
源
の
保
存
・
継
承
・
活
用

№
担

当
課

事
業

名
目

的
計

画
内

容
点

検
評

価
評

価

2
7
文
化
財
課
郷
土
歴
史
読

本
活

用
事

業

 
 
地

域
の
歴
史

や
伝
統

・
文

化
を

ま
と

め
た

「
都

城
の
歴
史

と
人
物

」
の

活
用

を
図

る
。

 
増
補

改
訂
版
郷
土
歴
史
読

本
『

都
城

の
歴
史

と
人
物
』

を
小

学
６

年
生

に
配
付

し
、
子
供

た
ち

が
郷
土

の
歴
史

・
文

化
・
偉
人

に
つ

い
て

学
ぶ

こ
と

に
よ

っ
て

、
郷
土

へ
の
理

解
を

深
め

、
愛

郷
心

を
高

め
る

こ
と

を
目

指
す

。
　

・
平

成
2
9
年

度
配
付

予
定
冊

数
　

1
,
5
1
8
冊

 
・

6
年

担
任

に
　

　
『

都
城

の
歴
史

と
人
物
』
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を
配
付

　
・

出
前

授
業

で
の

活
用

　
・

H
3
0
年

度
か

ら
3
2
年

度
配
付
用

と
し

て
5
,
0
0
0
冊

を
増
刷

【
当

初
予

算
】

　
4
,
9
6
8
千

円
【

事
業

の
効

果
】

 
子
ど

も
た

ち
が
郷
土

の
歴
史

・
文

化
・
偉
人

に
つ

い
て

学
ぶ

こ
と

に
よ

り
、
郷
土

の
歴
史

へ
の
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

期
待

で
き

る
。

【
成

果
指

標
】

　
郷
土
歴
史
読

本
活
用

事
業

　
（

小
学

校
6
年

ク
ラ

ス
単

位
で

の
活
用

率
）

　
・

基
準

値
　

H
2
6
 
 
8
8
.
7
％

　
・

目
標

値
　

H
2
9
　

9
5
.
0
％

【
予

算
額

】
　

4
,
9
6
8
千

円
【

決
算

額
】

　
3
,
7
8
0
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
ア

ン
ケ
ー

ト
の
結

果
、

小
学

校
3
6
校

5
7
ク

ラ
ス

中
、

全
ク

ラ
ス

で
活
用

さ
れ

、
活
用

率
は

1
0
0
％

で
あ

っ
た

。
『

都
城

の
歴
史

と
人
物
』

を
授

業
で

活
用

す
る

こ
と

で
、
子
ど

も
た

ち
が
郷
土

の
歴
史

・
文

化
・
偉
人

に
つ

い
て

学
ぶ

こ
と

が
で

き
、
郷
土

の
歴
史

へ
の
理

解
を

深
め

る
結

果
と

な
っ

た
。

　
ま

た
、

5
,
0
0
0
冊

を
増
刷

し
た

こ
と

で
、

平
成

3
0
年

度
か

ら
も

こ
の

事
業

の
継

続
が
可
能

と
な

っ
た

。
【

成
果

指
標

】
　

小
学

校
6
年

ク
ラ

ス
単

位
で

の
活
用

率
は

1
0
0
％

で
、

目
標

の
9
5
.
0
％

を
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
事

業
期

間
】

　
平

成
2
0
年

度
～

平
成

2
9
年

度

5

2
8
文
化
財
課
埋
蔵
文

化
財
保
存

活
用
整
備

事
業

 
 
埋
蔵
文

化
財

の
保
存

と
活
用

を
行

う
体

制
を
整
備

し
、
諸

施
策

の
実

施
を

図
る

。

　
出
土
品

の
活
用

を
と

お
し

、
正

し
い
郷
土

の
歴
史

に
直
接
触

れ
る

こ
と

で
、
先
祖

が
守

り
抜

い
て

き
た
自
然

・
風
土

の
素
晴

ら
し

さ
、

資
源

の
大
切

さ
、

「
都

城
ら

し
さ

」
に

つ
い

て
考

え
、
更

に
は

、
郷
土
愛

の
高
揚

を
目

指
す

目
的

と
し

て
、

体
験

学
習

や
出
前

授
業

を
実

施
し

、
普
及
啓
発

活
動

を
行

う
。

【
当

初
予

算
】

　
2
,
0
0
0
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
発
掘

出
土
品

を
間
近

で
見

た
り
触

れ
た

り
、
史
跡

を
探
訪

す
る
機

会
を

児
童

等
に
提
供

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

の
歴
史

を
身
近

に
感
じ
郷
土
愛

の
高
揚

に
つ

な
が

る
。

【
成

果
指

標
】

    
体
験

学
習

会
等
参
加
者

数
　

・
基

準
値

　
H
2
7
　

年
間

8
,
9
8
1
人

　
・

目
標

値
　

H
2
9
　

年
間

9
,
0
0
0
人

【
予

算
額

】
　

2
,
0
0
0
千

円
【

決
算

額
】

　
2
,
0
0
0
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
多

く
の

児
童

や
市
民

に
、
発
掘

出
土
品

を
間
近

で
見

た
り
触

れ
た

り
、
史
跡

を
探
訪

す
る
機

会
を
提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
【

成
果

指
標

】
　

目
標

値
　

年
間

9
,
0
0
0
人

に
対

し
、
総

計
1
0
,
9
2
3
人

の
参
加

を
得

た
。

【
事

業
期

間
】

　
平

成
2
2
年

度
～

平
成

2
9
年

度

5

138138138138



№
担

当
課

事
業

名
目

的
計

画
内

容
点

検
評

価
評

価

2
9
都
城
島
津
邸

都
城
島
津

家
史
料

修
復

事
業

　
作

成
し

た
都

城
島
津

家
伝
来
史
料

の
修
復

計
画

に
基

づ
き

修
復

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
史
料

の
適

切
な
展
示

・
保
存

を
図

る
。

　
か

け
が

え
の

な
い

市
民

の
財
産

で
あ

る
都

城
島
津

家
史
料

を
永

く
保
存

・
公

開
す

る
た

め
に

、
傷
ん
だ
史
料

の
修
復

を
行

っ
て

い
く

。

【
当

初
予

算
】

　
2
,
8
9
8
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
作

成
し

た
修
復

計
画

に
基

づ
い

て
修
復

す
る

こ
と

で
、
永

く
史
料

が
保
存

さ
れ

、
適
切

な
展
示

が
行

え
る

よ
う

に
な

り
、
更

に
魅

力
あ

る
展
示

が
可
能

と
な

る
。

【
成

果
指

標
】

　
修
復
史
料

２
点

　
都

城
島
津

家
史
料

を
永

く
保
存

・
公

開
す

る
た

め
に

、
展
示

内
容

や
史
料

の
損
傷

状
況

を
踏

ま
え

、
計

画
的

に
修
復

を
実

施
し

た
。

【
予

算
額

】
　

2
,
8
9
8
千

円
【

決
算

額
】

　
2
,
8
0
5
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
今

年
度

は
庄

内
地
理
志
巻
十

・
十
二

・
十
五

・
二
十
八

の
修

復
を

行
っ

た
。

各
巻
表
紙

を
含

め
損
傷

が
大

き
く

、
展
示
公

開
が
危
ぶ

ま
れ

る
状

態
で
あ

っ
た

が
、
適
切

な
修
復

が
施

さ
れ

、
今
後

の
保
存

活
用

の
安

全
性

が
高

ま
っ

た
。

ま
た

修
復
過
程

に
お

い
て
新

し
い
発
見

が
あ

り
、

研
究

の
上

で
も
有
益

な
情
報

が
得

ら
れ

た
。

【
成

果
指

標
】

　
修
復
史
料

4
点

【
事

業
期

間
】

　
終

期
未

定
　

（
2
9
年

度
　

平
成

2
9
年

8
月

1
日

～
平

成
3
0
年

3
月

3
1
日

）

5

3
0
都
城
島
津
邸

本
宅
襖

修
繕

事
業

　
傷
ん
だ

本
宅
襖

の
修
復

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
歴
史

的
建
造
物

の
適

切
な
公

開
・
保
存

を
図

る
。

　
都

城
島
津

家
御
親
族

の
指

定
寄
附

を
受

け
、

か
け

が
え

の
な

い
市
民

の
財
産

で
あ

る
都

城
島
津
邸

本
宅

を
永

く
保
存

・
公

開
す

る
た

め
に

、
傷
ん
だ
襖

の
修
復

を
行

っ
て

い
く

。

【
当

初
予

算
】

　
2
,
4
9
6
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
修
復
技
術

の
高

い
事

業
者

に
よ

り
修
復

す
る

こ
と

で
、
永

く
史
料

が
保
存

さ
れ

、
適
切

な
展
示

が
行

え
る

よ
う

に
な

り
、

さ
ら

に
魅

力
あ

る
展
示
公

開
が
可
能

と
な

る
。

【
成

果
指

標
】

　
修
復
史
料

8
枚

1
6
面

　
都

城
島
津

家
御
親
族

か
ら

の
指

定
寄
付

を
受

け
、
損
傷

が
進

み
安

全
な
公

開
が
危
ぶ

ま
れ

て
い

た
都

城
島
津
邸

本
宅

内
の
恭

子
氏
居
室
襖

8
枚

1
6
面

を
修
復

し
た

。
【

予
算

額
】

　
2
,
4
9
6
千

円
【

決
算

額
】

　
2
,
4
9
5
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
8
枚

1
6
面

の
修
復

に
よ

り
、
島
津
恭
子
氏

の
居
室

が
再

現
さ

れ
、
観
覧
者

に
安

全
に
公

開
す

る
こ

と
が
可
能

と
な

っ
た

。
ま

た
襖

を
実
際

に
作

成
し

た
職
人

の
署

名
書

画
が
発
見

さ
れ

、
当

時
の
仕

立
て

に
関

す
る
新
情
報

を
得

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
成

果
指

標
】

　
修
復
史
料

8
枚

1
6
面

【
事

業
期

間
】

　
（

2
9
年

度
　

平
成

2
9
年

6
月

2
日

～
平

成
3
0
年

3
月

3
1
日

）

5
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基
本
目
標
6

基
本
目
標
6

基
本
目
標
6

基
本
目
標
6
　　 　　
魅
力

魅
力

魅
力
魅
力
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
の

あ
る
ス
ポ
ー
ツ
の

あ
る
ス
ポ
ー
ツ
の

あ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

振
興

振
興
振
興
と
ス
ポ
ー
ツ
に

と
ス
ポ
ー
ツ
に

と
ス
ポ
ー
ツ
に

と
ス
ポ
ー
ツ
に
親親 親親
し
む

し
む

し
む
し
む
社
会

社
会

社
会
社
会
づ
く
り
の

づ
く
り
の

づ
く
り
の

づ
く
り
の
推
進

推
進

推
進
推
進

［
施
策
1
］
　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

№
担

当
課

事
業

名
目

的
計

画
内

容
点

検
評

価
評

価

3
1
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課

都
城

市
体

育
協

会
運

営
費
補

助
事

業

　
本

市
の

ア
マ
チ
ュ

ア
ス

ポ
ー
ツ

を
統
括

す
る
団

体
で
あ

る
体

育
協

会
の

運
営

及
び

事
業

の
推

進
に

関
す

る
経
費

を
補

助
す

る
こ

と
で

、
体

育
ス
ポ
ー
ツ

の
普

及
発
展

と
市
民

の
体

力
向

上
及
び
競
技

力
向

上
を

図
る

。

　
体

育
協

会
の

事
務

運
営
費

、
自
主

事
業

実
施
経
費

、
選
手
派

遣
費

、
種

目
普
及

育
成
費

等
を
補

助
す

る
。

【
当

初
予

算
】

　
1
0
,
8
1
6
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
体

育
協

会
の

事
務
及
び

各
種

事
業

の
円
滑

な
推

進
が

図
ら

れ
、

体
育

ス
ポ
ー
ツ

の
健

全
な
発
展

・
普
及

、
体

協
組

織
及
び

加
盟

組
織

の
活

動
の

充
実

、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ

の
振
興

等
に

よ
る

市
民

の
体

力
の

向
上

、
児

童
生

徒
の
健

全
育

成
、
競
技

力
の

向
上

等
が

期
待

さ
れ

る
。

【
成

果
指

標
】

　
親

と
子

の
ス
ポ
ー
ツ

教
室

の
参
加
者

　
基

準
値

　
H
2
8
　

8
9
人

　
目

標
値

　
H
2
9
　

8
9
人

（
前

年
度

同
様

）

【
予

算
額

】
　

1
0
,
8
1
6
千

円
【

決
算

額
】

　
1
0
,
8
1
6
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
自
主

事
業

と
し

て
「
親

と
子

の
ス
ポ
ー
ツ

教
室

」
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、
幼
少

期
に

ス
ポ
ー
ツ

に
親

し
む
機

会
を
与

え
ら

れ
る

こ
と

が
で

き
た

。
【

成
果

指
標

】
　

・
親

と
子

の
ス
ポ
ー
ツ

教
室
参
加
者

実
績

　
　

平
成

2
8
年

度
　
参
加
者

数
実
績

　
8
9
組
(
1
7
8
名

）
　

　
平

成
2
9
年

度
　
参
加
者

数
実
績

　
6
6
組
(
1
3
2
名

）
【

事
業

期
間

】
　

終
期

未
定

　
（

平
成

2
9
年

度
）

　
　
前

期
　

5
月

1
0
日

～
7
月

1
2
日

、
　

　
後

期
　

9
月

6
日

～
1
1
月

1
5
日

3

［
施
策
2
］
　
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
強
化

№
担

当
課

事
業

名
目

的
計

画
内

容
点

検
評

価
評

価

3
2
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課

都
城

運
動
公
園
陸

上
競
技
場
公
認

継
続

事
業

　
都

城
運

動
公
園
陸

上
競

技
場

の
4
種
公
認

を
継

続
す

る
こ

と
で
競
技
場

で
開

催
さ

れ
る

市
内

の
各
種

大
会

で
の
記
録

が
公
式
記
録

と
し

て
認

定
さ

れ
る

。

　
平

成
3
0
年

6
月

に
期

間
満
了

と
な

る
都

城
運

動
公
園
陸

上
競
技

場
の

4
種
公
認

継
続

の
た

め
の
整
備

を
行

う
。

ま
た

、
年

度
内

に
検

定
を

実
施

し
、

4
種
公
認

を
継

続
す

る
。

【
当

初
予

算
】

　
1
0
,
1
3
0
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
陸

上
競
技
場

で
開

催
さ

れ
る

市
内

の
各
種

大
会

の
記
録

が
公

式
記
録

と
し

て
認

定
さ

れ
る

。
【

成
果

指
標

】
　

4
種
公
認

継
続

の
た

め
、
今

年
度

中
に
整
備

を
完
了

さ
せ

、
検

定
を

実
施

の
上

、
4
種
公
認

を
継

続
す

る
。

【
予

算
額

】
　

1
5
,
6
1
9
千

円
【

決
算

額
】

　
1
3
,
3
5
2
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
2
0
1
8
年

6
月

1
1
日

～
2
0
2
3
年

6
月

1
0
日

ま
で

の
今
後

5
年

間
に

お
け

る
4
種
公
認

が
継

続
さ

れ
、

本
競
技
場

で
開

催
さ

れ
る

市
内

の
各
種

大
会

の
記
録

が
公
式
記
録

と
し

て
認

定
さ

れ
る

こ
と

に
よ

り
、
競
技

力
向

上
が

図
ら

れ
る

。
【

成
果

指
標

】
　

・
平

成
3
0
年

4
月

2
0
日
:
競
技
場

・
備
品

等
の
整
備
完
了

　
・

平
成

3
0
年

4
月

2
1
日
:
第

4
種
公
認

検
定

実
施

　
・

平
成

3
0
年

5
月

9
日
:
第

4
種
公
認

決
定

【
事

業
期

間
】

　
平

成
3
0
年
１
月

1
8
日

～
平

成
3
0
年

4
月

2
6
日

5
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［
施
策
3
］
　
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備

№
担

当
課

事
業

名
目

的
計

画
内

容
点

検
評

価
評

価

3
3

【
指

定
管
理
者
及
び
管
理

施
設

】
・
早
水
外

7
施

設
及
び
山
之
口

運
動
公
園
外

1
施

設
：
株
式

会
社

文
化

コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン

・
高
崎
総

合
公
園

体
育

施
設

：
高
崎
町
星

の
郷
総

合
株
式

会
社

・
地

区
体

育
施

設
：
姫

城
・
妻
ケ
丘

・
小
松
原

・
祝
吉

・
沖

水
・
五
十

市
・
横

市
・
志
和
池

・
庄

内
・

中
郷

地
区

体
育

協
会

、
西
岳

地
区

ま
ち

づ
く

り
協

議
会

、
下
長
飯
自
治
公
民
館

、
大
岩
田
玉
利
自
治
公
民
館

、
今
町
多

目
的

研
修
集

会
施

設
管
理

組
合

【
予

算
額

】
　

1
5
6
,
0
7
2
千

円
　
高
崎

体
育

施
設

指
定
管
理

に
お

い
て

、
予

期
で

き
な

い
電
気

料
の
不
足

が
生
じ

た
た

め
補
正

予
算

計
上

（
9
8
9
千

円
）

【
決

算
額

】
　

1
5
6
,
0
7
1
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
指

定
管
理
者

制
度

導
入

に
よ

り
施

設
の
利
用
促

進
及
び
利
用

者
満
足

度
の

向
上

を
図

り
、

各
種

大
会

の
円
滑

な
運

営
や
日
常

的
な
利
用

に
お

け
る

活
動

に
寄
与

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
　

な
お

、
山
之
口

運
動
公
園
外

1
施

設
及
び

地
区

体
育

施
設

の
指

定
管
理

に
つ

い
て

は
平

成
3
0
年

度
以
降

の
管
理
者

選
定

を
実

施
し

た
。

そ
の
結

果
、
山
之
口

運
動
公
園
外

1
施

設
は

、
公
募

に
よ

り
特

定
非

営
利

活
動
法
人
高

城
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ

が
選

定
さ

れ
、

地
区

体
育

施
設

は
非
公
募

に
よ

り
現
管
理
者

が
選

定
さ

れ
た

。
【

成
果

指
標

】
体

育
施

設
利
用
者

数
　

・
目

標
値

　
8
6
3
,
2
9
4
人

（
前

年
度
比
１

％
増

）
　

・
実
績

値
　

9
9
5
,
6
0
2
人

（
前

年
度
比

1
6
％
増

）
　

年
間
利
用

調
整

会
議

に
よ

り
、

各
施

設
に

お
け

る
大

会
の
振

り
　

分
け

が
円
滑

に
進
ん
だ

こ
と

な
ど

が
利
用
者
増
加

に
つ

な
が

っ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
【

事
業

期
間

】
　

平
成

2
9
年

4
月
１
日

～
平

成
3
0
年

3
月

3
1
日

5

　
早
水

、
都

城
、
山
之
口

、
高
崎
並
び

に
高

城
屋

内
競
技
場

の
各

運
動
拠

点
施

設
及
び

各
地

区
体

育
施

設
2
3
箇
所

の
計

2
8
箇
所

の
施

設
管
理

を
、

指
定
管
理
者

制
度

に
よ

り
1
7
の
団

体
に

委
託

す
る

。

【
指

定
管
理

期
間

】
 
 
 
拠

点
施

設
（
早
水

・
都

城
）

：
平

成
2
7
年

度
か

ら
3
1
年

度
 
 
 
拠

点
施

設
（
高
崎

）
 
 
 
 
 
 
：

平
成

2
6
年

度
か

ら
3
0
年

度
 
 
 
拠

点
施

設
（
山
之
口

）
 
 
 
 
：

平
成

2
6
年

度
か

ら
2
9
年

度
 
 
 
拠

点
施

設
（
高

城
屋

内
）

 
 
：

平
成

2
8
年

度
か

ら
3
2
年

度
 
 
 
地

区
体

育
施

設
（

2
3
箇
所

）
：

平
成

2
7
年

度
か

ら
2
9
年

度
【

当
初

予
算

】
　

1
5
5
,
0
8
3
千

円
【

事
業

の
効

果
】

　
指

定
管
理
者

制
度

の
導
入

に
よ

り
、
拠

点
施

設
に

お
い

て
は

専
門

的
か

つ
高

度
な
管
理

運
営

を
行

う
こ

と
が

で
き

、
地

区
施

設
に

お
い

て
は

地
区
住
民

の
活
発

な
利
用

が
促

進
さ

れ
、
住
民

自
治
意
識

の
向

上
、

地
域

協
働

の
推

進
等

が
期

待
で

き
る

。
【

成
果

指
標

】
　
利
用

調
整

会
議

の
開

催
に

よ
り

、
住
民

の
平

等
な
利
用

確
保

を
図

り
、

大
会

開
催

や
ス
ポ
ー
ツ

教
室

等
の
自
主

事
業

を
充

実
さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
競
技

力
向

上
や

施
設
利
用
促

進
を

図
る

。
 
 
　

 
　

　
　

　
　

体
育

施
設
利
用
者

数
　

基
準

値
　

H
2
8
　

8
5
4
,
7
4
7
人

　
目

標
値

　
H
2
9
　

8
6
3
,
2
9
4
人
(
前

年
度

1
％
増

）

　
高

城
屋

内
競
技
場
以
外

及
び
山
田

を
除

く
拠

点
施

設
並
び

に
各

地
区

施
設

の
体

育
施

設
に

お
い

て
、

指
定
管
理
者

と
の

基
本

協
定

に
基

づ
き

、
指

定
管
理
者

制
度

を
継

続
す

る
こ

と
に

よ
り

、
住
民

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
や
経
費
削
減

に
努

め
る

。

体
育

施
設
維
持
管

理
（

指
定
管
理

）
費

ス
ポ
ー
ツ

振
興
課

141141141141



3 平成 29 年度都城市教育委員会3 平成 29 年度都城市教育委員会3 平成 29 年度都城市教育委員会3 平成 29 年度都城市教育委員会のののの自己点検自己点検自己点検自己点検・・・・評価評価評価評価にににに対対対対するまとめするまとめするまとめするまとめ、、、、提言 提言 提言 提言 

 

（1）自己評価のまとめ 

各教育委員が、教育委員会の会議の運営等及びその他教育委員の活動状況実績に対する全

体的な点検・評価を行いました。 

各教育委員は、教育委員としての見識を高めるため、積極的な学校訪問により、学校の状

況を把握すると共に、教育委員の研修にも参加しました。 

 教育委員会の会議録はホームページに公表しました。 

教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務は、都城市総合計画の後期実施計画期間

（平成 25年度から平成 29 年度まで）の主要事業計画において採択され、かつ、平成 29年度

当初予算に計上された事務事業及び平成 28 年度予算で 29年度に繰越された事務事業に対す

る実績、評価及び課題等の整理を行い、総合的な評価で、その達成度を 5段階評価で行いま

した。 

 

（2）外部評価委員の意見提言 

 外部評価委員 

  内田芳夫氏 

  （鹿児島大学名誉教授、元南九州大学人間発達学部子ども教育学科教授） 

久保田賢一郎氏 

（都城東高等学校教諭、元都城市立姫城中学校校長、元都城市教育委員会学校教育課長） 

  

項 目 名 意 見・提 言 

1 教育委員会の 

活動状況（全体） 

【内田委員】 

次世代を担う子どもの学力向上と社会を生き抜く力の育成、ふる

さとを誇りに思い、世界にはばたく子どもを育む教育の推進、魅力

ある教育環境の整備・充実、生涯を通じて学び、文化と歴史に親し

む社会づくりの推進、魅力あるスポーツの振興とスポーツに親しむ

社会づくりの推進という基本目標のもと、基本目標 1 の市民総ぐる

みによる教育の推進が十分に遂行できるように必要な予算を組み

教育委員会全体で積極的に取り組んでいる姿に敬意を表します。 

引き続き、児童・生徒が地域で安心して生活でき学びができるよ

う、種々の取り組みの継続と必要な新規事業を開拓して戴きたい。 

 

【久保田委員】 

教育長報告や各事業の議案及び報告に対し、教育長や教育委員の

方々の豊富な経験と見識を基にした質疑、事務局側の回答や説明な

どを含め活発な審議が行われていることが会議録を通して伺えま

す。 
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さらに、その他の教育委員の活動を通して、定例会では学校や地

域、児童生徒や市民の視点に立った議論が行われています。そのこ

とが教育委員会の教育方針や各課の政策に活かされ、都城市の様々

な教育的課題の解決につながっているものと思います。 

 

 

(1)教育委員会の

会議の運営等 

【内田委員】 

定例教育委員会で、非行問題、いじめ、不登校、交通事故等の児

童生徒の現状について教育長報告があり、その報告を受けて教育委

員の方々と事務局とが双方向的な討議がなされており、良好な教育

委員会の会議運営になっています。 

特に、児童生徒の現状について、毎回、継続的に報告があるので

当該問題の経過、推移を読み取ることができます。子どもの貧困対

策や特別支援教育の推進も引き続き強化していただきたいと思い

ます。 

 

【久保田委員】 

定例会等の議事録及び教育委員の自己評価から、事前の資料配

付、会議の時間管理、議事の進行、質問や意見等に対する修正・補

足を持ち越さない配慮など、スムーズで適切な会議運営がなされて

いると思います。 

また、詳細に記録されている会議録から、会議の内容や教育委員

会の事業目的・方向性などを理解することが出来ます。 

 

(2)その他教育委

員の活動 

【内田委員】 

教育に関わる学校や地域の各種行事に教育長はじめ教育委員の

方々が頻繁に参加されています。 

学校支援訪問活動は現場の実態を把握され、いじめや非行問題等

の予防や初期対応に繋がる取組みになっています。 

他にも、スポーツ振興、生涯学習等においても精力的に出席され

地域振興に寄与されています。 

 

【久保田委員】 

教育長や教育委員長の議会対応をはじめ、教育委員の小中学校訪

問や各課行事等への積極的な参加が、市民の要望や学校・地域等の

実態を把握することにつながっていると思います。 

このような活動による実態把握が定例会での質疑等として反映

され、熱心な意見交換や協議になり、教育委員会の事業の充実につ

ながっていると思います。 
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2 教育委員会が

管理・執行を教

育長に委任す

る事務 

【内田委員】 

 5 段階評価で多くの事業が評価 4、評価 5 であり、良好な達成状

況であります。 

各種事業を目的と計画内容に照合してみると事業効果や予算執

行の整合性が読み取れます。 

各担当者へのヒヤリングで、エビデンスの提供と説明があり、よ

り精度の高い妥当な点検・評価になったと判断します。 

なお、評価 3 の事業については、課題を明らかにされ一定程度の

成果に繋がる取り組みを期待しています。 

 

【久保田委員】 

評価 4（達成度 80％を超える）以上の事業が多く、都城市教育振

興基本計画が順調に推進されていると思います。 

さらに、推進力を高めるために評価 3 の事業については、その原

因分析と対策・改善等を期待したいと思います。 

また、一部の事業において、事業の目的・成果と成果指標との整

合性について疑問点がありましたので、次年度も継続事業であれば

再検討の必要があるかと思います。 
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○都城市教育委員会外部評価委員設置規程 

平成25年７月18日 

教委訓令第３号 

（設置） 

第１条 都城市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況について、点検

及び評価を行うに当たり、その結果について学識経験者の意見を広く反映させる

ため、都城市教育委員会外部評価委員（以下「委員」という。）を置く。 

（所掌事務） 

第２条 委員の行う事務は、次の各号に掲げるとおりとする。 

(１) 教育委員会の権限に属する事務の点検結果について意見を述べること。 

(２) 教育委員会の権限に属する事務の評価結果について意見を述べること。 

（組織） 

第３条 委員は、２人以内とし、教育行政に関し学識経験を有する者のうちから、

教育委員会が委嘱する。 

（任期） 

第４条 委員の任期は、１年とし、再任を妨げない。ただし、年度の途中で委嘱さ

れた委員の任期は、当該委嘱された年度の末日までとする。 

２ 委員が欠けた場合の補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（庶務） 

第５条 委員の庶務は、教育委員会事務局教育総務課において所掌する。 

附 則 

この訓令は、公表の日から施行する。 
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都城市教育委員会 

教育総務課 

都城市姫城町６街区２１号 

（０９８６）２３－９５４３ 


